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本書記述内容の変更について

Branson Ultrasonics Corporation は、 自社製品の構成部品、 内部回路などの改善を常に心掛け、 超音波

プ ラ スチ ッ ク溶着、 超音波金属接合、 超音波洗浄およびそれらの関連技術で リ ーデ ィ ングカ ンパニー
と し ての地位を確保するよ う に努めています。 こ う し た改善箇所は、 開発後に徹底的なテス ト を通じ
て製品に取り入れられます。 

改善に関する情報は、 該当する技術文書の次回の改訂 ・ 印刷時に反映されます。 このため、 特定製品
のサービスサポー ト をお求めの場合は、 本書のに記載されている文書管理番号、 改訂版数、 およびこ
のページのに記載されている印刷日をご確認 く だ さい。

著作権および商標に関する表示

Copyright © 2023 Branson Ultrasonics Corporation.All rights reserved. 本書の内容は、 から事前に許可を受ける こ と な く 、 いか

なる形式でも複製する こ とはできません。

マイ ラーは帝人デュポン フ ィ ルム株式会社の登録商標です。

Loctite は Loctite Corporation の登録商標です。

WD-40 は WD-40 Company の登録商標です。

Windows 7、 Windows Vista、 および Windows XP は、 Microsoft Corporation の登録商標です。

本書に記載されるその他の商標およびサービスマークの所有権は、 それぞれの所有者に帰属し ます。
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前書き

Branson Ultrasonics Corp. システムをお選びいただきあ りがと う ございます。

Branson Ultrasonics Corporation 2000Xc Power Supply は、超音波エネルギを使用し てプ ラスチ ッ ク部

品を溶着するための処理装置です。本機は、お客様の多彩なアプ リ ケーシ ョ ンに対応できるよ う に、高
度な技術を採用し た最新世代の製品です。 この取扱説明書は、 本製品に付属する文書の一部ですので、
製品と共に大切に保管し て く だ さい。

Branson Ultrasonics Corporation をご購入いただきあ りがと う ございま し た。

はじめに

この取扱説明書は、 各章ご と に製品の取扱い、 据付け、 セ ッ ト ア ッ プ、 設定、 操作、 メ ンテナンスを
安全に行 う ために、 必要な情報を検索しやすいよ う に配慮し た構成にな っ ています。 必要な情報の検
索には、 本書の 目次または 索引をご参照 く だ さい。 本書に記載のない情報またはサポー ト を必要と さ

れる場合は、 弊社の製品サポー ト （ お問い合わせ方法については 1.4 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方

法を参照 く だ さい） または Branson Ultrasonics Corporation 各営業所までお問い合わせ く だ さい。
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1.1 安全要求事項および警告
本章には、 この取扱説明書および製品本体に使用されている さ まざまな安全上の注意に関する記号と
アイ コ ンについて説明し、 超音波溶着に関する安全情報の補足が記載されています。 また、 ブ ラ ン ソ
ンのサポー ト をご依頼される際の連絡方法についても説明し ます。

1.1.1 本書で使用する記号

本書では、 製品を取り扱う上での注意を促すために以下の記号を使用し ます。                

警告 起こ り う る危険性

危険を回避し なかった場合、 死亡または重傷を招 く 場合があ り ます。

警告 高電圧の危険

高電圧。 修理 ・ 点検する前に電源をオフにし て く だ さい。

警告 腐食性物質の危険

腐食性材質。 眼や肌に触れないよ う にし て く だ さい。 適切な 保護具を装着し

て く だ さい。

注意 低いレベルの危険

危険を回避し なかった場合、 軽傷を招 く 場合があ り ます。
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注意 騒音注意

騒音注意。耳栓を装着しなければなりません。

注意 重量注意

重量注意。 肉離れや背中の怪我を回避するため、 リ フ ト や適 切な持ち上げ方

を使用し て く だ さい。

注記 危険を伴わない重要な情報

この状況を回避し なかった場合、 システムまたは周辺機器が損傷する場合が
あ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの種類、 その他の重要な情報、 役立つ情報が強調表示され
ています。
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1.1.2 本製品に記載される記号

ブ ラ ン ソ ン製品には、 注意を必要とする事項や危険な事項を警告するためのい く つかのラベルが貼付
されています。 2000Xc アクチュエータおよびパワーサプ ラ イには、 以下の警告ラベルが貼付されてい

ます。

図 1.1 2000Xc パワーサプ ラ イの背面に貼られている安全ラベル

図 1.2 2000Xc アクチュエーターに貼られている工場の換気に関する注意ラベル

図 1.3 2000Xc アクチュエーターの背面に貼られている安全ラベル

図 1.4 2000Xc アクチュエーターに貼られている コネク タ ラベル

IMPORTANT
AIR SUPPLY MUST BE FREE OF OIL AND WATER

MAX. PRESSURE 100 PSI/690 kPa/6.89 bar

CAUTION

MANUAL
OVERRIDE

KEEP CLEAR
OF HORN WHEN

OPERATING

PS
SIGNALS ENCODER

MPS/GDS

BASE/
START
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図 1.5 2000Xc アクチュエーターの前面に貼られている安全ラベル

EMERGENCY STOP

TWIST TO RESET

Keep hands

away from

MOVING horn

WARNING

WARNING
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1.2 一般的な注意事項
パワーサプ ラ イの修理 ・ 点検を行う前に、 以下の注意事項に従って く だ さい。

• 感電などの事故を防止するために、 必ずパワーサプ ラ イは正し く 接地された電源に接続し て く だ さい。

• 感電などの事故を防止するために、 パワーサプ ラ イは排気口の横に配置されている接地端子 （グラ ン ド スク
リ ュー） に 8 ゲージ接地線を接続し て接地し て く だ さい。

• パワーサプ ラ イの内部には高電圧を発生させる箇所があ り ます。 超音波発振モジュールなどの内部部品を取
り扱う作業を行う場合は、 以下を実施し て く だ さい。

パワーサプ ラ イの電源をオフにし ます。

主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。

そのまま 5 分間以上の時間を置いて、 内部のコ ンデンサを放電させます。

• パワーサプ ラ イの内部には高電圧を発生させる箇所があ り ます。 本体のカバーを外し た状態での運転は絶対
に行わないで く だ さい。

• 超音波発振モジュールは高電圧を発生させます。 コ モン ・ ポイ ン ト はシャシ ・ グラ ン ド ではな く 、 サーキッ
ト ・ レ フ ァ レンスに接続されています。 従って、 これらのモジュールを点検する場合は、 非接地タ イプで
バッ テ リ駆動式のマルチ メ ータ以外は使用し ないで く だ さい。 それ以外の測定機器を使用する と、 感電の危
険性があ り ます。

• ホーンの直下に手や体の一部を置かないで く だ さい。 ホーン駆動時の加圧力と超音波振動によ って負傷する
恐れがあ り ます。

• RF ケーブルまたはコ ンバータの接続が外れている状態のまま、 溶着システムを運転し ないで く だ さい。

• 大型ホーンを使用する場合、 ホーン と治具の間に指を挟まないよ う に注意し て く だ さい。

• パワーサプ ラ イの据付作業は、 必ず資格を有し た作業員が現地の基準および規制に従って行って く だ さい。

• 通常の運転では、 アクチュエータ駆動部のベア リ ングが正常かつ安全に機能するよ う に、 ベア リ ングシール
に適量のグ リ スを塗布する必要があ り ます。 使用状態によ ってはベア リ ングからグ リ スが漏れる こ と もあ り
ますので、 長期にわた り正常かつ安全に使用するために、 常に十分な量のグ リ スを保持し て く だ さい。 グ リ
スを塗布せずに不足し た状態で分解あるいは運転する と、 保証が無効になる場合があ り ます。 詳細は、 弊社
のカス タ マ ・ サービスセン ターまでお問い合わせ く だ さい。

注意

超音波加工 ・ 処理工程時に発生する騒音の音響レベルと その周波数は、 a. ア
プ リ ケーシ ョ ンの種類、 b. 被加工物の寸法、 形状、 材料組成、 c. 治具の形状

および材質、 d. 装置の設定パラ メ ータ、 e. ツールの設計などの要因によ って

異な り ます。

一部の被加工物は、 超音波加工 ・ 処理工程時に可聴周波数帯域で振動する場
合があ り ます。 上記の要因の一部またはすべてによ って、 加工 ・ 処理中に不
快な騒音を発生させる可能性があ り ます。

このよ う な場合は、 作業者は適切な保護具を着用し なければならないこ とが
あ り ます。 国内法 （労働安全衛生法、 第 4 章、 第 22 条、 および労働安全衛生

規則、 第 3 編、 第 2 章、 第 595 条）、 または米連邦規則集 （29 CFR 1910.95、

「職場騒音リ スク」、 「職業上の騒音暴露」 の項） などを参照し て く だ さい。
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1.2.1 システムの使用目的

2000Xc Power Supply および構成機器は、 超音波溶着システムの一部と し て使用するよ う設計されて

います。 また、、 幅広い種類の溶着や処理に使用するよ う設計されています。

Branson Ultrasonics Corporation が指定し ていない方法で装置を使用する場合、装置の保護機能が損な

われる可能性があ り ます。

Branson Ultrasonics Corporation では、 お客様に製品を安全かつ効率よ く 使用し ていただけるよ う に、

製品の設計および製造では安全第一を最優先し ています。 装置の運転および修理は、 訓練を受けた作
業者のみが行っ て く だ さ い。 訓練不足の作業者は、 装置を誤操作し た り安全指示を無視し た り する こ
とがあ り、 怪我や装置の損傷につながるおそれがあ り ます。 すべての作業者および修理担当者は、 装
置の運転および修理の際、 必ず安全指示に従い、 注意を払って作業を行って く だ さい。

1.2.2 放出物について

被加工物の材料の中には、 加工 ・ 処理中に作業者の健康に有害と なる さ まざまな種類の有毒ガス、 臭
気を放出する ものがあ り ます。 このよ う な材料を処理する場合は作業場所を正し く 換気し、 放出物の
環境中での濃度を 0.1 ppm 以下に保持する必要があ り ます。 このよ う な材料を処理する前に、 材料供

給業者に推奨される防護対策を確認し て く だ さい

1.2.3 作業場所のセ ッ ト ア ッ プ

超音波溶着機を安全に運転するための作業場所のセ ッ ト ア ッ プについては、 「章 5: 据付およびセ ッ ト

ア ッ プ」 を参照し て く だ さい。

1.2.4 法的規制の順守

本製品は、 北米および EU における電気保安要件および EMC （電磁両立性） 要件に適合し ています。

注意

PVC などの材料を大量に処理する と、 作業者の健康が損なわれ、 装置が腐食

または損傷するおそれがあ り ます。 適度な換気と保護対策を実施し て く だ さ
い。
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1.3 保証について
保証情報については、 以下の利用規約の保証セ ク シ ョ ン を参照 し て く だ さ い。 www.emerson.com/
branson-terms-conditions。



100-412-234JA REV. 11 9

1.4 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法
ブ ラ ン ソ ンはいつで もお客様をサポー ト し ます。 弊社はお客様を尊重し、 お客様に弊社の製品を正し
く 使っ ていただけるよ う にお手伝いいた し ます。 ブ ラ ン ソ ンのサポー ト が必要な場合は、 最寄りの各
営業所までご連絡 く だ さ い。 巻末 「事業所一覧」 をご参照 く だ さ い （営業時間午前 ８ 時から午後 ４ 時
まで）。

• 北米本社 （全事業部） ： (203) 796-0400

• パーツス ト ア （直通番号） ： (877) 330-0406

• 修理部門 ： (877)-330-0405

• 時間外の緊急サービス用 （午後 5 時～午前 8 時 （東部標準時）） ： (203) 796-0500 （米国電話番号のみ）

所有する製品と、 必要な担当者または部門をオペレーターにお伝え く だ さい （表 1.1） 。 時間外の場合

は、 お名前と返信用電話番号を含めてボイス メ ッ セージを残し て く だ さい。

1.4.1 ブ ラ ン ソ ンへサポー ト を依頼する前に

本書では、 ご使用の製品で発生する可能性のある不具合に対する原因と対策の ト ラ ブルシ ューテ ィ ン
グを記載し てお り ます。 （「章 8: 保守」 をご参照 く だ さい）。 さ らに詳細な情報、 または記載内容以外

のサポー ト が必要な場合は、 弊社カス タ マ ・ サービスセン ターが不具合解決のお手伝いをいた し ます。
不具合の原因を特定するために、 弊社へご連絡いただいた際にこ ち らからお尋ねいた し ます基本的な
質問事項を以下に記載し ます。

ブ ラ ン ソ ンへご連絡いただ く 前に、 以下の事項についてご確認 く だ さい。

1. お客様の会社名と所在地

2. お客様への連絡方法 （電話番号、 メ ールア ド レスなど）

3. 対象製品に付属の取扱説明書をご用意 く だ さい。 問題の ト ラ ブルシューテ ィ ングに関し ては、 「章 8: 保守」

を手元にご用意 く だ さい。

4. お手持ちの製品の型式およびシ リ アル番号をご確認 く だ さい。 （製品に貼付されているデータ ラベルに記載さ
れています。） なおホーンに関する情報 （Item 番号、 ゲイ ンなど） や、 その他のツールに関する情報は、 それ

ぞれの物品に刻印されている場合があ り ます。 また、 ソ フ ト ウ ェ アベースのシステムには、 BOS またはソ フ

ト ウ ェ アのバージ ョ ン情報が記載されてお り、 これらの情報が必要になる場合があ り ます。

5. ご使用のホーン、 ブース タ、 その他のツールのタ イプ

6. 溶着 （接合） 条件パラ メ ータ （溶着 （接合） モー ド と各設定項目） および装置の初期条件設定

7. お手持ちの機器は、自動機システムでのご使用ですか？ 　 　 　 はい 　 ／ 　 いいえまた、自動機システムでご使
用されている場合は、 システムとの入出力信号 （ス ター ト 信号など） はどのよ う に配線されているか。

8. 不具合の内容を出来る限り詳し く お知らせ く だ さい。例：不具合の発生は連続的かあるいは間欠的か？不具合
の発生頻度は （周期的に発生する場合は、 どの位の周期か） ？電源投入後、 不具合の発生までに経過し た時間
は？発生し ているエラー メ ッ セージの内容 （エラーコー ド、 エラーの名称など）

9. すでに実施し た対処を時系列順に リ ス ト ア ッ プ し て く だ さい。

10. 加工、 処理中の被加工物 （パーツ） の材料、 特徴を含むアプ リ ケーシ ョ ンの種類と詳細

11. サービスパーツ一覧または予備部品リ ス ト （チ ッ プ、 ホーンなど） をご用意 く だ さい。

12. その他、 お気付きの点などをご記載 く だ さい。
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
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1.5 修理のために機器を返送する
修理のため装置を返品する前に、 装置に関する問題を決定する際に役立つ情報をでき るだけ多 く 記入
し て く だ さい。 次のページに必要な情報を記録し て く だ さい。

修理のため装置をブ ラ ン ソ ンに返品する場合、 最初に修理部門に電話をかけて返品承認 (RGA) 番号を

入手する必要があ り ます （要求すれば、 修理部門から返品承認フ ォームが Fax で送信されるので、 記

入し て装置と一緒に返送し て く だ さい）。

Branson Repair Department, C/O Zuniga Logistics, LTD
12013 Sara Road, Killam Industrial Park
Laredo, Texas 78045 U.S.A.

直通電話番号 ： (877)-330-0405

Fax 番号 ： (877) 330-0404

• 修理が必要な箇所を特定できるよ う に、 できるだけ多 く の情報を記入し て く だ さい。

• 元の梱包用段ボール箱に入れて装置を慎重に梱包し て く だ さい。

• ダンボール箱の外側と送り状に RGA 番号と返品理由を記入し、 すべての配送用ダンボール箱の眼に付きやす

いと こ ろにラベルを貼って く だ さい。

• 一般修理品についてはお好みの方法で返品し て く だ さい。 優先修理品については航空便で返送し て く だ さい。

• ア メ リ カ合衆国テキサス州ラ レ ド まで、 FOB （本船渡し条件） で輸送料金を前払いし ていただきます。

1.5.1 RGA 番号の入手

RGA#

_________________________________________________________________________________

装置をブ ラ ン ソ ンに返品する場合、 修理部門に電話をかけて返品承認 (RGA) 番号を入手し て く だ さい

（要求されますと、 修理部門から RGA フ ォームが Fax で送信されるので、 記入し て装置と一緒に返送

し て く だ さい）。

注記

装置をブ ラ ン ソ ンに返品する場合、 まずブ ラ ン ソ ン販売代理店から RGA 番号

を入手する必要があ り ます。 この番号がないと配送が遅延し た り拒否された
りする場合があ り ます。
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1.5.2 問題に関する情報の記録

修理のための機器を発送する前に、 効率的に製品の不具合点を特定でき るよ う に出来る限り多 く の情
報をお知らせ く だ さい。 以下のページに必要な情報をご記入の上、 コ ピーを製品に添付し て く だ さい。
記入し きれない場合は別紙を追加し て く だ さい。

1. 不具合の内容を出来る限り詳し く お知らせ く だ さい。 例 ： 不具合の発生は連続的かあるいは間欠的か？不具合の
発生頻度は （周期的に発生する場合は、 どの位の周期か） ？電源投入後、 不具合の発生までに経過し た時間は？
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

2. お手持ちの機器は、 自動機システムでのご使用ですか？ 　 　 　 はい 　 ／ 　 いいえ
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

3. 不具合は、 外部信号に関する ものですか？その場合、 どの信号に関係し ていますか？
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

4. 特定できる場合は、 その信号のプ ラグ／ピン番号 （例 ： P29、 3 番ピン） をご記入 く だ さい。
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

5. 現状の溶着 （接合） 条件パラ メ ータ、 初期設定パラ メ ータ をご記入 く だ さい。
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

6. アプ リ ケーシ ョ ンの詳細をお知らせ く だ さい。 （溶着 （接合） の種類、 被加工物の材料特性など）
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

7. 今回の不具合に関し、その内容と状況を最も熟知されている方のご氏名、ご部署および連絡先をお知らせ く だ
さい。
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

機器を発送する前に、 弊社のお客様担当者、 または送付先のブ ラ ン ソ ン営業所までご連絡 く だ さい。

保証対象外の装置については、 遅延を さけるため、 発注書を同梱し て く だ さい。

修理のため返品する装置と一緒にこのページの写し をお送り く だ さい。
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1.5.3 ブ ラ ン ソ ンへの連絡方法

ラ ン ソ ンへ連絡される場合は、 弊社のお客様担当者、 またはお客様の地域を担当する最寄りのブ ラ ン
ソ ン各営業所までご連絡 く だ さい。 ブ ラ ン ソ ン各営業所の連絡先は、 表 1.1 を参照 く だ さい。

最寄りのブ ラ ン ソ ン販売代理店名 ：
_________________________________________________________________________________
_________________________________________________________________________________

その販売代理店と連絡が取れる電話番号 ：
_________________________________________________________________________________
_________________________________________________________________________________

1.5.4 装置の梱包および配送
1. 配送時の損傷を避けるため、元の梱包材に入れてシステムを慎重に梱包し て く だ さい。ダンボール箱の外側と

内側に RGA 番号と返品理由を明記し て く だ さい。 箱に梱包し た全コ ンポーネン ト のリ ス ト を作成し て く だ さ

い。 取扱説明書は保管し ておいて く だ さい。

2. 一般修理品についてはお好みの方法で返品し て く だ さい。 優先修理品については航空便で返送し て く だ さい。
修理施設への輸送料金を FOB （本船渡し条件） で前払いし て く だ さい。

表 1.1 ブ ラ ン ソ ン連絡先

お問い合わせ内容 電話連絡先 電話番号

新しい溶着システムまたはコ ンポーネ
ン ト に関する情報

最寄りのブ ラ ン ソ ン販売代理
店またはブ ラ ン ソ ン カス タ
マーサービス

203-796-0400
内線 384

溶着システムに関する用途およびセ ッ
ト ア ッ プに関する質問

溶着応用ラボ
203-796-0400
内線 368

ホーンおよび工具保持具に関する応用
サポー ト

ATG ラボ
203-796-0400
内線 495

溶着システムに関する技術的質問 溶着製品サポー ト
203-796-0400
内線 355、 551

ホーンおよび工具保持具に関する技術
的質問

ATG ラボ
203-796-0400
内線 495

新しい部品の注文 パーツス ト ア (877)-330-0405

RGA、 修理依頼、 修理状況 溶着修理部門 (877)-330-0405

システム自動運転 / 接続部に関する情報 製品サポー ト
203-796-0400
内線 355、 551

注記

着払いで配送された返品は拒否されます。
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1.6 交換部品の入手
ブ ラ ン ソ ンパーツス ト アに連絡する際は、 以下の電話番号を使用し て く だ さい。

ブ ラ ン ソ ンパーツス ト ア

直通電話番号 ： (877)-330-0405

Fax 番号 ： (877)-330-0404

多 く の部品は、 午後 2 時 30 分 （東部標準時） までにご注文いただけば同日配送が可能です。

本書の 「章 8: 保守」 にある部品リ ス ト には、 説明と EDP 部品番号が記載されます。 交換部品が必要

な場合、 以下の情報を購入代理店にお伝え く だ さい。

• 発注番号

• 配送先情報

• 請求先情報

• 配送指示 （空輸、 陸上輸送など）

• 特記事項 （「空港留めの後電話連絡」 など）。 氏名と電話番号を必ず記入し て く だ さい。

• 担当者名
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2.1 対象モデル
本書では、 2000Xc Power Supply の据付、 セ ッ ト ア ッ プ、 運転、 および保守に関する手順を詳し く 説

明し ます。

2000Xc アクチュエータは、 次の 2 種類の形態が用意されています。

• コ ラムサポー ト 、 コ ラム、 およびエルゴ ノ ミ ッ クベース （またはハブ） がアセンブ リ された標準ス タ ン ド に
搭載された状態。 （図 2.1 参照）。 この状態で単にス タ ン ド と呼ぶ場合もあ り ます。

• アクチュエータ単体 ： 標準ス タ ン ドが付属し ない、 アクチュエータのみの状態。 自動機や位置決め機構付き
の特別仕様のシステムに取り付けて使用する場合にこの形態が使用されます。

以下の図は、標準ス タ ン ド ア ッ センブ リ に Branson Ultrasonics Corporation 2000Xc が搭載された状態

を示し ます。 コ ラムサポー ト に取り付けられたア ク チュ エータは、 コ ラム （円柱） を介し て、 エルゴ
ノ ミ ッ クベースで支えられます。

図 2.1 アクチュエーターの 2000Xc 左側面図
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2.1.1 溶着システムの概要

溶着システムは、 パワーサプ ラ イ、 アクチュエータ、 および超音波ス タ ッ ク （コ ンバータ、 ブース タ、
ホーンを連結し た振動系ユニ ッ ト ） から構成されています。 さ らに溶着システムは、 超音波溶着、 イ
ンサー ト 、 ステーキング、 スポ ッ ト 溶着、 スウ ェージング、 およびゲー ト カ ッ ト など さ まざまな加工、
処理を行 う こ とができます。 また、 溶着システムは自動運転、 半自動運転、 あるいは手動運転に対応
できるよ う に設計されています。

2.1.2 運転の原理

熱可塑性プ ラ スチ ッ クパーツの超音波溶着は、 被加工物 （溶着されるパーツ） に機械的高周波振動と
加圧力を与える こ と によ り行われます。 この機械的高周波振動によ っ て被加工物の溶着部の表面およ
び分子間で摩擦を生じ させ、 溶着境界面に急激な温度上昇を もたら し ます。

プ ラスチ ッ クが溶融する温度まで上昇する と、被溶着物の溶着部境界面で材料の溶融が始ま り ます。振
動が停止する と、 プ ラスチ ッ クが加圧された状態で再硬化し、 溶着が完了し ます。

大部分の超音波溶着機では、 利用する機械的高周波振動が人間の可聴周波数域 （約 18 kHz） 以上の超

音波周波数帯域を使用し ているため、 超音波溶着と呼ばれます。

2.1.3  2000Xc Power Supply
パワーサプ ラ イは、 電源部、 操作部、 および超音波発振モジュールと システムコ ン ト ローラから構成
されます。超音波発振モジュールは、一般的な 50/60 Hz の電源電圧を 20 kHz、30 kHz、または 40 kHz
の電気的超音波エネルギに変換し ます。 システムコ ン ト ローラは、 溶着システムを制御、 モニ タ リ ン
グし ます。

パワーサプ ラ イにはデジ タル UPS が組み込まれています。 デジ タル UPS は、 保護されたプ リ セ ッ ト

を最大 1000 個まで保存できる ラ イブ ラ リ を持ち、それらのプ リ セ ッ ト は各モデルのパワーサプ ラ イが

個別に持つ さ ま ざ ま な設定パ ラ メ ー タ の変更のためにア ク セス可能です。 プ リ セ ッ ト は Branson
Ultrasonics Corporation 工場出荷時にあらかじめメ モ リ に読み込まれ、 変更されたプ リ セ ッ ト は、 特定

のアプ リ ケーシ ョ ンに反映できるよ う に名前を付ける こ とができます。 各プ リ セ ッ ト のパラ メ ータは、
Branson Ultrasonics Corporation 販売代理店が変更できます。 最初、 プ リ セ ッ ト は工場出荷時のデフ ォ

ル ト に設定されています。 システムコ ン ト ローラには、 RS232 リ ン ク経由でアクセスできます。

電源装置には以下の機能があ り ます。

• メ モ リ式オー ト チューニング (AT/M) ： パワーサプ ラ イは、 直近の溶着サイ クルでモニ タ リ ングし たホーン振

動周波数を メ モ リ に保存し ます。

• オー ト シーク ： ホーンの周波数を検知し、 適切な周波数で超音波発振を行います。 オー ト シーク とは、 あら
かじめホーンを低振幅 （5％程度） で発振させ、 その共振周波数を検知および保存し て溶着サイ クル開始時の

発振周波数と し て利用し ます。

• ラ イ ンレギュ レーシ ョ ン ： 電源電圧の変動に対し、 コ ンバータの振幅が一定に維持するよ う に制御し ます。

• S ビーム式ロー ド セル ： 溶着サイ クル中に被加工物に加わる加圧力を測定、 モニ タ リ ングし ます。 この測定

値は、 溶着結果のデータのひとつと し て表示される と共に、 超音波発振の ト リ ガや溶着結果の加圧力- デ ィ ス
タ ンス ・ グラ フなどを作成する際のデータ と し て利用されます。

• 振幅レギュ レーシ ョ ン ： コ ンバータの振幅が一定に維持するよ う にパワーサプ ラ イの定格出力の全域に渡っ
て制御し ます。

• システム保護モニ タ ： 下記の 5 つの要素をモニ タ リ ングし、 パワーサプ ラ イ を保護し ます。

電圧

電流

位相

温度

定格出力／電源電圧

• 周波数オフセ ッ ト ： 溶着サイ クル時の発振周波数に対し、 外部制御による周波数オフセ ッ ト の適用が可能で
す。
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2.1.4  2000Xc アクチュエータ

2000Xc アクチュエーターは、 手動、 半自動、 および自動超音波溶着システムで使用するために設計さ

れた、 コ ンパク ト で高剛性なユニ ッ ト です。 I ビームなどの機械フ レームに直接取り付けた り、 コ ラム

およびベース （ス ター ト スイ ッ チ付き） に取り付けた り し て、 手動システムまたはベンチ ト ッ プシス
テムで使用できます。 基本的には直立姿勢で運転するよ う に設計されていますが、 横向きや倒立姿勢
に し て も 運転で き ます。 倒立姿勢で設備に取 り 付け る場合は、 詳 し い注意事項について Branson
Ultrasonics Corporation にお問い合わせ く だ さい。 （1.4 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法を参照し て

く だ さい）

The 2000Xc アクチュエータには、 アクチュエータの制御用に電力と コ ン ト ロール機能を提供し、 超音

波出力をアクチュエータのコ ンバータに供給するため、 2000Xc Power Supply パワーサプ ラ イが必要

にな り ます。 

2000Xc ア ク チ ュ エー タ には、 完全内蔵型空気圧制御部と機構制御部が搭載されています。 2000Xc
Power Supply の運転は、 2000Xc Power Supply への入力によ って制御されます。

S ビームロー ド セルおよびダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー

超音波溶着のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 多 く の場合超音波エネルギが発振されている間、 被加工物を加
圧する力が必要にな り ます。 ア クチュ エータ には、 ホーン駆動用のエアシ リ ンダ と超音波ス タ ッ ク と
の間に S ビームロー ド セルが搭載されています。 S ビームロー ド セルはアクチュエータが被加工物に

加える加圧力を測定するデバイスで、 加圧力があらかじめ設定された値に達する と超音波発振を開始
し ます。ホーンが被加工物に接触し たまま加圧力を維持するよ う に、S ビームロー ド セルはダイナ ミ ッ

ク フ ォ ロースルー （加圧力追従） 動作を行います。 このシステムによ り、 溶着品質を一定に保つこ と
ができます。

ダイナ ミ ッ ク ト リ ガ と、 ダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー工程の動作は次の通り です ： 溶着サイ クルが開
始される と、 ソ レ ノ イ ド バルブから エアシ リ ンダの上部ポー ト へ調圧された圧縮エアを送り込み、 ダ
ウンスピー ド 制御部を介し てエアシ リ ンダの下部ポー ト から シ リ ンダ内のエアが排出されます。 これ
によ っ て、 ホーンが下降し て被加工物に接触し ます。 ロー ド セルは、 ホーンの接触から被加工物への
加圧力を測定し、 設定された ト リ ガ加圧力の値に実際の加圧力が達する とパワーサプ ラ イに信号を送
信し、 超音波発振が開始されます。 この時点でシステムは溶着サイ クルを固定し タ イ ミ ング計測を開
始し ますので、 ス ター ト ボタ ンから手を離し てもサイ クルプロセスが進行し ます。 溶着の進行に伴い、
被加工物が変形を始める と、 S ビームロー ド セルのダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー動作が加圧力を一定

に維持し、 超音波エネルギの伝達を効率的かつスムーズに行います。

キャ レ ッ ジおよびスラ イ ド機構

2000Xc アクチュエータのキャ レ ッ ジは複動式エアシ リ ンダによ って動作し ます。またボールベア リ ン

グ式のリ ニアスラ イ ド を介し て本体に取り付けられます。 スラ イ ド機構は 8 セ ッ ト の予圧式、 常時潤

滑式のベア リ ングを基本と し、 ホーンの正確で安定し たア ラ イ メ ン ト 、 スムーズな直線運動、 および
長期間の信頼性を実現し ます。

エン コーダ

エン コーダはホーンの移動量を測定するデバイスです。 パワーサプ ラ イの設定に応じ て、 エン コーダ
は以下を実行し ます。

• アブ ソ リ ュー ト モー ド およびコ ラ プスモー ド におけるデ ィ ス タ ンス制御

• 不適切に設定された制御状態の検出

• 溶着中のホーン移動量のモニ タ リ ング
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空気圧システム

2000Xc Power Supply に搭載される空気圧システムは、 アクチュエータの筐体内に格納されたソ レ ノ

イ ド バルブ、 エアシ リ ンダ、 および電空レギュ レータから構成されます。 ホーンの下降速度はパワー
サプ ラ イ側のダウンスピー ド 制御によ っ て設定し ます。 なお、 ホーンの復帰速度は固定です。 ダウン
スピー ド制御の設定に関する詳細は、 「2.5 ア クチュエータ制御部およびイ ンジケータ」 を参照し て く

だ さい。

2.1.5  超音波ス タ ッ ク

コ ンバータ

コ ンバータは超音波ス タ ッ クの一部と し てア クチュ エータの内部に格納されます。 パワーサプ ラ イか
ら供給される電気的超音波エネルギは、 コ ンバータ （振動子と呼ばれる こ と もある） へ送られます。 コ
ンバータは電気的超音波エネルギを同じ周波数の機械的超音波エネルギに変換し ます。 コ ンバータの
主要部はセラ ミ ッ ク圧電素子です。 圧電素子に交流電圧を加える と、 素子は伸縮を繰り返し て、 90 ％

を超える効率で電気的超音波エネルギを機械的超音波エネルギに変換し ます。

ブース タ

超音波溶着の品質の良否は、ホーン先端で振動振幅が正し く 得られているかど うかに左右されます。振
幅はホーンの形状で制限され、 ホーンの形状は溶着される被加工物のサイズと形状によ っ てほとんど
決ま り ます。 ブース タはホーンから被加工物に加え られる超音波振動の振幅を増減させる機械的な変
換器と し て機能し ます。

ブース タは、 アル ミ ニウムまたはチ タ ンの共振半波セク シ ョ ンです。 ブース タは、 コ ンバータ と ホー
ン間に超音波ス タ ッ クの一部と し て取り付けます。 また、 ブース タはス タ ッ ク を固定するための支持
部と し ての役割も持っています。

ブース タは使用される コ ンバータ と同一の周波数で共振するよ う 設計されています。 ブース タは一般
的に軸方向振動のノ ーダル ・ ポイ ン ト （最小振動点） を保持する形でア クチュ エータへ取り付けられ
ます。 これによ っ て超音波エネルギの損失を最小限に抑え、 振動がア クチュ エータへ伝わるのを防止
し ます。

ホーン

ホーンは、 個々のアプ リ ケーシ ョ ンに応じ て選択あるいは設計されます。 ホーンはいずれも半波長共
振体と なるよ う 調整されてお り、 必要な加圧力と機械的超音波振動を被加工物に均一に加えます。 ま
た超音波振動を コ ンバータから被加工物に伝達し ます。 ホーンは超音波ス タ ッ クの一部と し てブース
タに取り付けられています。 

ホーンはその形状によ り、 ステ ッ プ型、 コ ニカル型、 エキスポネンシ ャル型、 バー型、 カ テ ノ イダル
型などの種類があ り ます。 ホーン先端の振幅はホーンの形状によ り異な り ます . ホーンはアプ リ ケー

シ ョ ンの種類に応じ て、 チ タ ン合金、 アル ミ 、 鋼などで製作されます。 チ タ ン合金は強度に優れ、 エ
ネルギ損失が低いこ とからホーン材料と し て最適です。 アル ミ 製ホーンには通常、 磨耗を減らすため
にク ロム メ ッ キ、 ニ ッ ケルメ ッ キ、 ハー ド コー ト を施し ます。 鋼製ホーンは、 超音波イ ンサー ト など
硬さ を必要とする低振幅のアプ リ ケーシ ョ ンに適し ています。
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2.2 Branson Ultrasonics Corporation 製品との互換性

2000Xc Power Supply に搭載される コ ンバータは、 接続するパワーサプ ラ イのモデルによ り以下の互

換性があ り ます。

表 2.1 Branson Ultrasonics Corporation コ ンバータ との 2000Xc Power Supply の互換性

周波数モデル コ ンバータ

20 kHz/1250 W

20 kHz/2500 W

20 kHz/4000 W

CJ20

30 kHz/750 W

30 kHz/1500 W
CJ30

40 kHz/400 W

40 kHz/800 W
4TJ
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2.3 システムの機能
以下に、 Branson Ultrasonics Corporation 2000Xc 超音波溶着システムが持つ多 く の特徴について説明

し ます。

• 1 ms 単位の動作制御およびサンプ リ ング ・ レー ト ： 溶着工程の制御およびモニ タ リ ング ・ データのサンプ リ

ングを 1 秒ご とに 1000 回行います。

• 最大 1000 個のプ リ セ ッ ト 保存 ： ユーザ側で独自に設定し た溶着条件設定と環境設定をプ リ セ ッ ト と し て簡単

に呼び出し、 生産を開始する こ とができます。

• 19 イ ンチラ ッ クマウン ト 式筐体 ： パワーサプ ラ イの筐体サイズは、 業界標準の 19 イ ンチラ ッ クエン ク ロー

ジャシステムに対応し ています。

• 運転中のパラ メ ータ調整 : 2000Xc Power Supply では、 溶着システムの運転中に設定条件のパラ メ ータ を変

更する こ とができます。

• アフ ターバース ト ： 溶着工程終了後 （ホールド機能使用時は、 ホールド工程終了後） に別途設定できる超音
波発振工程で、 ホーンに張り付いた溶着パーツを取り除き易 く するために超音波発振する機能です。

• プロセスアラーム ： 溶着パーツの品質をモニ タ リ ングするために、 い く つかのパラ メ ータの上限 ・ 下限値を
設定できます。

• 振幅ステ ッ ピング ： パワーサプ ラ イによるプロセス制御。 時間、 エネルギ、 ピークパワー、 距離が指定し た
値に達し た時点のタ イ ミ ング、 あるいは任意のタ イ ミ ングで入力される外部信号によ って超音波発振の振幅
を切り替える こ とができます。 この機能は、 被加工物の均質性、 溶着強度の向上、 およびバリの制御を確実
に行うのに寄与し ます。

• 自動プ リ セ ッ ト ネー ミ ングプ リ セ ッ ト に固有の名前を付けないで保存し た場合、 パワーサプ ラ イは自動的に
溶着モー ド と主要パラ メ ータの設定値を表す名前を割り当てます。

• オー ト チューニング ： 溶着システムの振動系が最大効率で動作するよ う に周波数調整を行います。

• コ ラ プスモー ド における リ ミ ッ ト 設定 ： 溶着モー ドがコ ラ プス （沈み込み制御） の場合に、 サスペク ト （品
質が疑わしい） 範囲と リ ジ ェ ク ト （不良品質） 範囲をそれぞれ最大 ・ 最小のリ ミ ッ ト 設定で規制する こ とが
できます。

• コ ン ト ロールリ ミ ッ ト ： 現行の溶着モー ド における主要な溶着条件と合わせて使用する リ ミ ッ ト 機能です。
このカテゴ リの機能は最小値と最大値による制限範囲の設定と な り、 溶着工程の追加的な制御が可能です。

• サイ クル中断 ： 異常時にサイ クルを中断させる場合、 その条件 （ ミ ッ シングパーツあるいはグラ ン ド デ ィ テ
ク ト 検出） をユーザ側で設定する こ とが出来ます。 この機能は、 溶着システムの破損やツールの損耗などを
防止する安全リ ミ ッ ト と し て使用できます。

• サイ クル実行日時の記録 ： パワーサプ ラ イは、 生産および品質管理の目的で各溶着サイ クルの実行日時を記
録し ます。

• 振幅のデジ タル設定 ： アプ リ ケーシ ョ ンに必要な振幅の設定が正確に行えます。 これによ り、 アナログシス
テムよ り も設定範囲と設定値の再現性が向上し ます。

• 診断メ ニュのデジ タル ・ ホーンテス ト ： パワーサプ ラ イのテス ト モー ド では、 テス ト 結果をデジ タル形式の
数値表示とバーグラ フで確認でき、 最良のス タ ッ ク共振状態を把握する こ とができます。

• デジ タルチューニング ： パワーサプ ラ イ を使用するホーン と アプ リ ケーシ ョ ンに合わせて周波数調整し ます。
パワーサプ ラ イが追従できる周波数範囲の極限までのチューニングができます。

• デジ タル UPS ： デジ タル UPS は、 パワーサプ ラ イのシステムコ ン ト ローラからデジ タルイ ン ターフ ェース

を介し てプログラム可能な特徴を持ち、 正確なオー ト チューニングと超音波出力の立ち上がり時間を一定範
囲内で任意に設定できる機能を有し ます。 また、 パワーサプ ラ イのプ リ セ ッ ト 内容のカス タ マイズによ り発
振条件の変更が可能です

• ダウンスピー ド ： ホーンが溶着パーツに向かって下降する速度を調整できます。

• エン コーダ : パワーサプ ラ イでホーンの移動距離を監視し、 距離機能を使用できるよ う にし ます。

• エネルギ補償 ： 設定された溶着時間に達し てもモニ タ されたエネルギ値がこ こで設定された最小値を下回っ
ている場合、 その最小値に達するまで、 または設定溶着時間の最大 50％増まで発振を延長し ます。 一方、 設

定溶着時間に達する前にもかかわらずエネルギ値がこ こで設定された最大値を超えた場合はその時点で発振
を停止し ます。

• 単位系選択機能 ： パワーサプ ラ イの設定に使用する数値の単位系を選択する機能です。

• 表示言語 ： ソ フ ト ウ ェ アでサポー ト されている言語は、 英語、 フ ラ ンス語、 ド イ ツ語、 イ タ リ ア語、 スペイ
ン語、 中国語 （繁体字）、 中国語 （簡体字）、 日本語、 および韓国語です。
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• 周波数オフセ ッ ト ： ある特殊なアプ リ ケーシ ョ ンにおいては、 治工具や被溶着物の音響的影響によ り加圧時
に発振周波数がシフ ト する場合があ り ます。 この機能を利用する とあらかじめその変動を考慮し た発振周波
数のオフセ ッ ト が可能にな り ます。 ただ し、 この機能を使用する際には、 事前に Branson Ultrasonics 
Corporation からのア ドバイスを十分に受けて く だ さい。

• グラ フのオー ト スケール機能 ： 溶着モー ド を タ イムモー ド で使用し ている場合、 グラ フの時間軸を自動的に
調整し、 最適な形のグラ フ を表示できます。

• パワーサプ ラ イのパワー、 振幅、 速度、 コ ラ プス、 加圧力、 周波数、 ホーンスキャ ンのグラ フ : 2000Xc 
Power Supply は、 これらの項目のグラ フ表示に対応し ています。 また、 これらのグラ フには溶着で重要と な

るポイ ン ト が表示されます。 これらのグラ フ を参考にし て溶着プロセスの最適化の検討や、 アプ リ ケーシ ョ
ンの問題点の診断が可能です。

• ユーザ設定可能なグラ フ ： すべての溶着モー ド において、 表示グラ フの時間軸スケールはユーザ側で設定可
能で、 溶着サイ クル初期でズームする こ とができます。

• ホーンダウンモー ド ： ク ラ ンプ＝オンの場合 ： この時ス ター ト スイ ッ チを押し てホーンが下降し、 治具ある
いは溶着パーツ と接触し て所定の加圧力が加わった時点で、 スイ ッ チから手を離し てもホーンは下降姿勢を
保持し ます。 開放するには、 「ホーンを原位置に戻す」 ボタ ンを押し ます。 ク ラ ンプ＝オフの場合 ： この時ス
ター ト スイ ッ チを押し ている間のみホーンは下降姿勢を保持し ます。 スイ ッ チから手を離すと ホーンは自動
的に原位置に戻り ます。

• ホーンダウンモー ドの画面表示 ： ホーンダウンモー ド においてホーン下降を行う と、 画面上にはシステム圧
力、 ホーンの移動距離、 ホーンダウンスピー ド および加圧力などが表示されます。 これらの情報は、 プロセ
ス リ ミ ッ ト やカ ッ ト オフなどの機能設定を正し く 行う ために利用できます。

• ホーンダウンモー ド ： システムの設定および調整に使用される手動手順。

• ホーンスキャ ン ： 動作周波数および制御パラ メ ータの選択を強化するためのスキャ ン。

• コ ン ト ロールリ ミ ッ ト ： メ イ ン溶着モー ド に連動し て使用される制御。 ユーザがプログラムする制限値に
よ って、 溶着処理の追加制御が可能にな り ます。

• リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト ： 被加工物が定義し た リ ジ ェ ク ト 範囲に当てはまった場合に注意を示すユーザー設定可
能なプロセスアラームの種類。

• サスペク ト リ ミ ッ ト ： 被加工物が定義し たサスペク ト （検査が必要な品質） 範囲に当てはまった場合に注意
を示すユーザー設定可能なプロセスアラームの種類。

• メ ンブレンキーパッ ド ： 工場の塵芥、 油分に耐性のある信頼性が高い材質でつ く られています。

• キーパッ ド によるパラ メ ータ入力 ： 直接入力できるよ う にキーパッ ドが搭載されています。 既存値の調整に
はプ ラス (+) / マイナス (–) キーを使います。

• パラ メ ータ入力範囲照合機能 ： 無効なパラ メ ータ を入力し た場合、 パワーサプ ラ イが有効範囲を表示し ます。

• パスワー ド保護機能 ： 設定された溶着条件は不用意に変更されないよ う にパスワー ド で保護する こ とができ
ます。 パスワー ドは、 ユーザ側で任意に設定できます。

• プ リ セ ッ ト ：  デジ タル UPS には、 パワーサプ ラ イ運転パラ メ ータのプ リ セ ッ ト を保存する こ とができます。

• 圧力センサ ： パワーサプ ラ イでシステム圧力を読み取る こ とができます。

• プ リ ト リ ガ ： ホーン下降中、 溶着するパーツにホーンが接触する前に超音波発振を開始する機能です

• プロセスアラーム表示 ： アラーム状態が発生する と、 直近で終了し たサイ クルの溶着結果と、 現行のサスペ
ク ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト などの設定値を表示し ます。

• ポス ト ウ ェルド シーク ： 溶着サイ クル終了時にシーク を行い、 必要に応じ てパワーサプ ラ イ を自動的に再
チューニングするためにアフ ターバース ト 工程を行います。

• ラ ンプ タ イム ： 2000Xc Power Supply およびホーンの超音波の発振開始は最適な立ち上がり時間 （ラ ンプ タ

イム） で行われ、 各部に加わる電気的および機械的ス ト レスを軽減し ます。 これによ って超音波発振の始動
が困難なアプ リ ケーシ ョ ンでの超音波発振動作を補助し ます。 

• ラ ピ ッ ド ト ラバース ： ス ト ロークでホーンの移動を早送りする こ とができます。 ホーンは設定された距離に
達する と、 移動速度が設定された下降速度に戻り ます。

• 安全制御システム監視 ： 溶着機内の安全制御システムは、 システムの安全関連コ ンポーネン ト が正し く 動作
し ているか常に監視し ます。 このシステムが故障状態を検知する と、 運転は中断され、 システムは直ちに安
全な状態に移行し ます。 安全システム警報を伝えるため、 電力イ ンジケータのラ イ ト が点滅し ます。

• S ビームロー ド セル / ダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー : S ビームロー ド セルが測定し た加圧力がパワーサプ ラ イ

に設定されている ト リ ガ加圧力に達する と、 超音波発振が開始されます。
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• シーク機能 ： 振動系であるス タ ッ ク を低振幅 （約 5％） で振動させ、 その共振周波数を検知 ・ 記憶し ます。 こ

れによ り共振点での動作を確実にし、 チューニング ・ エラーを最小限に抑えます。

• 設定条件の確認 ： 条件設定時、 矛盾する数値あるいは選択を入力する と、 パワーサプ ラ イは具体的な矛盾箇
所を知らせます。

• システム情報画面 ： ご使用の溶着システムに関する情報 （シ リ ンダーサイズ、 ス ト ローク長さ、 シ リ ンダー
数など） を表示する画面です。 サービスおよびサポー ト のご用命で Branson Ultrasonics Corporation へ連絡

される場合は、 この画面を参照し て情報をご提供 く だ さい。

• テス ト 診断 ： テス ト モー ド では、 超音波システムのテス ト 結果を数値表示とバーグラ フによ って視覚的に確
認する こ とができます。

• タ イム ド シーク ： この機能を有効にする と 1 分おきにシーク を実行し、 メ モ リ に保存されているホーンの共

振周波数を更新し ます。 これは例えば溶着工程でのホーンの温度上昇が共振周波数のシフ ト の原因になって
いる場合などに特に効果的です。

• 高精度電力計 ： パワーサプ ラ イの制御部には、 電力と エネルギを正確に測定するための高精度電力計が搭載
されています。

• ネー ミ ング可能なプ リ セ ッ ト ： プ リ セ ッ ト にはユーザ側で個別認識用の名称あるいはパーツ番号を名付ける
こ とができ、 それぞれのプ リ セ ッ ト の参照が簡単に行えます。

• 溶着結果一覧 ： 運転画面からは、 直近に完了し た溶着サイ クルの溶着結果データの一覧を見る こ とができま
す。

• 溶着モー ド ： タ イム、 エネルギ、 ピークパワー、 アブ ソ リ ュー ト 、 コ ラ プスおよびグラ ン ド デ ィ テ ク ト 。
2000Xc Power Supply では、 複数の溶着モー ドが用意されてお り、 おのおののアプ リ ケーシ ョ ンのニーズを

満たす最適な溶着モー ド を選択する こ とができます。

• デジ タルキーパッ ドからの溶着条件設定値入力 : 溶着条件のパラ メ ータ設定は、 パワーサプ ラ イ前面パネル

のタ ッ チパネル画面に表示される各パラ メ ータ設定メ ニュ を選択する とポ ッ プア ッ プ表示されるキーパッ ド
によ り直接入力が可能です。 制御部でも既存値を イ ン ク リ メ ン ト し て入力をサポー ト し ます。
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2.4 パワーサプ ラ イの前面パネル制御部

図 2.2 電源投入後の 2000Xc Power Supply 前面パネルデ ィ スプレ イ

表 2.2 電源投入後の 2000Xc パワーサプ ラ イの前面パネルデ ィ スプレ イ

項目 名前 機能

1 電源スイ ッ チ
溶着システムの主電源をオン／オフ を切り替えます。 スイ ッ チを押
すと、 LED が点灯し、 電源がオンになったこ と を示し ます。

2 パワー ・ バーグラ
フ

溶着サイ クル中、 またはテス ト 発振中に供給される超音波出力をパ
ワーサプ ラ イの定格値に対するパーセンテージで表示し ます。 イ ン
ジケータの表示倍率は、 ×1、 ×2、 ×3 のいずれかに設定できます。

3 リ セ ッ ト ボタ ン
アラーム発生時にこのボタ ンを押すと アラームが解除されます。 運
転画面上の機能のみリ セ ッ ト し ます。

4 テス ト ボタ ン
このボタ ンを押すと、 超音波パワーサプ ラ イ、 ホーン、 ブース タ、
コ ンバータのテス ト を行う ためのメ ニューが表示されます。

5 溶着結果
このキーを押すと、 過去 7 サイ クル分の溶着サイ クルのあらかじめ

選択し た 4 種類の溶着結果パラ メ ータが表示されます。

6 メ イ ン メ ニュ このキーを押すと メ イ ン メ ニュ画面に移行し ます。

7 溶着セ ッ ト ア ッ プ このキーを押すと溶着セ ッ ト ア ッ プ画面に移行し ます。

8 グラ フ
このキーを押すと、 パワー、 振幅、 速度、 周波数、 距離、 オー ト ス
ケール、 X スケールをグラ フ表示させる こ とができます。

21

3

4

5 6 7 8
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2.5 アクチュエータ制御部およびイ ンジケータ
2000Xc アクチュエータの前面パネルは、 下記の制御部および表示部を搭載し ています。 

• 電源イ ンジケータ ： アクチュエータがパワーサプ ラ イに正し く 接続され、 パワーサプ ラ イの主電源がオンの
時に点灯し ます。 安全システム警報を伝えるため、 電力イ ンジケータのラ イ ト が点滅し ます。

• 圧力レギュ レータ ： エアシ リ ンダに供給するエア圧力を調整し ます。 調整範囲は 35 ～ 700 kPa
（10 ～ 100 psig） です。

• ダウンスピー ド コ ン ト ロール ： ダウンスピー ドはパワーサプ ラ イ メ ニューで制御されます。 ホーンが溶着
パーツに向かって下降する速度を制御し ます。

• キャ レ ッ ジ ド ア ： ス タ ッ ク （コ ンバータ、 ブース タ、 ホーン） へアクセスする こ とができます。 キャ レ ッ ジ
ド アは 4 本の六角穴付ボル ト で固定されています。 2000Xc アクチュエータの締付けには付属工具の M5 の T
型レンチを使用し ます。

• メ カニカルス ト ッ プ ： ワーク （被加工物） がセ ッ ト されていない場合に、 ホーン と治具が直接接触し ないよ
う にス ト ローク長を調整し ます。 ノ ブを時計回り に一回転させる と ス ト ロークが約 1 mm (0.04 in) 増加し ま

す。 ロ ッ ク リ ングが振動によ り設定が損なわれないよ う に保護し ます。 調整ノ ブを時計回り に回すと、 ス ト
ローク長さが増加し ます。 アクチュエータ右側面には、 相対距離を示すスケールがあ り ます。

注記

メ カニカルス ト ッ プは、 ホーンの移動量制御による溶着を目的と し た機構で
はあ り ません。

注意

メ カニカルス ト ッ プ調整ノ ブは無理に回し過ぎないで く だ さい。 破損の原因
にな り ます。
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2.6 用語集
こ こでは 2000Xc 超音波溶着システムで使用される主な用語を解説し ます。 

表 2.3 用語集

名前 説明

AB Amplitude （AB 振幅） AB （アフ ターバース ト の略） 発振時のホーン先端振幅。

AB Delay （AB 遅延）
溶着工程終了後 （ホールド機能使用時はホールド工程終了後） からアフ
ターバース ト 発振が開始されるまでの遅れ時間。

AB Time （AB 時間） アフ ターバース ト の発振時間。

Absolute Cutoff
（アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オ
フ）

コ ン ト ロールリ ミ ッ ト 機能使用時において、 アブ ソ リ ュー ト 距離 （ホー
ンの原位置からの移動量） が設定値に達する と超音波発振を終了させる
機能。

Absolute Distance
（アブ ソ リ ュー ト 距離）

ホーンが原位置から移動し た距離。 （ホーンが下降し始め、 ULS （ア ッ

パーリ ミ ッ ト スイ ッ チ） が切れた時点から計測された距離。）

Absolute Mode
（アブ ソ リ ュー ト モー ド）

溶着モー ドのひとつ。 ホーンが原位置から事前に設定された移動距離に
達し たら超音波発振を終了させる制御方法。

Absolute Position
（アブ ソ リ ュー ト 位置）

ULS （ア ッパーリ ミ ッ ト スイ ッ チ） が切れた時点から計測されたアク

チュエータの現在位置。

Accept-as-is （特別採用）
安全上または機能上の要件に違反し ていないため、 使用目的に適合し た
品目と し て不適合品に許可される処分。

Act Clr Output （アクチュ

エータ ク リ ア出力）

作業上または生産工程上に影響し ない安全な位置にホーンが到達し た時
点で信号が出力されるよ う に設定し ます。

Actual （実際値）
溶着サイ クル時に計測された値。 この対になるのがセ ッ ト ア ッ プ時に要
求される初期設定パラ メ ータ です。

Alarm Beeper
（アラーム音）

ゼネラルアラーム発生時に出力される電子ブザー音。

Alarm Log
（アラームログ）

溶着システム運用中に発生し たアラームの全記録。 アラームのコー ド番
号の他に、 アラームの発生日時、 アラームが発生し た時のサイ クル番号
が記録されます。

Amp A （振幅 A）
振幅ステ ッ プ機能を使用し た場合において、 超音波発振開始からステ ッ プポ
イ ン ト （切り替え タ イ ミ ング） に達する前までに適用される振幅の設定。

Amp B （振幅 B）
振幅ステ ッ プ機能を使用し た場合において、 ステ ッ プポイ ン ト （切り替
え タ イ ミ ング） から超音波発振終了までに適用される振幅の設定。

Amp Control （振幅制御） デジ タルまたは外部制御によ って振幅を設定する機能。

Amplitude Graph
（振幅グラ フ）

溶着サイ クル中の超音波発振の振幅 （最大振幅に対するパーセンテー
ジ） の推移を、 時間軸に対し てプロ ッ ト し たグラ フ。

Amplitude Step
（振幅ステ ッ プ）

溶着工程の超音波発振の振幅を切り替える機能。

Amplitude （振幅）

発振中のホーン先端部の振動変位量で、 ピーク  to ピークの値で表し ま

す。 振動系が正常に振動し得る最大振幅を 100 と し た場合のパーセン

テージで設定し ます。

Authority Check
（権限チ ェ ッ ク）

各権限レベルに対し て許可された機能と メ ニューを有効にし ます。

Auto Scale Graph
（オー ト スケールグラ フ）

この機能を有効にする と表示グラ フの時間軸スケールは自動的に調整さ
れます。 この機能が無効の場合は、 時間軸スケールは事前に設定された
スケールで固定されます。
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Automatic （自動運転）
プ リ ト リ ガ機能において、 ホーンが下降し始めて ULS （ア ッパーリ

ミ ッ ト スイ ッ チ） が切れた時にプ リ ト リ ガが連動する設定。

Automation （自動）
オペレータのログイ ンが不要な自動運転の場合に使用されます。 自動運転
では、 溶着セ ッ ト ア ッ プおよびシステム構成メ ニュは無効にな り ます。

Basic/Expert
（ベーシ ッ ク / エキスパー

ト ）

エキスパー ト （デフ ォル ト ） では、 溶着機のすべての機能と メ ニューに
アクセスできます。 ベーシ ッ クでは、 溶着セ ッ ト ア ッ プおよびシステム
構成でアクセスできる メ ニュは最小限に制限されます。

Batch Setup
（バッ チセ ッ ト ア ッ プ）

1 バッ チあた り溶着される被加工物の数量を設定し ます。

Beep （ビープ）
パワーサプ ラ イのコ ン ト ロール部から発生する電子ブザー音。 超音波発
振の ト リ ガに達し た時の通知、 またはアラーム状態が発生し た時の警告
と し て作業者に音で知らせます。

Cal Actuator
（Act 校正）

アクチュエータの校正。 アクチュエータの校正を行う ためにユーザーを
誘導する メ ニュー。 距離の確認が行えます。

Cal Sensor
（センサの校正）

圧力および加圧力測定用デバイスの校正、 確認のための機能およびその
メ ニュ。

Clamping Force
（ク ラ ンプ力）

ホーンが被加工物に加える加圧力。

Cold Start
（コールド ス ター ト ）

各パラ メ ータは工場出荷時の初期設定値に戻り ます。 注記 ： 使用には十
分注意し て く だ さい。

Collapse Distance （コ ラ

プス距離）

超音波発振の開始 （ ト リ ガ ON） から終了までの間に被加工物の変形に

よ り ホーンが沈み込んだ距離。

Collapse Mode
（コ ラ プスモー ド）

溶着モー ドのひとつ。 超音波発振の開始 （ ト リ ガ ON） からホーンが事前

に設定された沈み込み量に達し たら超音波発振を終了させる制御方法。

Components Verify
（コ ンポーネン ト 確認）

溶着の開始前に、 システム構成のシステムコ ンポーネン ト と溶着プ リ
セ ッ ト のシステムコ ンポーネン ト が一致する こ と を確認し ます。

Control Limits
（コ ン ト ロールリ ミ ッ ト ）

溶着工程の超音波発振を終了させ、 ホールド状態にする追加パラ メ ー
タ。

Converter
（コ ンバータ）

超音波レベルの高周波で電気的エネルギを機械的振動に変換する装置。
溶着システムの中心的なコ ンポーネン ト と し てアクチュエータ内に取り
付けられます。

Counters
（カウン タ）

カテゴ リ ご とに集計されるサイ クル数の記録 （例 ： 溶着サイ クル、 ア
ラームなど）。

Cycle Aborts
（サイ クル中断）

異常状態に備えて溶着サイ クルを直ちに強制終了させる設定をするため
のメ ニュ。

Digital Filter
（デジ タルフ ィ ルタ）

よ り有効なデータ を提供するために使用される平滑化法。

Digital Frequency
（デジ タル周波数）

ホーンの発振開始時に適用される特定の周波数。 工場出荷時にはデフ ォ
ル ト 値 （推奨値） が設定されています。

Downspeed Tuning
（ダウンスピー ド チューニ
ング）

ホーンの下降速度を測定し、 速度設定に微調整を加えるために実行する
アクチュエータ テス ト サイ クル。

Downspeed
（ダウンスピー ド）

アクチュエータのダウンス ト ローク時のホーン下降速度。 ユーザ側で設
定可能。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Energy Braking
（エネルギブレーキ）

超音波を停止する前にパワーサプ ラ イが発振振幅を減少させるための時間
を確保し ます。 この状態ではオーバーロー ドが発生し ても全て無視されま
す。 オーバーロー ドは、 ホールド状態になってから処理されます。

Energy Compensation
（エネルギ補償）

設定された溶着時間に達し てもモニ タ されたエネルギ値がこ こ で設定さ
れた最小値を下回っている場合、 その最小値に達するまで、 または設定
溶着時間の最大 50 ％増まで発振を延長し ます。 一方、 設定溶着時間に

達する前にもかかわらずエネルギ値がこ こ で設定された最大値を超えた
場合はその時点で発振を停止し ます。

Energy Mode
（エネルギモー ド）

溶着モー ドのひとつ。 超音波発振が事前に設定された発振時間に達し た
ら発振を終了させる制御方法。

Event History
（イベン ト 履歴）

溶着セ ッ ト ア ッ プおよびシステム構成の各メ ニュに加えられた変更の記
録。 変更日時、 ユーザ ID および変更に関する コ メ ン ト の記録。 監査目

的で使用し ます。

Executive
（エグゼク テ ィ ブ）

パワーサプ ラ イが許可する最高のアクセス権限レベル。 エグゼク テ ィ ブ
はすべてのシステム構成および溶着セ ッ ト ア ッ プ機能へアクセスできま
す。 また、 エグゼク テ ィ ブ権限でのみユーザ ID の設定の作成または変

更を行う こ とができます。 ユーザ ID 表には、 複数のエグゼク テ ィ ブ

ユーザを登録する こ とができます。 ユーザ ID 表には、 少な く と も １ 人

以上のエグゼク テ ィ ブユーザを登録する必要があ り ます。

External Amplitude 
Control （外部振幅制御）

外部からの信号で振幅制御を リ アルタ イムに行う機能。

External Frequency 
Control （外部周波数制御）

外部からの信号で周波数制御を リ アルタ イムに行う機能。

External U/S Delay
（外部発振信号遅延）

この機能を有効にする と、 ス ター ト 信号が入力された溶着システムは、
30 秒以内の範囲で外部発振 ト リ ガ信号の入力を待ちます。 遅延時間

（30 秒間） が経過し ても ト リ ガ信号の入力がない場合はアラームが記録

され、 その溶着サイ クルは中断されます。

Extra Cooling
（追加冷却）

この機能を有効にする と ULS （ア ッパーリ ミ ッ ト スイ ッ チ） が切れた

時点から冷却エアの供給が開始され、 溶着サイ クル中は冷却エアの供給
が続きます。 この機能を無効にする と冷却エアは超音波発振の開始時点
から供給されます。

F Actual
（周波数実測値）

周波数実際値。 サイ クル中に測定される超音波ス タ ッ クの動作周波数。

F Memory
（周波数メ モ リ）

パワーサプ ラ イのメ モ リ に保存された周波数。 メ モ リ された周波数は超
音波ス タ ッ クの動作周波数の値と し て使用されます。

Force Act
（実際の溶着加圧力）

実際の溶着加圧力。 溶着サイ クルの結果から確認された、 機械的加圧力
の測定値。

Force Graph
（加圧力グラ フ）

溶着サイ クル中の加圧力の推移を時間軸に対し てプロ ッ ト し たグラ フ。

Force （溶着加圧力） 溶着中の加圧力。 サイ クル中に被加工物に加えられる機械的な加圧力。

Force/Col Graph （溶着力

/ コ ラ プスグラ フ）
溶着サイ クル中のコ ラ プス ・ デ ィ ス タ ンスの推移と加圧力の推移を、 時
間軸に対し て同時にプロ ッ ト し たグラ フ。

Freq Chg
（周波数変化）

周波数の変化。 （超音波発振開始時の周波数に対する超音波発振終了時
の周波数の変化量）

Freq End
（終了周波数）

溶着工程の超音波発振終了時点の周波数。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Freq Max
（最高周波数）

最高周波数。 溶着工程の超音波発振中に到達し た最も高い周波数。

Freq Min
（最低周波数）

最低周波数。 溶着工程の超音波発振中に到達し た最も低い周波数。

Freq Start
（開始周波数）

開始時の周波数。 溶着工程の超音波発振開始時の周波数。

Frequency Graph
（周波数グラ フ）

溶着サイ クル中の発振周波数の推移を時間軸に対し てプロ ッ ト し たグラ
フ。

Frequency Offset
（周波数オフセ ッ ト ）

パワーサプ ラ イに保存された超音波周波数に適用されるオフセ ッ ト 係
数。

Frequency （周波数）
超音波ス タ ッ クの動作周波数。 パワーサプ ラ イのメ モ リ に記録される周波
数は、 溶着サイ クルでの超音波発振終了時点に測定された周波数です。

General Alarm
（ゼネラルアラーム）

溶着システムの異常、 または溶着サイ クル中のモニ タ リ ング値が設定さ
れた リ ミ ッ ト 値に達し た場合に発生するアラームの総称。

Gnd Det.Cutoff
（グラ ン ド デ ィ テ ク ト カ ッ
ト オフ）

グラ ン ド デ ィ テ ク ト カ ッ ト オフ。 グラ ン ド デ ィ テ ク ト （ホーンが治具ま
たはアンビルに接触し たこ と を示す信号） が検出された時点でホールド
工程を含む全ての溶着プロセスを直ちに停止させる機能。

Gnd Det.Mode
（グラ ン ド デ ィ テ ク ト モー
ド）

溶着モー ドのひとつで、 2000Xct シ リーズパワーサプ ラ イの全モデルで

使用できます。 グラ ン ド デ ィ テ ク ト （ホーンが治具またはアンビルに接
触し たこ と を示す信号） が検出された時点で超音波発振を終了させる制
御方法。

Hold Force
（ホールド加圧力）

ホールド工程中ホーンが被加工物に加える加圧力。 

Hold Pressure
（ホールド圧力）

ホールド工程中に適用される圧力。 初期設定では、 ホールド圧力は溶着
圧力と同じ値に設定されます。

Hold Time
（ホールド時間）

ホールド工程の持続時間。 

Horn Clamp
（ホーン ク ラ ンプ）

この機能をオンにする と、 アラーム発生時にホーンは下降し たまま被加
工物をホールド し た状態で停止し ます。 リ セ ッ ト し てホーンを原位置復
帰するには、 スーパーバイザの権限が必要です。

Horn Down
（ホーンダウン）

このモー ド では超音波がロ ッ ク され、 ユーザーはセ ッ ト ア ッ プや位置調
整を行う ためアクチュエータ を下降させる こ とができます。

I/O Connector
（I/O コネク タ）

プ リ セ ッ ト 1 ～ 32 の外部呼出し機能が利用できます。

Key （キー） 特別な製品設定コー ド用に用意された機能です。

Linear Encoder
（リ ニアエン コーダ）

アクチュエータに取り付けられた、 サイ クル中のホーン移動距離を測定
するデバイス。

Main Menu
（メ イ ン メ ニュ）

この溶着システムで利用できる機能のカテゴ リ リ ス ト を表示し た、 主要
メ ニュ画面。

Max Energy
（最大エネルギ）

最大エネルギ。 アラームを発生させる こ と な く 溶着が完了できる最大値
と し て設定し ます。 タ イムモー ド でエネルギ補償機能と と もに使用し、
この設定に達する と超音波発信を終了し ます。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Memory Full
（メ モ リ フル）

メ モ リの容量がいっぱいになった場合、 メ モ リ内がク リ ア されるまで次
回の溶着サイ クルは許可されません。 「すぐにコ ピー」 キーを使用し て
メ モ リ内容を外部デバイスへコ ピーする と メ モ リ を ク リ アできます。 あ
るいは 「続行」 に設定する と、 メ モ リの内容が一番古いものから自動的
に上書き されます。

Min Energy
（最小エネルギ）

最小エネルギ。 アラームを発生させる こ と な く 溶着が完了できる最小値
と し て設定し ます。 この設定に達するまで、 あるいは設定された溶着時
間の最大 50 % 増まで超音波発信を延長し ます。

Minus Limit
（マイナス リ ミ ッ ト ）

リ ミ ッ ト 設定方式のパラ メ ータ でユーザが下限値と し て定義する値。 サ
スペク ト リ ミ ッ ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト 機能などで使用し ます。

Missing Part
（ ミ ッ シングパーツ）

溶着開始の ト リ ガが入るアブ ソ リ ュー ト 位置を最小、 最大のリ ミ ッ ト 範囲
で設定し ます。 溶着パーツが挿入されていないと判断し、 サイ クルを中断
する と アクチュエータ を原位置に戻し、 アラームを発生させます。

Operator Authority （オペ

レータ権限）

このメ ニュでは、 通常のオペレータ権限のユーザに与えられる基本的な
アクセス権に加えて付与される特別なアクセス権を選択、 設定できま
す。 この権限の設定はグローバルで、 全オペレータ レベルユーザに適用
されます。 ユーザ ID 表には、 複数のオペレータユーザを登録する こ と

ができます。

Operator
（オペレータ）

権限レベルの一つで、 Technician （技術者） よ り下位に位置するレベル

です。 オペレータは溶着サイ クルを実行するス ター ト スイ ッ チの操作、
およびシステム情報、 溶着履歴、 現在の設定の表示画面にアクセスでき
ます。 ただ し、 溶着セ ッ ト ア ッ プ ・ メ ニュ、 システム構成メ ニュなどの
設定を変更する メ ニュへはアクセスできません。

P/Col Graph
（パワー / コ ラ プスグラ

フ）

溶着サイ クル中の超音波出力 （定格最大出力に対するパーセンテージで
表示） の推移と コ ラ プス ・ デ ィ ス タ ンスの推移を、 時間軸に対し て同時
にプロ ッ ト し たグラ フ。

P/Force Graph
（パワー / 加圧力グラ フ）

溶着サイ クル中の加圧力の推移と超音波出力 （定格最大出力に対する
パーセンテージで表示） の推移を、 時間軸に対し て同時にプロ ッ ト し た
グラ フ。

Parameter Range （パラ

メ ータ範囲）
各パラ メ ータの設定において、 数値を入力できる有効範囲。 

Part-ID Scan
（パーツ ID スキャ ン）

USB バーコー ド リーダなどのデバイスを使用し て各溶着サイ クルでの

ワーク （被加工物） の ID を管理する必要がある場合にこの機能を使用

し ます。 オこの機能をオンにする と、 溶着し よ う とするワークの ID が

事前に読み込まれない限り システムは待機モー ドのまま溶着サイ クルが
開始されません。 この機能がオフの場合は事前のワーク ID の読み取り

は要求されません。

Password Recovery Kit
（Password Recovery Kit
（パスワー ド復旧キッ ト ））

通称 PRK と も言います。 権限チ ェ ッ ク機能を無効化させるために、 パ

ワーサプ ラ イの背面コネク タに挿し込んで使用する ド ングル。

Peak Power
（ピークパワー）

溶着モー ドのひとつ。 超音波発振時の出力 （パワー、 定格最大出力に対
するパーセンテージで表示） が事前に設定された出力 （パワー） 値に達
し たら発振を終了させる制御方法。

Peak Power Cutoff （ピー

クパワーカ ッ ト オフ）

コ ン ト ロールリ ミ ッ ト 機能使用時において、 ピークパワー設定値に実際
のモニ タ値が達する と超音波発振を停止させる機能。

Plus Limit
（プ ラス リ ミ ッ ト ）

ユーザが上限値と し て定義する値。 コ ン ト ロールリ ミ ッ ト 、 サスペク ト
リ ミ ッ ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト 、 ミ ッ シングパーツ リ ミ ッ ト 参照。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Pneumatic Air Prep
（空気圧プレ ッ プ）

締め切り弁、 スロース ター ト バルブ、 圧力調整器、 およびフ ィ ルタが取
り付けられているパネルユニ ッ ト で、 通常はアクチュエータサポー ト に
内蔵されています。 アクチュエータ を直立で使用できない場合、 あるい
はアクチュエータの取付けにブ ラ ン ソ ン製アクチュエータサポー ト を使
用し ない場合に、 溶着システムにはこのパネルの据付が必要と な り ま
す。

Post Weld Seek
（ポス ト ウ ェルド シーク）

周波数を メ モ リへ保存するために、 ホールド工程後 （アフ ターバース ト
機能使用時はアフ ターバース ト 工程後） にパワーサプ ラ イ を低レベル
（5 ％） の振幅でシークする機能。

Power Graph
（パワーグラ フ）

溶着サイ クル中の超音波出力 （定格最大出力に対するパーセンテージで
表示） の推移を、 時間軸に対し てプロ ッ ト し たグラ フ。

Preset Barcode Start
（プ リ セ ッ ト バーコー ド ス
ター ト ）

プ リ セ ッ ト バーコー ド ス ター ト の文字セ ッ ト は、 呼び出せるプ リ セ ッ ト
を示し ます。 文字の次の数字は、 どのプ リ セ ッ ト 番号かを示し ます。 た
と えば、 「バーコー ド ス ター ト プ リ セ ッ ト = P」 は、 バーコー ド リー

ダーが 「P」 をバーコー ドの最初の文字と し て認識する場合、 バーコー

ドの 「P」 の後の番号に基づいてプ リ セ ッ ト を呼び出し ます。

Preset Name
（プ リ セ ッ ト 名）

ユーザ側で個別に定義するプ リ セ ッ ト の名前。 

Preset
（プ リ セ ッ ト ）

特定のアプ リ ケーシ ョ ン用に設定された一連の溶着条件パラ メ ータ群。
ユーザ側で個別に名前を付けてパワーサプ ラ イの内部メ モ リ に保存さ
れ、 必要に応じ て呼び出しが可能です。 溶着システムのアプ リ ケーシ ョ
ン変更時に溶着条件のセ ッ ト ア ッ プが簡単に行えます。

Presets, External 
Selection （外部選択プ リ

セ ッ ト ）

プ リ セ ッ ト は、 ユーザ I /O イ ン ターフ ェースの 5 つのユーザ入力を使用

し て外部から選択する こ とが可能です。

Pressure Limits
（圧力リ ミ ッ ト ）

溶着圧力の最大 / 最小リ ミ ッ ト 値。

Pressure Step
（圧力ステ ッ プ）

溶着工程の圧力を、 設定されたステ ッ プポイ ン ト （切り替え タ イ ミ ン
グ） で ２ 段階に切り替える機能。 圧力 A は圧力 B 以下に設定し なけれ

ばな り ません。

Pretrg @ D プ リ ト リ ガ発振を開始する タ イ ミ ングと なるホーンのデ ィ ス タ ンス （原
位置からの移動量） 設定。

Pretrig Amp
（プ リ ト リ ガ振幅）

プ リ ト リ ガ振幅。 プ リ ト リ ガ発振時に使用するホーンの振幅。

Rapid Traverse/RAPID 
TRAV
（ラ ピ ッ ド ト ラバース）

制御するためス ト ローク内で設定された下降速度が適用される前に、 ア
クチュエータはユーザが定義し たポイ ン ト まで高速移動させる こ とがで
きます。

Ready Position
（レデ ィ ・ ポジシ ョ ン）

ホーンが原位置に戻り、 ス ター ト 信号を受け取る準備ができている状
態。 

Recall Preset
（プ リ セ ッ ト の呼び出し）

ユーザがセ ッ ト ア ッ プまたは変更のために メ モ リから プ リ セ ッ ト を呼び
出すこ と。

Reject Limits
（リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト ）

判定材料とする溶着データのパラ メ ータにおいて、 その値を超えたら、
あるいはその値を下回ったら明らかに不合格と判断できる値を閾値と し
てそれぞれ最大値と最小値に設定し ます。

Reset Required
（リ セ ッ ト 要求）

リ ミ ッ ト 設定を超えた場合に、 リ セ ッ ト 操作を必要とする状態で、 各種リ
ミ ッ ト 設定と併せて使用し ます。 リ セ ッ ト 操作はパワーサプ ラ イ前面にあ
る 「Reset」 ボタ ンまたはユーザ I/O の外部リ セ ッ ト 信号を使用し ます。 

表 2.3 用語集
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Run Screen
（実行画面）

溶着状況、 アラーム、 サイ クルカウン タ、 その他の情報を表示する画
面。 パワーサプ ラ イ前面のタ ッ チスク リーンからアクセスできます。 

Scrub Time
（スク ラ ブ タ イム）

グラ ン ド デ ィ テ ク ト モー ド において、 グラ ン ド デ ィ テ ク ト 信号 （ホーン
と アンビルが接触し たこ と示す信号） を検知し てから超音波発振を停止
するまでの時間。

Setup Limits
（セ ッ ト ア ッ プ リ ミ ッ ト ）

溶着プ リ セ ッ ト で変更可能なパラ メ ータの最小および最大値。

Stack （ス タ ッ ク） コ ンバータ、 ブース タ、 ホーンで構成される機械的超音波振動系ユニ ッ ト 。

Start Frequency
（開始周波数）

溶着工程での超音波発振開始時の周波数。 パワーサプ ラ イのメ モ リ に保
存されている値が使用されます。

Step @ Col (in) 振幅あるいは圧力のステ ッ プ機能を使用する際に、 設定 A から設定 B
に移行する タ イ ミ ングと し て定義する コ ラ プス距離の設定。

Step @ E (J) 振幅あるいは圧力のステ ッ プ機能を使用する際に、 設定 A から設定 B
に移行する タ イ ミ ングと し て定義するエネルギの設定。

Step @ Ext Sig 振幅あるいは圧力のステ ッ プ機能を使用する際に、 設定 A から設定 B に

移行する タ イ ミ ングと し て外部信号の入力を使用する こ とができます。

Step @ Pwr (%) 振幅あるいは圧力のステ ッ プ機能を使用する際に、 設定 A から設定 B
に移行する タ イ ミ ングと し て定義するエネルギの設定。

Step @ T (S) 振幅あるいは圧力のステ ッ プ機能を使用する際に、 設定 A から設定 B
に移行する タ イ ミ ングと し て定義する時間の設定。

Supervisor
（スーパーバイザ）

権限レベルの一つで、 Executive （エグゼク テ ィ ブ） よ り下位に位置す

るレベルです。 スーパーバイザはすべてのシステム構成および溶着セ ッ
ト ア ッ プ機能へアクセスできます。 ユーザ ID 表には、 複数のスーパー

バイザを登録する こ とができます。

Suspect Limits
（サスペク ト リ ミ ッ ト ）

溶着サイ クルにおいて、 溶着結果が不合格の可能性がある （サスペク
ト ） と判定するためのユーザー設定のリ ミ ッ ト 。

SV Interlock
（SV イ ン ターロ ッ ク）

SV イ ン ターロ ッ ク信号が入力される と、 パワーサプ ラ イが補助ド ア

（溶着システムに増設された安全カバーのド アなど。） を閉じ ます。

Sys Components （システ

ムコ ンポーネン ト ）

システムのコ ンポーネン ト 。 このメ ニュでは、 パワーサプ ラ イ、 アク
チュエータ、 ス タ ッ クに個別の名前を割り当てます。 割り当てられた名
前はシステム構成および溶着プ リ セ ッ ト のデータの一部にな り ます。

S ビーム式ロー ド セル
ワーク （被加工物） に加わる加圧力を測定するデバイスで、 超音波発振の
ト リ ガや溶着結果の加圧力グラ フ作成の際のデータ と し て利用されます。

Technician （技術者）

権限レベルの一つで、 Supervisor （スーパーバイザ） よ り下位に位置す

るレベルです。 技術者は溶着セ ッ ト ア ッ プの条件設定および保存、 ホー
ンダウンテス ト 、 診断メ ニュ機能の使用が可能です。 ただ し認証作業お
よび認証済みプ リ セ ッ ト のロ ッ クまたはロ ッ ク解除の作業はできませ
ん。 また、 システム構成メ ニュにアクセスする こ と もできません。 ユー
ザ ID 表には、 複数の技術者を登録する こ とができます。

Test Scale
（テス ト スケール）

テス ト 発振を実行する際の、 パワーサプ ラ イ前面パネルの出力バーグラ フ
表示倍率の設定。 低出力のス タ ッ ク を使用する場合などで有効です。

Time Mode
（タ イムモー ド）

超音波発振が事前に設定された発振時間に達し たら発振を終了させる制
御方法。

Timeout
（タ イムアウ ト ）

超音波発振が開始されても設定された主要制御パラ メ ータにモニ タ値が
到達し ない場合に、 時間切れと し て発振を停止するまでの時間設定。

表 2.3 用語集
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Trig Delay
（ ト リ ガ遅延）

ト リ ガ遅延。 超音波発振開始および加圧力が溶着加圧力の設定に立ち上
がり始めるまでの遅れ時間。 ユーザ側で設定可能です。

Trigger Beeper
（ ト リ ガビーパー）

ト リ ガが作動し たこ と を知らせるビープ音。

Trigger （ ト リ ガ）
設定された圧力レベルで超音波発振が開始される ト リ ガ加圧力。 設定さ
れた移動距離で超音波発振が開始される ト リ ガデ ィ ス タ ンス。 ト リ ガ
デ ィ ス タ ンスが使用されている場合は、 加圧力は考慮されません。

Upper Limit Switch (ULS)
（上昇端スイ ッ チ (ULS) ） スイ ッ チが作動し ている と、 ホーンが原位置にある こ と を示し ます。

UPS パワーサプ ラ イの主要部である超音波発振モジュール。

USB Copy Now
（すぐに USB コ ピー）

この機能を使用する と、 パワーサプ ラ イから USB タ イプの外部メ デ ィ

アへ溶着履歴、 イベン ト 履歴、 現行の溶着セ ッ ト ア ッ プの一覧、 および
ユーザ ID 表が PDF フ ァ イル形式でコ ピーされます。 なおこの機能のメ

ニュキーは、 パワーサプ ラ イの USB コネク タに外部メ デ ィ アが接続さ

れている場合のみ表示されます。

USB Streaming Data 
Setup （USB データ取り

込み設定）

溶着データ を リ アルタ イムで記録し、 USB タ イプの外部メ デ ィ アへグラ

フデータ を取り込みます。 取り込んだデータは、 PC 上でブ ラ ン ソ ン溶着

履歴ユーテ ィ リ テ ィ プログラムを使用し て閲覧する こ とができます。

User I/O
（ユーザ I/O）

ユーザ I/O はアクチュエータのカス タム入出力信号の設定に使用し ま

す。 なお、 このメ ニュ を使用できるのは溶着システムが溶着サイ クル中
以外の状態にある場合に限り ます。

User ID Setup （ユーザ ID
セ ッ ト ア ッ プ）

このメ ニュではパワーサプ ラ イへアクセスできるユーザの追加、 または
編集ができます。

User-defined Limits （溶着

結果に対するユーザ定義
可能な リ ミ ッ ト 値設定）

こ こ で 「－」 は下限値、 「＋」 は上限値を示し ます。

• –/+ S/R Energy: 溶着中に到達し たエネルギ値

• –/+ Force: 溶着サイ クル中の超音波発振工程終了時の加圧力

• –/+ S/R Freq: 溶着中に到達し たピーク周波数

• –/+ S/R Power: 溶着中に到達し たピークパワーで、 パワーサプ ラ イの定格最

大出力に対するパーセン ト で表し た値

• –/+ S/R Abs D: ア ッパリ ミ ッ ト スイ ッ チ作動時点から溶着中に到達し たホー

ンの原位置からのアブ ソ リ ュー ト 距離。

• –/+ S/R Col D: ト リ ガがオンになった時点から溶着工程終了時までに到達し

たホーンのコ ラ プス距離 （沈み込み量）

• –/+ S/R Trg D: 溶着サイ クル中でホーンの原位置から ト リ ガがオンになった

位置までの距離

• –/+ S/R Time: 溶着サイ クル中の超音波発振時間

Velocity Graph
（速度グラ フ）

溶着サイ クル中のアクチュエータの動作速度の推移を、 時間軸に対し て
プロ ッ ト し たグラ フ。

View Setup
（設定表示）

溶着セ ッ ト ア ッ プ ・ メ ニュ と同一で、 読み取り専用で メ イ ン メ ニュからア
クセスできます。 溶着セ ッ ト ア ッ プ ・ メ ニュがパスワー ド保護されている
場合でも、 このメ ニュにはパスワー ド な し でアクセスできます。

Weld Count
（溶着カウン ト ）

完了し た溶着サイ クルのカウン ト 数。

Weld Energy
（溶着エネルギ）

溶着サイ クル中に超音波振動と し て被加工物に加えるエネルギ。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Weld Force
（溶着加圧力）

溶着サイ クル中の超音波発振工程終了時点での加圧力。

Weld History Setup
（溶着履歴設定）

このメ ニュでは、 溶着履歴画面に表示するパラ メ ータの種類を選択し ま
す。

Weld History
（溶着履歴）

過去 100,000 サイ クル分の溶着結果データが要約データ形式で保存され

ます。

Weld Results
（溶着結果）

完了し た溶着サイ クルのデータの概要が表示されます。

Weld Scale
（ウ ェルド スケール）

溶着サイ クル中に表示される出力バーグラ フに表示される LED スケー

ル。

Weld Time
（溶着時間）

溶着工程で超音波が発振されている時間。

Windows Setup
（Windows 設定）

このメ ニュから Microsoft Windows 画面にアクセスできます。

Write In Fields （フ ィ ール

ド に書込み）

特定の溶着セ ッ ト ア ッ プおよびサイ クルに対し て任意の英数字を割り当
てる機能。

X Scale Graph
（X スケールグラ フ）

オー ト スケール機能がオフの場合に、 このメ ニュで X スケール （時間

軸の倍率） を指定する こ とができます。

アクチュエータ
コ ンバータ、 ブース タ、 ホーンを高剛性で固定 ・ 統合し たユニ ッ ト は、
機械式または空気圧式に移動し、 被加工物へ設定し た加圧力を与える こ
とができます。

アフ ターバース ト
溶着工程終了後に実施される超音波発振工程。 ツールに張り付いた製品
（被加工物） を取り外すために使用し ます。

シーク機能
振動系であるス タ ッ ク を低振幅 （5 ％） で振動させ、 その共振周波数を

検知、 記憶する動作またはその機能。

ブース タ

超音波ス タ ッ クの構成部品と し て、 コ ンバータ と ホーンの間に取り付け
られる金属製の半波長共振体。 一般に、 振動の入力側と出力側と で断面
積が異な り ます。 　  コ ンバータから伝達された振動の振幅を機械的に

増減変換し ます。

プ リ ト リ ガ
ホーンがワーク （被加工物） と接触する前に超音波発振を開始させる機
能。 

表 2.3 用語集

名前 説明
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2.7 21 CFR Part 11 の準拠

ブ ラ ン ソ ン 2000Xc 溶着システムは、 ご使用するお客様が FDA’s 21 CFR Part11 （米連邦規則集、第 21
条、 第 11 章） の規則に準拠できるよ う に装置仕様が対応し ています。 FDA’s 21 CFR Part11 の要件に

準拠する場合、 2000Xc 溶着システムはユーザ権限認証モー ド に設定する必要があ り ます。 この場合、

2000Xc 溶着システムはデータの生成および保存を行う ため、 使用目的は 「サブパー ト B-閉鎖システ

ム、 第 10 項」 に該当し ます。

2000Xc 溶着システムで生成されるデータは読み取り可能なフ ォーマ ッ ト で、 PDF 形式で USB 対応の

外部メ デ ィ アにコ ピーするか、 または Web 環境を利用し てイーサネ ッ ト ポー ト 経由でダウンロー ド す

る こ とができます。 2000Xct パワーサプ ラ イ内のデータはバッ フ ァ リ ングされシステムに保存されま

す。 ただ し、 保存されるそれらのデータはシステムのス ト レージ容量の制限を受けます。 新し いデー
タの保存のためにス ト レージの空き容量を確保するには、 現在システムに保存されているデー タ を
USB 対応の外部メ デ ィ アにコ ピーするか、 Web 環境を利用し てダウンロー ド し ます。 コ ピーまたはダ

ウンロー ドが完了し たら、 2000Xct パワーサプ ラ イ内のデータは削除し ても構いません。

ユーザ認証ア クセス機能および権限チ ェ ッ クセキュ リ テ ィ 機能は、 2000Xct パワーサプ ラ イのシステ

ム構成メ ニュによ り設定可能で、 パスワー ド 変更の頻度、 アイ ド リ ング状態でのログアウ ト 時間、 ア
カウン ト 機能の無効化などを制御部で管理できるよ う に設定できます。 なお、 ユーザ ID は業界標準の

複雑さ要件を満た し た一意的な文字列で設定されなければな り ません。

監査証跡はイベン ト 履歴画面から ア クセスできます。 認証済みプ リ セ ッ ト 、 システム構成設定、 およ
びユーザ ID 権限表の内容に加えられた変更は、 ログイ ン し たユーザ ID、 ログイ ン日時、 および加えた

変更に関する コ メ ン ト と共にイベン ト 履歴に記録されます
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3.1 輸送および取り扱い

3.1.1 環境仕様

パワーサプ ラ イおよびア クチュ エータの内部コ ンポーネン ト は静電気放電に敏感で、 ユニ ッ ト を落と
し た り、 不適切な条件で輸送し た り、 その他取り扱いを誤る と、 多 く のコ ンポーネン ト は損傷を受け
る可能性があ り ます。

アクチュエータおよびパワーサプ ラ イ を輸送する際は、 以下の環境ガイ ド ラ イ ンに従って く だ さい。

注意

パワーサプ ラ イの内部コ ンポーネン ト は静電気放電に敏感です。 ユニ ッ ト を
落と し た り、 不適切な条件で輸送し た り、 その他取り扱いを誤る と、 多 く の
コ ンポーネン ト は損傷を受ける可能性があ り ます。

表 3.1 環境仕様

環境条件 許容範囲

保管 / 輸送時の温度 –25 °C ～ +50 °C （–13 °F ～ +122 °F）

衝撃 / 振動 （輸送時） 衝撃 ： 18" & 36"、 振動 ： 1-200 Hz、 ISTA 3A に準拠

湿度 85 % 以下 （結露なき こ と）
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3.2 受入れ
Branson Ultrasonics Corporation アクチュエータおよびパワーサプ ラ イの出荷にあたっては、入念な検

査と梱包を行ってお り ますが、 物品の受入れ時には以下の確認作業を行う こ と をお勧めし ます。

納入時のチ ェ ッ ク

表 3.2 受入れ

ステ ッ プ 手順

1 納入時点で梱包および物品を目視確認し、 輸送中に損傷を受けていないかチ ェ ッ ク
し ます。

2 納品書と照合し て、 全ての物品が揃っている こ と を確認し ます。

3 輸送中に装置の部品やコ ンポーネン ト の緩み、 脱落などがないかを確認し、 必要に
応じ て取付けねじの増し締めを行います。

注記

納入された物品が輸送中に損傷を受けていた場合は、 速やかに運送業者に連
絡し て く だ さい。 点検やユニ ッ ト の返送で必要になる場合があ り ますので、
梱包材は保管し ておいて く だ さい。

注意

アクチュエータおよびパワーサプ ラ イは重量品です。 取扱い、 開梱、 および
据付けを行う場合には、 複数で作業を行うか、 リ フ ト やホイス ト のよ う な懸
吊装置が必要になる こ とがあ り ます。
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3.3 開梱

3.3.1 アクチュエータ アセンブ リ

ア クチュ エータ ア ッ センブ リは重量物であ り、 専用の輸送用保護コ ンテナに梱包されています。 また
この専用コ ンテナには、 コ ンバータ、 ブース タ、 および専用工具が同梱されます。 

アクチュエータは下記 2 種類のア ッ センブ リ ス タ イルのいずれかの状態で出荷され、 お客様に納入さ

れる実際のコ ンポーネン ト はご注文内容に応じ たア ッ センブ リ ス タ イルに対し て専用の梱包材が使用
されます。 各梱包状態には、 それぞれのア ッ センブ リ ス タ イルにつき適切な開梱手順があ り ます。 ア
クチュエータの開梱および据付けの詳しい手順については、 「章 5: 据付およびセ ッ ト ア ッ プ」 を参照

し て く だ さい。

• ス タ ン ド （ベース付きアクチュエータ） ： ベース付きアクチュエータのス タ ン ドは、 木製パレ ッ ト の上に乗せ
て、 段ボールのボ ッ クスカバー付きで出荷されています （ハブ上に取り付けられたス タ ン ド形態の場合も同
様の梱包仕様にな り ます。）

• アクチュエータ （単体） ： ス タ ン ド用構成部品を使用し ないアクチュエータ単体の場合は、 保護用緩衝材で補
強された頑丈な専用段ボール箱に梱包し て出荷されます。

3.3.2 パワーサプ ラ イ

パワーサプ ラ イは最終組立て された状態で納品されています。 補強された頑丈な専用段ボール箱に梱
包し て出荷されます。 この段ボール箱には、 付属品およびオプシ ョ ン部品が同梱される場合もあ り ま
す。

パワーサプ ラ イ を開梱する と きは、 以下の手順に従って く だ さい。

表 3.3 開梱手順

ステ ッ プ 手順

1 到着後速やかにパワーサプ ラ イ を開梱し ます。 梱包材は保管し ておいて く だ さい。

2 制御部、 イ ンジケータ、 および本体表面に損傷がないか点検し ます。

3 パワーサプ ラ イのカバーを取り外し （8.8 部品の交換）、 輸送中に脱落し た部品な

どがないかチ ェ ッ ク し ます。

注記

納入された物品が輸送中に損傷を受けていた場合は、 速やかに運送会社に連
絡し て く だ さい。 点検で必要なる場合があ り ますので、 梱包材は保管し てお
いて く だ さい。
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3.4 機器の返品
Branson Ultrasonics Corp. へ機器を返品される場合は、 弊社のお客様担当者または最寄りの Branson
Ultrasonics Corporation 各営業所のカス タ マ ・ サービスセン ターまで返品の旨をご連絡 く だ さい。

修理のために機器を返品する場合は、 本書の 1.5 修理のために機器を返送するを参照いただき、 適切

な手順で返送し て く だ さい。
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4.1 製品仕様

4.1.1 環境要件

4.1.2 電気的要件

以下の表は、 Branson Ultrasonics Corporation 2000Xc シ リーズアクチュエータ と併用し た場合に必要

と なる電力を含む、 2000Xc Power Supply の電力および電流要件のリ ス ト です。

* この値は、 使用率 25 %、 5 秒間、 2000 W 連続運転で測定し た値です。 40°C における定格電力は 4000 W です。

表 4.1 環境仕様

環境仕様 許容範囲

運転時周囲温度 +5 °C ～ +40 °C (+41 °F ～ +104 °F)

保管 / 輸送時の温度 –25 °C ～ +50 °C (–13 °F ～ +122 °F)

衝撃 / 振動 （輸送時） 衝撃 ： 18" & 36"、 振動 ： 1-200 Hz、 ISTA 3 A に準拠

運転高度 最高 2000 m (6560 ft)

湿度 85 % 以下 （結露なき こ と）

IP 保護等級 2X

表 4.2 定格入力電力

定格電力 定格入力電圧、 +/–10 %

40 kHz / 400 W 200 – 240 V、 50/60 Hz、 単相

40 kHz / 800 W 200 – 240 V、 50/60 Hz、 単相

30 kHz / 1500 W 200 – 240 V、 50/60 Hz、 単相

20 kHz / 1250 W 200 – 240 V、 50/60 Hz、 単相

20 kHz / 2500 W 200 – 240 V、 50/60 Hz、 単相

20 kHz / 4000 W* 220 – 253 V、 50/60 Hz、 単相

表 4.3 入力電流およびヒ ューズ要件

周波数モデル 定格出力／電源電圧 ヒ ューズ定格／定格電流

20 kHz

1250 W 200 V – 240 V 200 V、 20 A ヒ ューズ／最大 7 A

2500 W 200 V – 240 V 200 V 、 20 A ヒ ューズ／最大 14 A

4000 W* 220 V – 253 V 220 V 、 25 A ヒ ューズ／最大 25 A

30 kHz 1500 W 200 V – 240 V 200 V 、 20 A ヒ ューズ／最大 10 A
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サイ クルレー ト : 最大 200 cpm。 オフ タ イムを含むサイ クルレー ト は、 用途およびス タ ッ クによ って

異な り ます。

* この値は、 使用率 25 %、 5 秒間、 2000 W 連続運転で測定し た値です。 40 °C における定格電力は 4000 W です。

40 kHz
400 W 200 V – 240 V 200 V 、 20 A ヒ ューズ／最大 3 A

800 W 200 V – 240 V 200 V、 20 A ヒ ューズ／最大 5 A

表 4.3 入力電流およびヒ ューズ要件

周波数モデル 定格出力／電源電圧 ヒ ューズ定格／定格電流
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4.1.3 空気圧要件

工場圧縮空気供給は、 調整後の最大圧力 100 psig (690 kPa) で 「ク リーン （5 ミ ク ロンレベルまで）、

ド ラ イ、 潤滑油な し」 でなければな り ません。 用途に応じ て、 アクチュエータには 35 ～ 100 psi が必

要です。 ス タ ン ド には吸気フ ィ ルタがあ り ます。 ア ク チュ エータ （単体） では、 エア フ ィ ルタ をお客
様に用意し ていただ く 必要があ り ます。 簡単に取り外せる接続金具をお勧めし ます。 必要に応じ て送
気管でロ ッ クアウ ト 装置を使用し て く だ さい。

エアフ ィ ルタ

アクチュエータ （単体） でご使用になる場合は、 5 ミ ク ロンレベルの粒子を取り除ける性能を持ったエ

ア フ ィ ルタ をお客様に用意し ていただ く 必要があ り ます。 直立姿勢 （垂直） 以外でス タ ン ド を取り付
ける場合は、 エア フ ィ ルタの位置を付け替え、 ボウルが最も低い位置になるよ う に配置し、 エア フ ィ
ルタ を通るエアの流れが水平になるよ う にする必要があ り ます。 この場合、 お客様の工場で既存装置
の再配管が必要と なる場合があ り ます。 エアフ ィ ルタは、2 本のネジ と ブ ラケ ッ ト でアクチュエータサ

ポー ト に保持され、 また工場側配管で固定されています。

エア配管および継手

アクチュエータ ア ッ センブ リは、 工場から外部に配管せず、 吸気口で従来の 1/4 イ ンチ OD 気送管を

接続し て く だ さ い。 ア クチュ エータ用の接続を行 う 場合、 または新し いエア フ ィ ルタ を設置するため
のシステムを再配管する場合、 100 psi を上回る評価の 1/4 イ ンチ OD 送気管や空気圧配管 （Parker 製

「Parflex」 1/4 OD x .040 ウォール、 1 型 E5 等級またはそれに相当する もの）、 適切な配管を使用する

必要があ り ます。

アクチュエータへのエア系統の接続 
ア クチュ エータへの給気は、 プ ラ スチ ッ ク製の気送管を使用し て、 ア クチュ エータの背面上部にある
吸気口で行います。 アクチュエータ単体ア ッ センブ リ を使用し て据え付ける場合、 100 psig 以上に対

応し、5 ミ ク ロンよ り大きい粒子状物質を取り除 く エアフ ィ ルタ ア ッ センブ リ をご用意いただ く 必要が

あ り ます。 
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4.1.4 アクチュテータ性能仕様

下の表は、 2000Xc アクチュエータの製品仕様の説明です。 

最小ス ト ローク : 1/8” / 3.2 mm

最大ス ト ローク ： 95.2 mm (3-3/4") （4" シ リ ンダの場合）

表 4.4 最大加圧力 （圧力 690 kPa (100 psi)、 101.6 mm (4.0”) ス ト ロークで使用し た場合）

1.5" シ リ ンダ仕様 600.5 N （61.2 kgf、 135 lbf）

2" シ リ ンダ仕様 1196.6 N （122 kgf、 269 lbf）

2.5" シ リ ンダ仕様 1961.7 N （200 kgf、 441 lbf）

3" シ リ ンダ仕様 2895.8 N （295.3 kgf、 651 lbf）

3.25" シ リ ンダ仕様 3434 N （350.2 kgf、 772 lbf）

表 4.5 ダイナ ミ ッ ク ト リ ガ加圧力

1.5" および 2.0" シ リ ンダ仕様 22.2 N (2.3 kgf、 5 lbf) ～ 最大加圧力

2.5"、 3.0"、 および 3.25" シ リ ンダ

仕様
44.5 N (4.5 kgf、 10 lbf) ～ 最大加圧力

表 4.6 ダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー

1.5"、 2.0" 66.7 N (6.8 kgf、 15 lbf) ～最大加圧力

2.5"、 3.0"、 3.25" 66.7 N (6.8 kgf、 15 lbf) ～ 1779.3 N (181.4 kgf、 400 lbf)

表 4.7 最高移動速度 （アプ リ ケーシ ョ ンに応じ て変動）

下降速度／上昇 （復帰）
速度

最大 177.8 m/s (7 inch/s) （全てのシ リ ンダサイズ仕様において、 ス ト

ローク 88.9 mm (3.5 inch) 、 圧力 620.6 kPa (90 psi) で使用の場合
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4.2 外形寸法
外形寸法の詳細については、 「章 5: 据付およびセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く だ さい。

4.2.1 標準アクチュエータ アイテム

アクチュエータサポー ト

ア クチュ エータサポー ト は、 コ ラムに し っかり と固定されています。 このア クチュ エータサポー ト で
ア クチュ エータハウジングの高さ を治具上で調整する こ とができます。 高さは用途に応じ て、 または
メ ンテナンス作業を簡単に行う ために調整する こ とができます。 

アクチュエータベース

スラ イ ド機構

スラ イ ド機構は 8 セ ッ ト の予圧式、 常時潤滑式のベア リ ングを基本と し、 ホーンの正確で安定し たア

ラ イ メ ン ト 、 スムーズな直線運動、 および長期間の信頼性を実現し ます。

リ ミ ッ ト スイ ッ チ

光学式上昇端スイ ッ チ (ULS) は、 キャ レ ッ ジがス ト ロークの原位置 （ホーム） に戻り、 次の溶着サイ

クルを開始する準備が整ったこ と を示す信号をパワーサプ ラ イの制御回路に送り ます。

パワーサプ ラ イは、 ア クチュ エータからの信号を使用し て、 以下の例に示すよ う な各種制御機能を実
行し ます。

• イ ンデッ クス制御 ： ホーンが移動し て事前に設定された距離まで来る と、 リ ニアエン コーダがアクチュエー
タ ク リ ア信号を出力し ます。 この信号は、 安全イ ン ターロ ッ クスイ ッ チの作動に使用され、 ホーンが完全に
収納される前にワーク搬送装置の移動を制御 （イ ンデッ クス制御） し ます。

• 自動プ リ ト リ ガ ： 2000Xc Power Supply は、 ULS 信号またはエン コーダ距離信号を使用し て、 ホーンが部品

に接触する前に超音波発振を開始する こ とができます。 プ リ ト リ ガは、 使用するホーンが大型またはホーン
の振動が立ち上がり難い場合や、 特殊なアプ リ ケーシ ョ ンで使用されます。

表 4.8 ベースの制御部の説明

名前 説明

ス ター ト スイ ッ チ 両手押し式で、 アクチュエータ を介し てシステムの溶着サイ クル
を開始し ます。

非常停止ボタ ン
押し た時点で溶着サイ クルを中断し、 ホーンは原位置に復帰し ま
す。 ボタ ンの解除は時計回り にひねり ます。

ス ター ト ケーブル アクチュエータの START コネク タに接続し ます。
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メ カニカルス ト ッ プ

メ カニカルス ト ッ プは、 ホーンの下降端位置を制限し ます。 装置の損傷を防止するため、 ホーンの下
降端は治具にワーク （被加工物） がセ ッ ト されていない状態でホーンが直接治具に接触し ないよ う な
位置に調整し ます。 ア クチュ エータ右側面には、 相対距離を示すスケールがあ り ます。 なお メ カニカ
ルス ト ッ プは、 ホーンの移動量制御による溶着を目的と し た機構ではあ り ません。

空気圧システム

空気圧システムは、 ア クチュ エータ と リ モー ト 空気圧ボ ッ ク スの内部に格納されています。 このシス
テムの構成は以下のとお り です。

• 1 次ソ レ ノ イ ドバルブ

• 冷却ソ レ ノ イ ドバルブ

• エアシ リ ンダ

• 圧力レギュ レータ

• ラ ピ ッ ド ト ラバースバルブ

• 下降速度流量制御バルブ

注意

運転中はメ カニカルス ト ッ プ調整ノ ブのロ ッ クナ ッ ト を緩めないで く だ さい。
メ カニカルス ト ッ プが損傷する原因と な り ます。

注記

メ カニカルス ト ッ プ調整ノ ブは、 時計回り に一回転させる と ス ト ロークが約
1 mm (0.04 in) 増加し、 反時計回り で減少し ます。
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図 4.1 2000Xc アクチュエータ空気圧システム

表 4.9 2000Xc アクチュエータ空気圧システム

項目 説明

1 供給圧力

2 スラ イ ド機構

3 フ ィ ルタ

4 ソ フ ト ス ター ト バルブ

5 冷却バルブ

6 冷却状態レデューサーから RF ハーネス

7 パイ ロ ッ ト

8 スプールバルブ

9 ラ ピ ッ ド ト ラバース

10 電子レギュ レータ

11 圧力イ ンジケータ

12 外部パイ ロ ッ ト

13 1 次バルブ

14 マフ ラー

15 流量制御

16 シ リ ンダ

5
6

7

8

16

15

13

12

14

10

11

4

32

1
9
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S ビーム式ロー ド セルおよびダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー

S ビームロー ド セルはア クチュエータが被加工物に加える加圧力を測定するデバイスです。 加圧力測

定データは溶着結果のパラ メ ータの一つと し て記録されるほか、 モニ タ リ ング値があらかじめ設定さ
れた値に達する と超音波発振を開始する ト リ ガ と し ても利用されます。 これによ り S ビームロー ド セ

ルアセンブ リは、 被溶着物に超音波エネルギが加え られる前に、 確実に所定の加圧力がかかっ ている
こ と を保証し ます。

S ビームロー ド セルアセンブ リ によるダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルーは被溶着物の溶融による塑性変形

に伴って、 ホーンが被加工物に接触し たまま加圧力を維持するよ う にするための動作です。 S ビーム

ロー ド セルアセンブ リはこれによ り、 材料の溶融による塑性変形が進行し て も、 ホーンは被加工物へ
効率的に超音波エネルギを伝達できます。

Linear Encoder （リ ニアエン コーダ）

エン コーダはホーンの移動量を測定するデバイスです。 パワーサプ ラ イの設定に応じ て、 エン コーダ
は以下を実行し ます。

• デ ィ ス タ ンス制御溶着

• 不適切に設定された制御状態の検出

• 溶着品質の監視

• ホーンが原位置に戻る前にワーク搬送装置に対し てイ ンデッ クス制御を開始するための信号を出力し て、 サ
イ クルタ イムを短縮
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4.2.2 超音波パワーサプ ラ イ

2000Xc Power Supply は、 超音波溶着、 イ ンサー ト 、 ステーキング、 スポ ッ ト 溶着、 スウ ェージング、

熱可塑性プ ラ スチ ッ クパーツのデ ィ ゲーテ ィ ング、 熱可塑性プ ラ スチ ッ ク布地およびフ ィ ルムのシー
リ ングを行う産業用システムの構成の一部です。

図 4.2  2000Xc Power Supply の背面図

2000Xc Power Supply には、 ２ つの溶着システム要素が 1 つの筐体に統合されています。 これらの要

素とは、 超音波エネルギー用の電源、 およびユーザイ ン ターフ ェ イスを含む溶着システム制御の主要
要素です。 筐体サイズは、 業界標準の 19 イ ンチラ ッ クエン ク ロージャシステムに対応し てお り、 最大

3 つのユニ ッ ト 高さに積み上げる こ とができます。 また標準の 19 イ ンチラ ッ クに、 オプシ ョ ンのラ ッ

クマウン ト ハン ドル （キッ ト で提供） を使用し て取り付ける こ と もできます。 シャシの奥行は約 51 cm
（20 イ ンチ） です。 

2000Xc の制御システムは、 マイ ク ロプロセ ッサーをベース と し てお り、 メ ンブレンキーパッ ド および

アルフ ァ ベ ッ ト 数字デ ィ スプレ イ を介し たユーザイ ン ターフ ェ ースのレベルを提供し、 溶着プロセス
を制御し ます。 フ ァ ン式冷却器が装備されてお り、水平据付向けに設計されています。前面パネルデ ィ
スプレ イおよびユーザコ ン ト ローラは、 ユーザー （オペレータ） に と っ て快適なポジシ ョ ンから ア ク
セスが可能で、 主に床上 1 ～ 1.5 メ ー ト ルに設置されます。

表 4.10 パワーサプ ラ イ背面の接続ポー ト

項目 説明 項目 説明

1 ユーザ I/O コネク タ 2 イーサネ ッ ト コネク タ

3 ユーザ I/O 用 DIP スイ ッ チ 4 フ ァ ン

5 RF コネク タ 6 VGA コネク タ

7 USB コネク タ 8 アクチュエータ イ ン ターフ ェ イスコ
ネク タ

9 RS-232 コネク タ 10 電源ケーブル

1

6 7 8 10

532 4

9
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4.2.3 回路説明

2000Xc Power Supply には以下のモジュールが含まれています。

• 伝送線路基板

• システムコ ン ト ロール基板

• 超音波パワーサプ ラ イモジュール

• DC 電源モジュール

• ユーザー I/O

以下の章には、 各モジュールの説明が記載されています。

伝送線路基板

伝送線路基板は、 パワーサプ ラ イへのラ イ ン電圧入力における RFI フ ィ ルタ リ ングのデュアル機能を

発揮し、 電源投入時に突入電流リ ミ ッ タ リ レーが係合するまで超音波パワーサプ ラ イモジ ュールへの
電流サージを制御し ます。 またフ ィ ルタ リ ングによ って、 AC 電源ラ イ ンからの超音波信号の進入が阻

止されます。さ らに伝送線路基板には、突入電流の影響を制限する ソ フ ト ス ター ト サーキ ッ ト モジュー
ルが搭載されています。

システムコ ン ト ロール基板

システムコ ン ト ロール基板は、 パワーサプ ラ イの以下の機能を制御し ます。

• 開始信号および停止信号の応答

• アラーム信号およびリ セ ッ ト 信号の応答

• 前面パネルからのユーザ入力への応答

• 超音波の有効化およびモニ タ リ ング

• 前面パネルに表示する情報の提供

• ゼネラルアラーム

• 通信制御
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超音波パワーサプ ラ イ  
超音波パワーサプ ラ イモジ ュールは、 コ ンバータ、 ブース タ、 ホーンを連結し た超音波ス タ ッ クの共
振周波数で超音波エネルギーを生成し ます。 超音波パワーサプ ラ イモジ ュールは、 アナログまたはデ
ジ タル式構成になってお り、 それぞれ 5 つのメ イ ンサーキッ ト が含まれています。 アナログパワーサ

プ ラ イには、工場出荷時のデフ ォル ト 設定であるプ リ セ ッ ト が 1 つ設定されています。デジ タルパワー

サプ ラ イは、 保護されたプ リ セ ッ ト を最大 1000 個まで保存できる ラ イブ ラ リ を持ち、 それらのプ リ

セ ッ ト は各モデルのパワーサプ ラ イが個別に持つさ まざまな設定パラ メ ータの変更のためにア クセス
可能です。プ リ セ ッ ト はブ ラ ン ソ ン工場出荷時にあらかじめメ モ リ に読み込まれ、変更されたプ リ セ ッ
ト は、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンに反映でき るよ う に名前を付ける こ とができます。 各プ リ セ ッ ト のパ
ラ メ ータは、 ブ ラ ン ソ ン販売代理店が変更できます。最初、すべてのプ リ セ ッ ト は工場出荷時のデフ ォ
ル ト に設定されています。 システムコ ン ト ローラには、 RS232 リ ン ク経由でアクセスできます。

• 320 VDC パワーサプ ラ イ : AC ラ イ ン電圧を出力デバイス向けに +320 VDC に変換し ます。

• 出力回路 : 出力デバイスのイ ンピーダンスを コ ンバータ、 ブース タ、 ホーン構成のス タ ッ クに調整し、 制御

回路にフ ィ ー ドバッ ク を送信し ます。

• 制御回路 : 以下の機能を発揮し ます :

出力デバイスへの駆動信号の送信

振幅範囲全体にわた り実際に使用される超音波エネルギーの割り合いの定義

共振周波数の制御

開始振幅の制御

超音波パワーモジュールの過負荷保護

最終溶着サイ クルの動作周波数を保存し （周波数メ モ リ） 、 保存し た周波数を次の溶着時に開始するポイ ン ト
と し て使用

起動時の周波数メ モ リのチ ェ ッ クおよびア ッ プデー ト

スイ ッ チ選択式立ち上がり時間 （開始）

DC 電源モジュール

切り替え式 DC 電源モジュールは、 線条変圧器からの交流電圧をシステム制御モジュール用の直流電

圧に整流、 フ ィ ルタ、 制御 し ます。 以下に ２ つの回路について説明を記載し ます。

• 5 VDC 出力 : システムコ ン ト ロールモジュールでアナログおよびデジ タル回路向けに +5 VDC を供給

• 24 VDC 出力 : システムコ ン ト ロールモジュールの制御信号およびユーザ I/O 電力に +24 VDC を供給

ユーザ I/O
ユーザ I/O は、 標準イ ン ターフ ェースで、 パワーサプ ラ イ背面に組み込まれた J3 からアクセス されま

す。 特殊制御、 またはレポー ト に関するニーズに合わせたお客様独自のイ ン ターフ ェ ースを構築でき
ます。 J3 の隣にあるユーザ I/O 用の DIP スイ ッ チを設定し て、 オープン コ レ ク タ モー ド またはロジ ッ

ク モー ド （表示に従っ て信号電圧を均一にする） で使用でき るよ う に、 イ ン ターフ ェ ースの電気的出
力を構成する こ とができます。
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4.2.4 コ ンバータおよびブース タ

2000Xc 溶着システムを使用するために、さ まざまな タ イプのコ ンバータおよびブース タが提供されて

います。 互換性のある コ ンバータおよびブース タの部品番号については、 章 8: 保守を参照 く だ さい。

図 4.3 標準コ ンバータ
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5.1 据付について
本章は、 新規で導入する 2000Xc 溶着システムの基本的な据付およびセ ッ ト ア ッ プの手順を説明し ま

す。

パワーサプ ラ イおよびア クチュ エータ には国際基準に準拠し た安全ラベルが貼られています。 システ
ム据付の際の重要事項は、 本書の各章の図を参照し て く だ さい。

注意

アクチュエータおよび関連する コ ンポーネン ト は重量品です。 取扱い、 開梱、
および据付けを行う場合には、 複数で作業を行うか、 リ フ ト やホイス ト のよ
う な懸吊装置が必要になる こ とがあ り ます。
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5.2 取り扱いおよび開梱
輸送コ ンテナまたは製品に目視で確認でき る損傷の跡がある場合、 あるいはあ と で隠れた損傷を発見
し た場合には、 直ちに運送業者へ連絡し て く だ さい。 梱包材は保管し ておいて く だ さい。

1. 物品到着後、 直ちに 2000Xc 各コ ンポーネン ト の箱を開梱し ます。 以下の手順を参照し て く だ さい。

2. 納品書と照合し、ご注文の機器および部品が全て揃っている こ と を確認し ます。 コ ンポーネン ト によ っては別
の箱に同梱されている場合もあ り ます。

3. 制御部、 イ ンジケータ、 および本体表面に損傷がないか点検し ます。

4. 段ボール箱、 パレ ッ ト 、 木製スペーサブロ ッ クなど全ての梱包材は保管し て く だ さい。 点検や修理などで機器
を返送する場合は、 これらの梱包材を使用し て く だ さい。

5.2.1 パワーサプ ラ イの開梱

パワーサプ ラ イはダンボール箱に入った状態で輸送されます。 その重量は約 18 kg （40 ポン ド） です。

1. 段ボール箱を開梱し て上部の 2 つの梱包用発泡材を取り外し、 パワーサプ ラ イ を箱から取り出し ます。

2. 付属工具や、パワーサプ ラ イに同梱されたその他のコ ンポーネン ト または付属品を取り出し ます。 これらの物
品は別の箱に梱包された り、 段ボール箱の中でパワーサプ ラ イの下に同梱されている場合があ り ます。

3. すべての梱包材は保管し て く だ さい。点検や修理などで機器を返送する場合は、 これらの梱包材を使用し て く
だ さい。

5.2.2 ス タ ン ド またはアクチュエータの開梱

ス タ ン ド （またはア クチュ エータ） は重量物であ り、 専用の輸送用保護コ ンテナ内に納められていま
す。 アクチュエータの付属工具は、 アクチュエータの箱に同梱されています。 注文の内容によ っては、
ブース タ、 コ ンバータ、 およびその他の部品がこの輸送コ ンテナ内に同梱されている場合もあ り ます。

• ス タ ン ドは、 木製パレ ッ ト の上に乗せて、 段ボールのボ ッ クスカバー付きで出荷されています

• アクチュエータ （単体） は、 発泡材製の梱包材で保護され、 丈夫な段ボール箱に梱包されています。

図 5.1 リ ニアエン コーダ

以下に示す装置のス タ イルに応じ て、 ブ ラ ン ソ ンアクチュエータ ア ッ センブ リ を開梱し て く だ さい。

注意

リ ニアエン コーダ （アクチュエータの左側面にある） は、 衝撃に敏感です。
リ ニアエン コーダア ッ センブ リ を手でつかんだ り、 衝撃を与えた り、 重いも
のを載せた り し ないで く だ さい。

左側面
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5.2.3 ス タ ン ド （ベース付きアクチュエータ）

「天地無用」 の矢印と 「上から開ける」 の指示に注意し て く だ さい。 梱包は、 アセンブ リの上方からの
み取り外す設計と なっています。

図 5.2 ス タ ン ド （ベース付きアクチュエータ） の開梱

• 輸送用コ ンテナを設置場所の近 く へ移動させ、 床の上へ置きます。

• 梱包ひも を切って段ボール箱の上部を開きます。 イ ンサー ト ボ ッ クスにコ ンバータ、 ブース タ、 およびツー
ルキッ ト が同梱されている場合は、 イ ンサー ト ボ ッ クスを保護ボ ッ クスの上面から取り出し ます。

• 保護ボ ッ クス下部と木製パレ ッ ト を止めているステープルを取り外し ます。 保護ボ ッ クスを持ち上げてパ
レ ッ ト から取り外し ます。

• ベースおよびパレ ッ ト を止めている 2 本の梱包用ス ト ラ ッ プを切り取り ます。 ベースがパレ ッ ト の上で滑ら

ないよ う に保護し ている 2 つの配送用木製ブロ ッ ク をベース背面の方向へ動かし ます。

• この状態でス タ ン ド をパレ ッ ト から取り外し、 設置場所へ移動させる こ とができます。 ス タ ン ド にはホイス
ト などを使用し て吊り下げるための専用フ ッ クが取り付けられています。

• アクチュエータが急に動き出すこ とのないよ う にし っかり と押さ え、 アクチュエータサポー ト の 2 つのク ラ

ンプを慎重に緩めてから、 少し だけアクチュエータ を持ち上げます。 ベース と アクチュエータサポー ト との
間にある木製のブロ ッ ク を止めているテープを切り、 この木製ブロ ッ ク を取り外し ます。 再度アクチュエー
タサポー ト のク ラ ンプを締め直し ます。

• イ ンサー ト ボ ッ クスから ツールキッ ト 、 コ ンバータ、 ブース タ などの同梱されている物品を取り出し ます。
梱包材は保管し ておいて く だ さい。

• 「5.3 小物部品の一覧表」 へ進みます。 表 5.1 を参照し て く だ さい。

注意

コ ラムと アクチュエータサポー ト は釣り合いばねによ って連結されてお り、
釣り合いばねには常に張力がかかっています。 コ ラムはス タ ン ドから絶対に
分解し ないで く だ さい。 また、 アクチュエータサポー ト のク ラ ンプを し っか
り と固定し て く だ さい。 高さ を調整する場合には、 慎重にゆっ く り と アク
チュエータサポー ト のク ラ ンプを緩め、 急に動いた り、 怪我を し ないよ う に
ス タ ン ド を保持し て動作を制御し ます。

輸送用 
木製ブロック

ツールキット（付属工具）

コンバータ

ブースタ

457 mm (18 in)

保護
ボックス

1346 mm (53 in)825 mm

インサート
ボックス

（32-1/2 in）
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5.2.4 アクチュエータ （単体）

ア クチュ エータが単体で納入される場合は、 すでに最終ア ッ センブ リ状態で、 据付準備が整っ ていま
す。

• 輸送用コ ンテナを設置場所の近 く へ移動させ、 床の上へ置きます。

• 段ボール箱の上部を開け、 上部から発泡材を取り出し箱の脇に置きます。

• ツールキッ ト 、 取付け用ねじ、 コ ンバータおよびブース タは、 アクチュエータ と一緒に納入されますが、 別
の箱に梱包されています。 それぞれの箱を開梱し、 物品を取り出し ます。

• 梱包材は保管し ておいて く だ さい。

図 5.3 超音波コ ンバータ （単独使用 J 型） と ブース タ

注記

梱包には注文に応じ てコ ンバータ またはブース タ （あるいは両方） が同梱さ
れている場合もあ り ます。

ブースタ
コンバータ
（図はJ型）
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5.3 小物部品の一覧表

表 5.1 パワーサプ ラ イまたはアクチュエータ ア ッ センブ リ に付属する小物部品 （x 印で示す）

部品またはキッ ト

2000Xc Power Supply アクチュエータ

20 kHz 30 kHz 40 kHz  ス タ ン ド

（ベース）
（単体）

T 型ハン ドルレンチ x x

Mylar ワ ッ シャ ・ キッ ト x x

シ リ コ ング リ ス x

アクチュエータ取付ねじ x

20 kHz スパナ (2) x

30 kHz スパナ (2) x

40 kHz スパナ (2) x

40 kHz ス リーブ 注文部品 注文部品

40 kHz ス リーブスパナ
ス リーブに同
梱

ス リーブに
同梱

治具ねじ とワ ッ シャ x

M8 六角レンチ x
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5.3.1 ケーブル

パワーサプ ラ イ と アクチュエータの接続には、アクチュエータ イ ン ターフ ェースケーブルと RF ケーブ

ルの ２ 本を使用し ます。その他のイ ン ターフ ェース接続には、 さ らにユーザ I/O ケーブルが必要と なる

場合があ り ます。 納品書と照合し て、 ケーブルのタ イプ と長さ を確認し て く だ さい。

表 5.2 ケーブル一覧

部品番号 説明

100-246-630 グラ ン ド デ ィ テ ク ト ケーブル

101-241-203 アクチュエータ イ ン ターフ ェ イス、 8’ (J925S)

101-241-204 アクチュエータ イ ン ターフ ェ イス、 15’ (J925S) 

101-241-205 アクチュエータ イ ン ターフ ェ イス、 25’ (J925S)

101-241-207 ユーザ I/O ケーブル、 8’ (J957S)

101-241-208 ユーザ I/O ケーブル、 15’ (J957S)

101-241-209 ユーザ I/O ケーブル、 25’ (J957S)

101-240-176 RF ケーブル、 CE – 8’ (J931CS)

101-240-177 RF ケーブル、 CE – 15’ (J931CS)

101-240-178 RF ケーブル、 CE – 25’ (J931CS) 注記 : 30 kHz または 40 kHz システムを除 く

101-240-179 RF ケーブル、 CE – 8’ (J934C)

159-240-188 RF ケーブル、 15’ RT アングル

159-240-182 RF ケーブル、 CE – 20’ (J934C)

101-241-207D ユーザ I/O、 8’ (J957S) (EU)

101-241-208D ユーザ I/O、 15’ (J957S) (EU)

101-241-209D ユーザ I/O、 25’ (J957S) (EU)
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5.4 据付け時の注意事項
本節では、 据付けを計画し それを正し く 実行でき るよ う にするための据付場所の要求事項、 主要アセ
ンブ リの寸法、 要求される環境仕様、 電気仕様、 および圧縮エアの仕様について説明し ます。

5.4.1 設置場所

ア クチュ エータ またはス タ ン ド はさ まざまな場所に据え付ける こ とができます。 ス タ ン ド （ベース使
用） は、 ベースに取り付けられたス ター ト スイ ッ チを使っ て手動で操作する こ とが多いため、 作業者
が装置の正面に座っ て、 あるいは立っ て作業でき る よ う に安全かつ操作のしやすい高さ （約 760 ～
910 mm） の作業台上に据え付けます。 また、 ア クチュ エータ単体は任意の方向に取り付け可能です。

ただ し上下を逆にし た姿勢で取り付ける場合には、 弊社のお客様担当者までご相談 く だ さい。 

ス タ ン ド が正し く 固定されていない状態で、 コ ラムの軸を中心と し てス タ ン ド を動かすと転倒する場
合があ り ます。ス タ ン ド を据え付ける作業面は丈夫で装置重量を十分に支持でき、据付け中またはセ ッ
ト ア ッ プ中にス タ ン ド を調整し た と きに転倒し ないよ う に、 し っかり と固定されている必要があ り ま
す。

主電源プ ラグを抜き差しするのが難しい場所には、 2000Xc Power Supply を設置し ないで く だ さい。

パワーサプ ラ イは、 20 kHz モデルの場合にはアクチュエータから最大で 15 m (50 ft) 離れた場所に設

置できます （30 kHz モデルでは 6 m (20 ft)、 40 kHz モデルでは 4.5 m (15 ft)）。 パワーサプ ラ イは、 溶

着条件パラ メ ータの変更、 設定のために操作し易い場所に設置し なければな ら ない と と もに、 水平面
に設置する必要があ り ます。 またパワーサプ ラ イは、 背面の冷却フ ァ ンから塵埃、 ごみ、 または異物
を取り込まないよ う な場所に設置し て く だ さ い。 各コ ンポーネン ト の外形寸法については次ページか
らの寸法図を参照し て く だ さい。なお、寸法はすべて概略値で、モデルによ って異なる場合があ り ます。

図 5.4 パワーサプ ラ イの外形寸法図

図 5.5 2000Xc アクチュエータの外形寸法図
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図 5.4 パワーサプ ラ イの外形寸法図

17.6”
445.8mm

5.8”
147.32mm

5.2”
132.08 mm

Air Outlet is under
front panel

20.5”
520.7mm

5.0” (127mm)
Desired Clearance

Air Intake

3.5”
88.9mm

13.4”
340.1mm

0.45”
11.4mm
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図 5.5 2000Xc アクチュエータの外形寸法図
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図 5.6 ブロ ッ ク配線図
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5.4.2 入力電流およびヒ ューズ定格

パワーサプ ラ イ を接地された単相 3 線式 50 または 60 Hz 電源に接続し ます。パワーサプ ラ イ を接地さ

れた単相 3 線式 50 または 60 Hz 電源に接続し ます。表 5.3 は各モデルの電流およびヒ ューズの定格を

示し ます。

なおアクチュエータは、本体背面のグラ ン ド スク リ ューを使用し て、8 番ゲージまたは同等仕様のワイ

ヤでアース線に接続する必要があ り ます。

入力電流要件

表 5.3 入力電流およびヒ ューズ定格

周波数
モデル

定格出力／電源電圧 ヒ ューズ定格／定格電流 NEMA プ ラグ

15 kHz 3300 W 200 V – 240 V 220 V、 25 A ヒ ューズ／最大 21 A

20 kHz

1250 W 200 V – 240 V 200 V、 20 A ヒ ューズ／最大 7 A NEMA ／ L6-20P
プ ラグ

1250 W 100 V – 120 V 100 V、 20 A ヒ ューズ／最大 14 A NEMA ／ 5-15P
プ ラグ

2500 W 200 V – 240 V 200 V 、 20 A ヒ ューズ／最大 14 A NEMA ／ L6-20P
プ ラグ

4000 W 220 V – 240 V 220 V 、 25 A ヒ ューズ／最大 25 A

30 kHz 1500 W 200 V – 240 V 200 V 、 20 A ヒ ューズ／最大 10 A NEMA ／ L6-20P
プ ラグ

40 kHz
800 W 200 V – 240 V 200 V、 20 A ヒ ューズ／最大 5 A NEMA ／ L6-20P

プ ラグ

800 W 100 V – 120 V 100 V、 20 A ヒ ューズ／最大 10 A NEMA ／ 5-15P
プ ラグ
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5.4.3 圧縮エア要件

工場圧縮空気供給は、 調整後の最大圧力 100 psig (690 kPa) で 「ク リーン （5 ミ ク ロンレベルまで）、

ド ラ イ、 潤滑油な し」 でなければな り ません。 用途に応じ て、 アクチュエータには 35 ～ 100 psi が必

要です。 ス タ ン ド には吸気フ ィ ルタがあ り ます。 ア ク チュ エータ （単体） では、 エア フ ィ ルタ をお客
様に用意し ていただ く 必要があ り ます。 簡単に取り外せる接続金具をお勧めし ます。 必要に応じ て送
気管でロ ッ クアウ ト 装置を使用し て く だ さい。

5.4.4 エアフ ィ ルタ

アクチュエータ （単体） でご使用になる場合は、 5 ミ ク ロンレベルの粒子を取り除ける性能を持ったエ

アフ ィ ルタ をお客様に用意し ていただ く 必要があ り ます。

5.4.5 エア配管および継手

アクチュエータ ア ッ センブ リは、 工場から外部に配管せず、 吸気口で従来の
1/4 イ ンチ OD 気送管を接続し て く だ さい。 アクチュエータ用の接続を行う場合、 または新しいエア

フ ィ ルタ を設置するためのシステムを再配管する場合、 100 psi を上回る評価の 1/4 イ ンチ OD 送気管

や空気圧配管 （Parker 製 「Parflex」 1/4 OD x .040 ウォール、1 型 E5 等級またはそれに相当する もの）、

適切な配管を使用する必要があ り ます。

5.4.6 アクチュエータへのエア系統の接続

2000Xc アクチュエータへの給気は、 プ ラスチ ッ ク製の気送管を使用し て、 アクチュエータの背面上部

にある吸気口で行います。 アクチュエータ単体ア ッ センブ リ を使用し て据え付ける場合、 100 psig 以

上に対応し、5 ミ ク ロンよ り大きい粒子状物質を取り除 く エアフ ィ ルタ ア ッ センブ リ をご用意いただ く

必要があ り ます。 空気圧回路図については、 「章 4: 製品仕様」 を参照し て く だ さい。

注意

総合空気圧縮機の潤滑油にシ リ コ ンまたは WD-40 が含まれる場合、 その種類

の潤滑油の中に含まれる溶剤によ って、 内部アクチュエータが損傷または故
障し ます。
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5.4.7 エア消費量

上の表を使用し て、 エアシ リ ンダーで使用される空気圧を計算し ます。

溶着サイ クルご とのコ ンバータの冷却風を考慮するため、 実際の溶着時間の毎秒 0.034 立法フ ィ ー ト

を追加し ます。

例 ：

圧力全開 (100 psi) 、 ス ト ローク長 (4") 、 サイ クルレー ト 毎分製造 20 個で運転中の 3.0" 2000Xc アクチュエー

タ   = ス ト ローク イ ンチご とに 0.0319 CFM （表の数値） x 8" （合計ス ト ロークは 4" ダウン、 4" バッ ク） = ス ト

ロークご とに 0.2552 CFM。

溶着時間は 1 秒なので、 0.034 x 1 = 冷却用 0.034 CFM。

シ リ ンダー用 0.2552 CFM を冷却用 0.034 CFM に追加 = サイ クルご とに 0.2892 CFM。

20 （毎分製造個数） を掛けて合計 5.784 CFM。

上記の例は、 溶着機が運転される最悪の条件と し て考慮する必要があ り ます。 

2000Xc Power Supply がユニークなのは、 その空気圧が別の運転モー ド で使用される と こ ろです。 そ

のため、 上の表の 100 psi の値は、 実際の溶着力値ではな く 、 エアフ ローのサイズ調整用の控え目な方

に使用し て く だ さい。 必ずコ ンバータの冷却風の値 (0.034) を追加し て く だ さい。 

表 5.4 ス ト ローク長 （各方向） イ ンチご との毎分空気圧 （立方フ ィ ー ト ）

空気圧
シ リ ンダー

1.5" 2" 2.5" 3"

10 0.00174 0.00317 0.00490 0.00680

20 0.00243 0.00437 0.00680 0.00960

30 0.00312 0.00557 0.00870 0.01240

40 0.00381 0.00677 0.01060 0.01520

50 0.00450 0.00800 0.01250 0.01800

60 0.00513 0.00930 0.01440 0.02080

70 0.00590 0.01040 0.01630 0.02350

80 0.00660 0.01170 0.01830 0.02670

90 0.00730 0.01300 0.02040 0.02910

100 0.00800 0.01420 0.02230 0.03190
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5.5 据付け手順

5.5.1 ス タ ン ド （ベース付きアクチュエータ） の取付け

転倒や意図し ない動き を避けるため、 ベースは作業台にねじ で固定する必要があ り ます。 ベースの四
隅には 4 つの取付ねじ穴があ り、 3/8 イ ンチまたは M10 丸頭ねじが適合し ます。 えぐれないよ う に、

金属ベースに対し て平ワ ッ シャ を使用し ます。 図 5.7 を参照し て く だ さい。

1. 頭上に障害物がな く 、 挟ま った り こすれた り するポイ ン ト がないこ と を確認し ます。 ア ク チュ エータの全高
は、 完全に上げる と コ ラムよ り高 く な り、 接続箇所がむき出しになる こ とに留意し て く だ さい。

2. 4 本の穴付きねじ を使ってベースを作業台に取り付けます（3/8 イ ンチまたは M10 ねじはお客様がご用意 く だ

さい）。 えぐれないよ う に、 金属ベースに対し て平ワ ッ シャ を使用し ます。 振動や運動による緩みを少な く す
るため、 穴付きねじにはナイ ロンロ ッ クナ ッ ト を使用する こ と をお勧めし ます。

3. 圧縮空気をス タ ン ドのエアホースに接続し ます （ホースの 3/8 NPT 雄型フ ィ ッ テ ィ ング）。 簡単に取り外せる

接続金具をお勧めし ます。 必要に応じ て送気管でロ ッ クアウ ト 装置を使用し て く だ さい。

4. ベース / ス ター ト スイ ッ チ制御ケーブルがアクチュエータの背面にし っかり と接続されている こ と を確認し ま

す。

5. リ ニアエン コーダコネク タがアクチュエータの背面にし っかり と接続されている こ と を確認し ます。

6. アース線が 8 番ゲージワイヤーを使って、 アクチュエータ背面のアース端子に接続されている こ と を確認し

ます。

注意

本製品は高重量であるため、 据付や調整の際に手を挟んだ り怪我を し た りす
る可能性があ り ます。 可動部品を掃除し、 指示がない限り留め具を緩めない
で く だ さい。

注意

アクチュエータが中心から外れた り コ ラムの周り を回転し た りする場合、 転
倒や意図し ない動きを避けるため、 4 本のねじ を使用し て作業面にベースを固

定する必要があ り ます。
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図 5.7 ベース取付け寸法

5.5.2 アクチュエータ （単体）

ア クチュ エータ （単体） は、 カス タム メ イ ド 取り付けサポー ト に据え付ける仕様と な っ ています。 取
り付けピンで所定の位置に設置し、 3 本のメ ー ト ルねじ を使って固定し ます。

1. アクチュエータ を箱から持ち上げます。ア ッ センブ リ をゆっ く り と右側に置きます （リ ニアエン コーダが付い
ている方ではあ り ません）。

2. ガイ ド ピンの使用をお勧めし ます。ガイ ド ピンはアクチュエータ と一緒に納品されていません。ガイ ド ピンが
必要な場合は、 直径 12 mm の金属製ダウエルピンを使用し て く だ さ い。 ピンはア ク チュ エータ に対し てサ

ポー ト から 0.40 イ ンチ (10 mm) を超えて中に入れてはな り ません。

541 mm (21.31 in)
取付穴

3/8インチまたは
M10に適合
固定ねじ

14.75 in / 
375 mm

7.37 in / 
187 mm

16.5 in /
419 mm

M10

28.0 in / 711 mm

注意

カス タム据付では、 アクチュエータ を Ｉ ビームまたはその他の頑丈な構造に
取り付ける必要があ り ます。 取付面は読みの最大差 0.004 in (0.1 mm)、 許容

範囲 16 x 3.5 in (410 x 90 mm) 以内で平らでなければな り ません。

注意

2000Xc シ リーズ用アクチュエータサポー ト ねじは、 M10 x 1.5 メ ー ト ルねじ

ピ ッ チ （長さ  25 mm） です。 サポー ト ピン と取付ねじは、 アクチュエータに

対し て 0.40 イ ンチ (10 mm) を超えて中に入れてはな り ません。 この値を超え

る と、 キャ レ ッ ジが動かな く なった り損傷を受けた りする可能性があ り ます。
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図 5.8 アクチュエータ背面図 ： 取付け面、 固定用ねじ部、 およびガイ ド ピンの位置 

3. アクチュエータ ア ッ センブ リ を持ち上げて取り付け位置まで運び、用意し た取付け用ねじ を使用し て固定し ま
す。

注意

900 シ リーズ M10 x 1.25 取り付けねじは使用し ないで く だ さい。 スレ ッ ド

ピ ッ チが異なるため、 2000Xc シ リーズで使用されるねじ と互換性があ り ませ

ん。

注意

長さの異なる取付けねじ を使用する必要がある場合には、 アクチュエータハ
ウジングのねじ部に 6 mm (0.25 in) 以上、 10 mm (0.40 in) 未満の範囲で取付

けねじが入る こ と を確認し て く だ さい。

MODEL
Parent No.
EDP:
S/N:

IMPORTANT
AIR SUPPLY MUST BE FREE OF OIL AND WATER

MAX. PRESSURE 100PSI/690 kPA/6.89 bar

AIR INLET
CAUTION

100 PSI MAX.

GROUND UNIT
BEFORE OPERATING

DISCONNECT
AIR AND POWER

BEFORE SERVICING

IMPORTANT
FOR MOUNTING OF

ACTUATOR USE
M10 X 1.5 FASTENERS

DO NOT ALLOW BOLT
TO PENETRATE

ACTUATOR MORE
THAN 10MM (.4")

   

M10 x 1.5 THDS
10 mm deep
(3 places)

Machine mounting
surfaces (3 places)**

.477
For 12 mm
Dowel Pin

50
13 mm

4.25
108 mm

8.50
216 mm

14.30
363 mm

15.63
397 mm

Rear view of aec actuator is shown. Although
other actuators will vary in height, referenced 
dimensions will be the same for all models.

**These three mounting surfaces are flat
    within 0.004 in (0.1 mm) TIR, in a tolerance
    zone of 16 x 3.5 in (410 x 90 mm). The
    surface to which the actuator is mounted
    must also have the same flatness tolerance.
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5.5.3 パワーサプ ラ イの取付け

パワーサプ ラ イはア クチュ エータのケーブル長の範囲内で作業台 （滑り止めゴム付き） に設置するよ
う に設計されています。 また標準の 19 イ ンチラ ッ クに、 オプシ ョ ンのラ ッ クマウン ト ハン ドルキッ ト

を使用し て取り付ける こ と もできます。 パワーサプ ラ イ背面には冷却エア取り込み用のフ ァ ンが 2 個

取り付けられています。 冷却フ ァ ンの通風路を阻害し ないよ う に、 パワーサプ ラ イの背後を障害物で
ふさがないよ う に し て く だ さ い。 パワーサプ ラ イは床の上に設置し ないで く だ さ い。 また、 装置の中
へ塵埃、 ごみ、 または汚染物質が取り込まれる恐れのある環境の場所に設置する こ と も避けて く だ さ
い。

パワーサプ ラ イの前面に配置されている コ ン ト ロール類および表示部は、 設定変更時に操作と読取り
ができなければな り ません。

すべての電気的な接続は背面のコネク タ類で行います。パワーサプ ラ イは、装置本体の周辺に接続ケー
ブルのためのク リ アラ ンス、 および換気を行う ための適切な空間 （両側面に約 100 mm （4 イ ンチ） 以

上、 背面に約 127 mm （5 イ ンチ） 以上） が確保された場所に設置し て く だ さい。 なお、 パワーサプ ラ

イの本体カバーの上には物を置かないで く だ さい。

やむを得ずパワーサプ ラ イ を塵埃の多い環境に設置する必要がある場合は、 オプシ ョ ン と し て フ ァ ン
フ ィ ルタキッ ト （Item 番号 ： 101-063-614） を使用し て く だ さい。

2000Xc Power Supply の外形寸法は図 5.4 パワーサプ ラ イの外形寸法図をご参照 く だ さい。

パワーサプ ラ イの周波数タ イプによ って、 RF ケーブルの最大長さが制限されています。 RF ケーブル

が押しつぶされた り、 挟まれた り、 損傷し た り、 あるいは改造が行われた り する と、 装置の性能と生
産物の品質が損なわれる こ とがあ り ます。 RF ケーブルに関し て特別な仕様をご用命の際には、 弊社の

お客様担当者、 または最寄りのブ ラ ン ソ ン営業所までお問い合わせ く だ さい。。

5.5.4 入力電源 （主電源）

本システムには単相交流電源が必要にな り ます。 供給側電源にはパワーサプ ラ イの電源ケーブルを接
続し ます。 ご使用のパワーサプ ラ イの定格出力タ イ プに応じ た電源プ ラグ と レセプ タ クルの要件につ
いては、 5.4.2 入力電流およびヒ ューズ定格をご参照 く だ さい。

また、 パワーサプ ラ イ背面のモデルデータ ラベルを参照し、 システムの定格電源を確認し て く だ さい。

5.5.5 超音波出力 （RF ケーブル）

超音波エネルギは、 パワーサプ ラ イ背面のねじ込み式 MS タ イプのコネク タから供給され、 RF ケーブ

ルを介し てアクチュエータ、 または （システムの用途に応じ て） コ ンバータに接続されます。

注意

RF ケーブルを外し た状態または RF ケーブルが損傷し た状態で、 システムを

運転し ないで く だ さい。
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5.5.6 パワーサプ ラ イ と アクチュエータの接続

Branson Ultrasonics Corporation 2000Xc アクチュエータ を使用する場合、 アクチュエータ とパワーサ

プ ラ イ との接続には RF ケーブルおよびアクチュエータ イ ン ターフ ェースケーブルの 2 本のケーブル

を使用し ます。 RF ケーブルはパワーサプ ラ イからアクチュエータへの電気的超音波エネルギの供給、

3 ピンアクチュエータ イ ン ターフ ェースケーブルは各種制御信号の送受信に使用し ます。 ケーブルは、

アクチュエータ背面およびパワーサプ ラ イ背面のそれぞれ所定のコネク タに接続し ます。 

図 5.9 は基本的なケーブル接続を示し ます。 ア クチュエータおよびパワーサプ ラ イには、 その他にも

オプシ ョ ンケーブルなどを接続する コネク タ も用意されています。 

グラ ン ド デ ィ テ ク ト 機能を使用し て、 ホーンが電気的に絶縁された治具またはアンビルと接触し た時
点で超音波エネルギを停止させるためには、 アクチュエータ背面の MPS/GDS コネク タ と治具または

アンビルを、 グラ ン ド デ ィ テ ク ト ケーブル （Item 番号 100-246-630) で接続する必要があ り ます。 

図 5.9 2000Xc シ リーズアクチュエータ と 2000Xct パワーサプ ラ イ との電気的接続

MODEL
Parent No.
EDP:
S/N:

IMPORTANT
AIR SUPPLY MUST BE FREE OF OIL AND WATER

MAX. PRESSURE 100PSI/690 kPA/6.89 bar

AIR INLET
CAUTION

100 PSI MAX.

GROUND UNIT
BEFORE OPERATING

DISCONNECT
AIR AND POWER

BEFORE SERVICING

IMPORTANT
FOR MOUNTING OF

ACTUATOR USE
M10 X 1.5 FASTENERS

DO NOT ALLOW BOLT
TO PENETRATE

ACTUATOR MORE
THAN 10MM (.4")

Air Inlet

Linear Encoder

Linear Encoder
Cable

Line Cord
Base, shown rotated 90° CCW

Start Switch
Cable

Actuator
Interface Cable

J931s
RF Cable

Alarm I/O,
Optional

Power Supply
rear view

Actuator

MPS/GDS
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5.5.7 ス ター ト スイ ッ チの接続

Branson 2000Xc シ リ ーズ溶着システムでは両手押 し ボ タ ン式ス タ ー ト ス イ ッ チおよび非常停止ス

イ ッ チの接続が必要です。 ベース搭載型ス タ ン ド の場合、 これらのスイ ッ チ類があらかじめ用意され
ていますが （ベースに標準装備され、 ベースからの専用ケーブルでアクチュエータに接続し ます）、 ハ
ブ搭載型のス タ ン ド およびア クチュ エータ単体で使用する場合は、 以下に示すよ う にお客様側で別途
用意し ていただいたス ター ト スイ ッ チ／非常停止スイ ッ チを接続する必要があ り ます。

図 5.10 ス ター ト スイ ッ チ接続コー ド （CE アクチュエータ）

EMER STOP は、 2 つの接点を備えた緊急停止スイ ッ チです。 1 つは通常閉、 も う 1 つは通常開です。

ア ク チ ュ エー タの背面にあるス タ ー ト ケーブル接続用のコ ネク タは、 D-sub ・ 9 ピ ンの メ ス コ ネク タ

（固定はイ ンチねじ タ イプ） です。 ス ター ト ケーブル側には、 D-sub ・ 9 ピンのオス コネク タ （固定は

イ ンチねじ タ イプ） が必要にな り ます。

PB1 および PB2 はノ ーマルオープンのス ター ト スイ ッ チで、 溶着サイ クルを開始するためには同時押

し式と し て操作し なければな り ません。 PB1 および PB2 は 200 ms 以内に両方がク ローズされなけれ

ばな り ません。 これが行われないと、 エラー メ ッ セージ 「ス ター ト スイ ッ チ時間」 が表示されます。 リ
セ ッ ト の必要はあ り ませんが、 次のサイ クルで このエ ラー メ ッ セージが再表示されないよ う に、 これ

注記

漏れ電流が 0.1 mA 以内であれば、 機械式ス ター ト スイ ッ チの代わり にソ リ ッ

ド ステー ト デバイスを使用できます。

注記

ス ター ト スイ ッ チ PB1 および PB2 はそれぞれ 200 ms 以内に閉じ なければな

らず、 またこれらのスイ ッ チのス ター ト 状態を有効にするためには PB 
RELEASE 信号が有効になるまで閉じ た状態を維持する こ とが必要です。

PB2 PB1

PALM BUTTON START

EMER
STOP

1

P69 P69-A Color Codes

2
6
7
9
8
3
4
5

1 PB2RTN
PB1RTN
24VSRC
24VSRC
ESTOPSRC
ESTOPSRC
ESTOPRTN
ESTOPRTN
N/C

Black
White
Blue
Orange
Purple
Yellow
Red
Green
Brown

2
6
7
9
8
3
4
5
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らのスイ ッ チが限られた時間内で閉じ られるよ う に し てお く 必要があ り ます。 上記の 「注記」 を参照
し て く だ さい。

注記

溶着システムのス ター ト 、 および非常停止を他の手段 （デバイス） を使用し
て行う必要がある場合は、 事前にブ ラ ン ソ ンまでご相談 く だ さい。
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5.5.8 ユーザ I/O イ ン ターフ ェ イス

ユーザ I/O はパワーサプ ラ イに組み込まれた標準イ ン ターフ ェースです。ユーザ I/O イ ン ターフ ェース

を使用し て、 特殊制御またはレポー ト に関するニーズに合わせたお客様独自のイ ン ターフ ェ ースを構
築できます。 イ ン ターフ ェースケーブルは、 パワーサプ ラ イの背面に用意されている D-sub ・ 44 ピン

のメ スコネク タ （固定はイ ンチねじ タ イプ） へ接続し ます。 ユーザ I/O 用の DIP スイ ッ チを設定し て、

オープン コ レ ク タ モー ド またはロジ ッ ク モー ド （表示に従っ て信号電圧を均一にする） で使用でき る
よ う に、 イ ン ターフ ェースの電気的出力を構成する こ とができます。

ユーザ I/O 用の DIP スイ ッ チである SW1 は、 2000Xc パワーサプ ラ イの背面の J3 コネク タの隣に配

置されています。 ユーザ I/O イ ン ターフ ェースケーブルのピンアサイ ン メ ン ト は 表 5.5 を参照し て く

だ さい。

図 5.11 ユーザ I/O ケーブルの概要およびワイヤの線色

注意

使用し ないワイヤはそれぞれ個別に適切な絶縁処理を施し て く だ さい。 これ
を怠る とパワーサプ ラ イまたはシステムコ ン ト ロール基板の故障の原因と な
り ます。

注意

GND ピンおよび +24 V ピンが正し く 配線されている こ と を確認し て く だ さ

い。 これらのピンを適切に配線し ないと、 システムコ ン ト ロール基板が故障
する原因にな り ます。

User I/O Cable
Stripped and tinned one end,
HD-44 male connector other end
(cable length as ordered)

Part numberWire Color Diagram
Two Colors = Insulator/Stripe
Three Colors = Insulator/Stripe/Dot

Insulation Stripe Dot
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表 5.5 ユーザ I/O ケーブルのピンアサイ ン メ ン ト

ピン番号 信号名 信号の 種類 J3 の入 出力 色

1 J3_1_INPUT 24 V ロジ ッ ク  、 正理論 入力 白／黒

2 CYCLE_ABORT 24 V ロジ ッ ク  、 正理論 入力 赤／黒

3 EXT_RESET 24 V ロジ ッ ク  、 正理論 入力 緑／黒

4 SOL_VALVE_SRC +24 V 出力 橙／黒

5 REJECT 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 青／黒

6 G_ALARM 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 黒／白

7 ACT_CLEAR 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 赤／白

8 J3_8_OUTPUT 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 緑／白

9 MEMORY アナログ 出力 青／白

10 USER_AMP_IN アナログ 入力 黒／赤

11 MEM_CLEAR 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 白／赤

12 GND 橙／赤

13 +24 V 青／赤

14 G_ALARM_RELAY_1 リ レー 接点 出力 赤／緑

15 READY_RELAY_2 リ レー 接点 出力 橙／緑

16 SV1RTN +24 V リ ターン 入力 黒／白／赤

17 J3_17_INPUT 24 V ロジ ッ ク  、 正理論 入力 白／黒／赤

18 USER_EXT_SEEK+ 24 V ロジ ッ ク  、 正理論 入力 赤／黒／白

19 J3_19_INPUT 24 V ロジ ッ ク  、 正理論 入力 緑／黒／白

20 SUSPECT 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 橙／黒／白

21 READY 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 青／黒／白

22 J3_22_OUTPUT 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 黒／赤／緑

23 10 V_REF アナログ 出力 白／赤／緑

24 AMPLITUDE_OUT アナログ 出力 赤／黒／緑

25 USER_FREQ_OFFSET アナログ 入力 緑／黒／橙

26 RUN 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 橙／黒／緑

27 GND 青／白／橙

28 +24 V 黒／白／橙

29 G_ALARM_RELAY_2 リ レー 接点 出力 白／赤／橙

30 WELD_ON_RELAY_1 リ レー 接点 出力 橙／白／青

31 J3_31_INPUT 24 V ロジ ッ ク  、 正理論 入力 白／赤／青
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32 J3_32_INPUT 24 V ロジ ッ ク  、 正理論 入力 黒／白／緑

33 J3_33_INPUT 24 V ロジ ッ ク  、 正理論 入力 白／黒／緑

34 PB_RELEASE 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 赤／白／緑

35 WELD_ON 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 緑／白／青

36 J3_36_OUTPUT 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 橙／赤／緑

37 PWR アナログ 出力 青／赤／緑

38 FREQ_OUT アナログ 出力 黒／白／青

39 SEEK 24 V ロジ ッ ク  、 負理論 出力 白／黒／青

40 MEMORY_STORE オープン コ レ ク タ  
( アク テ ィ ブ ロー ) 出力 赤／白／青

41 Analog GND 緑／橙／赤

42 +24 V 橙／赤／青

43 READY_RELAY_1 リ レー 接点 出力 青／橙／赤

44 WELD_ON_RELAY リ レー 接点 出力
黒／オレンジ／
赤

注意

使用し ないワイヤはすべて適切に絶縁処理されている こ と を確認し ます。 こ
れを怠る とパワーサプ ラ イまたはシステムの故障の原因と な り ます。

注記

複数のシステムを同期する場合、 以下に示す入力 / 出力機能の選択および使用

に関する詳細は、 『ブ ラ ン ソ ンオー ト メ ーシ ョ ンガイ ド』 (EDP 100-214-273) 
を参照し て く だ さい。

表 5.5 ユーザ I/O ケーブルのピンアサイ ン メ ン ト

ピン番号 信号名 信号の 種類 J3 の入 出力 色
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5.5.9 入力電源プ ラグ

入力電源プ ラグを追加または変更する必要がある場合、 国際統一電源コー ド に準拠し た導体用カ ラー
コー ド （下記参照） を使用し て く だ さい。 入力電力コ ンセン ト に適し たプ ラグを追加し て く だ さい。

図 5.12 国際統一電源コー ドのカ ラーコー ド

表 5.6 入力 / 出力

入力 出力

J3_1_INPUT

J3_17_INPUT

J3_19_INPUT

J3_31_INPUT

J3_32_INPUT

J3_33_INPUT

無効化

プ リ セ ッ ト の選択

外部発振信号遅延

デ ィ スプレ イ ロ ッ ク

外部信号

超音波無効

メ モ リーリ セ ッ ト

ク ラ ンプの準備完了

同期入力

パーツがあ り ます

リ ジ ェ ク ト の確認

J3_8_OUTPUT

J3_22_OUTPUT

J3_36_OUTPUT

無効化

プ リ セ ッ ト データ確認

外部ビープ音

サイ クル OK

サイ クルアラームな し

オーバーロー ド アラーム

修正アラーム

注釈

Missing Part （ ミ ッ シングパーツ）

ク ラ ンプの準備完了

同期出力

パーツ ID 準備完了

警告

パワーサプライを間違ったライン電圧に接続したり、配線接続を間違えたり
すると、パワーサプライが完全に壊れてしまう可能性があります。また、配
線間違いは安全上の問題にもなります。正しいプラグまたはコネクタを使用
すると、接続間違いを防ぐことができます。

青：N（ニュートラル）

茶：L（ライン）

緑色と黄色の線：保護用アース線

電源コード被覆
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5.5.10 ユーザ I/O DIP スイ ッ チ (SW1)
ユーザ I/O 用の DIP スイ ッ チである SW1 は、 2000Xc Power Supply パワーサプ ラ イの背面の J3 コネ

ク タの隣に配置されています、 図 4.2 2000Xc Power Supply の背面図 参照。 これらのスイ ッ チの設定

内容はユーザ I/O 信号に影響を与えます。 すべての DIP スイ ッ チがオンの位置にある状態 （閉じ た状

態 ： スイ ッ チが表示数字に近い位置にある） が、 工場出荷時の初期設定と な り ます。 

• DIP スイ ッ チをオンの位置 （閉じ た状態） に設定し た場合、 対応の出力ピンは電流源と し て構成され、 最大

25 mA と な り ます。

• DIP スイ ッ チをオフの位置 （開いた状態） に設定し た場合、 対応の出力ピンは 「オープン コ レ ク タ」 と し て

構成され、 24 VDC、 最大 25 mA の電流シン ク と な り ます。

表 5.7 ユーザ I/O DIP スイ ッ チの機能

 スイ ッ チ番号  信号説明 出力信号

1 REJECT_SIG REJECT

2 SUSPECT_SIG SUSPECT

3 PB_RELEASE_SIG PB_RELEASE

4 G_ALARM_SIG G_ALARM

5 READY_SIG READY

6 WELD_ON_SIG WELD_ON

7 ACTUATOR_CLEAR_SIG ACT_CLEAR

8 J3_22_OUT_SIG J3_22_OUTPUT

9 J3_36_OUT_SIG J3_36_OUTPUT

10 J3_8_OUT_SIG J3_8_OUTPUT



100-412-234JA REV. 11 85

5.6 ガー ド および安全装置

5.6.1 非常停止制御

ア クチュ エータ で非常停止ボタ ンを押し て溶着サイ クルを停止させた場合、 ボタ ンを回し て リ セ ッ ト
し ます。 （溶着システムは、 このボタ ンを リ リースするまで動作し ません。 ） 次にパワーサプ ラ イのリ
セ ッ ト ボタ ンを押し ます。

図 5.13 アクチュエータの非常停止ボタ ン

2000Xc Power Supply の制御システムは、次の各法規の安全要求に適合するよ う に設計されています。

NFPA 79、 EN 60204-1、 EN 574、 EN 13850、 および CFR 1910.212

また、 2000Xc Power Supply の両手押しボタ ン式制御システムは次の各法規に準拠するよ う に設計さ

れています。 NFPA Type 3、 EN 60204-1 Type III、 および EN 574

また、非常停止スイ ッ チは、法規 「NFPA 79」 および 「EN 13850、および 「EN 60204-1」 の 「A category 0
stop」 と し て機能し ます。

??

ドアを取り外す前に、非常停止を作動させる必要があります。

コラム

ベース

スタートスイッチスタートスイッチ

非常停止ボタン
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5.7 ラ ッ クマウン ト 取付け手順
システムを ラ ッ クへ取り付ける場合には、 ラ ッ クマウン ト ハン ドルキッ ト を用意する必要があ り ます。
このキッ ト の中には、 2 個のラ ッ クマウン ト ハン ドルと 2 個のブ ラケ ッ ト がセ ッ ト されています。 ブ

ラケ ッ ト はハン ドルの取付け基部、 およびラ ッ クへの接続部と し て機能し ます。

図 5.14 ラ ッ クマウン ト ハン ドルキッ ト ア ッ センブ リの詳細

注意

ラ ッ クマウン ト ハン ドルキッ ト 自体は、 ラ ッ ク上のパワーサプ ラ イ を支える
ためのものではあ り ません。 パワーサプ ラ イの重量はラ ッ ク自体に組み込ま
れたブ ラケ ッ ト で支持し ます。

注記

パワーサプ ラ イのカバーはシステムを正常に冷却するために必要です。 カ
バーをパワーサプ ラ イから外し たまま運用し ないで く だ さい。

表 5.8 ラ ッ クマウン ト 取付け手順

ステ ッ プ 手順

1
お手持ちのパワーサプ ラ イに対応し たラ ッ クマウン ト キッ ト を用意し ます。 キッ ト に
含まれるブ ラケ ッ ト は、 標準的な 19 イ ンチラ ッ クの取付けオプシ ョ ン用に設計され

ています。

2 パワーサプ ラ イ前面の両側の角部から 2 本のプ ラスねじ を外し て、 コーナー ト リム金

具を取り外し ます。 ねじは保管し ておきます。

図示されたとおり、
ブラケットと各ハンドルに
２本の皿ねじを差し込む

右側ラックマウントハンドル

ラックマウント式ブラケット
（右側図）
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3

各ブ ラケ ッ ト の片側に、 付属の皿ねじ を取り付けるために皿穴加工されている こ と を
確認し て、 図 5.14 に示すよ う にラ ッ クマウン ト ハン ドルを組み立てます。 （図は右側

のブ ラケ ッ ト とハン ドルのみ表示し たもので、 左側は鏡面対称と な り ます） ねじの頭
がブ ラケ ッ ト の面と同じ高さになるまで、 取付けねじ を し っかり と締め付けます。

4 ステ ッ プ 2 で外し たねじ を使用し て、 組立てを終えたハン ドルを コーナー ト リム金具

の代わり にパワーサプ ラ イ前面の両側の角部へ取り付けます。

5 取り外し たコーナー ト リム金具は保管し ておきます。

6 パワーサプ ラ イ を取り付ける準備が整ったら、 ラ ッ クマウン ト システムのブ ラケ ッ ト
を使用し て、 パワーサプ ラ イ を取り付けます。 

表 5.8 ラ ッ クマウン ト 取付け手順

ステ ッ プ 手順
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5.8 超音波ス タ ッ クの組み立て

注意

以下の手順は、 必ず作業手順を熟知し た方が行って く だ さい。 矩形または長
方形のホーンは、 適切な部位を軟質金属製 （真鍮またはアル ミ ニウム） の保
護パッ ド などを取り付けたバイスで固定し ます。 コ ンバータのハウジング部、
またはブース タのク ラ ンプ リ ングを直接バイスに挟むと、 変形や破損の原因
にな り ます。 指定箇所以外の部分で固定し た状態での組み立て、 分解作業は
行わないで く だ さい。

注意

ス タ ッ ク各部品の当た り面には Mylar® ワ ッ シャ と シ リ コ ング リ スを同時に併

用し ないで く だ さい。 各面に適切なサイズの Mylar® ワ ッ シャ を 1 枚のみ使用

し ます。

注意

40 kHz システムには Mylar® ワ ッ シャは使用し ないで く だ さい。 40 kHz シス

テムにはシ リ コ ング リ スを使用し ます。

表 5.9 工具および消耗部品

品目 Item 番号

20、 および 30 kHz ト ルク レンチキッ ト 101-063-787

40 kHz ト ルク レンチ 101-063-618

20 kHz スパナレンチ 101-118-039

30 kHz スパナレンチ 201-118-033

40 kHz スパナレンチ 201-118-024

シ リ コ ング リ ス 101-053-002

20 kHz 用キッ ト （1/2 in および 3/8 in サイズ各 10 枚入り） 100-063-357

20 kHz 用キッ ト （1/2 in サイズ 150 枚入り） 100-063-471

20 kHz 用キッ ト （3/8 in サイズ 150 枚入り） 100-063-472

30 kHz 用キッ ト （30 kHz 専用 3/8 in サイズ 10 枚入り） 100-063-632
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5.8.1 20 kHz システム用ス タ ッ クの組立て

5.8.2 30 kHz システム用ス タ ッ クの組立て

*Loctite （ロ ッ ク タ イ ト ） は Henkel Corporation, U.S.A. の登録商標です。

表 5.10 20 kHz システム用ス タ ッ クの組立て

ステ ッ プ 手順

1 コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーンの各合わせ面の汚れ、 異物、 油分を除去し ま
す。 ねじ穴の中に異物などがある場合はこれをすべて取り除きます。

2
ス タ ッ ド ボル ト をブース タのコ ンバータ側接触面に取り付けます。 締付 ト ルク
50.84 Nm (450 in ・ lbs) で締め込みます。 ス タ ッ ド ボル ト が乾いている場合には、 取

付ける前に 1 ～ 2 滴の軽潤滑油を塗り ます。

3
ス タ ッ ド ボル ト をブース タのコ ンバータ側接触面に取り付けます。 締付 ト ルク
50.84 Nm (450 in ・ lbs) で締め込みます。 ス タ ッ ド ボル ト が乾いている場合には、 取

付ける前に 1 ～ 2 滴の軽潤滑油を塗り ます。

4
コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーンの各合わせ面同士の間に Mylar ワ ッ シャ を 1 枚

取り付けます。 （Mylar ワ ッ シャはス タ ッ ドのサイズに合った適切な物を使用し て く だ

さい。）

5 コ ンバータ をブース タへ取り付け、 ブース タ をホーンに取り付けます。

6
締付 ト ルク 24.85 Nm (220 in ・ lbs) で締め込みます。 （ただ し、 20 kHz 用ソ リ ッ ド マ

ウン ト コ ンバータの ト ルクは 28.3 Nm (250 in ・ lbs) と し ます。）

表 5.11 30 kHz システム用ス タ ッ クの組立て

ステ ッ プ 手順

1 コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーンの各合わせ面の汚れ、 異物、 油分を除去し ま
す。 ねじ穴の中に異物などがある場合はこれをすべて取り除きます。

2 ブース タおよびホーン用の各ス タ ッ ド ボル ト の先端部へ、 Loctite®*290 （または相当

品） 少量だけ塗り ます。

3
ス タ ッ ド ボル ト をブース タのコ ンバータ側接触面に取り付けます。 締付 ト ルク
32.76 Nm (290 in ・ lbs) （注） で締め込みます。 そのまま 30 分間放置し てロ ッ ク タ イ

ト を硬化させます。

4
ス タ ッ ド ボル ト をブース タのコ ンバータ側接触面に取り付けます。 締付 ト ルク
32.76 Nm (290 in ・ lbs) で締め込みます。 そのまま 30 分間放置し てロ ッ ク タ イ ト を硬

化させます。

5
コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーンの各合わせ面同士の間に Mylar ワ ッ シャ を 1 枚

取り付けます。 （Mylar ワ ッ シャはス タ ッ ドのサイズに合った適切な物を使用し て く だ

さい。）

6 コ ンバータ をブース タへ取り付け、 ブース タ をホーンに取り付けます。

7 締付 ト ルク 21 Nm (180 in ・ lbs) で締め込みます。
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5.8.3 40 kHz システム用ス タ ッ クの組立て

*Loctite （ロ ッ ク タ イ ト ） は Henkel Corporation, U.S.A. の登録商標です。

表 5.12 40 kHz システム用ス タ ッ クの組立て

ステ ッ プ 手順

1 コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーンの各合わせ面の汚れ、 異物、 油分を除去し ま
す。 ねじ穴の中に異物などがある場合はこれをすべて取り除きます。

2 ブース タおよびホーン用の各ス タ ッ ド ボル ト の先端部へ、 Loctite®*290 （または相当

品） 少量だけ塗り ます。

3
ス タ ッ ド ボル ト をブース タのコ ンバータ側接触面に取り付けます。 締付 ト ルク
7.91 Nm (70 in ・ lbs) （注） で締め込みます。 そのまま 30 分間放置し てロ ッ ク タ イ ト

を硬化させます。

4
同様に、 ス タ ッ ド ボル ト をホーンのブース タ側接触面に取り付けます。 締付 ト ルク
7.9 Nm (70 in ・ lbs) （注） で締め込みます。 そのまま 30 分間放置し てロ ッ ク タ イ ト を

硬化させます。

5
コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーンの各合わせ面同士の間にシ リ コ ング リ スを塗布
し、 薄い被膜を作り ます。 ただ し、 ス タ ッ ド ボル ト またはチ ッ プにはシ リ コ ング リ ス
が付着し ないよ う にし て く だ さい。

6 コ ンバータ をブース タへ取り付けます。

7 締付 ト ルク 10.73 Nm (95 in ・ lbs) で締め込みます。 

8
ブース タ / ホーンのアセンブ リ をアダプ タ ス リーブの中へスラ イ ド させて入れます。

アダプ タ ス リーブ リ ングナ ッ ト を取り付けますが、 この時点ではまだ締め付けないで
おきます。

9 ブース タ をホーンへ取り付けます。

10 ステ ッ プ 7 を繰り返し実施し ます。

11 ス リーブアセンブ リ に付属のスパナレンチを使って、 アダプ タ ス リーブ リ ングナ ッ ト
を し っかり と締めます。
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5.8.4 超音波ス タ ッ クの組み立て

図 5.15 20 kHz 超音波ス タ ッ クの組み立て 

* ロ ッ ク タ イ ト 290 （または相当品） 少量塗布し、 規定 ト ルクで増し締めし、 そのまま 30 分間放置し てロ ッ ク タ イ ト を硬化さ

せます。

注記

ブ ラ ン ソ ン純正 ト ルク レンチまたはそれに相当する工具を使用する こ と をお
勧めし ます。 20 および 30 kHz モデルの場合は Item 番号 101-063-787、

40 kHz モデルの場合は 101-063-618 を使用し ます。

表 5.13 ス タ ッ ド ボル ト の締付 ト ルク

使用モデル ス タ ッ ドサイズ ト ルク Item 番号

20 kHz 1/2” x 20 x 1-1/4” 450 in-lbs, 50.84 N·m. 100-098-370

20 kHz 1/2” x 20 x 1-1/2” 450 in-lbs, 50.84 N·m. 100-098-123

30 kHz* 3/8” x 24 x 1” 290 in-lbs, 32.76 N·m. 100-298-170R

40 kHz* M8 x 1.25 70 in-lbs, 7.91 N·m. 100-098-790

コ ンバータ

ブースタ

スパナレンチ（同梱）

ホーン

軟質金属製の保護パッド
（アルミまたはソフトメ

スタックの組立て手順を

バイス

参照してください。

タル）
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5.8.5 チ ッ プのホーンへの取り付け
1. ホーンおよびチ ッ プの各当り面を掃除し ます。 ス タ ッ ド ボル ト およびねじ穴から異物を取り除きます。

2. 手作業でチ ッ プをホーンに取り付けます。組付けは何も付けないで行います。シ リ コ ング リ スは使用し ないで
く だ さい。

3. スパナレンチ と ホーン用引掛けレンチ（下図参照）を使用し て、 表 5.14の規定 ト ルクでチ ッ プを締め付けます。

図 5.16 チ ッ プのホーンへの取り付け

表 5.14 チ ッ プの締付け ト ルク

チ ッ プのねじサイズ ト ルク

1/4 – 28 110 in-lbs, 12.42 N·m.

3/8 – 24 180 in-lbs, 20.33 N·m.
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5.8.6 アクチュエータへの超音波ス タ ッ クの取り付け

20 kHz および 30 kHz モデル超音波ス タ ッ ク

初めに超音波ス タ ッ ク を組み立てます。 ス タ ッ クの組み立ての際は ：

1. 電源プ ラグを抜き、 システムの電源がオフになっている こ と を確認し ます。

2. 非常停止を作動させます。

3. 4 本のキャ レ ッ ジ ド ア固定ねじ を緩めます。

4. キャ レ ッ ジ ド アをまっすぐ引き抜いて取り外し、 装置の横に置きます。

5. 超音波ス タ ッ ク を持ち、ブース タのリ ングをキャ レ ッ ジ内のサポー ト ワ ッ シャの真上に来るよ う に持ってきま
す。 コ ンバータの上部にあるアコ ンナ ッ ト がキャ レ ッ ジの上部内側にある接点と接触するよ う に、ス タ ッ ク を
キャ レ ッ ジ内の所定の場所まで し っかり と押し込みます。

6. キャ レ ッ ジ ド アを再び取り付け、 4 本の固定ねじ を仮締めし ます。

7. 必要に応じ てホーンを回転させ、 治具など との位置調整を行います。 キャ レ ッ ジ ド アの固定ねじ を 2.26 N ・ m
（20 in-lbs) の ト ルクで締め付け、 ス タ ッ ク を固定し ます。

図 5.17 ブ ラ ン ソ ンアクチュエータへの 20 kHz モデルス タ ッ クの取り付け

スタックアッセンブリ

キャレッジ

サポート 
ワッシャ

ねじ

アクチュエータサポート
アセンブリ

固定ねじ

キャレッジドア

アコン
ナット

キャレッジ

スタックアッセンブリ

T型ハンドル
レンチ
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40 kHz モデル超音波ス タ ッ ク

1. 電源プ ラグを抜き、 システムの電源がオフになっている こ と を確認し ます。

2. コ ンバータ / ブース タ をス リーブに配置し ます。

3. 4 本のキャ レ ッ ジ ド ア固定ねじ を緩めます。

図 5.18 ブ ラ ン ソ ンアクチュエータへの 40 kHz モデルス タ ッ クの取り付け

4. キャ レ ッ ジ ド アをまっすぐ引き抜いて取り外し、 装置の横に置きます。

5. 超音波ス タ ッ ク を持ち、アダプ タ ス リーブのリ ングナ ッ ト をキャ レ ッ ジ内のサポー ト ワ ッ シャの真上に来るよ
う に持ってきます。コ ンバータの上部にあるアコ ンナ ッ ト がキャ レ ッ ジの上部内側にある接点と接触するよ う
に、 ス タ ッ ク をキャ レ ッ ジ内の所定の場所まで し っかり と押し込みます。

6. キャ レ ッ ジ ド アを再び取り付け、 4 本の固定ねじ を仮締めし ます。

7. 必要に応じ てホーンを回転させ、 治具など との位置調整を行います。 キャ リ ッ ジ ド アの固定ねじ を 2.26 N ・ m
（20 in-lbs) の ト ルクで締め付け、 ス タ ッ ク を固定し ます。

注意

ス リーブはバイスなどに固定し ないで く だ さい。 変形し た り、 破損する こ と
があ り ます。

コンバータ

キャレッジ

サポートワッシャ

ねじ

スタックアッセンブリ

アクチュエータサポート
アセンブリ

アダプタスリーブ

T型ハンドル
レンチ

スタックアッセンブリ

キャレッジリングナット

リングナット

アダプタ
スリーブ

アコンナット

ブースタ

アダプタスリーブ

アダプタスリーブ
アコンナット

キャレッジドア

固定ねじ

リングナット

（ホーンのない状態）
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5.9 ベースへの治具の取り付け

ベース本体および取付穴

ベースには治具取付け用のねじ穴が用意 されています。 オプシ ョ ンのブ ラ ン ソ ン純正調心プ レー ト
キッ ト 用の取付け用のねじ穴も設けられています。 治具の取付けには M10×1.5 のねじ を使用し ます。

取り付けネジ穴は、 以下の寸法の ３ つの円心ボル ト サークルで設けられています。

図 5.19 ベース各部の取付け寸法

オプシ ョ ンのガー ド （Item 番号 ： 101-063-550、 非常に大型のホーンで必要と なる場合があ り ます） は

箇所のみが示されています。 このガー ドは、ベースの両側から張り出し、作業者が操作を行う際にベー
ス と治具の間に手や指を挟まないよ う に保護し ます。

注意

ベースは鋳造金属製です。 治具の取付けねじ を過度に締め過ぎる とねじ部を
破損する恐れがあ り ます。 取付けねじは治具が動かない程度に締め付けて く
だ さい。

MOUNTING
GUARDS

MOUNTING
GUARDS



96 100-412-234JA REV. 11

5.10 装置設置後のテス ト
1. 溶着システムに電源および供給側エアを接続し ます。エアがアクチュエータのエア回路系統に供給され、アク

チュエータ正面のエア圧力イ ンジケータが点灯し ている こ と を確認し ます。

2. エア回路系統の接続部などに漏れのないこ と を確認し ます。

3. パワーサプ ラ イの電源スイ ッ チをオンにし ます。パワーサプ ラ イは、通常の自己診断と起動プロセスを行いま
す。

4. 起動後に 「アクチュエータ再校正」 以外のアラームメ ッ セージが表示された場合は、 章 7: アクチュエータの

操作に記載されているア ラーム一覧の中から、 該当するア ラームの内容、 原因、 および是正処置を確認し ま
す。 パワーサプ ラ イに 「アクチュエータ再校正」 のアラームメ ッ セージが表示されたら、 次のステ ッ プに進み
ます。

5. メ イ ン メ ニュ ・ キーを押し、 次に 「校正」 キーを押し て、 アクチュエータの校正を行います。 ホーン表面から
ワーク ピースまでの最小すきま距離が 17.8 mm （0.70 イ ンチ） よ り も大きいこ と を確認し ます。

6. 校正メ ニュの 「Act 校正」 キーを押し ます。

7. キーを押し た後に表示される画面上で 「w/ ス ター ト スイ ッ チ」 キーを押し ます。

8. ス ター ト スイ ッ チを押し て校正を実行し ます

9. テス ト キーを押し ます。

10. この時点でアラームメ ッ セージが表示された場合は、 付録 B: アラームに記載されているアラーム定義を確認

し ます。 アラームメ ッ セージが表示されない場合には、 次のステ ッ プへ進みます。

11. 溶着テス ト 用のワーク を治具にセ ッ ト し ます。

12. メ イ ン メ ニュからホーンダウン メ ニュ を選択し、両手押しボタ ンを押し ます。アクチュエータのベース上の治
具までホーンが下降し ます。 これでエア回路系統が機能し ている こ と を確認できます。

13. 「上昇」 キーを押し ます。 ホーンが原位置に戻り ます。 これでシステムが機能し ている こ との確認が完了し ま
す。 続いて、 アプ リ ケーシ ョ ンに合わせた各種設定ができます。

上記を要約する と、 パワーサプ ラ イにア ラーム メ ッ セージが表示されず、 ア クチュ エータが正し く 上
下駆動を し て原位置に戻れば超音波溶着システムは運転の準備が整ったこ とにな り ます。

図 5.20 前面パネル表示部
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5.11 サポー ト が必要な場合
ブ ラ ン ソ ンは当社製品を選んでいただいたこ と に感謝する と と もに、 いつで もサポー ト を提供させて
いただきます。 お手持ちの 2000Xc Power Supply 溶着システムの交換部品または技術サポー ト が必要

な場合には、 1.4 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法に記載されている弊社のお客様担当者、 または最寄

りのブ ラ ン ソ ン営業所のカス タ マ ・ サービスセン ターまでお問い合わせ く だ さい。
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• 本体のカバーを外し た状態でパワーサプ ラ イの運転は絶対に行わないで く だ さい。

• 感電などの事故を防止するために、 必ず 2000Xc Power Supply は正し く 接地された電源に接続し て く だ さい。

• ホーンの下に手を置かないで く だ さい。 ホーン駆動時の加圧力と超音波振動によ って負傷する恐れがあ り ま
す。

• 溶着サイ クル中、 大型の被加工物が可聴周波数帯域で振動する こ とがあ り ます。 この場合、 作業者は耳栓な
どの保護器具を使用し て障害の危険性を防止し て く だ さい。

• RF ケーブルまたはコ ンバータの接続が外れている状態のまま、 テス ト スイ ッ チを押し た り、 溶着システムを

運転し ないで く だ さい。 開放された電力接続部には高電圧が発生する場合があ り ます。

• ホーンを使用する場合、 ホーン と治具の間に指を挟まないよ う に注意し て く だ さい。

• パワーサプ ラ イ、 アクチュエータ、 溶着システムへ電気系統または空気圧系統の接続を行う場合または接続
を外す前に、 電源スイ ッ チがオフになっている こ と を確認し て く だ さい。

• 溶着サイ クル中または直後に超音波ホーンに触れないで く だ さい。 振動および熱によ り皮膚を負傷する場合
があ り ます。

 

警告

2000Xc Power Supplyの内部には高電圧が発生します。溶着システムの設定お

よび運転を行う場合には、以下の潜在的危険に注意してください。

注意

振動中のホーンが、金属ベースや治具に触れないようにしてください。

注記

パワーサプ ラ イは、 正常に機能させるためアクチュエータの適切なシ リ ンダ
サイズに設定されていなければな り ません。

レギュ レータは、 圧力設定を制御または維持するため、 カチ ッ と音がし ます。
異常な音が聞こえる場合は、 レギュ レータへの圧力が必要と される設定よ り
も低 く なっている可能性があ り ます。
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6.1 2000Xc 工場出荷時デフ ォル ト 、 ユーザおよびパスワー ド設定

2000Xc は、 以下のデフ ォル ト ユーザ ID およびパスワー ド で出荷されています :

ユーザ : ADMIN

パスワー ド ： 123456Aa# 

初回ログイ ン時には、 このユーザ ID とパスワー ド を入力する必要があ り ます。 初回ログイ ン後、 シス

テムはユーザ ADMIN に新しいパスワー ド を作成するよ う に要求し ます。  

注記

設定したパスワードとユーザIDを記録してください。

注記

バックアップ用に複数のエグゼクティブレベルユーザを作成します。
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6.2 オペレーテ ィ ングシステム
2000Xc Power Supply は、 高度なユーザイ ン ターフ ェ イス機能を提供するため、 統合型シングルボー

ド コ ンピ ュータ (SBC) を使用し ています。 このコ ンピ ュータには、標準仕様の Windows オペレーテ ィ

ングシステムが搭載されています。

6.2.1 フ ァ イルベースラ イ ト フ ィ ルタ  (FBWF)
2000Xc Power Supply SBC は、 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ド形式のソ リ ッ ド ステー ト ハー ド デ ィ スク

を使用し ます。 このコ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ドは、 デジ タルカ メ ラに使用する カー ド と同一ですが、
Windows Embedded Standard のオペレーテ ィ ングシステムでブー ト が可能な産業向け専用のカー ド

です。

アプ リ ケーシ ョ ンおよびオペレーテ ィ ングシステムを保護するため、Windows Embedded Standard に

はフ ァ イルベースラ イ ト フ ィ ルタ (FBWF) が使用されています。 このフ ィ ルタは、 コ ンパク ト フ ラ ッ

シュ カー ド での変更を記録するため RAM オーバーレ イ を使用し ています。 C: ド ラ イブに施された変

更は、 サイ クル中に失われます。 C:\Branson フ ォルダのみが 保護されておらず、 プ リ セ ッ ト 、 シーケ

ンス、セ ッ ト ア ッ プパラ メ ータ、 ログフ ァ イルを保存するため、2000Xc Power Supply アプ リ ケーシ ョ

ンによ ってコ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ド に直接書き込むこ とができます。

Windows Embedded Standard 構成設定を変更する前に、FBWF を無効にする必要があ り ます。 ローカ

ルエ リ アネ ッ ト ワーク設定などの Windows Embedded Standard 構成設定は、 あらかじめ FBWF が無

効に されなかった場合失われます。 すべての変更が保存されてから、 コ ン ト ローラオペレーシ ョ ンを
再開する前に FBWF を再び有効にする必要があ り ます。 FBWF の有効化および無効化についての説明

は、 本アプ リ ケーシ ョ ンユーザマニュ アルには含まれていません。 サポー ト が必要な場合は、 カス タ
マーサポー ト にお問い合わせ く だ さい （ 1.4 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法参照）。

図 6.1 FBWF マネージャ
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6.3 2000Xc Power Supply 外部通信機能

6.3.1 ブ ラ ン ソ ン リ モー ト デスク ト ッ プセ ッ ト ア ッ プ

Branson 2000Xc Power Supply との通信には、 リ モー ト デスク ト ッ プを使用し ます。 この機能は、ネ ッ

ト ワーク接続し た PC によ りユーザに溶着システムの運転を遠隔監視および制御を可能にする双方向

制御技術です。 注記 ： またこの機能は、 ユーザ I/O の PLC へのリ ン クには使用できません。 これには

別の機能を使用する必要があ り ます。

溶着システムのネ ッ ト ワーク接続には、 ２ 種類の方法を用いる こ とができます :

• ほとんどの企業では、 ネ ッ ト ワークが既に確立されています。 この場合、 溶着システムの付近にイーサネ ッ
ト から ド ロ ッ プ し たネ ッ ト ワーク を設ける こ とができます。 溶着システムをネ ッ ト ワークに接続するには、
シールド されたイーサネ ッ ト ケーブルを使用する必要があ り ます （ポー ト はパワーサプ ラ イの背面に設けら
れています）。

• ネ ッ ト ワークが確立されていない場合、 または単体 PC へのみ直接リ ン ク させる場合は、 溶着システムと PC
を接続するためケーブルを用いてイーサネ ッ ト ハブを使用する こ とができます。

セ ッ ト ア ッ プを行う前に、 以下の備品を準備する必要があ り ます。

• 溶着システム用の USB マウス とキーボー ド

• ネ ッ ト ワーク接続用シールド イーサネ ッ ト ケーブル

6.3.1.1 ネ ッ ト ワーク接続

ネ ッ ト ワークの接続は以下の手順で行います。

1. 溶着システムをネ ッ ト ワークに接続するには、シールド イーサネ ッ ト ケーブルをパワーサプ ラ イの背面に設け
られているポー ト およびネ ッ ト ワーク ド ロ ッ プに挿入し ます。

2. これで、 通信セ ッ ト ア ッ プを行う こ とができます。

3. システム構成メ ニューから Windows セ ッ ト ア ッ プを選択し ます。

4. コ ン ト ロールパネル > 管理ツール > ローカルセキュ リ テ ィ プ ラ イバシー > ローカルポリ シー > セキュ リ テ ィ

オプシ ョ ン > アカウン ト : Limit local account use of blank passwords to console logon only へアクセス し、オ

プシ ョ ン Disabled に設定する こ と で、 パスワー ド な し で リ モー ト デスク ト ッ プを使用する こ とができます。

注記

ネ ッ ト ワークにフ ァ イアウォールが設定されている場合は、 社内の IT 部門で

外部ネ ッ ト ワークへのアクセスを許可し ない限り、 溶着システムはネ ッ ト
ワーク上でのみ表示させる こ とができます。

注記

次のステップを実行するには、USBポートに接続したマウスとキーボードが

必要になります。
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図 6.2 リ モー ト デスク ト ッ プ構成

5. コ ンピ ュータ で リ モー ト デスク ト ッ プ接続を開き、溶着システムの IP ア ド レスをサーバボ ッ クスに入力し て、

OK を ク リ ッ ク し ます。 コ ンピ ュータは溶着システムに直接接続されます。 これで、 PC. 上で溶着システムの

動作を監視し た り、 溶着システムを制御する こ とができます。 サイ クルの開始を除き、 溶着システムのあらゆ
る機能を実行する こ とができます。 また、 溶着システムに複数の PC を同時に接続する こ とができます。

6.3.1.2 ク ロスオーバーイーサネ ッ ト ケーブルによるポイ ン ト ツーポイ ン ト 接続

ネ ッ ト ワークが確立されていない場合、 コ ンピ ュータ と 2000Xc Power Supply 間でのポイ ン ト ツーポ

イ ン ト 接続にシールド イーサネ ッ ト ケーブルを使用する こ とができます。接続は、ク ロスオーバーイー
サネ ッ ト ケーブルを使用し て確立する こ とができます。

PC 設定

PC には静的 IP ア ド レスを設定する必要があ り ます :

1. Windows で以下を選択し ます : Start > Settings > Network and Dial-Up Connections

2. 以下を選択し ます : Local Area Connections > Properties > Internet Protocol > Properties

3. 次の IP ア ド レスを設定し ます

IP: 192.168.10.100
Subnet Mask: 255.255.255.0
Gateway: 192.168.10.1

注記

ほぼすべてのコンピュータには、ケーブル自動検知機能が装備されており、
ストレートスルーケーブルまたはクロスオーバーケーブルを使用して、通信
を確立することができます。



100-412-234JA REV. 11 105

4. OK を選択し て、 すべてのウ ィ ン ド ウを閉じ ます。

溶着システム設定

溶着システムにも静的 IP ア ド レスを設定する必要があ り ます :

1. Windows セ ッ ト ア ッ プ画面を 2000Xc コ ン ト ローラから選択し ます。

2. Windows 画面で以下を選択し ます : Start > Network Connections

3. ローカルエ リ ア接続をダブルク リ ッ ク し ます。 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。

4. イ ン ターネ ッ ト プロ ト コル (TCP/IP) で以下の IP ア ド レスを手動で設定し ます

IP: 192.168.10.101
Subnet Mask: 255.255.255.0
Gateway: 192.168.10.1

5. OK を選択し ます。 右上隅の 「X」 を ク リ ッ ク し て、 このウ ィ ン ド ウを閉じ ます。

6. ウ ィ ン ド ウ画面で 2000Xc アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し て 2000Xc メ イ ン画面に戻り ます。

6.3.2 USB
2000Xc パワーサプ ラ イに装備されている 2 つの USB ポー ト は USB 2.0 に対応し てお り、 最大 127 台

の外部デバイスのプ ラグアン ド プレ イ、 ホ ッ ト ア タ ッ チ / デ ィ タ ッ チが可能です。 USB 2.0 は、 USB
1.1 との完全下位互換性を有し、 速度 1.5、 12、 480 Mbps に対応し ています。 た と えば、 USB メ モ リ

ステ ィ ッ ク を高速使用中に、 キーボー ド と マウスを USB ポー ト で低速で使用する こ とができ ます。

Branson History Utility （ブ ラ ン ソ ン ヒ ス ト リユテ ィ リ テ ィ ） を使用し て情報を PC へ転送し、 情報を表

示および処理する こ とができます。 この機能は、 溶着履歴データ容量である最大件数 10 万件の履歴

データ を超えた場合に、 これらのデータ をパワーサプ ラ イに保存する こ とができるため便利です。

データおよびグラ フ をダウンロー ド するには、 メ モ リ ステ ィ ッ ク を USB ポー ト （またはハブ） に差し

込みます。 次にタ ッ チスク リーンのメ イ ン メ ニューで通信を有効にし ます :

注記

次のステップを実行するには、USBポートに接続したマウスとキーボードが

必要になります。

注記

新しいIPを適用するには、パワーサプライを再起動する必要があります。
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メ モ リ ーステ ィ ッ クのス ト レージ容量によ り、 ステ ィ ッ クに保存でき るサイ クルおよびグラ フの数が
定義されます。各溶着サイ クルに必要と なるデータ空き容量は次の通り です : 各溶着データ 1.0 KB、各

グラ フ 1.35 KB。

保存 し たデー タ を PC で表示 さ せる には、 ブ ラ ン ソ ン ヒ ス ト リ ーユテ ィ リ テ プ ロ グ ラ ム 2000Xc
History.exe を使用する こ とができます。 詳細情報は、 6.3.3 ブ ラ ン ソ ン 2000Xc ヒ ス ト リ ーユテ ィ リ

テ ィ を参照 く だ さい。

USB ポー ト は、バーコー ド スキャナにも対応し ています。使用するバーコー ド スキャナには、キーボー

ド シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド が装備されている必要があ り ます。 バーコー ド スキャナは、 プ リ セ ッ ト の
再呼出しおよびパーツ ID の入力に使用する こ とができます。

表 6.1 データ を USB へダウンロー ド

ステ ッ プ 手順

1
システム構成メ ニューにアクセス し ます。最初の画面には USB DATA ボタ ンが表示さ

れます。 

2 このメニューでUSBをオンに切り替えます。

3
ダウンロードする溶着データまたはグラフを選択します。これらを選択した後、溶
着サイクル終了後（1、5、20、100などの間隔で）および/またはアラームが生じた

場合にダウンロードするかを選択することができます。

注記

メモリースティックを取り除く前に、USB機能をオフにする必要があること

に留意することが重要です。これを行わずにスティックを抜き取るとアラー
ム音が鳴ります。

注記

データが保存されていない場合、USBスティックがドライブDに挿入されて

いることを確認します:.
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6.3.3 ブ ラ ン ソ ン 2000Xc ヒ ス ト リーユテ ィ リ テ ィ

ブ ラ ン ソ ン 2000Xc ヒ ス ト リーユテ ィ リ テ ィ プログラムは、 2000Xc Power Supply の溶着履歴結果を

PC 上に表示させるために使用し ます。 （詳細情報は、 6.3.2 USB を参照 く だ さい）

注記

メインメニューまたは溶着結果がスクリーンに表示されるまで、バーコード
スキャナでのスキャニングを開始しないでください。

表 6.2 ブ ラ ン ソ ン 2000Xc ヒ ス ト リーユテ ィ リ テ ィ

ステ ッ プ 手順

1
2000XcヒストリーユティリティプログラムをWindows 7またはこれ以降を搭載した

PCにインストールします。

2 USBメモリースティックをPCに挿入します。

3

2000Xcヒストリーユティリティプログラムを起動します。「File」をクリックし、次

に「Open P/S folde」または「Open Horn Scan」を選択します。ウィンドウにPCで

使用可能なドライブが表示されます。USBドライブをクリックし、P/Sシリアルナ

ンバーが付いた名前のフォルダを選択します。ソフトウェアが情報を取り込み、
データとグラフを表示します。



108 100-412-234JA REV. 11

図 6.3 ヒ ス ト リーユテ ィ リ テ ィ

 

6.3.4 VGA モニ ター

15 イ ンチ タ ッ チスク リーンモニ ターは、 ブ ラ ン ソ ンから入手いただけます （キッ ト  101-063-855）。 こ

のタ ッ チス ク リ ーンモニ ターは、 パワーサプ ラ イへ直接接続する こ とができます。 ご購入に関する情
報は、 最寄のブ ラ ン ソ ン営業者までお問い合わせ く だ さ い （ 1.4 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法参

照）。

注記

このユティリティから、溶着データ、グラフ、ホーンスキャンデータを印刷
することもできます。

注記

ブランソン2000Xcヒストリーユティリティは、マニュアルCDにも含まれて

います。
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6.4 前面パネル制御部
2000Xc Power Supply の前面パネルのカ ラータ ッ チスク リーンを使用し て、 すべてのメ ニューのナビ

ゲーシ ョ ン、 溶着値の設定、 最近実施し た溶着におけるアラームの確認を行います。

ア ラーム状況において、 その他のオペレーシ ョ ンを実行する前にパワーサプ ラ イのリ セ ッ ト が必要と
なる場合は、 リ セ ッ ト ボタ ンを押し ます。

システムセ ッ ト ア ッ プの完全性を確認するには、 テス ト ボタ ンを押し ます。 このと き、 パワーサプ ラ
イにアラームメ ッ セージが表示された場合には、 本取扱説明書の保守の章 8: 保守に記載されているア

ラームメ ッ セージの内容、 原因、 および是正処置を確認し ます。

6.4.1 前面パネルカ ラータ ッ チスク リーン

パワーサプ ラ イ前面パネルのタ ッ チス ク リ ーンでは、 以下のナビゲーシ ョ ンおよびオペレーシ ョ ン機
能を実行する こ とができます。

• 溶着結果ボタ ンを押すと、 溶着結果画面からモニ ターされた 7 件の溶着サイ クルの溶着結果が表示されます。

• メ イ ン メ ニューボタ ンを押すと、 溶着セ ッ ト ア ッ プ、 スク リーンセ ッ ト ア ッ プ、 現在のセ ッ ト ア ッ プビ ュー、
システム設定、 システム情報、 診断、 プ リ セ ッ ト の保存 / 呼び出し、 シーケーンスプ リ セ ッ ト 、 USB オプ

シ ョ ンにアクセスできる メ イ ン メ ニュー画面が表示されます。

• 溶着セ ッ ト ア ッ プボタ ンを押すと、 溶着モー ド およびすべての溶着パラ メ ータにアクセスできる溶着セ ッ ト
ア ッ プ画面が表示されます。

• グラ フボタ ンを押すと、 グラ フ ビ ュー、 オー ト スケール、 X スケール、 オー ト リ フ レ ッ シュの各メ ニューが

表示されます。

• アクセス可能な各ボタ ンは、 対応するナビゲーシ ョ ン、 パラ メ ータ、 パワーサプ ラ イの制御を行う ためのオ
プシ ョ ン選択をユーザーに提供し ます。

注意

タッチスクリーンを操作する際は、力強く押したり、先が尖ったものを使用
しないでください。
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6.5 2000Xc Power Supply の電源投入およびナビゲーシ ョ ン

図 6.4 2000Xc Power Supply 前面パネル

電源を投入する と、 2000Xc には Branson 2000X のロゴが表示される前に、 BIOS ス ター ト ア ッ プ画面

が約 10 秒間表示されます。 この画面下に表示されるプログレスバーには、SBC 設定ソ フ ト ウ ェ アロー

デ ィ ングの進行状況が ｊ 表示されます。 これは約 25 秒後に終了し、次に Windows OS を取り込む間、

黒い画面がさ らに約 12 秒間表示されます。

自動モー ド で権限チ ェ ッ クがオフになっている場合、 ログイ ンスク リーンが表示されます。

メ イ ン メ ニュース ク リ ーンの下部にはタ ッ チス ク リ ーンボタ ンが設けられてお り、 これらのボタ ンを
使用し てパワーサプ ラ イのナビゲーシ ョ ンおよび運転を行う こ とができます。 これらのボタ ン とは :

 

6.5.0.1 ボタ ンの種類

３ 種類のボタ ンがあ り ます。 

ナビゲーシ ョ ンボタ ン : このボタ ンを押すと、 現在の画面から新しい画面に切り替える こ とができま

す。

ト グルパラ メ ータボタ ン : このボタ ンを押すと、 On/Off、 +/– などの状況が変更されます。

選択パラ メ ータボタ ン : すべての選択項目を含むボタ ン形式のポ ッ プア ッ プが生成されます。

表 6.3 メ イ ン メ ニュ

メ イ ン メ ニュ

溶着結果 メ イ ン メ ニュ 溶着セ ッ ト ア ッ プ グラ フ

注記

対応するタッチスクリーンボタンを押すことで、これらのいずれかのメ
ニューにいつでも戻ることができます。
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6.5.1 キーパッ ドの操作

キーパッ ドの操作は、数字およびアルフ ァベ ッ ト の 2 種類のモー ド で行います。数字による操作は、 プ

リ セ ッ ト およびパスワー ド 入力を除 く すべてのポ ッ プア ッ プに使用されます。 プ リ セ ッ ト は両方の
モー ド を使用する場合があ り ますか、 パスワー ド セ ッ ト ア ッ プ （システム設定メ ニューにて実施） は
通常アルフ ァベ ッ ト を使用し ます。 

6.5.1.1 テンキー

数字入力モー ド では、 対応するパラ メ ータポ ッ プア ッ プの新規値入力フ ィ ール ド にキーパッ ド で押し
た数字を表示し ます。

数値は左から右へ入力されます。 タ イムモー ド で 10 秒と入力する場合は、 1 を押し、 次に 0、 そ し て

ENT キーを押し ます。 表示される値は、 対応するパラ メ ータの分解能を反映し て 10.000 秒にな り ま

す。 これが新規値入力フ ィ ールド に入力されます。

テンキーモー ド では、 数値の桁数が指定されている場合、 INC および DEC ボタ ンが無効にな り ます。

INC または DEC ボタ ンが押される と、 桁数が無効にな り ます。 INC と DEC は、 押すご とに現在の値

を 1 ずつ上昇または低減し ます。

ESC を押すと、 新規値入力フ ィ ールドのすべての桁数が削除されます。 値を変更するために INC と

DEC を使用し ている際に ESC を押すと、 画面を変更する こ と な く 桁数を入力する こ とができます。

ENT を押すと、 ポ ッ プア ッ プが閉じ られ、 溶着セ ッ ト ア ッ プ画面へ戻り ます。

入力する値がポ ッ プア ッ プに表示される最小 / 最大範囲内にない場合は、 最小 / 最大フ ィ ールドが赤色

にな り、 ビープ音がな り、 エラーが表示されます。

6.5.1.2 アルフ ァベ ッ ト キーパッ ド

アルフ ァベ ッ ト キーパッ ド には以下のキーが表示されます :

• アルフ ァベ ッ ト キー : キーパッ ドのすべての文字と アルフ ァベ ッ ト 。 A-Z および 0-9

• 句読点キー : コ ンマ、 ピ リ オ ド、 セ ミ コ ロン、 ブ ラケ ッ ト 、 括弧などの句読点に関連し たすべてのキー。 さ ら

にプ ラス、 マイナス、 イ コール記号などのすべての数学的記号。

• 特殊キー : フ ァ ン クシ ョ ンキー、 コ ン ト ロールキー、 キャ ッ プスロ ッ クキー、 デリー ト キーなど、 コ ンピ ュー

タのキーボー ド にあるその他のすべてのキー。
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6.6 溶着システムのテス ト
パワーサプ ラ イ を イ ンス ト ールし た後、 サンプルパーツを使用し て以下のテス ト 手順を実施し、 超音
波溶着システムが運転可能である こ と を確認する こ とができます。 これによ り、 実施された据付が 章
5: 据付およびセ ッ ト ア ッ プ の本取扱説明書に従って適切にセ ッ ト ア ッ プ され、 テス ト されたこ と を確

保する こ とができます。

据付後に溶着システムをテス ト するには、 以下の手順で行います :

* 初期設定の画面はメ イ ン メ ニューです。 溶着結果画面は、 システム構成メ ニューでス ター ト ア ッ プ画

面と し て選択する こ とができます。

表 6.4 溶着システムのテス ト

ステ ッ プ 手順

1
テス ト ラ ンに使用するパーツに応じ て、 アクチュエータ コ ラムで 6 mm 以上のス ト

ローク長に調整し ます。 システム位置が許容するス ト ローク長は 6 mm 以上です。 調

整後、 コ ラムをロ ッ ク し ます。

2 工具保持具にパーツを配置し ます。

3
工場側からのエア供給がアクチュエータに接続され、 オンになっている こ と を確認し
ます。 （オプシ ョ ンの空気圧ダンプバルブを使用する場合は、 これがオンになっている
こ と を確認し ます。）

4 パワーサプ ラ イの前面パネルデ ィ スプレ イで電源スイ ッ チを押し ます。 アクチュエー
タ前面のイ ンジケータ ラ イ ト が点灯し ます。

5

パワーサプ ラ イは、 通常の電源投入プロセスを行います。 このプロセス後に メ イ ン メ
ニュー画面が表示されます *。

このと き、 パワーサプ ラ イにアラームメ ッ セージが表示された場合には、 本取扱説明
書の 章 8: 保守に記載されているアラームメ ッ セージの内容、 原因、 および是正処置を

確認し ます。 「アクチュエータ再校正」 のアラームメ ッ セージが表示される場合、 章 5: 
据付およびセ ッ ト ア ッ プへ戻り、 5.10 装置設置後のテス ト の手順を繰り返し ます。

6 パワーサプ ラ イのタ ッ チスク リーンで溶着セ ッ ト ア ッ プボタ ンを押し ます。 「 ト リ ガ加
圧力」 ボタ ンを押し ます。 ト リ ガ加圧力を 10 lbs に設定し ます。

7 パワーサプ ラ イのタ ッ チスク リーンで溶着結果キーを押し ます。

8 両方のス ター ト スイ ッ チを同時に有効にし ます。

9

溶着サイ クルが正常に終了し た場合は、 サイ クルカウン ターが完了し たサイ クルを 1
つ増加し て表示されます。 

パワーサプ ラ イ前面パネルで リ セ ッ ト LED が点滅し、 2 つめの行にアラームメ ッ セー

ジが表示されている場合は、 テス ト は正常に完了し ていません。 アラーム状況および
修正方法に関する情報は 8.6 ト ラ ブルシューテ ィ ングを参照し て く だ さい。

注記

起動時にアクチュエータがホームポジションにない場合、2つのアラームが表

示されます。1つめは、アクチュエータリカリキュレーションアラームです。

システムでエア供給を再度確立して電源を投入し、再計算する必要はありま
せん。
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6.7 溶着結果
溶着結果ボタ ンを押すと、サイ クル番号と ４ 人のユーザーの設定可能なパラ メ ータが表示されます。溶
着サイ クルが終了する と、 値が更新されます。 画面の上方には、 現在実行し ているプ リ セ ッ ト 名、 現
在のサイ クル状況、 バッ チカウン ト パラ メ ータが表示されます。

バッ チカウン タは XXXXXX/YYYYYY 形式で表示され、 XXXXXX はこのバッ チで実施された溶着の回

数で、 YYYYYY はこのバッ チでの溶着の合計数を示し ています。

ユーザはパーツ ID バーコー ド をスキャ ンする こ とができ、 システムは次の溶着にこのスキャ ン された

パーツ ID を取り込みます。 さ らにユーザはプ リ セ ッ ト バーコー ド もスキャ ンする こ とができ、 システ

ムはスキャ ン されたデー タ に応じ てプ リ セ ッ ト リ ス ト から必要と なるプ リ セ ッ ト を呼び出し し ます。
パーツ ID スキャ ンが有効になっている場合、 スキャ ンが行われるまで左下のボタ ンパーツ ID スキャ

ン待ちが表示されます。

図 6.5 溶着結果

注記

パーツIDは、最大18桁で構成することができます。パーツIDがこれ以上の

場合、システムは余分な桁数を切り捨てます。溶着結果画面で列にパーツID
が表示される場合は、最初の10文字のみが表示されます。
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6.8 メ イ ン メ ニュ
メ イ ン メ ニュボタ ンを押すと、 メ イ ン メ ニュ画面が表示されます。 メ イ ン メ ニュでは以下の選択を行
う こ とができます :

表 6.5 メ イ ン メ ニュ、 ページ 1

メ イ ン メ ニュ

溶着セットアップ システム構成

画面セットアップ システム情報

現在の設定の表示 診断

Horn Down（ホーンダウン） Weld History（溶着履歴）

表 6.6 メ イ ン メ ニュ、 ページ 2

メ イ ン メ ニュ

プリセットの保存/呼び出し シーケンスプリセット

校正 USB

Alarm Log（アラームログ） Event History（イベント履歴）

ログイン
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6.9 溶着セ ッ ト ア ッ プ
溶着セ ッ ト ア ッ プ メ ニュは、 使用可能なすべてのモー ド での正常な運転を確保するために必要な全パ
ラ メ ータの選択および設定を可能に し ます。 溶着セ ッ ト ア ッ プでは以下のパラ メ ータ を使用する こ と
ができます。

   

表 6.7 溶着セ ッ ト ア ッ プ、 ページ 1

溶着セ ッ ト ア ッ プ

溶着モー ド ト リ ガ

ト リ ガ加圧力
ト リ ガ距離

溶着時間 , 溶着エネルギー , ピークパワー , コ
ラ プス , アブ ソ リ ュー ト , スク ラ ブ タ イム

振幅ステ ッ プ
スク ラ ブ振幅

ホールド時間

振幅 ステ ッ プ圧力

表 6.8 溶着セ ッ ト ア ッ プ、 ページ 2

溶着セ ッ ト ア ッ プ

溶着圧力 ダウンスピード

ラピッドトラバース ホールド圧力

プリトリガ プリセットの保存/呼び出し

フィールドに書込み バッチセットアップ

表 6.9 溶着セ ッ ト ア ッ プ、 ページ 3

溶着セ ッ ト ア ッ プ

アフ ターバース ト コ ン ト ロールリ ミ ッ ト

アクチュエータ ク リ ア出力 サイ クル中断

圧力リ ミ ッ ト パワーマ ッ チカーブ

外部発振信号遅延 デジ タル UPS

表 6.10 溶着セ ッ ト ア ッ プ、 ページ 4

溶着セ ッ ト ア ッ プ

ポス ト ウ ェルド シーク リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト

エネルギブレーキ サスペク ト リ ミ ッ ト

周波数オフセ ッ ト
タ イムアウ ト

ダウンスピー ド チューニング

セ ッ ト ア ッ プ リ ミ ッ ト
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6.9.1 溶着モー ド

特定のアプ リ ケーシ ョ ンを分析し た後、 パーツを溶着するための溶着モー ド を定義する こ とができま
す。 溶着モー ドは、 溶着を制御するパラ メ ータの設定です。 （用途に適し た最適なモー ド に関する詳細
情報については、 ブ ラ ン ソ ン超音波アプ リ ケーシ ョ ン ラボラ ト リーまでお問い合わせ く だ さい。 1.4 ブ
ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法を参照）。

時間、 エネルギー、 ピークパワー、 コ ラ プス距離、 アブ ソ リ ュー ト 距離、 グラウン ド デ ィ テ ク ト もー
どから、 ６ つのモー ド を選択する こ とができます。

6.9.1.1 タ イム

タ イムモー ド は、 パーツに超音波エネルギーを適用する所要時間 （秒） を選択する際に使用する こ と
ができます。 このタ イムモー ド内で、 ホールド タ イム （秒）、 サスペク ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト など さ
まざまなパラ メ ータ を選択する こ と もできます。

6.9.1.2 エネルギー

エネルギーモー ド は、 パーツに適用する超音波エネルギーの （ジ ュール） を選択する際に使用する こ
とができます。 このエネルギーモー ド内で、 ホールド タ イム （秒）、 サスペク ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト
など さ まざまなパラ メ ータ を選択する こ と もできます。

6.9.1.3 ピークパワー

ピークパワーモー ド は、 使用可能な最大パワーに対し て何パーセン ト のパワーを溶着プロセスで適用
するかを選択するために使用し ます。 設定し たパワーレベルに達する と、 超音波が停止し ます。 この
ピークパワーモー ド内で、 ホールド タ イム （秒）、 サスペク ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト など さ まざまなパ
ラ メ ータ を選択する こ と もできます。

6.9.1.4 コ ラ プス距離

コ ラ プス距離モー ド は、 超音波エネルギーが停止される前にパーツがコ ラ プス される距離 （イ ンチま
たは ミ リ メ ー ト ル） を選択するために使用し ます。 この距離パラ メ ータは、 コ ラ プスモー ド でサスペ
ク ト および リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト を確立する際に設定する こ とができます。 コ ラ プスモー ド での ト ータ
ルコ ラ プス リ ミ ッ ト は、 ホール ド 終了時に到達する値です。 このコ ラ プスモー ド 内で、 ホール ド タ イ
ム （秒）、 サスペク ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト など さ まざまなパラ メ ータ を選択する こ と もできます。

表 6.11 溶着モー ド

溶着モー ド

タイム エネルギー*

ピークパワー* コラプス距離*

アブソリュート距離* グランドディテクト*

注記

*これらのモードでは、タイムアウトをコントロールリミットとして使用する

ことができます。
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6.9.1.5 アブ ソ リ ュー ト 距離

アブ ソ リ ュー ト 距離モー ド は、 超音波エネルギーが停止される前にホーンが移動する距離 （イ ンチま
たは ミ リ メ ー ト ル） を選択するために使用し ます。 このアブ ソ リ ュー ト モー ド 内で、 ホール ド タ イム
（秒）、 サスペク ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト など さ まざまなパラ メ ータ を選択する こ と もできます。

6.9.1.6 グラ ン ド デ ィ テ ク ト

グラ ン ド デ ィ テ ク ト 溶着モー ド は、 ホーンが電気的に絶縁されている治具またはアンビルに接触し た
場合に超音波エネルギーをオフにするために使用する こ とができます。 電気的に絶縁されている治具
は、絶縁体がアクチュエータベースに連結し ないよ う に設計されている必要があ り ます。グラ ン ド デ ィ
テ ク ト ケーブル（Item 番号 100-246-630) をアクチュエータ背面の MPS/GDS コネク タから治具または

アンビルに取り回す必要があ り ます。 

このグラ ン ド デ ィ テ ク ト モー ド内で、 ホールド タ イム （秒）、 サスペク ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト など さ
まざまなパラ メ ータ を選択する こ と もできます。

6.9.2 ト リ ガ

ト リ ガ加圧力と ト リ ガ距離を切り替えるには、 ト リ ガボタ ンを押し ます。

6.9.3 ト リ ガ加圧力

超音波を ト リ ガするための ト リ ガ加圧力の数値を (kN) で設定し ます。 パーツに与えられる圧力が設定

し た値と同じ である場合は、 超音波エネルギーが適用されます。

6.9.4 ト リ ガ距離

超音波を ト リ ガするための ト リ ガ距離 （イ ンチまたは ミ リ メ ー ト ル） を設定し ます。 距離が設定し た
値と同じ である場合は、 超音波エネルギーが適用されます。

6.9.5 溶着時間

パーツに超音波エネルギーを適用する所要時間 （秒） を設定し ます。

6.9.6 溶着エネルギー

パーツへの超音波エネルギーを停止するエネルギー量 （ジュール） を設定し ます。

6.9.7 ピークパワー

溶着を停止するピークパワーレベル （最大パワーに対するパーセンテージ） を設定し ます。

6.9.8 コ ラ プス

超音波を停止する前にパーツがコ ラ プスする垂直距離 （イ ンチまたは ミ リ メ ー ト ル） を設定し ます。

注記

パーツの接触からホールドタイムまで、スタートスイッチを押し続ける必要
があります。
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6.9.9 アブ ソ リ ュー ト

超音波を停止する前にホーンがホームポジシ ョ ンから移動する垂直距離 （イ ンチまたは ミ リ メ ー ト ル）
を設定し ます。

6.9.10 スク ラ ブ タ イム

グラ ン ド デ ィ テ ク ト 信号を検知し てから超音波発振を停止するまでの時間を設定し ます。

6.9.11 スク ラ ブ振幅

グラ ン ド デ ィ テ ク ト モー ドが選択されている場合に、 スク ラ ブ振幅をパーセンテージ値で設定し ます。

6.9.12 ホールド時間

パーツ溶着中におけるホール ド ステ ッ プ （超音波エネルギーはパーツに適用されず、 加圧力が保持さ
れているステ ッ プ） の時間 （秒） を設定し ます。

この機能はオフにできます。

6.9.13 振幅ステ ッ プ

溶着でパーツに一定振幅またはステ ッ プ振幅を適用するかを選択する こ とがで き ます。 溶着セ ッ ト
ア ッ プページでステ ッ プがオンに選択されている と、 以下の画面が表示されます。 振幅を押すと、 2 つ

の選択項目 STEP または FIXED を含む画面が表示されます。 溶着セ ッ ト ア ッ プで FIXED がオンに選

択されている と、 2 つの選択項目 STEP または FIXED を含む画面が表示されます。 ステ ッ プ振幅を選

択し ている場合、 ステ ッ プポイ ン ト を使用する前と後に第 1 および第 2 振幅 （最大値に対するパーセ

ンテージで） を選択し、 ステ ッ プを使用する基準をする必要があ り ます。

図 6.6 振幅ステ ッ プ

6.9.14 振幅

あらゆる溶着モー ド で適用する超音波エネルギーの振幅を設定する こ とができます。 パワーサプ ラ イ
のデフ ォル ト 設定では、 最大振幅の 100 % の値が使用されます。 使用可能な最大値以下に振幅を変更

し た場合、 または振幅を一定のレベルに設定し、 異なるレベルで終了する場合、 ツール （コ ンバータ、
ブース タ、ホーン、治具） で変更を行う こ と な く 、溶着プロセス全体で 「微調整」 を行う こ とができます。
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6.9.15 ステ ッ プ圧力

溶着でパーツに一定振幅またはステ ッ プ振幅を適用するかを選択する こ とがで き ます。 溶着セ ッ ト
ア ッ プページでステ ッ プがオンに選択されている と、 以下の画面が表示されます。 圧力を押すと、 2 つ

の選択項目 STEP または FIXED を含む画面が表示されます。 溶着セ ッ ト ア ッ プで FIXED がオンに選

択されている と、 2 つの選択項目 STEP または FIXED を含む画面が表示されます。 ステ ッ プ圧力を選

択し ている場合、 ステ ッ プポイ ン ト を使用する前と後に第 1 および第 2 振幅 （それぞれ PSI 単位で）

を選択し、 ステ ッ プを使用する基準をする必要があ り ます。

図 6.7 圧力ステ ッ プ

注記

振幅が固定に設定されている場合にのみ、振幅を選択することができます。
振幅がステップになっている場合は、パラメータは無効になり、画面には***
が振幅に表示されます。

注記

システム構成で外部への振幅制御が設定されている場合は、このパラメータ
は無効になり、画面には外部振幅(%)が表示されます。
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6.9.16 溶着圧力

あらゆる溶着モー ド で適用する圧力溶着圧力を設定する こ とができます。 パワーサプ ラ イのデフ ォル
ト 設定では、 圧力 50 PSI が使用されます。 使用可能な最大 PSI 値以下に圧力を変更し た場合、 または

圧力を一定のレベルに設定し、 異なる レベルで終了する場合、 ツール （コ ンバータ、 ブース タ、 ホー
ン、 治具） で変更を行う こ と な く 、 溶着プロセス全体で 「微調整」 を行う こ とができます。

 

6.9.17 ダウンスピー ド

速度制御するためのア ク チ ュ エー タの空気圧シ リ ンダーのエア流量パーセンテージ値を設定し ます。
設定は 1 ～ 100 % の範囲で行い、 速度はエア圧力およびス ト ローク長で決ま り ます。 フ ローバルブは

モータ で作動し、 調整によ り即時に変更されます。

システム構成画面でダウンスピー ド 調整機能がオンにな っ ている場合、 フ ローバルブをア クチュ エー
タ スピー ドの要件に微調整する こ とができます。

6.9.18 ラ ピ ッ ド ト ラバース

ス ト ローク でホーンの移動を早送り する こ とができます。 ホーンは設定された距離に達する と、 移動
速度が設定された下降速度に戻り ます。

注記

圧力が固定に設定されている場合にのみ、振幅を選択することができます。
圧力がステップになっている場合は、パラメータは無効になり、画面には***
が圧力に表示されます。

注記

圧力Bは圧力A以上でなければなりません。

注記

距離は、切り替えに必要となる実際の距離から25 mm以上で設定する必要が

あります。ダウンスピード設定に応じて、必要となる速度でパーツに接触さ
せるため、距離を調整する必要があります。
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図 6.8 ラ ピ ッ ド ト ラバース

6.9.19 ホールド圧力

ホールド圧力は、サイ クルのホールド工程中のアクチュエータ エアプレ ッ シャーを設定し ます。デフ ォ
ル ト 設定の場合は、 ホール ド 圧力は常に溶着圧力と同じ値に設定されます。 ホール ド 圧力は常に溶着
圧力以上でなければならず、 そ う でない場合はセ ッ ト ア ッ プアラームが発生し ます。

図 6.9 ホールド圧力

6.9.20 プ リ ト リ ガ

ホーンがパーツに接触する前に、超音波エネルギーの適用を開始するかを選択する こ とができます。オ
ンを選択し た場合、 プ リ ト リ ガ超音波を開始する距離および使用する振幅を設定する こ とができます。
自動 （プ リ ト リ ガ） が初期設定です。 自動プ リ ト リ ガが使用される場合、 ホーンがホームポジシ ョ ン
から 3.175 mm 移動する と、超音波エネルギーが開始されます。自動または距離ボタ ンを押すと、Pretrg
Amp(%) の値を入力するキーパ ッ ド へのア ク セスが可能にな り ます。 時間ボ タ ン を押す と、 Pretrg
Amp(%) と Pretrg@T(s) の値を入力するキーパッ ドへのアクセスが可能にな り ます。

図 6.10 プ リ ト リ ガ
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6.9.21 プ リ セ ッ ト の保存 / 呼び出し

詳細情報はプ リ セ ッ ト の保存 / 呼び出し を参照 く だ さい。

6.9.22 フ ィ ールド に書込み

フ ィ ールド に書込みとは、 特定の溶着セ ッ ト ア ッ プおよびサイ クルに対し て、 10 桁の任意の英数字を

割り当てる機能です。 この機能は、 特定の溶着システムおよび生産工程におけるパラ メ ータ性能の ト
ラ ッ キングを行う際に便利です。

図 6.11 フ ィ ールド に書込み

6.9.23 バッ チセ ッ ト ア ッ プ

このメ ニューからバッ チカウン タ を設定し ます。

図 6.12 バッ チセ ッ ト ア ッ プ

6.9.24 アフ ターバース ト

溶着が終了し た後に、 超音波エネルギーのバース ト を行うかを選択する こ とができます。 この機能は、
パーツをス タ ッ クからホーンへ取り除 く 際に便利です。 オンを選択し た場合、 アフ ターバース ト （秒）
の遅延および長さ、 使用する振幅を設定する こ とができます。

表 6.12 バッ チセ ッ ト ア ッ プ

名前 説明

有効化 オン とオフの切り替え。

アラームを含むカウ
ン ト

アラームを含むカウン ト がオンになっている と、 アラームが生じ た溶着サ
イ クルも カウン ターに計上されます。

ゼロに リ セ ッ ト
ゼロに リ セ ッ ト がオンになっている と、 バッ チカウン ターアラームがバッ
チカウン ト を リ セ ッ ト し ます。

バッ チカウン ト バッ チで必要と なる溶着回数を設定し ます。

バッ チカウン ト のク
リ ア

バッ チカウン ト を ク リ ア し ます。
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図 6.13 アフ ターバース ト

6.9.25 コ ン ト ロールリ ミ ッ ト

コ ン ト ロールリ ミ ッ ト を使用するか選択する こ とができます。 オンを選択し た場合、 最小および最大
エネルギー補正の制限値 （ジュール） 、 ピークパワーカ ッ ト オフ （最大値に対するパーセンテージ） 、
ホームポジシ ョ ンから測定 し たア ブ ソ リ ュ ー ト 距離 (mm)、 ト リ ガ位置から測定 し た コ ラ プ ス距離

(mm) を設定する こ とができます。 2000Xc パワーサプ ラ イは、 ホールド状況から移動する前に溶着サ

イ クル終了を定義するため、 さ らにこれらのコ ン ト ロールリ ミ ッ ト を一次溶着モー ド とパラ メ ータ に
使用し ます。 エネルギー補正値が算出された最小値に達し なかった場合、 このリ ミ ッ ト に達成させる
ため設定された溶着時間の最大 50 % の溶着時間に延長されます。算出された最大エネルギー値に達す

る と、 溶着時間が終了し、 ホールド時間が開始されます。

図 6.14 コ ン ト ロールリ ミ ッ ト

6.9.26 アクチュエータ ク リ ア出力

ホームポジシ ョ ンからのア ッ プス ト ロークおよびダウンス ト ロークの両方で、 有効にする設定距離を
コ ン ト ローラボー ド から出力し て設定する こ とができます。 この設定値によ り、 溶着後にイ ンデ ッ ク
装置のホーンへの接触を回避させる こ とができます。 ア クチュ エータ ク リ ア出力画面でナビゲーシ ョ
ンボタ ンを押すと、テンキーにアクセスする こ とができます。希望する値を入力し、Enter を押し ます。

この距離は、 ク ラ ンプ準備完了の出力の無効化にも使用されます。

図 6.15 アクチュエータ ク リ ア出力
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6.9.27 サイ クル中断

特定の入力状況に応じ て、 サイ クルを中断するか選択する こ とができます。 Ground Det. Cutoff （グラ

ン ド デ ィ テ ク ト カ ッ ト オフ） はオンまたはオフに設定し （ホーンが電気的に絶縁されている治具また
はアンビルに接触し た場合にサイ クルを中断するかを指定する）、Missing Part （ ミ ッ シングパーツ） の

オン またはオ フ を設定する こ とがで き ます （治具にパーツがない場合にサイ クルを中断するかを指
定）。 ミ ッ シングパーツをオンに設定し た場合、 最大および最小 ミ ッ シングパーツ距離を設定するため
のキーパッ ドへのアクセスが可能にな り ます。 ミ ッ シングパーツ出力は、 ユーザ I/O でも定義できま

す。 すべてのサイ クル中断コ ンデ ィ シ ョ ンでアラームが発生し、 サイ クルが停止されます。

図 6.16 サイ クル中断

6.9.28 圧力リ ミ ッ ト

圧力リ ミ ッ ト は、 最小および最大溶着圧力ア ラームを設定し ます。 溶着圧力が最小値以下または最大
値以上になる と、 アラームが発生し ます。

図 6.17 圧力リ ミ ッ ト

6.9.29 パワーマ ッ チカーブ

正常な溶着における実際のパワーと比較するため、 希望するまたは予測されるパワーの ± R バン ド制

限値をパーセン ト 値で入力する こ とができます。 これによ り、 進行中の溶着プロセスを事前に定義し
た正常な溶着パラ メ ータ を比較する こ とができます。 Enter Limits （エン ターリ ミ ッ ト ） ボタ ンを押す

と、 当該の ± R バン ド ボタ ンが表示され、 これを押すと値を入力するキーパッ ドが開きます。 これに

よ り、 溶着の品質を維持するため制限が設けられます。 新規溶着にはそれぞれ Add to Average （ア ド

ツーアベレージ） ボタ ンを押し て、 平均を追加する こ とができます。 リ ミ ッ ト バン ド は、 制限値が入
力されている場合にのみ表示されます。 現在の溶着プロセスは青色、 平均は赤色、 また リ ミ ッ ト バン
ドは黒色でそれぞれ表示されます。
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図 6.18 パワーマ ッ チカーブ

6.9.30 外部発振信号遅延

オンにする場合は、 まず Sys Config> User I/O へ進み、次に使用可能な任意の J3 INPUT ピンを選択し

て、 Ext U/S Delay を使用可能な入力リ ス ト から選択し ます。 入力が取り消されるまで溶着が遅延し ま

す。

6.9.31 デジ タル UPS
この画面は DUPS のセ ッ ト ア ッ プおよび使用可能なプ リ セ ッ ト の表示に使用し ます。 この画面は、 パ

ワーサプ ラ イに DUPS モジュール （デジ タルユニバーサルパワーサプ ラ イ） が装備されている場合に

のみ表示されます。 DUPS ナビゲーシ ョ ン画面は以下の通り です。

図 6.19 デジ タル UPS

セ ッ ト ア ッ プナビゲーシ ョ ンボタ ンから、 メ モ リ、 メ モ リ リ セ ッ ト 、 タ イム ド シークのオンまたはオ
フに切り替え、 さ らにラ ンプ タ イムおよびシーク タ イムを設定する こ とができます。

図 6.20 デジ タル UPS セ ッ ト ア ッ プ
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溶着ステータ スボタ ンがオフに切り替えられる と、溶着結果の時間、 ピークパワー、周波数変更アラー
ムを表示させる こ とができます。

溶着ステータ スボタ ンがオンに切り替えられる と、 溶着結果で DUPS 特有の追加アラームにアクセス

する こ とができます。

6.9.32 ポス ト ウ ェルド シーク

こ こ ではポス ト ウ ェル ド シーク を選択する こ とができます。 ポス ト ウ ェル ド シークは、 パワーサプ ラ
イがス タ ッ クの現在の工程の周波数を検知でき るよ う に溶着サイ クルが終了し た直後にス タ ッ ク を低
レベル (5 %) 振幅で振動させます。 ポス ト ウ ェルド シークボタ ンでこの機能をオンまたはオフにでき

ます。

6.9.33 セ ッ テ ィ ング リ ミ ッ ト

あらゆる溶着モー ド で メ イ ンパラ メ ータ （溶着モー ド名で表示）、 ホールド時間、 その他さ まざまなパ
ラ メ ータ を設定する こ とができます。 サスペク ト リ ミ ッ ト 、 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト を含むその他のパラ
メ ータ も設定する こ とができます。 サスペク ト リ ミ ッ ト および リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト を使用し て許容範
囲を僅かに逸脱するパーツを識別し、 不合格パーツのス ク ラ ッ プ個数を低減する こ とができます。 手
動検査を行 う こ と で、 許容でき るパーツを検知する こ とができます。 パワーサプ ラ イでサスペク ト お
よびリ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト を設定し、 リ ミ ッ ト カテゴ リーに当てはまるパーツを識別し ます （カウン タ、
出力またはアラームにて）。

タ イム溶着モー ド で時間を 0.280 秒に設定し た溶着サイ クルを例と し ます。 エネルギー量 100 ～ 110
ジ ュールがパーツに与え られた場合に、 正常な溶着加工が行われたこ と と定義されています （ラボラ
ト リーでのテス ト 、 試行、 その他の手段によ り）。 これらの値をサスペク ト リ ミ ッ ト と し てパワーサプ
ラ イに設定する必要があ り ます。 また、 95 ジュール以下、 115 ジュール以上のエネルギー量が与えら

れた場合にこれらのパーツが 「リ ジ ェ ク ト 」 されるよ う に定義する必要があ り ます。 以下にグラ フ形
式でこれら を表示し ます。

各溶着モー ド で重要と なるパラ メ ータ にサスペク ト リ ミ ッ ト および リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト を設定する こ
とができます。

図 6.21 セ ッ テ ィ ング リ ミ ッ ト

6.9.34 リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト

パーツが不適切な溶着が施されている こ と を識別するために リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト を使用するか選択す
る こ とができます。 以下の最低および最大時間の制限を設定する こ とができます。

• 溶着時間

• エネルギーレベル

• ピークパワーレベル

• コ ラ プス距離

• アブ ソ リ ュー ト 距離

• ト リ ガ距離

• 溶着加圧力

• 周波数

• ダウンスピー ド
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アラームが発生し た際に Reset Required （リ セ ッ ト の要求） が 「はい」 に設定されている と、 別のパー

ツを溶着する前に、 リ セ ッ ト キーを押す必要があ り ます。

6.9.35 サスペク ト リ ミ ッ ト

パーツが不適切な溶着が施されている こ と を識別するためにサスペク ト リ ミ ッ ト を使用するか選択す
る こ とができます。 以下の最低および最大時間の制限を設定する こ とができます。

• 溶着時間

• エネルギーレベル

• ピークパワーレベル

• コ ラ プス距離

• アブ ソ リ ュー ト 距離

• ト リ ガ距離

• 溶着加圧力

アラームが発生し た際に Reset Required （リ セ ッ ト の要求） が 「はい」 に設定されている と、 別のパー

ツを溶着する前に、 リ セ ッ ト キーを押す必要があ り ます。

6.9.36 エネルギブレーキ

オンにする場合、 超音波を停止する前にパワーサプ ラ イが発振振幅を減少させるための時間を確保し
ます。

図 6.22 エネルギブレーキ

注記

リジェクトリミットは当該の信号をJ3の20と5ピンに出力します。44ピン 
I/O ケーブルJ957をJ3に接続します。

注記

サスペクトリミットは当該の信号をJ3の20と5ピンに出力します。44ピン 
I/O ケーブルJ957をJ3に接続します。



128 100-412-234JA REV. 11

6.9.37 周波数オフセ ッ ト

周波数オフセ ッ ト を使用するか選択する こ とができます。 オンを選択し た場合、 パワーサプ ラ イに保
存されている ト リ ガポイ ン ト での周波数値に 2000Xc パワーサプ ラ イが適用するオフセ ッ ト (iHz) も設

定する必要があ り ます。

図 6.23 周波数オフセ ッ ト

6.9.38 タ イムアウ ト

時間ではな く モー ド による溶着において一次パラ メ ータ到達の最大許容時間の所要時間 （秒） を選択
し ます。 一次パラ メ ータ に達成し なかった場合、 超音波エネルギーがオフにな り、 設定された タ イム
アウ ト 値からホール ド 時間が開始されます。 この機能は、 タ イムモー ド では使用できません。 タ イム
アウ ト ナビゲーシ ョ ンボタ ンを押すと、 希望する値を設定および入力するキーパッ ドが表示されます。

6.9.39 ダウンスピー ド チューニング

ダウンスピー ド チューニングは、 ダウンスピー ド 値が変更されるたびにダウンスピー ド セ ッ ト ア ッ プ
メ ニューが表示されるよ う にする こ とができます。

ダウンスピー ド チューニングは、 特定のダウンスピー ド値を僅かに上昇させて微調整する機構です。

6.9.40 セ ッ ト ア ッ プ リ ミ ッ ト

セ ッ ト ア ッ プ リ ミ ッ ト は、 溶着プ リ セ ッ ト で変更可能なパラ メ ータの最小および最大値を設定し ます。
セ ッ ト ア ッ プ リ ミ ッ ト が有効にな っ ている と、 技術者は有効なロ ッ ク されている溶着プ リ セ ッ ト の
セ ッ ト ア ッ プパラ メ ータ を最小および最大範囲内で変更する こ とができます。

注記

この機能は、タイムモードでは使用できません。
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図 6.24 セ ッ ト ア ッ プ リ ミ ッ ト
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6.10 システム構成
システム構成では以下のパラ メ ータ を使用する こ とができます。

 

表 6.13 システム構成、 ページ 1

システム構成、 ページ 01

単位系 ス ター ト 画面

ユーザ ID セ ッ ト ア ッ プ USB データ

オペレータ権限 サイ クルカウン タ

ベーシ ッ ク / エキスパー ト タ イム

表 6.14 システム構成、 ページ 2

システム構成、 ページ 02

日付 パーツ ID スキャ ン

プ リ セ ッ ト バーコー ド ス ター ト 追加冷却

外部プ リ セ ッ ト Windows 設定

ホーン ク ラ ンプ ユーザ I/O

表 6.15 システム構成、 ページ 3

システム構成、 ページ 03

バーグラ フスケール コ ラムセ ッ ト ア ッ プ

画面セ ッ ト ア ッ プ ビープ音

自動 権限チ ェ ッ ク

アクチュエータの設定 溶着履歴設定

表 6.16 システム構成、 ページ 4

システム構成、 ページ 04

システムコ ンポーネン ト コ ンポーネン ト 確認

周波数オフセ ッ ト メ モ リ フル

デジ タルフ ィ ルタ 溶着システムア ド レス

リ セ ッ ト 要求 振幅制御
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6.10.1 単位系

Units （単位） ボタ ンを押し て、 USCS と メ ー ト ル単位を切り替えます。

6.10.2 ス ター ト 画面

Start Screen （ス ター ト 画面） ボタ ンを押し、 ス ター ト ア ッ プで メ イ ン メ ニュー画面または溶着結果画

面でス ター ト するかを選択し ます。

6.10.3 ユーザ ID セ ッ ト ア ッ プ

現在のユーザおよびその作成日 / 変更日を表示し ます。この画面からユーザを追加または変更する こ と

ができます。

表 6.17 システム構成、 ページ 5

システム構成、 ページ 05

ダウンスピー ド チューニング キー

RS232 圧力ステ ッ プダウン

ウ ェ ブサービス自動 ウ ェ ブサービス権限チ ェ ッ ク

注記

選択を行う前に、単位（メートル法またはUSCS）を選択します。単位を切り

替えた場合、最小値および最大値を使用する際に、四捨五入により無効プリ
セットアラームが生じる場合があります。
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図 6.25 ユーザ ID セ ッ ト ア ッ プ

6.10.3.1 ユーザの追加

Add User （ユーザの追加） ボタ ンを押し て、 新規ユーザ ID を追加し ます。

図 6.26 ユーザの追加

表 6.18 ユーザの追加

名前 説明

ユーザID 新規ユーザID名を設定します。
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6.10.3.2 ユーザの変更

選択し たユーザのパラ メ ータ を変更するため、 リ ス ト からユーザ ID を選択し ます。

6.10.4 USB データ

詳細情報は 6.20.2 Streaming Data Setup （データ取り込み設定） を参照 く だ さい。

6.10.5 オペレータ権限

オペレータユーザレベルに追加権限オプシ ョ ンを設定し ます。 オペレータは、 アラームのリ セ ッ ト 、 プ
リ セ ッ ト の呼び出し、 バッ チカウン タのリ セ ッ ト 、 未検証のプ リ セ ッ ト 、 校正の実行、 ログイ ン認証
な しのホーン ク ラ ンプアラームのリ セ ッ ト を行う こ とができます。

パスワード

ユーザ ID にパスワー ド を設定し ます。

NOTICE

パスワー ド には、 少な く と も 1 文字の大文字、 １ つの数字、 １ 文字の小文

字、 1 つの特殊記号がそれぞれ含まれていなければな り ません。 パスワー

ドの最低文字数は 8 文字で、 最大文字数は 10 文字です。

ユーザレベル

ユーザレベルをオペレータ、 技術者、 スーパーバイザ、 エグゼク テ ィ ブに設
定し ます。

• オペレータは、 有効なプ リ セ ッ ト 、 ビ ューセ ッ ト ア ッ プ、 システム情報、 溶着
履歴、 アラームログ、 イベン ト ログ、 溶着結果を使用する こ とができます。

• 技術者レベルでは、 未検査のプ リ セ ッ ト 、 ホーンダウン、 シーケンス、 プ リ
セ ッ ト 変更、 校正、 診断の使用が追加されます。

• スパーバイザレベルでは、 セ ッ ト ア ッ プ、 システム構成の有効化が追加されま
す。

• エグゼク テ ィ ブレベルでは、 すべての設定を行う権限が与えられます。

ステータス ユーザの有効化または無効化。

パスワードの有効期
限

ユーザがパスワードを変更する必要がある期間を日にちで設定します。変
更しなかった場合、期限切れとなり、ユーザIDがロックされるか無効にな

ります。

アイドルログアウト
タイム

ユーザがア ク テ ィ ビ テ ィ を行わなかっ た場合にシ ス テムが自動的にその
ユーザをログアウ ト する時間を設定し ます。

NOTICE

自動モー ド で無効にな り ます。

表 6.18 ユーザの追加

名前 説明
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図 6.27 オペレータ権限

6.10.6 サイ クルカウン タ

サイ クルカウン タ を リ セ ッ ト するには、 Cycle Counter （サイ クルカウン タ） ボタ ンを押し ます。

図 6.28 サイ クルカウン タ

6.10.7 ベーシ ッ ク / エキスパー ト

エキスパー ト （デフ ォル ト ） では、 溶着機のすべての機能と メ ニューにア クセスできます。 ベーシ ッ
クでは、 溶着セ ッ ト ア ッ プおよびシステム構成でアクセスできる メ ニュは最小限に制限されます。

• 溶着セ ッ ト ア ッ プ

• システム構成 （ベーシ ッ ク / エキスパー ト ボタ ンのみ）

• ホーンダウン

• ログイ ンボタ ン

• 下部バー メ ニュ

図 6.29 ベーシ ッ クモー ド
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6.10.8 タ イム

パワーサプ ラ イで時間を設定し ます。 溶着結果に時間が表示されます。

6.10.9 日付

パワーサプ ラ イで日付を設定し ます。 溶着結果に日付が表示されます。

6.10.10 パーツ ID スキャ ン

オンに設定する と、USB バーコー ド リーダなどのデバイスを使用し て、各溶着サイ クルでのワーク （被

加工物） の ID を管理する必要がある場合にこの機能を使用し ます。 オこの機能をオンにする と、 溶着

し よ う とするワークの ID が事前に読み込まれない限り システムは待機モー ドのまま溶着サイ クルが開

始されません。 この機能がオフの場合は事前のワーク ID の読み取りは要求されません。 待機モー ド で

ない場合は、 ホーンダウンおよび診断機能は無効にな り ます。

6.10.11 プ リ セ ッ ト バーコー ド ス ター ト

バーコー ド でスキャ ン された場合に、 プ リ セ ッ ト の呼び出し を示す文字 （文字または記号） を入力し
ます。 文字の次の数字は、 どのプ リ セ ッ ト 番号かを示し ます。 た と えば、 「バーコー ド ス タ ー ト プ リ
セ ッ ト = P」 は、 バーコー ド リ ーダーが 「P」 をバーコー ド の最初の文字と し て認識する場合、 バー

コー ドの 「P」 の後の番号に基づいてプ リ セ ッ ト を呼び出し ます。

6.10.12 追加冷却

この機能をオンにする と ア ッパー リ ミ ッ ト スイ ッ チが切れた時点から冷却エアの供給が開始され、 溶
着サイ クル中は冷却エアの供給が続きます。 この機能を無効にする と冷却エアは超音波発振の開始時
点から供給されます。

6.10.13 外部プ リ セ ッ ト

Ext Presets （外部プ リ セ ッ ト ） ボタ ンを押し て、 オン とオフ を切り替えます。

外部選択プ リ セ ッ ト は、 システム構成メ ニューから ア クセス し、 オンまたはオフに し ます。 選択され
た内容は、 次回の溶着サイ クルで適用されます。 有効に された場合、 新規サイ クル開始のス ター ト ス
イ ッ チが受信される と入力が読み込まれます。 ユーザ入力 J3-17、 J3-19、 J3-31、 J3-32、 J3-33 は、 プ

リ セ ッ ト が呼び出し されたものをデコー ド するために使用し ます。

• 外部でプ リ セ ッ ト が呼び出し された場合、 必要に応じ て認証されます。

• 新規アラームメ ッ セージが追加された場合、 プ リ セ ッ ト が定義されていない （保存されていない） か、 また
はコ ン ト ロールレベルで使用できないプ リ セ ッ ト の呼び出しが試行されたこ と を示し ます。

• デフ ォル ト 設定では、 外部選択プ リ セ ッ ト はオフになっています。 コールド ス ター ト は設定に影響を与えま
せん。

注記

時間は24時間形式で設定されます。
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6.10.14 Windows 設定

このメ ニュから Microsoft Windows 画面にアクセスできます。 2000Xc パワーサプ ラ イ イ ン ターフ ェー

スへ戻るには、 2000Xc アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

図 6.30 2000Xc アイ コ ン

言語ユテ ィ リ テ ィ

Windows イ ン ターフ ェースから 2000Xc パワーサプ ラ イ イ ン ターフ ェースの言語を変更する こ とがで

きます。 言語ユテ ィ リ テ ィ アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し、 言語を選択し ます。

図 6.31 言語ユテ ィ リ テ ィ アイ コ ン

図 6.32 言語ユテ ィ リ テ ィ

6.10.15 ホーン ク ラ ンプ

この機能をオンにする と、 ア ラーム発生時にホーンは下降し たまま被加工物をホール ド し た状態で停
止し ます。
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6.10.16 ユーザ I/O
ユーザ I/O メ ニューは、 アクチュエータのカス タム入出力信号の設定に使用し ます。 なお、 ユーザ I/O
メ ニュ を使用でき るのは、 溶着システムが溶着サイ クル中以外の状態にある場合に限り ます。 溶着シ
ステムが溶着サイ クル中はビープ音がな り、 入力が拒否されます。 入力が行われる と、 溶着システム
は準備完了状態でな く な り、 溶着プロセス、 ホーンダウン、 テス ト から保護されます。 ホーンダウン
が使用できない場合、 ホーンダウンが不可能である メ ッ セージが 2 秒表示されます。 以下に示す入力 /
出力機能の選択および使用に関する詳細は、 『ブ ラ ン ソ ンオー ト メ ーシ ョ ンガ イ ド』 (EDP 100-214-
273) を参照し て く だ さい。 

注記

リセットしてホーンを原位置復帰するには、スーパーバイザの権限が必要で
す。

表 6.19 ユーザー I/O

ユーザ I/O 入力

名前 説明 信号の 種類

無効化 ピンで無効化された機能。 入力/出力

プリセットの選択* ５つのBCD入力を使用したプリセット選択。最大31
の選択が可能。

入力

外部発振信号遅延
ホーンが接触した後に外部入力によって溶着サイクル
が開始されます。

入力

ディスプレイロッ
ク

ユーザが使用できないように前面タッチスクリーンを
ロックします。

入力

外部信号
ハンドヘルドモードでのスタート信号として使用しま
す。

入力

超音波無効
超音波をオフにします。有効になっていると、溶着サ
イクル完了後に「ドライ」サイクルが実行されます。

入力

メモリーリセット
中心値をジタル調整するホーンの開始周波数を設定し
ます。

入力

クランプの準備完
了入力

アクチュエータが開始入力を受信すると、クランプの
準備完了出力がスタートが有効になったことを示しま
す。パーツクランプ入力が信号を受信するまで、アク
チュエータはホームポジションに留まります。その
後、通常のアクチュエータサイクルが開始されます。

入力

同期入力
同じパーツに複数の溶着システムを使用する場合に、
超音波を開始するために使用します。

入力

パーツがあります
溶着システムにパーツが配置され、溶着準備が完了し
ていることを示す入力。

入力
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* このオプシ ョ ンは J3-1 入力では使用できません。

リジェクトの確認
溶着システムにリジェクトパーツが適切に処理され、
溶着システムは待機モードに戻ることができることを
示す入力。

入力

プリセットデータ
確認

外部コントローラからプリセットが入力されたことを
示す出力信号。

出力

外部ビープ音 内部ビープ音と同じように作動する出力。 出力

サイクルOK 最後の溶着プロセスでアラーム状況が生じなかったこ
とを示す出力。

出力

サイクルアラーム
なし

異常な溶着システム内部の機能不良により最後の溶着
サイクルが中断されたことを示します。

出力

オーバーロードア
ラーム

最後の溶着サイクル、テスト、またはシークでパワー
サプライオーバーロードが生じたことを示す出力。

出力

修正アラーム
ユーザ設定補正コントロールリミット状況が生じたこ
とを示す出力。

出力

注釈 最下位の優先順位のアラーム状況の出力。 出力

ミッシングパーツ
ユーザ設定の許容距離の最小値以上または最大値以下
でトリガが作動したことを示す出力。

出力

クランプの準備完
了出力

アクチュエータが開始入力を受信すると、クランプの
準備完了出力がスタートが有効になったことを示しま
す。パーツクランプ入力が信号を受信するまで、アク
チュエータはホームポジションに留まります。その
後、通常のアクチュエータサイクルが開始されます。

出力

同期出力
同じパーツに複数の溶着システムを使用する場合に、
超音波を開始するために使用します。

出力

パーツID準備完了
バーコードスキャナがパーツIDを読み取り、溶着準

備が完了したことを示す出力。
出力

注記

出力ピンにミッシングパーツが割り当てられている場合、ミッシングパーツ
機能をはじめにオンにする必要があります。これを行わなかった場合、結果
となるセットアップアラームにサイクル中断が表示され、ユーザI/Oが追加

情報として表示されます。ミッシングパーツをオンにするか、またはミッシ
ングパーツに割り当てられた出力ピンをオフにします。

表 6.19 ユーザー I/O

ユーザ I/O 入力

名前 説明 信号の 種類
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6.10.17 バーグラ フスケール

1X、 2X、 3X でウ ェルド スケールおよびテス ト スケールが使用可能にな り ます。

図 6.33 バーグラ フスケール

6.10.18 コ ラムセ ッ ト ア ッ プ

コ ラムセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー画面から最大 4 つのパラ メ ータ を選択し て、 溶着結果画面に表示させる

こ とができます。

図 6.34 コ ラムセ ッ ト ア ッ プ

希望するパラ メ ータボタ ンを押し て、 ト ラ ッ クするパラ メ ータ を選択し ます。 パラ メ ータ をオフに し
て選択するか、 またはコ ラム番号位置を選択する こ とができます。

図 6.35 コ ラムセ ッ ト ア ッ プ

以前使用し たコ ラムを選択する と、 これを置き換えるか質問されます。
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図 6.36 コ ラムが既に選択されている画面

6.10.19 画面セ ッ ト ア ッ プ

詳細情報は 6.11 画面セ ッ ト ア ッ プを参照 く だ さい。

6.10.20 ビープ音

どのイベン ト でビープ音を発信するかを選択し ます。

図 6.37 ビープ音

6.10.21 自動

オペレータのログイ ンが不要な自動運転の場合にオンに設定し ます。 自動運転では、 溶着セ ッ ト ア ッ
プおよびシステム構成メ ニュは無効にな り ます。

6.10.22 権限チ ェ ッ ク

権限チ ェ ッ クによ り、 パワーサプ ラ イでユーザが権限レベルに応じ た機能にのみア クセスでき る こ と
が確保されます。 各権限レベルに対し て許可された機能と メ ニューを有効にするには、 「はい」 に設定
し ます。

 

注記

適切な運転を行うためのログイン権限、権限チェックは「はい」に設定する
必要があります。
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X = 機能またはメ ニューへアクセス

X* = 許可されている機能またはメ ニューへアクセス

X** = 一部制限付きでアクセス

表 6.20 権限チ ェ ッ ク

機能またはメ ニュ
権限レベル

オペレータ 技術者 スーパーバイザ エグゼク テ ィ ブ

有効な溶着プ リ セ ッ ト の実行 X X X X

未承認の溶着プ リ セ ッ ト の実行 X* X X X

アラームのリ セ ッ ト X* X X X

溶着プ リ セ ッ ト の呼び出し X* X X X

バッ チカウン ト のリ セ ッ ト X* X X X

ク イ ッ ク校正 X* X X X

溶着セ ッ ト ア ッ プ X X X

ホーンダウン X X X

診断 X X X

最小 / 最大範囲内で溶着プ リ

セ ッ ト パラ メ ータ を変更する
X X X

プ リ セ ッ ト を USB へ保存する X X X

システム構成 X** X

溶着プ リ セ ッ ト の承認および
ロ ッ ク

X X

ロ ッ ク された溶着プ リ セ ッ ト の
編集

X X

ユーザ ID セ ッ ト ア ッ プの追加 /
編集

X

権限チ ェ ッ ク を 「はい」 に設定
する

X

注記

初期設定のエクゼクティブアドミンアカウントを無効にして、独自のエクゼ
クティブアカウントを作成することが推奨されています。
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6.10.23 アクチュエータの設定

アクチュエータの設定を変更し ます。

図 6.38 アクチュエータの設定

6.10.24 溶着履歴設定

溶着履歴でどのパラ メ ータ を表示するか設定し ます。 使用可能なパラ メ ータ :

表 6.21 アクチュエータの設定

名前 説明

Cyl Dia （シ リ ンダ直

径）
シ リ ンダ直径を設定し ます。

Cyl Stroke （シ リ ン

ダス ト ローク）
シ リ ンダス ト ローク を設定し ます。

Custom （カス タム）
ア ッパーリ ミ ッ ト スイ ッ チおよびグラウン ド デ ィ テ ク ト を 0 V ～ 24 V で設

定し ます。

Part Contact （パー

ツ接触）
速度と圧力を設定し ます。

Min Trigger （最小 ト

リ ガ）
最小 ト リ ガ (lb) を設定し ます。

Metric decimals
（メ ー ト ル小数点）

メ ー ト ル単位の小数点を設定し ます。

表 6.22 溶着履歴

名前 説明

Weld Time （溶着

時間）
溶着サイ クル中の超音波発振溶着時間

Peak Pwr （ピーク

パワー）
ピークパワー。 超音波サイ クル中にに到達し たピークパワー。

エネルギー 溶着中に適用された超音波エネルギ値

Velocity （速度） パーツに接触する前のアクチュエータ 1/4 の速度。
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Weld Abs （溶着ア

ブ ソ リ ュー ト ）

溶着アブ ソ リ ュー ト 。 アクチュエータがホームポジシ ョ ンから超音波溶着終
了までに移動し た距離。

Total Abs （ ト ータ

ルアブ ソ リ ュー
ト ）

ト ータルアブ ソ リ ュー ト 。 アクチュエータがホームポジシ ョ ンからホールド
時間が終了するまでに移動し た距離。

Weld Col （溶着コ

ラ プス）

溶着コ ラ プス。 アクチュエータがパーツ接触からから超音波溶着終了までに
移動し た距離。

Total Col （ ト ータ

ルコ ラ プス）

ト ータルコ ラ プス。 アクチュエータがパーツ接触からからホールド時間終了
までに移動し た距離。

Set Amp A （振幅

A 設定）

振幅 A の設定。 固定振幅および振幅ステ ッ プでの最初のパーツの超音波振幅

のパーセンテージ値。

Set Amp Ｂ （振幅

Ｂ 設定）

振幅 Ｂ の設定。 振幅ステ ッ プでの第 2 パーツの超音波振幅のパーセンテー

ジ値。

Weld Force （溶着

加圧力）
溶着サイ クル終了時のアクチュエータ加圧力。

Act Pressure （ア

クチュエータ圧
力）

アクチュエータの圧力。 溶着中の圧力。

Freq Min （最低周

波数）
最小周波数。 溶着サイ クル時に計測された超音波の最低周波数値。

Freq Max （最高周

波数）
最高周波数。 溶着サイ クル時に計測された超音波の最高周波数値。

Freq Start （開始周

波数）
開始周波数。 溶着サイ クルでのホーンの開始超音波周波数値。

Freq End （終了周

波数）
終了周波数。 溶着サイ クルでのホーンの終了超音波周波数値。

Freq Change （周

波数変化）
周波数の変化。 最高周波数から最低周波数を差し引いた値。

Cycle Time （サイ

クル実行時間）

アクチュエータがホームポジシ ョ ンから移動し て再びホームポジシ ョ ンまで
戻るまでの ト ータルサイ クルタ イム。

Hold Force （ホー

ルド加圧力）
ホールド終了時のアクチュエータ加圧力。

表 6.22 溶着履歴

名前 説明
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6.10.25 システムコ ンポーネン ト

パワーサプ ラ イ、 アクチュエータ、 ス タ ッ クアセンブ リへの入力 / スキャ ンが可能にな り ます。 これら

の設定がシステム情報に表示されます。 各プ リ セ ッ ト には、 プ リ セ ッ ト が有効化された時点で これら
のアセンブ リ を有し ています。

図 6.39 システムコ ンポーネン ト

6.10.26 コ ンポーネン ト 確認

ユーザは、 溶着サイ クルを許可する前に、 有効なプ リ セ ッ ト 画面で これらのアセンブ リ と保存し たア
センブ リの組合せを決定する こ とができます。 上記の画面でいづれかのアセンブ リが選択されている
場合、 サイ クルが開始される前にシステム構成で有効なプ リ セ ッ ト のアセンブ リ と組み合わされます。
不適切な組合せが生じ、 プ リ セ ッ ト で許可されない場合、 セ ッ ト ア ッ プアラームが発信されます。

注記

デフォルト設定では、すべてのパラメータが有効になっています。

注記

スーパバイザまたはエグゼクティブユーザのみがこれらの設定を変更するこ
とが可能で、イベント履歴ログにすべての変更が記録されます。
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図 6.40 コ ンポーネン ト 確認

6.10.27 周波数オフセ ッ ト

周波数オフセ ッ ト が内部 (Int) または外部 (Ext) で制御されるかを設定し ます。

6.10.28 メ モ リ フル

溶着履歴またはイベン ト のシステム内部のメ モ リ容量がいっぱいにな った場合に、 溶着サイ クルの開
始を許可するか設定し ます。 運転が許可されている場合、 一番古いサイ クルが次のサイ クルで上書き
されます。 「すぐにコ ピー」 キーを使用し て メ モ リ内容を外部デバイスへコ ピーする と メ モ リ を ク リ ア
できます。

6.10.29 デジ タルフ ィ ルタ

グラ フ作成のデジ タルフ ィ ルタのオンまたはオフ を設定し ます。

注記

スーパバイザまたはエグゼクティブユーザのみがこれらの設定を変更するこ
とが可能で、イベント履歴ログにすべての変更が記録されます。

注記

スーパバイザまたはエグゼクティブユーザのみがこれらの設定を変更するこ
とができます。
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6.10.30 溶着システムア ド レス

データ収集のための溶着システムの一意の ト ラ ッ ク番号を割り当てるには、 オンに し ます。 これらの
情報がシステム情報に表示されます。

6.10.31 リ セ ッ ト 要求

リ セ ッ ト 要求がオンに設定されている と、 別のパーツを溶着する前に、 リ セ ッ ト キーを押す必要があ
り ます。

6.10.32 振幅制御

Amp Control （振幅制御） ボタ ンを押し て、 内部または外部の振幅制御を設定し ます。

6.10.33 ダウンスピー ド チューニング

システム構成画面でダウンスピー ド 調整機能がオンに設定されている場合、 フ ローバルブをア クチュ
エータ スピー ドの要件に微調整する こ とができます。

6.10.34 キー

特別な製品設定コー ド用に用意された機能です。

6.10.35 RS232
各溶着サイ クル終了ご とに、 溶着データの ASCII ス ト リ ングが RS232 ポー ト から送信されます。 ユー

ザ設定のスペース、 コ ンマ、 タ ブでデータが分離されます。 文字列の最後にはキャ リ ッ ジ リ ターンお
よびラ イ ン フ ィ ー ド の両方が含まれます。 文字列内に含まれるデータは、 制御レベルおよびア クチュ
エータ タ イ プによ っ て異な り ます。 これはプ リ ン ターで単一列データ出力で印刷されるデータ と同じ
です。 また、 正しい単位にフ ォーマ ッ ト されています。 データは、 PC または PLC で読み取る こ とが

可能で、 エ クセルなどのスプレ ッ ド シー ト プログラムで読み取る こ とができ る形式のフ ァ イル （CSV
など） で保存されます。 アラーム情報は RS232 ポー ト から送信されません。

注記

ブランソンは、デジタルフィルタをオンにすることを推奨しています。
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図 6.41 RS232

6.10.35.1 データ列サンプル出力

以下の例では、各溶着サイ クル終了ご とにシ リ アルポー ト から送信されるデータ列を示し ています。以
下のテーブルには、 制御レベルに関係し たそれらのデータ を示し ています。 IDID は、 1 ～ 9999 のいづ

れかの値です。 テーブルヘ ッ ダー 1 ～ 4 は、 例 1 ～ 4 に対応する参照データ列です。

注記

選択を行う前に、 単位 （メ ー ト ル法または USCS） を選択し ます。 単位を切

り替えた場合、 最小値および最大値を使用する際に、 四捨五入によ り無効プ
リ セ ッ ト アラームが生じ る場合があ り ます。

詳細情報は 6.10.1 単位系 を参照 く だ さい。

表 6.23 ae アクチュエータ での制御レベルのサンプル出力

出力 単位系

DID@cccccccc@hh:mm:ss@MM/DD/YY@Mode@tt.ttt@sfff@aaaCRLF USCS

IDID@cccccccc@hh:mm:ss@DD/MM/YY@Mode@tt.ttt@sfff@aaaCRLF メ ー ト ル法

表 6.24 ae アクチュエータ での制御レベル ea、 d、 または f のサンプル出力

出力 単位系

IDID@cccccccc@hh:mm:ss@MM/DD/
YY@Mode@tt.ttt@ppp.p@eeeee@sfff@aaa@bbbCRLF USCS

IDID@cccccccc@hh:mm:ss@DD/MM/
YY@Mode@tt.ttt@ppp.p@eeeee@sfff@aaa@bbbCRLF メ ー ト ル法
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6.10.35.2 コー ド出力

表 6.25 aed アクチュエータ での制御レベル d または f のサンプル出力

出力 単位系

IDID@cccccccc@hh:mm:ss@MM/DD/
YY@Mode@tt.ttt@ppp.p@eeeee@w.wwww@z.zzzz@x.xxxx@FFF@hhh@sfff@a
aa@bbb@vv.vCRLF

USCS

IDID@cccccccc@hh:mm:ss@DD/MM/
YY@Mode@tt.ttt@ppp.p@eeeee@ww.www@zz.zzz@xx.xxx@FFF@hhh@sfff@a
aa@bbb@vv.vCRLF

メ ー ト ル法

表 6.26 aef アクチュエータ での制御レベル d または f のサンプル出力

出力 単位系

IDID@cccccccc@hh:mm:ss@MM/DD/
YY@Mode@tt.ttt@ppp.p@eeeee@w.wwww@z.zzzz@x.xxxx@FFF@AAA@BBB
@hhh@sfff@aaa@bbb@vv.vCRLF

USCS

IDID@cccccccc@hh:mm:ss@DD/MM/
YY@Mode@tt.ttt@ppp.p@eeeee@ww.www@zz.zzz@xx.xxx@FFF@AAA@BBB
@hhh@sfff@aaa@bbb@vv.vCRLF

メ ー ト ル法

表 6.27 コー ド出力

1 2 3 4 出力先 定義

X X X X cccccccc@ 最大 8 桁サイ クルカウン ト  (Cycle Number)

X X X X hh:mm:ss@ 時間、 分、 秒単位のサイ クル時間 (Time)

X X X X MM/DD/YY@ 月、 日、 年の日付 (Date)

X X X X Mode@ 溶着モー ド  (TIME, ENERGY, PKPWR, COL.ABS, 
G DET)

X X X X tt.ttt@ 秒単位の超音波適用時間 (Act.Time)

X X X ppp.p@ パーセンテージ値のピークパワー (Peak Power)

X X X eeeee@ ジュール単位のエネルギー (Act.Ener)

X X w.wwww@ ホールド後のイ ンチまたは ミ リ メ ー ト ル単位のア
ブ ソ リ ュー ト 距離 (Total Absolute)

X X z.zzzz@ 溶着後のイ ンチまたは ミ リ メ ー ト ル単位のコ ラ プ
ス (Weld Collapse)

X X x.xxxx@ ホールド後のイ ンチまたは ミ リ メ ー ト ル単位のコ
ラ プス (Total Collapse)
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6.10.36 圧力ステ ッ プダウン

圧力ステ ッ プダウン機能がオンにな っ ている場合、 システムはステ ッ プ圧力と ホール ド 圧力の設定を
溶着圧力設定以下にする こ と を許可し ます。 詳細情報は、 6.9.15 ステ ッ プ圧力および 6.9.19 ホールド

圧力 を参照 く だ さい。

6.10.37 ウ ェ ブサービス自動

ウ ェ ブサービスを自動で使用し、 オペレータのログイ ンが不要な場合にオンに設定し ます。

6.10.38 ウ ェ ブサービス権限チ ェ ッ ク

権限チ ェ ッ クによ り、 パワーサプ ラ イでユーザが権限レベルに応じ た機能にのみア クセスでき る こ と
が確保されます。 ウ ェ ブサービスを使用する場合に、 各権限レベルに対し て許可された機能を有効に
するには、 「はい」 に設定し ます。 詳細情報は 6.10.22 権限チ ェ ッ ク を参照 く だ さい。

X X FFF@ ポン ド またはニュー ト ン単位の ト リ ガ加圧力 
(Trig.Force)

X AAA@ ポン ド またはニュー ト ン単位の設定溶着加圧力ま
たは加圧力 A(Set Force A)

X BBB@ ポン ド、 ニュー ト ン単位、 または N/A の設定加圧

力 B(Set Force B)

X X hhh@ ポン ド またはニュー ト ン単位の溶着加圧力 (Weld 
Force)

X X X X sfff@ 超音波開始から終了までの周波数変化 (Hz) 
(Freq.Chg)

X X X X aaa@ パーセンテージ値の設定振幅 （または振幅 A）
(Set AmpA)

X X X bbb@ パーセンテージ値または N/A の設定振幅 B (Set 
AmpB)

X X CRLF 速度 in/sec または mm/sec (Act.Vel)

X X X X @ ユーザ選択のスペース、 タ ブ、 コ ンマ

X X X X IDID システム構成で 「welder Addr」 で割り当てられた

4 桁 # 

表 6.27 コー ド出力

1 2 3 4 出力先 定義

注記

圧力ステップダウン設定をオンにすると、溶着アラームが生じる場合があり
ます。ステップダウン圧力後にトリガロストまたはその他のアラームが生じ
た場合、これらは無視され、報告されません。
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6.11 画面セ ッ ト ア ッ プ
画面上のボタ ンのタ ッ チ領域を再校正する必要がある場合、 この機能を使用し ます。

画面タ ッ チ位置を校正するには、 1 でマーク されたボタ ンを押し、 離し ます。 この部分が緑色に変化し

た場合、 第 1 パー ト の校正は正常に行われたこ と を示し ます。 次にボタ ン 2 を押し て離し、 画面の再

校正を完了し ます。 これが緑色に変化し た場合も校正が正常に行われたこ と を示し ます。 ボタ ンが緑
色に変化し なかった場合、 手順を繰り返し行います。

Done （完了） ボタ ンを押し て、 メ イ ン メ ニューへ戻り ます。

図 6.42 画面セ ッ ト ア ッ プ

6.11.1 カ ラー設定

カ ラー設定画面では、 タ イ ト ルバー、 ボタ ン、 背景、 テキス ト 、 ハイ ラ イ ト の色の変更を行 う こ とが
できます。 ボタ ンを押すと、 選択可能な さ まざまな色が表示されます。 ユーザは、 Default Colors （デ

フ ォル ト カ ラー） ボタ ンを押し て、 初期設定の色に戻すこ とができます。

図 6.43 カ ラー設定
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6.12 システム情報
システム情報画面からシステムの現在の設定に関する情報を表示する こ とができます。この画面は、 ト
ラ ブルシューテ ィ ングヘルプでブ ラ ン ソ ンへ電話連絡する際に使用可能でなければな り ません。

ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プデー ト はこの画面から行う こ とができます。

図 6.44 システム情報

表 6.28 システム情報

項目 説明

PS Life （PS ラ イ フ）
パワーサプ ラ イによ って処理されたサイ クルのラ イ フ タ イム数のカウン
タ。

Gen Alarm （一般ア

ラーム）
パワーサプ ラ イに割り当てられたアラームのラ イ フ タ イム数のカウン タ。

Calibration （校正） 完了、 失敗、 初期設定を表示。

P/S アナログまたはデジ タル

Actuator （アクチュ

エータ）
アクチュエータ タ イプ。

S/W Version （S/W
バージ ョ ン）

パワーサプ ラ イ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンナンバー。

P/S Assembly （P/S
アセンブ リ）

パワーサプ ラ イアセンブ リ ナンバー。

Actuator Assembly #
（アクチュエータ アセ
ンブ リ）

アクチュエータ アセンブ リ ナンバー。

Cyl Stroke （シ リ ンダ

ス ト ローク）
標準直径のすべてのシ リ ンダの最大シ リ ンダス ト ローク。
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Stack Assembly #
（ス タ ッ クア ッ センブ
リ）

ス タ ッ クアセンブ リ ナンバー。

SBC Version （シン

グルボー ド コ ン
ピ ュータバージ ョ ン）

モニ タ を制御するシングルボー ド コ ンピ ュータのソ フ ト ウ ェ アバージ ョ
ン。

P/S MAC パワーサプ ラ イ MAC ア ド レス。

User ID （ユーザ ID） ユーザ ID 名の表示。

Overloads （オーバー

ロー ド）
パワーサプ ラ イで発生し たオーバーロー ドのラ イ フ タ イム数のカウン タ。

Frequency and 
Power （周波数とパ

ワー）

パワーサプ ラ イの周波数とパワー （ｗ）。

Date Run （実行日） 現在の日付。

P/S Version （P/S
バージ ョ ン）

パワーサプ ラ イバージ ョ ン。

Control Level （制御

レベル）
制御レベル (C) の表示。

P/S S/N （パワーサプ

ラ イ S/N）
パワーサプ ラ イシ リ アルナンバー。

Act S/N （アクチュ

エータ S/N）
アクチュエータ シ リ アルナンバー。

溶着システムア ド レ
ス

データ収集のための溶着システムの一意の ト ラ ッ ク番号を割り当てるに
は、 オンにし ます。

Cyl Dia （シ リ ンダ直

径）
シ リ ンダ直径の表示。

P/S IP （パワーサプ

ラ イ IP）
パワーサプ ラ イ IP。

SBC MAC （シングル

ボー ド コ ンピ ュータ
MAC）

シングルボー ド コ ンピ ュータ MAC ア ド レス。

SBC IP （シングル

ボー ド コ ンピ ュータ
IP）

シングルボー ド コ ンピ ュータ IP。

表 6.28 システム情報

項目 説明
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6.12.1 ソ フ ト ウ ェ アア ッ プグレー ド

S/W Upgrade （S/W ア ッ プグレー ド） ボタ ンを押し て、 フ ァームウ ェ アア ッ プロー ド画面を開きます。

新しいフ ァームウ ェ アフ ァ イルを見つけ、 ア ッ プロー ド するシステムフ ァ イルをブ ラウズし ます。

図 6.45 フ ァームウ ェ アア ッ プロー ド

注記

メッセージファイルがアップロードされました。システムが再起動するまで
しばらくお待ちください。が表示された後、5分待ちます。
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6.13 現在の設定の表示
バッ チカウン ト 、 圧力制限、 ア クチュ エータ アセンブ リ数、 パワーサプ ラ イアセンブ リ数、 ス タ ッ ク
アセンブ リ数、 流量制御、 ラ ピ ッ ド ト ラバース距離、 ホール ド 圧力、 溶着圧力、 ト リ ガ タ イ プ、 ト リ
ガ距離を含む現在の設定を表示し ます。

図 6.46 現在の設定の表示
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6.14 診断
診断メ ニューは、 コール ド ス ター ト 、 ス タ ッ クの開始周波数の設定、 システムの診断に使用する こ と
ができます。

図 6.47 診断

診断画面は、 上下 ２ 領域に分割されています。 上部領域には、 診断パラ メ ータが設けられています。 下
部領域では、 以下のデータが 250 ミ リ秒ご との更新されます。

表 6.29 診断

日付 説明

F Memory （周波

数メ モ リ）

このバーグラ フは、 溶着サイ クル終了時に保存された周波数を示し ます。 パ
ワーサプ ラ イは、 この周波数で次のサイ クルが開始されます。

F Actual （周波数

実測値）
このバーグラ フは、 リ アルタ イムでス タ ッ クの運転周波数を示し ます。

RUN （運転中） 超音波エネルギがオンになっている こ と を示し ます。

シーク機能
ス タ ッ クの共振周波数を検知するために、 パワーサプ ラ イ を振幅 （5％） で作

動させている こ と を示し ています。

Clear （ク リ ア）
運転モー ド またはテス ト モー ド でオーバーロー ドが発生せず、 メ モ リがク リ
ア されたこ と を示し ます。

Store （保存）
システムの運転周波数がサイ クル終了時またはシーク終了時に メ モ リ に保存
されたこ と を示し ます。
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6.14.1 デジ タルチューニング

Digital Tune （デジ タルチューニング） ボタ ンを押し て、 オンまたは初期設定に切り替えます。 開始周

波数を設定するには、 これをオンに設定する必要があ り ます。

6.14.2 Start Frequency （開始周波数）

開始周波数を設定するには、 「開始周波数」 ボタ ンを押し ます。

6.14.3 Cold Start （コールド ス ター ト ）

コールド ス ター ト ボタ ンを押し て、 コールド ス ター ト 画面を開きます。

コール ド ス ター ト は、 溶着セ ッ ト ア ッ プ メ ニュの値を取り消し、 元の工場出荷初期設定の値を復元し
ます。 通常の運転および保守作業にコール ド ス ター ト を実施する必要はあ り ませんが、 以下の場合に
使用する と便利です。

• システムが適切に作動し ていないこ とが疑われる。

• 新しいセ ッ ト ア ッ プを実行する。

 

注記

ブランソンから指示を受けた場合を除き、この機能は使用しないでください。
ほとんどのアプリケーションでこのｌ機能は使用されません。

注記

実行するタイミングや接続されているアキュムレータおよび制御レベルに応
じて、コールドスタートには6秒から1分ほどかかる場合があります。

注記

コールドスタート手順を使用すると、現在のセットアップおよびシステム構
成メニュの一部のセットアップパラメータが削除されます。保持したいセッ
トアップがある場合は、それらを記録していることを確認してください。ご
使用の設定は、プリセットとして保存することができます。
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図 6.48 Cold Start （コールド ス ター ト ）

6.14.4 Actuator Cold Start （アクチュエータ コールド ス ター ト ）

Actuator Cold Start （アクチュエータ コールド ス ター ト ） ボタ ンを押し て、 アクチュエータ コールド ス

ター ト 画面を開きます。

コールド ス ター ト は、 BBR に保存されているばね定数テーブルの値を取り消し、 元の工場出荷初期設

定の値を復元し ます。 通常の運転および保守作業にア クチュ エータ コール ド ス ター ト を実施する必要
はあ り ませんが、 システムの校正を正し く 実行できない場合に実行する と便利です。

図 6.49 Actuator Cold Start （アクチュエータ コールド ス ター ト ）

注記

アクチュエータコールドスタート手順を使用することで、ばね定数設定が工
場出荷時初期設定に戻ります。
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6.14.5 Horn Signature （ホーンシグニチャ）

図 6.50 Horn Signature （ホーンシグニチャ）

6.14.5.1 Digital Tune （デジ タルチューニング）

Digital Tune （デジ タルチューニング） ボタ ンを押し て、 オンまたは初期設定に切り替えます。 開始周

波数を設定するには、 これをオンに設定する必要があ り ます。

6.14.5.2 Start Frequency （開始周波数）

開始周波数を設定するには、 「開始周波数」 ボタ ンを押し ます。

6.14.5.3 Start Scan （開始スキャ ン）

開始スキャ ンは、 容量性から誘導性のリ ア ク タ ンスまでのゼロ ク ロスオーバーで共振周波数を示し、
ホーン リ ア ク タ ンスのスキャ ンを生成し ます。 共振周波数が １ つのみある場合が理想的です。 画面に
は、 各点が 1/4 秒ご との更新間隔で示され、 「スキャ ン中 ...」 のテキス ト が表示されます。

図 6.51 スキャ ン中

ホーンシグニチャスキャ ンを中断する場合は、 中断スキャ ンボタ ンを押し ます。

結果は画面に表示されます。

注記

ブランソンから指示を受けた場合を除き、この機能は使用しないでください。
ほとんどのアプリケーションでこのｌ機能は使用されません。
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図 6.52 スキャ ン完了

Display Graph （グラ フ表示） ボタ ンを押し て、 これらのリ アク タ ンス値のグラ フ を表示させる こ とが

できます。

図 6.53 ホーンシグニチャグラ フ

6.14.6 ユーザ I/O 診断

この画面は、 1 秒ご とに更新されます。 入力が行われていない場合は、 サークル (LED) の色が赤色に

な り ます。 入力が行われている場合は、 対応する入力ピンのサークル (LED) の色が緑色にな り ます。

ユーザ出力は、 ボタ ン形式で赤色または緑色で表示されます。 出力が現在行われていない場合は、 ボ
タ ンは赤色で表示されます。 ユーザが出力をオンにするボタ ンを押すと、 ボタ ンの色は緑色に変わり
ます。
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図 6.54 ユーザ I/O 診断

 

注記

ユーザI/O機能診断は、ピン接続のテストに使用し、機能的には使用しませ

ん。

注記

SV出力は、両手押しボタンを押し続けている場合にのみ、テストすることが

できます。
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6.15 Horn Down （ホーンダウン）

ホーンダウンは、 治具が正し く セ ッ ト ア ッ プ されている こ と、 またパーツを溶着するためにホーンが
移動する必要があるアブ ソ リ ュー ト 距離が定義されている こ と を確認するために使用し ます。 Horn
Down （ホーンダウン） ボタ ンを押すと、 開始ボタ ンを押すこ とが可能で、 または機械的ス ト ッ プを使

用し て超音波な し にホーンダウンを設定し た位置に手動でオーバーラ イ ド する こ とができます。 ホー
ンが所定の位置に配置された後、 セ ッ ト ア ッ プを承認するため開始スイ ッ チを離すこ とができます。 

ホーンダウン メ ニュに入力を行 う たびに、 溶着加圧力およびダウンスピー ド 設定が溶着セ ッ ト ア ッ プ
から転送されます。

図 6.55 Horn Down （ホーンダウン）

ホーンダウン ク ラ ンプをオンにする と、 ス ター ト スイ ッ チが解除され、 Weld Results （溶着結果） ボ

タ ンが押されて開放されるまで、 ワーク ピースにホーンを保持し ます。 　  Retract （上昇） を押すと、

ホーンが上昇し、 ホーンダウン画面が維持されます。 

Horn Down Clamp Off （ホーンダウン ク ラ ンプオフ） を押すと、 ホーンはス ター ト スイ ッ チが保持され

ている間のみホーンが下方に維持されます。

圧力およびダウンスピー ド も このメ ニューから変更できます。

Save to Preset （プ リ セ ッ ト に保存） ボタ ンを押すと、 現在のプ リ セ ッ ト にホーンダウン圧力と ダウン

スピー ド を コ ピーする こ とができます。

警告

ホーンおよびベース表面から手を離していることを確認してください。
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6.16 Weld History （溶着履歴）

溶着履歴は、 パワーサプ ラ イまたは USB ステ ィ ッ クに保存された過去 10 万件の溶着データ ラ イ ンを

表示し ます。

図 6.56 Weld History （溶着履歴）

注記

USB Recall（USB呼び出し）およびUSB Setup（セットアップ）ボタンは、

USBスティックが挿入されている場合にのみ使用可能になります。

表 6.30 Weld History （溶着履歴）

日付

Cycle # （サイ クル） Pk Pwr (%) （ピークパワー）
Act Press (PSI) （アクチュエー

タ圧力）

User ID （ユーザ ID） Energy (J) （エネルギー） Freq Min (Hz) （最低周波数）

Part ID （パーツ ID） Velocity (in/s) （速度） Freq Max (Hz) （最高周波数）

Preset# （プ リ セ ッ ト ）
Weld Abs (mm) （溶着アブ ソ

リ ュー ト ）
Freq Start (Hz) （開始周波数）

Preset Rev （プ リ セ ッ ト 訂正）
Total Abs (mm) （ ト ータルアブ

ソ リ ュー ト ）
Freq End (Hz) （終了周波数）

Preset Valid （プ リ セ ッ ト 有効）
Weld Col (mm) （溶着コ ラ プ

ス）
Freq Chg (Hz) （周波数変化）
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Act Assem # （アクチュエータ

アセンブ リ）

Total Col (mm) （ ト ータルコ ラ

プス）

Cycle Time (s) （サイ クル実行

時間）

P/S Assem # （パワーサプ ラ イ

アセンブ リ）
Set Amp A (%) （振幅 A 設定）

Hold Force (lb) （ホールド加圧

力）

Stack Assem # （ス タ ッ クアセ

ンブ リ）
Set Amp Ｂ (%) （振幅 Ｂ 設定）

Time (s) （時間） Weld Force (lb) （溶着加圧力）

表 6.30 Weld History （溶着履歴）

日付
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6.17 プ リ セ ッ ト の保存 / 呼び出し

2000Xc Power Supply を特性のアプ リ ケーシ ョ ンで溶着するためにセ ッ ト ア ッ プ し、 設定をプ リ セ ッ

ト に保存する こ とができます。 最大 1000 件のプ リ セ ッ ト を保存する こ とができます。

Presets （プ リ セ ッ ト ） ボタ ンを押すと、 Save （保存）、 Recall （呼び出し）、 Clear （取り消し）、 Verify
（承認）、 USB Memory （USB メ モ リ）、 Validation （検証） ボタ ンが表示されます。

図 6.57 プ リ セ ッ ト の保存 / 呼び出し

6.17.1 プ リ セ ッ ト の保存

プ リ セ ッ ト を保存するには、 希望するプ リ セ ッ ト 番号までスク ロールし、 Save （保存） ボタ ンを押し

ます。

注記

保存/呼び出しプリセットメニューに入力を行う前に、常にパワーサプライ

で保存するパラメータ組合せのセッティングを設定します。

注記

USB Memory（USBメモリ）ボタンは、USBスティックが挿入されている場合

にのみ表示されます。
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図 6.58 保存

自動的に生成し た名前を付けてプ リ セ ッ ト を保存するには、 Automatically Name （自動名前付け） ボ

タ ンを押し ます。

Assign Name （名前の指定） ボタ ンを押し て、 １ ０ 桁の文字を使用し て希望する名前を入力し ます。

6.17.2 プ リ セ ッ ト の呼び出し

プ リ セ ッ ト を呼び出すには、 希望するプ リ セ ッ ト 番号までスク ロールし、 Recall （呼出し） ボタ ンを押

し ます。

表 6.31 プ リ セ ッ ト 命名規則

モー ド 名前

タ イム Tm = xxxxS

エネルギー En = xxxxJ

ピークパワー PP = xxx%

アブ ソ リ ュー ト Ab = xxx IN

コ ラ プス Cl = xxx IN

グラ ン ド デ ィ テ ク ト GD = xxxS

注記

選択されたプリセット番号が既に保存されている場合、上書き画面が表示さ
れます。
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6.17.3 プ リ セ ッ ト の取り消し

プ リ セ ッ ト を取り消すには、 希望するプ リ セ ッ ト 番号までスク ロールし、 Clear （取り消し） ボタ ンを

押し ます。

6.17.4 プ リ セ ッ ト の承認

プ リ セ ッ ト を承認するには、 希望するプ リ セ ッ ト 番号までスク ロールし、 Verify （承認） ボタ ンを押し

ます。

6.17.5 USB メ モ リ

プ リ セ ッ ト を USB ステ ィ ッ クに保存するには、 USB Memory （USB メ モ リ） ボタ ンを押し ます。

図 6.59 USB メ モ リ

プ リ セ ッ ト をパワーサプ ラ イから USB ステ ィ ッ クにコ ピーするには、パワーサプ ラ イ リ ス ト で希望す

るプ リ セ ッ ト 番号までスク ロールし、 Copy > （コ ピー） ボタ ンを押し ます。

プ リ セ ッ ト を USB ステ ィ ッ クからパワーサプ ラ イにコ ピーするには、 USB メ モ リ リ ス ト で希望する

プ リ セ ッ ト 番号までスク ロールし、 < Copy （コ ピー） ボタ ンを押し ます。

USB ステ ィ ッ クで選択し たプ リ セ ッ ト を削除するには、 Delete （削除） ボタ ンを押し ます。

保存する前に現在のセ ッ ト ア ッ プを表示するには、 View Preset （プ リ セ ッ ト 表示） ボタ ンを押し ます。

パワーサプ ラ イから USB ステ ィ ッ クへすべてのプ リ セ ッ ト を コ ピーするには、 Copy All （すべて コ

ピー） ボタ ンを押し ます。

注記

サイクルが進行中の場合、プリセットの呼び出しは行えません。
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6.17.6 検証

プ リ セ ッ ト を検証するには、 希望するプ リ セ ッ ト 番号までスク ロールし、 Validation （検証） ボタ ンを

押し ます。 Validate （検証する） ボタ ンを押し て、 検証済みまたは未検証間を切り替えます。 検証され

たプ リ セ ッ ト とは、 スーパバイザまたはエグゼク テ ィ ブユーザが現在の溶着にプ リ セ ッ ト が要件を満
た し ている こ と を認めたこ と を示し ています。 検証済みのプ リ セ ッ ト で変更が行われる と、 このプ リ
セ ッ ト は未検証にな り ます。

図 6.60 プ リ セ ッ ト 検証

Lock （ロ ッ ク） ボタ ンを押し て、 検証し たプ リ セ ッ ト をロ ッ ク し ます。 ロ ッ ク し たプ リ セ ッ ト は、 スー

パバイザまたはエグゼク テ ィ ブユーザのみが変更できます。

注記

プリセットの検証を変更する前に、理由を入力する必要があります。
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6.18 シーケンスプ リ セ ッ ト
プ リ セ ッ ト 番号のリ ス ト のシーケンスプ リ セ ッ ト は、 定義された順序で実行されま う ｓ 。 リ ス ト には
2 ～ 16 のプ リ セ ッ ト が含まれています。 ノ ンセ ッ ト ア ッ プアラームが生じ た場合、 シーケンスはア

ラームが発生し た箇所から再ス ター ト または続行させる こ とができます。

図 6.61 シーケンスプ リ セ ッ ト

Sequencing （シーケンス） ボタ ンを押し て、 オン とオフ間を切り替えます。

Erase Sequence （シーケンスを削除） ボタ ンを押し て、 シーケンス全体を削除し ます。

6.18.1 シーケンスの定義 / 編集

Define/Edit Sequence （シーケンスの定義 / 編集） ボタ ンを押し て、 プ リ セ ッ ト を実行するシーケンス

を定義し ます。

図 6.62 USB メ モ リ
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プ リ セ ッ ト をパワーサプ ラ イから シーケンス リ ス ト に追加するには、 プ リ セ ッ ト リ ス ト で希望するプ
リ セ ッ ト 番号までスク ロールし、 Insert （挿入） ボタ ンを押し ます。 プ リ セ ッ ト は、 選択されたシーケ

ンス番号で挿入されます。

プ リ セ ッ ト をシーケンスから置き換えるには、 プ リ セ ッ ト リ ス ト で希望するプ リ セ ッ ト 番号までス ク
ロールし、 Replace （置き換え） ボタ ンを押し ます。 プ リ セ ッ ト は、 選択されたシーケンス番号で置き

換えられます。

Delete （削除） ボタ ンを押し て、 選択し たシーケンス番号を削除し ます。
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6.19 校正
圧力センサーおよび S ビームロー ド セルのフ ォース読み出し システムの校正には、 校正メ ニューを使

用し ます。 ア クチュ エータの校正は、 ブース タ、 ホーン、 レギュ レータ圧力を変更する場合に必要と
なる場合があ り ます。 システムに初回電源投入し た際、 またはス タ ッ ク重量で 2.23 ｋ ｇ 以上の変化が

コ ン ト ローラ で検知された場合、 ア クチュ エータの校正を行 う プロンプ ト が表示されます。 センサー
の校正は工場出荷時に設定されてお り、 システムの寿命に対応し ています。 規制要件に準拠し てセン
サー作動させる場合は、 所定のスケジ ュールおよびブ ラ ン ソ ンの基準に従っ てセンサーを校正し て く
だ さい。 センサーの構成に関する詳細情報は、 1.4 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法に表示されている

ブ ラ ン ソ ンのテ クニカルサポー ト にお問い合わせ く だ さい。

 

図 6.63 校正

6.19.1 Cal Actuator （Act 校正）

ス ター ト スイ ッ チを使用し て W/Start Switches （溶着開始スイ ッ チ） ボタ ンを押し、校正を開始し ます。

値の手動オーバーラ イ ド を使用し て、 W/Manual Override （溶着手動オーバーラ イ ド） ボタ ンを押し、

校正を行います。

図 6.64 Cal Actuator （Act 校正）

警告

続行する前に、ホーンおよびベース表面から手を離していることを確認して
ください。使用中の画面に関係なく、ホーンはベース表面に急に加速されま
す。

注記

速度は検証に使用されません。
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6.19.2 コールフルシステム

注記

コールフルシステムには、重要なテスト機器が必要となります。この作業は、
必ず有資格の要員が実施します。この校正に関する特定の情報については、
最寄のブランソン営業者までお問い合わせください。
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6.20 USB
溶着履歴、溶着セ ッ ト ア ッ プ、イベン ト 履歴、ユーザ ID テーブルを PDF 形式で挿入し た USB ステ ィ ッ

クにコ ピーし、 ス ト リ ー ミ ングデータ セ ッ ト ア ッ プのア クセスを行 う ためにこのメ ニューを使用し ま
す。

図 6.65 USB

6.20.1 Copy Now （すぐにコ ピー）

Weld History （溶着履歴） 、 Weld Setup （溶着セ ッ ト ア ッ プ） 、 Event History （イベン ト 履歴） または

User ID Table （ユーザ ID テーブル） ボタ ンを押し て、関連するデータ を挿入されている USB ステ ィ ッ

クにコ ピーし ます。

図 6.66 Copy Now （すぐにコ ピー）

PDF データは、 パワーサプ ラ イシ リ アルナンバーで名前付けされてフ ォルダーに保存されます。 フ ァ

イルが USB ステ ィ ッ クに保存する際に、 フ ァ イルのデータが生成されます。

要求 さ れたデー タ が正常に コ ピー さ れたかが メ ッ セージのよ っ てユーザに表示 さ れます。 USB ス

テ ィ ッ クにデータ を正常にコ ピーし た後に、 スーパバイザまたはエグゼク テ ィ ブユーザがパワーサプ
ラ イから溶着履歴およびイベン ト 履歴を削除する こ とができます。 パワーサプ ラ イからデータ を削除
する前に、 2 回削除を確定する必要があ り ます。

注記

このオペレーション中は、溶着は行えません。
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図 6.67 データの削除

6.20.2 Streaming Data Setup （データ取り込み設定）

この選択によ り、 どのデータ を自動的に USB ステ ィ ッ クに保存し、 データ を保存する頻度を定義し ま

す。

図 6.68 Streaming Data Setup （データ取り込み設定）
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6.21 Alarm Log （アラームログ）

アラームログの表示。 詳細情報は付録 B: アラームを参照 く だ さい。

図 6.69 Alarm Log （アラームログ）

表 6.32 Alarm Log （アラームログ）

日付 説明

Alarm# （アラーム #） アラーム番号。

Date （日付） アラームが登録された日付。

Time （時間） アラームが登録された時間。

Alarm ID （アラーム ID） イベン ト に関連し たアラーム ID。

Cycle# （サイ クル #） アラームが登録された溶着サイ クル番号。

User ID （ユーザ ID） アラーム発生時のユーザ ID。

Preset# （プ リ セ ッ ト #） アラーム発生時のプ リ セ ッ ト 番号。

Rev Num （改定番号） アラーム発生時のプ リ セ ッ ト 改定番号。

Act Assem # （アクチュエータ アセンブ リ） アクチュエータ アセンブ リ番号。

P/S Assem # （パワーサプ ラ イアセンブ リ） パワーサプ ラ イアセンブ リ ナンバー。
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6.22 Event History （イベン ト 履歴）

イベン ト 履歴ログの表示。 詳細情報は付録 C: イベン ト を参照 く だ さい。

図 6.70 Event History （イベン ト 履歴）

Details （詳細） ボタ ンを押し て、 選択し たイベン ト の説明および理由を表示し ます。

表 6.33 Event History （イベン ト 履歴）

名前 説明

Event# （イベン ト #） イベン ト 番号。

Time （時間） イベン ト が登録された時間。

Date （日付） イベン ト が登録された日付。

P/S S/N （パワーサプ ラ イ S/N） パワーサプ ラ イシ リ アルナンバー。

User ID （ユーザ ID） イベン ト 発生時のユーザ ID。

Preset# （プ リ セ ッ ト #） イベン ト 発生時のプ リ セ ッ ト 番号。

新規改定 新規改定。
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6.23 ログイ ン
2000Xc は、 以下のデフ ォル ト ユーザ ID およびパスワー ド で出荷されています :

ユーザ : ADMIN

パスワー ド ： 123456Aa#

初回ログイ ン時には、 このユーザ ID とパスワー ド を入力する必要があ り ます。 初回ログイ ン後、 シス

テムはユーザ ADMIN に新しいパスワー ド を作成するよ う に要求し ます。

電源が投入された場合、 またはユーザがメ イ ン メ ニューでログイ ンボタ ンを押すたびにログイ ン画面
が表示されます。

  

図 6.71 ログイ ン

注記

設定したパスワードとユーザIDを記録してください。

注記

バックアップ用に複数のエグゼクティブレベルユーザを作成します。

注記

現在ログインされているユーザは、メインメニューのシステム情報画面に表
示されます。
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図 6.72 ログイ ン

6.23.1 パスワー ドの変更

初回ログイ ンを行った後、 パスワー ド変更のプロンプ ト が表示されます。

図 6.73 パスワー ドの変更

注記

パスワードには、少なくとも1文字の大文字、１つの数字、１文字の小文字、

1つの特殊記号がそれぞれ含まれていなければなりません。パスワードの最低

文字数は8文字で、最大文字数は10文字です。
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6.23.2 Password Recovery （パスワー ド復旧）

イベン ト の際は、 エグゼク テ ィ ブレベルユーザはシステムにログイ ンできず、 PRK （パスワー ド 復旧

キッ ド） を使用し て、 権限チ ェ ッ ク を有効にし、 エグゼク テ ィ ブレベルユーザパスワー ド と ID を復旧

する こ とができます。 PRK は、 2000Xc パワーサプ ラ イの背面に差し込む ド ングルです。 これはブ ラ

ン ソ ンから購入いただけます。 Item 番号 101-063-1089。

• 2000Xc パワーサプ ラ イのシャ ッ ト ダウン

• PRK をパワーサプ ラ イ背面の I/O コネク ターに差し込みます。

• 2000Xc パワーサプ ラ イの電源をオンにし ます。

• 権限チ ェ ッ クがこれで 「いいえ」 に設定され、 ユーザは権限レベルまたはパスワー ド で制限される こ とがな
く な り ます。

• システム構成 / ユーザ ID テーブルにナビゲー ト し、 ユーザエグゼク テ ィ ブアカウン ト を有効にし、 ユーザ ID
とパスワー ド を表示し ます。

• 権限チ ェ ッ ク を再び 「はい」 に設定し ます。

• PRK を取り外し、 電源をオフにし ます。
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6.24 グラ フ
6 つのパラ メ ータのグラ フ を表示するには、 グラ フ表示画面にアクセス し ます。 パワー、 振幅、 速度、

周波数、 加圧力、 コ ラ プス距離。

図 6.74 グラ フ

グラ フ を表示するには、 グラ フ表示ボタ ンを押し ます。

図 6.75 View Graph （グラ フ表示）

注記

X スケール = *** 自動スケールがオンに設定されている場合。
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7.1 アクチュエータ制御部
本章では 2000Xc アクチュエータ を使用し て溶着サイ クルを行う方法について説明し ます。 各種条件

の設定および変更方法の詳細は、 「2000Xct パワーサプ ラ イ取扱説明書」 をご覧 く だ さい。  

2000Xc アクチュエータはパワーサプ ラ イによ って制御されます。 アクチュエータは、 パワーサプ ラ イ

へ溶着サイ クルのモニ タ リ ング ・ データ （速度、 加圧力など）、 ステータ ス情報、 およびアラーム情報
を送信し ます。 パワーサプ ラ イはア クチュ エータへ運転パラ メ ータ を送信し、 溶着サイ クルの開始お
よび終了の方法と時期を確定し ます。 設定モー ド 中は、 ア クチュ エータは距離、 加圧力および圧力に
関する情報をパワーサプ ラ イへ送り続けます。 調整、 テス ト 、 操作指示については、 章 5: パワーサプ

ラ イの運転を参照 く だ さい。

警告

アクチュエータの設定および運転を行う場合には、 以下の注意を守って く だ
さい。

• ホーンの下に手を入れないで く だ さい。 ホーン駆動時の加圧力と超音波振動によ っ
て負傷する恐れがあ り ます。

注意

溶着サイ クル中、 被溶着物が可聴周波数帯域で振動する こ とがあ り ます。 こ
の場合、 作業者は耳栓などの保護器具を使用し て障害の危険性を防止し て く
だ さい。 振動中のホーンが、 ベースや治具の金属部分に直接触れないよ う に
し て く だ さい。

警告

大型ホーンを使用する場合、ホーンと治具の間に指を挟まないように注意し
てください。オプションのガードに関する詳細は、弊社のお客様担当者へお
問い合わせください。
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7.2 アクチュエータの初期設定
ア クチュ エータの動作はパワーサプ ラ イによ っ て制御されますが、 ア クチュ エータ自体にも以下に示
す機能が装備されています。 アクチュエータには以下の機能が実装されています。

• 圧縮エア供給

• メ カニカルス ト ッ プ

• アクチュエータ位置および治具上高さの調整 （ホーンス ト ロークの調整）

• 非常停止 （ベース上に装備。 自動機の場合は、 ユーザ I/O 信号と通じ て制御。）

これらの機能は、 いずれもアクチュエータの動作に影響を与えます。

7.2.1 空気圧の調整および空気圧イ ンジケータ

工場のエア供給源が接続される と、 アクチュエータ内のレギュ レータに圧縮エアが供給されます。

圧力を低 く 設定し ておいて く だ さ い。 圧力設定を低 く し てお く こ と で、 正し く 接続されていない場合
のホーンの不慮の動作を最小限に抑える こ とができます。 新規導入時、 または未確認の装置のセ ッ ト
ア ッ プを行う場合は、 通常圧力設定を約 138 ～ 172 kPa （20 ～ 25 psi） で作業し ます。

注意

供給元のエアが遮断された り、 ダンプバルブが作動し た場合、 継続し たエア
圧力によ り アクチュエータが低い位置に留まる場合があ り ます。 この時手や
指が挟まれないよ う に、 ホーンや駆動部周辺からは必ず手を離し、 木製また
は軟質素材のブロ ッ クなどを利用し てホーンが不慮の動作を し ないよ う に固
定し て く だ さい。

注意

アクチュエータに供給される圧縮エアが、 システムの圧力設定の最大値
690 kPa (100 psi) を超える と、 システムに恒久的な損傷を与えた り、 作業者

が負傷する可能性があ り ます。 アクチュエータ と供給側元エアの接続を脱着
する前に、 圧力は最小値に設定し ておいて く だ さい。
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7.2.2 圧縮エア供給

圧縮エア供給がオンにな っ てお り、 ア クチュ エータの圧縮エアレギュ レータ に空気圧が供給されてい
る必要があ り ます。 供給エアの圧力が低過ぎる （241 kPa (35 psi) 未満） 場合、 システムは信頼できる

溶着サイ クルや運転を実行できません。 供給される圧縮エアは、 コ ンバータの冷却エアにも使用され
ます。 

特に高加圧が要求されるアプ リ ケーシ ョ ンを行 う 場合、 溶着結果に顕著な影響を受ける場合があ り ま
す。

7.2.3 ダウンスピー ド コ ン ト ロール

ダウンスピー ド コ ン ト ロールは、 ホーンの下降速度を制御し ます。 加工速度は、 被加工物に加え られ
る加圧力の立ち上がり に顕著な影響を及ぼすため、 結果的に製品の溶着品質にも影響が及びます。

7.2.4 アクチュエータの高さ調整 （ホーンス ト ローク調整）

ホーンキャ レ ッ ジ部はアクチュエータのリ ニアスラ イ ド機構に接続され、上下に駆動し ます。アクチュ
エータは、 コ ラムで上下に調整する こ と も できます。 治具と ホーン間の距離は、 ア クセスおよび被加
工物の取外しが簡単かつ迅速に行えるよ う にする必要があ り ます。 

• 最小ス ト ロークは約 3.2 mm (1/8”) 以上です。

• 最大ス ト ロークは約 95 mm (3-3/4”) 以下で、 ホーンが被加工物に接触し、 ダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルー機構

が確実に作動する距離に調整し て く だ さい。

安定し た溶着結果は、 ホーンス ト ロークが約 6 mm (1/4”) 以上の時に得られます。 これは、 距離が短い

程システムの他のコ ンポーネン ト の影響を受け、 また溶着時に被加工物に加わる加圧力が適切に立ち
上がる こ とができるからです。

注記

供給側圧縮エアは、 システムの最大要求仕様を上回っている必要があ り ます。
エア供給システムは、 接続先のすべての機器に適切な圧縮エアを供給できる
よ う に十分な容量を維持し なければな り ません。 連続的にエアフ ローを使用
するアプ リ ケーシ ョ ンなどでは、 場合によ ってはアキュムレータ を使用する
必要があ り ます。

注記

初期セ ッ ト ア ッ プでは、 ダウンスピー ド を 25.4 ～ 50.8 mm/s （1 ～ 2 in/s） 程

度に設定し て く だ さい。
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7.2.5 メ カニカルス ト ッ プ

メ カニカルス ト ッ プは、 ア クチュ エータが駆動するホーンの下降移動量を制限する機構で、 最大でア
クチュエータのフルス ト ローク長まで調整可能です。 メ カニカルス ト ッ プの位置調整は、アクチュエー
タ正面下部のス タ ッ クの右側にある調整用ノ ブで行います。 また、 ア クチュ エータ右側側面にはメ カ
ニカルス ト ッ プの位置を示す、 目盛付き表示部があ り ます。 

メ カニカルス ト ッ プは、 治具にワーク （被加工物） がセ ッ ト されていない状態でホーンが下降し た場
合などに、 ホーン と治具が直接接触する こ と を防止するための機構です。 メ カニカルス ト ッ プには精
密な位置調節能力があ り ませんので、 この機構を主体と し たコ ラ プス制御などの溶着距離制御は行わ
ないで く だ さい。 ホーンから治具までの重要な距離制御には、 「 ミ ッ シングパーツ」 機能も使用する こ
とができます。

初期設定時では、 少な く と も 6 mm 以上のホーンス ト ロークが確保できるよ う に メ カニカルス ト ッ プ

を設定し、 ただ し、 メ カニカルス ト ッ プの調整位置は最大ホーンス ト ローク長まで設定する こ とがで
きます。

メ カニカルス ト ッ プの調整手順 ：

7.2.6 非常停止

非常停止は溶着サイ クルを直ちに中断し、 ホーンを原位置に戻し て、 ア クチュ エータ とパワーサプ ラ
イが稼働し ないよ う に抑制するユーザ側の制御です。 ただ し、 非常停止状態にな っ て も システムの電
力はカ ッ ト オフ されません。 非常停止状態になる と、 パワーサプ ラ イはア ラーム音の発生と共に非常
停止である こ とのメ ッ セージをデ ィ スプレ イに表示し ます。 非常停止ボタ ンを回し て、 システムを リ
セ ッ ト する こ とができます。

表 7.1 メ カニカルス ト ッ プ

ステ ッ プ 手順

1 手動ダンプバルブを作動させ、 ホーンが治具の直上に来るまで手動でキャ レ ッ ジを下
げます。

2

ホーンが治具まで到達せずに、 最大ス ト ローク長 （約 100 mm (4 in) ） に満たない距離

で メ カニカルス ト ッ プによ り止まって し ま う場合は、 ロ ッ ク リ ングを完全に緩め、 希
望する位置になるまで メ カニカルス ト ッ プの調整ノ ブを時計回り に回し ます。

一方、 メ カニカルス ト ッ プに接触する前にホーンが希望する位置に達する場合は、 調
整ノ ブを反時計回り に回し てス ト ッ プ位置がキャ リ ッ ジに接触するよ う に調整し ます。

3 ホーンの高さ を点検し、 必要に応じ て メ カニカルス ト ッ プ位置の調整を行います。

4
希望する設定が確保されたら、 ロ ッ ク リ ングを締め付けます。 運転中に振動などで メ
カニカルス ト ッ プの位置が変化し ないよ う に、 調整ノ ブはロ ッ クナ ッ ト で必ず固定し
て く だ さい。

5 治具にワーク （被加工物） をセ ッ ト し、 空気圧を リ セ ッ ト し て、 テス ト 溶着を行います。

6 溶着時にホーン とワークに設定通りの加圧力が十分加わっている こ と を確認し ます。
加圧力が不十分な場合はメ カニカルス ト ッ プを再調整し ます。

注記

ダイナ ミ ッ ク フ ォ ロースルーのため、 ス ト ロークの下端から上方約 6 mm (1/
4”) の範囲に入らないよ う にし て く だ さい。
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7.3 アクチュエータの運転
2000Xc アクチュエータの制御部に関する詳細は、 2.5 アクチュエータ制御部およびイ ンジケータ を参

照 く だ さい。

2000Xc アクチュエータの運転手順 :

製品の溶着品質が検査に合格し ない場合は設定された溶着条件を再検討し、 品質デー タ と溶着結果
デー タ に基づき、 必要に応じ て設定値の変更を行います。 設定パラ メ ー タは一度に複数を変更せず、
データ を確認し ながらパラ メ ータ をひとつずつ変更し、 効率的で最良の溶着品質が得られるまで検証
し ます。

表 7.2 アクチュエータの運転

ステ ッ プ 手順

1
使用するアプ リ ケーシ ョ ンがブ ラ ン ソ ンアプ リ ケーシ ョ ン ラボラ ト リーで分析され
た場合は、 ブ ラ ン ソ ン ラボレポー ト を参照し て適切な設定を確認するか、 または 章
5: パワーサプ ラ イの運転を確認し ます。

2 ホーンが治具に接触し ないよ う に、 メ カニカルス ト ッ プを適切に調整し ます （調整
方法の詳細は、 7.2.5 メ カニカルス ト ッ プ を参照し て く だ さい）。

3 非常停止ボタ ンが押されていないこ と を確認し ます。

4 ワーク （被加工物） を治具の所定の位置にセ ッ ト し、 両側のス ター ト スイ ッ チを同
時に長押し し続けます。

5 ホーンが下降し、 ワークに接触し ます。

6 ホーンがワーク を加圧し始め、 S ビームロー ド セルが作動し ます。

7
超音波発振が開始されます。 パワーサプ ラ イのバーグラ フ イ ンジケータが負荷に応
じ たパワー表示を し ます。 （通常は 25 ～ 100 % の範囲で表示されます。） 発振が開始

されたらス ター ト スイ ッ チから手を離し ても構いません。

8 設定された条件に応じ た溶着工程が終了する と、 超音波が停止し、 ホールド工程に
移行し ます。

9 ホールド工程が終了する と、 ホーンは自動的に原位置に戻り、 治具から製品を取り
出すこ とができます。

10 著機パラ メ ータ を使用し て複数の被加工物を溶着し、 希望する特性を確認し ます。
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7.4 安全回路アラーム
溶着機内の安全制御システムは、 システムの安全関連コ ンポーネン ト が正し く 動作し ているか常に監
視し ます。 このシステムが故障状態を検知する と、 運転は中断され、 システムは直ちに安全な状態に
移行し ます。 安全システム警報を伝えるため、 電力イ ンジケータのラ イ ト が点滅し ます。

安全回路アラームの ト ラ ブルシューテ ィ ングを行う には、 以下の手順を実行し ます。

1. アクチュエータの背面にある START コネク タにス ター ト ケーブルの D-sub9 ピン コネク タが適切に接続され

ている こ と を確認し ます。

2. 一旦パワーサプ ラ イの主電源をオフにし、 再び電源を投入し てシステムを リ セ ッ ト し ます。

3. アラームが解除されずに継続する場合は、 最寄のブ ラ ン ソ ン営業所のカス タ マ･サービスセン ターまでご連絡

く だ さい。  1.4 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法を参照 く だ さい。



188 100-412-234JA REV. 11



100-412-234JA REV. 11 189

章 8: 保守

8.1 校正  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 190
8.2 定期および予防保守 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 191
8.3 部品リ ス ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 195
8.4 パワーサプ ラ イ部品リ ス ト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 198
8.5 回路  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 201
8.6 ト ラ ブルシューテ ィ ング  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 202
8.7 サービスイベン ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 204
8.8 部品の交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 206



190 100-412-234JA REV. 11

8.1 校正
本製品は、 一般的な定期校正は基本的に必要あ り ません。 ただ し、 FDA の適正製造規範などの定期校

正が義務付けけられた法的規制の要求従っ て運用されている場合は、 そのスケジ ュールと一連の基準
に従っ て機器を校正し なければな ら ない場合があ り ます。 詳細については、 弊社のお客様担当者、 ま
たは最寄のブ ラ ン ソ ン営業者までお問い合わせ く だ さい。

標準アクチュエータ校正、 センサ校正の工場出荷時初期設定へのリ セ ッ ト については、 5.19 校正を参

照 く だ さい。
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8.2 定期および予防保守
 

以下の予防保全対策を実施する こ と で、 お手持ちのブ ラ ン ソ ン 2000Xc シ リーズ装置を長期にわたっ

て運転し ていただけます。

8.2.1 機器の定期的なお手入れ

定期的に本体から電源を取り外し、カバーを外し て中に詰まった埃や破片を吸いだ し て く だ さい。フ ァ
ンブレー ド やモータ、 ト ラ ンジス タ、 ヒー ト シン ク、 変圧器、 配電盤、 冷却用吸気口、 排気口に付着
し た物質を取り除いて く だ さ い。 埃の多い環境では、 フ ィ ルタ を電源装置の冷却フ ァ ンに追加できま
す。 定期的にエアサプ ラ イから送気管を取り外し、 エア フ ィ ルタ を開けて素子やボウルを石けんと水
で掃除し て く だ さ い。 外部カバーは、 中性洗剤と水の溶液に浸し たスポンジまたは布を使っ て掃除で
きます。 ユニ ッ ト に洗浄液が入ら ないよ う に注意し て く だ さ い。 ハン ド ル、 ハー ド ウ ェ ア、 メ イ ン コ
ラムなどの外気にさ ら された鋼面には、多湿部分に錆が付着し ないよ う に WD-40 などの薄い油膜が必

要になる場合があ り ます。

警告

保守作業を実施する場合には、必ず機器の電源プラグには、ロックアウト/
タグアウト用のカバーを使用して、適切な安全対策を実施してください。

警告

溶着システムの保守を行う場合は、他の自動運転システムが作動していない
ことを確認してください。

注記

タ ッ チスク リーンの清掃が必要な場合は、 水で薄めた中性洗剤を含ませた柔
らかい布で表面を傷付けないよ う に丁寧に拭き、 続いて乾いた柔らかい布で
残った水分を拭き取り ます。 これらの部分の清掃には溶剤またはアンモニア
などを絶対に使用し ないで く だ さい。 パワーサプ ラ イ内部へ洗浄液が浸入す
る こ とがない様に、 洗浄液は一度に大量に使用し ないで く だ さい。
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8.2.2 ス タ ッ ク （コ ンバータ、 ブース タ、 およびホーン） の再調整

超音波ス タ ッ クは、 構成部品 （コ ンバータ、 ブース タ、 ホーン） 同士の各合わせ面を適切な状態に保
つこ と で常に最大効率で機能させる こ とができます。 20 kHz および 30 kHz 用のス タ ッ クでは、 基本

的にホーン と ブース タ間、 およびブース タ と コ ンバータ間にはブ ラ ン ソ ン Mylar ワ ッ シャ を必ず挿入

し ます。 ワ ッ シ ャが切れた り、 穴が開いた り し た場合は直ちに新し い物と交換し て く だ さ い。 Mylar
ワ ッ シャ を使用し たス タ ッ クは、 3ヶ月ご とに点検する こ とが推奨されています。

40 kHz モデルならびに一部の 20 kHz モデル用ス タ ッ クで合わせ面にシ リ コ ング リ スを使用し ている

場合は、 摩耗やフ レ ッ チング腐食を防止するために定期的な点検および再調整作業を実施し て く だ さ
い。 シ リ コ ング リ スを使用し たス タ ッ クは、 腐食が生じ ていないか ２ 週間ご と に点検する こ とが推奨
されています。 特定のス タ ッ クについては、 実際の環境である程度の経験を得た後、 必要に応じ て点
検間隔を延長し た り、 短縮する こ とができます。 ス タ ッ クの適切な合わせ面再調整の手順については、
以下の手順を参照し て く だ さい。

合わせ面再調整手順 ：

1. ス タ ッ ク をアクチュエータから取り外し ます。

2. ス タ ッ ク を分解し て、 コ ンバータ、 ブース タ、 ホーンをそれぞれ単体の状態にし ます。 以下の規則に従って く
だ さい。

ス タ ッ ク を分解する必要がある場合は、 必ず適切なスパナレンチ と ソ フ ト フ ェ イスバイスを使用し て
ホーン、 ブース タ を取り外し、 本章前述の手順と逆のステ ッ プで分解し て行きます。 

3. 各合わせ面を清潔で柔らかい布またはペーパータオルで拭き取り ます。

4. 各合わせ面の状態を確認し ます。 合わせ面にフ レ ッ チング腐食、 または硬 く 黒色の付着物がある場合は、 再調
整を行います。

注記

超音波ス タ ッ ク構成部品 （コ ンバータ ブース タ、 ホーン） の各合わせ面の平
面が出ていない、 フ レ ッ チング腐食で表面が荒れている、 組み付け不良で合
わせ面同士の接触状態が悪いなどの不具合は、 溶着システムの運転効率に多
大な影響を与えます。 合わせ面同士の接触状態が悪いと電力が浪費され
（ワ ッ ト ロスの増大）、 正常な超音波振動のチューニングが難し く な り ます。
また多 く の場合では異音や騒音が発生し、 コ ンバータ を損傷させる可能性が
あ り ます。

警告

スタックを分解する際、コンバータのハウジング部、およびブースタのフラ
ンジリングをバイスなどに挟んで固定しないでください。

注記

矩形または長方形のホーン、 あるいは他の方法では取り外せないホーンの取
外しには、 軟質金属製 （真鍮またはアル ミ ニウム） の保護パッ ド などを取り
付けたバイスを使用し て、 5.8 超音波ス タ ッ クの組み立てに記載されている逆

の手順で行います。
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5. 合わせ面の状態が良好な場合は、 ステ ッ プ 13 へ進みます。

6. 必要に応じ てホーン、 またはブース タに取り付けられたス タ ッ ド を取り外し ます。

7. 番手 #400 の （またはそれよ り細かい） 未使用の紙やすり を清潔で凹凸のない平面にテープで貼り付けます。

板ガラスが適し ています。

8. 合わせ面を紙やすりの上に載せます。部品の下の方をつかみ、紙やすり上で部品を一方向へ直線状に往復させ
て研磨し ます。 この時、 紙やすりへ過度に押し付けないで く だ さい。 部品の重量だけで十分な圧力がかかり ま
す。

9. この要領で合わせ面を 2 往復させて研磨し ます。 続いて研磨方向に対し て合わせ面を 120° 回転させ、 同様に

2 往復研磨し ます。

10. さ らに 120° 回転させ、 2 往復研磨し ます。

11. 合わせ面の状態を再確認し、 表面が清潔で滑らかになるまでステ ッ プ 8 ～ 10 を繰り返し ます。 ただ し再調整

するパーツでこのステ ッ プを 3 回以上繰り返さ ないで く だ さい。

12. 各部のねじ穴を清潔な布またはペーパータオルで掃除し ます。

13. ス タ ッ ド ボル ト を取り外し た場合は、新しい物に交換し ます。3/8-24 ス タ ッ ド ボル ト を締付け ト ルク 32.77 Nm
で締め付けます。 1/2-20 ス タ ッ ド ボル ト を締付け ト ルク 50.84 Nm で締め付けます。 M8x1-1/4 ス タ ッ ド ボル

ト を締付け ト ルク 7.9 Nm で締め付けます。

14.  に記載されている手順に従って、ス タ ッ ク を再度組み立て、アクチュエータ を据え付けます 5.8 超音波ス タ ッ

クの組み立て。

注記

ただ し、 一方向当り 2 往復以上研磨し ないで く だ さい。 また、 各研磨方向は

同じ回数だけ往復させて く だ さい。

注記

ブ ラ ン ソ ン純正 ト ルク レンチまたはそれに相当する工具を使用する こ と をお
勧めし ます。 20 kHz モデルの場合は Item 番号 101-063-617、 40 kHz モデル

の場合は 101-063-618 です。

注意

規定の締め付け ト ルクに従わなかった場合、 ス タ ッ ド ボル ト の緩み、 または
締め過ぎによる破断の原因と な り、 システムが過負荷状態になる可能性があ
り ます。 締付けにはブ ラ ン ソ ン純正の ト ルク レンチ、 またはそれらに相当す
る工具を使用する必要があ り ます。
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8.2.3 部品の定期交換

特定部品の耐用年数は、 溶着サイ クル数、 あるいは運転時間に基づいて決められています。 （例えば、
パワーサプ ラ イの冷却フ ァ ンは 20,000 時間で交換が必要です。） 表 8.1 は、 部品の交換時期を表す平

均サイ クル数を示し ます。 ア クチュ エータの部品交換時期を決定する参考に し て く だ さ い。 また、 運
転時の周囲の環境温度も部品の耐用年数に影響を与えます。 環境温度が高いほど、 部品交換までの時
間とサイ クル数が少な く な り ます。 下表は装置を 22 ～ 24 ℃ （72 ～ 75°F） の環境下で運転し た と き

を想定し た値です。

また空圧系統に使用される部品の耐用年数は、 供給される圧縮エアの質によ っ て影響を受けます。 す
べてのブ ラ ン ソ ン超音波溶着システムは清浄で乾燥し た圧縮エアが必要です。 供給される圧縮エアに
水分や油分が混入する と、 空圧系統の部品の耐用年数が短 く な り ます。 下表は、 本書で規定された要
求を満た し た圧縮エアが平均的に供給された場合を想定し た値です。

参考 ：

1. 1 分間 60 サイ クル、 1 日 8 時間、 週に 5 日間、 年 50 週でシステムを運転し た場合、 2000 時間で約 720 万サ

イ クルと な り ます。

2. 同じ システムを 1 日 24 時間、 週に 5 日間、 50 週間運転し た場合、 6000 時間で 2,160 万サイ クルと な り ます。

3. 1 日 24 時間、 年 365 日では、 8760 時間で 3,150 万サイ クルと な り ます。

予防保守で交換し た部品は、 通常の使用であっ て も摩耗、 劣化し ます。 これらの部品の交換は保証の
対象外と な り ます。

表 8.1 部品の定期交換

サイ クル 部品

1,000 万サイ クル
エアシ リ ンダ

油圧式シ ョ ッ クアブ ソーバ

2,000 万サイ クル
ベースの両手押しボタ ン

ソ レ ノ イ ドバルブ

4,000 万サイ クル

圧力レギュ レータ

エアフ ィ ルタ

冷却バルブ

ラ ピ ッ ド ト ラバースバルブ

S ビームロー ド セルア ッ センブ リ

エン コーダア ッ センブ リ

リ ニアスラ イ ド ベア リ ング （2" ス ト ローク以上）
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8.3 部品リ ス ト

8.3.1 アクチュエータ部品リ ス ト

下の表は、 2000Xc アクチュエータ用と し て提供さ る付属品および部品のリ ス ト です。

表 8.2 2000Xaec アクチュエータの部品リ ス ト

説明 Item 番号

2000Xc Power Supply1.5 イ ンチシ リ ンダサイズ 101-134-414

2000Xc Power Supply2.0 イ ンチシ リ ンダサイズ 101-134-415

2000Xc Power Supply2.5 イ ンチシ リ ンダサイズ 101-134-416

2000Xc Power Supply3.0 イ ンチシ リ ンダサイズ 101-134-417

ベースガー ド キッ ト （大型ホーン用） 101-063-550

調心プレー ト （イ ンチ） 101-063-358

メ ト リ ッ クボールねじ （2000Xc ベースへの調心プレー ト の取付け用） 100-298-085

調心プレー ト （メ ー ト ル） 1015704

CJ20 コ ンバータ 101-135-059

CA30 コ ンバータ 101-135-114

30 kHz ブース タ アダプ タ リ ング （CA30 で使用する場合） 100-087-283

4TJ コ ンバータ 101-135-041

40 kHz アダプ タ ス リーブアセンブ リ （900 と同じ） 100-246-612

ア ッ シース タ ン ド ベース 4" OD、 3.5" ID、 コ ラム、 サポー ト 100-246-1314

ア ッ シース タ ン ドハブ 、 4" OD、 コ ラム、 サポー ト 100-246-1586

ベース、 エルゴ ノ ミ クス 4” メ ト リ ッ ク、 ブ ラ ッ ク 100-246-1578

ハブ、 2000Xc （4” コ ラム用） 101-063-583

アクチュエータサポー ト 4” ブ ラ ッ ク 100-246-1311

コ ラム 4’, 4” OD x 1/4” ウォール 100-028-021

コ ラム 4’, 4” OD x 1/2” ウォール （オプシ ョ ン） 100-028-011

コ ラム 6’, 4” OD x 1/2” ウォール （オプシ ョ ン） 100-028-012

スペーサ、 スイベル、 3.5" OD 100-094-159

スペーサ、 スイベル、 3.0" OD 100-094-102

20 kHz シ リーズブース タ （ス タ ッ ドサイズ 1/2-20）

ブ ラ ッ ク  (Ti) 、 ゲイ ン 1:2.5 101-149-059

シルバー (Ti) 、 ゲイ ン 1:2 101-149-058

ゴールド  (Ti) 、 ゲイ ン 1:1.5 101-149-057
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グ リーン (Ti) 、 ゲイ ン 1:1 101-149-056

パーブル (Ti) 、 ゲイ ン 1:0.6 101-149-060

シルバー (Al) 、 ゲイ ン 1:2 101-149-053

ゴールド  (Al) 、 ゲイ ン 1:1.5 101-149-052

グ リーン (Al) 、 ゲイ ン 1:1 101-149-051

パーブル (Al) 、 ゲイ ン 1:0.6 101-149-055

ソ リ ッ ド マウン ト ブース タ  – 20 kHz （ス タ ッ ドサイズ 1/2-20）

ブ ラ ッ ク  (Ti) 、 ゲイ ン 1:2.5 101-149-099

シルバー (Ti) 、 ゲイ ン 2:1 101-149-098

ゴールド  (Ti) 、 ゲイ ン 1:1.5 101-149-097

グ リーン (Ti) 、 ゲイ ン 1:1 101-149-096

パーブル (Ti) 、 ゲイ ン 1:0.6 101-149-095

ブース タ  – 30 kHz （CA-30 コ ンバーターと共に使用する場合）

ブ ラ ッ ク  (Ti) 、 ゲイ ン 1:2.5 101-149-120

シルバー (Ti) 、 ゲイ ン 1:2.0 101-149-121

ゴールド  (Ti) 、 ゲイ ン 1:1.5 101-149-122

グ リーン (Ti) 、 ゲイ ン 1:1 101-149-123

パーブル (Ti) 、 ゲイ ン 1:0.6 101-149-124

ブース タ  – 40 kHz （XL 同様 : 8 mm)

ブ ラ ッ ク  (Ti) 、 ゲイ ン 1:2.5 101-149-084

シルバー (Ti) 、 ゲイ ン 1:2.0 101-149-083

ゴールド  (Ti) 、 ゲイ ン 1:1.5 101-149-086

グ リーン (Ti) 、 ゲイ ン 1:1 101-149-085

ブ ラ ッ ク  (Al) 、 ゲイ ン 1:2.5 101-149-082

シルバー (Al) 、 ゲイ ン 1:2.0 101-149-081

ゴールド  (Al) 、 ゲイ ン 1:1.5 101-149-080

グ リーン (Al) 、 ゲイ ン 1:1 101-149-079

パーブル (Al) 、 ゲイ ン 1:0.6 101-149-087

ソ リ ッ ド マウン ト ブース タ  – 40 kHz （XL 同様 : 8 mm)

ブ ラ ッ ク  (Ti) 、 ゲイ ン 1:2.5 109-041-174

表 8.2 2000Xaec アクチュエータの部品リ ス ト

説明 Item 番号
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シルバー (Ti) 、 ゲイ ン 1:2.0 109-041-175

ゴールド  (Ti) 、 ゲイ ン 1:1.5 109-041-176

グ リーン (Ti) 、 ゲイ ン 1:1.0 109-041-177

パーブル (Ti) 、 ゲイ ン 1:0.6 109-041-178

注記

予備のエアシ リ ンダをご注文される場合は、 アクチュエータのキャ レ ッ ジ ド
アまたは本体背面にある銘板ラベルに記載されているシ リ ンダサイズをご確
認 く だ さい。

表 8.2 2000Xaec アクチュエータの部品リ ス ト

説明 Item 番号
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8.4 パワーサプ ラ イ部品リ ス ト

8.4.1 交換部品

表 8.3 2000Xc Power Supply 用交換部品リ ス ト

部品 Item 番号

DC パワーサプ ラ イモジュール * 200-132-294R

伝送線路基板 *
100-242-1199R
（100-242-1230R、 4 kW ユニ ッ ト 用）

システムコ ン ト ローラ基板 102-242-1025R

パワーサプ ラ イモジュール *

300 W / 20 kHz          デジ タル 100-244-138R

1.25 kW / 20 kHz       デジ タル 100-244-102R

2.5 kW / 20 kHz         デジ タル 100-244-103R

4 kW / 20 kHz            デジ タル 159-244-075R

750 W / 30 kHz          デジ タル 100-244-104R

1.5 kW / 30 kHz         デジ タル 159-244-065R

400 W / 40 kHz          デジ タル 159-244-064R

800 W / 40 kHz          デジ タル 159-244-063R

スイ ッ チ、 オン / オフ ; 15 A; DPST 1032496, 1032510

ワ ッ シャ、 Mylar

20 kHz 用キッ ト （1/2 in および 3/8 in サイズ各

10 枚入り）
100-063-357

20 kHz 用キッ ト （1/2 in サイズ 150 枚入り） 100-063-471

20 kHz 用キッ ト （3/8 in サイズ 150 枚入り） 100-063-472

30 kHz 用キッ ト （30 kHz 専用 3/8 in サイズ 10
枚入り）

100-063-632

フ ァ ン 100-126-015R

BBRAM 用 CR2032 バッ テ リ 200-262-003

カバー 100-032-454

カバーねじ 200-298-254 (6 ea) 200-298-044 (1 ea)

電源ケーブル 100-246-1371

その他の部品

レンチ、 シ リ コ ング リ ス、 ス タ ッ ド ボル ト などは、 章 5: 据付およびセ ッ ト ア ッ プを参照 く だ さい。

* これらのアイテムは、 ユニ ッ ト 単位で交換する必要があ り ます。
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8.4.2 システムケーブル

8.4.3 推奨スペア部品

表 8.4 2000Xc シ リーズシステムケーブル （外部）

Item 番号 説明
ケーブルモデ

ル 

101-241-202 ケーブル、 リ モー ト イ ン ターフ ェース 8' のリ モー ト

空気圧パッ ケージ側 （ao アクチュエータ）
J924

101-241-203 ケーブル、 アクチュエータ イ ン ターフ ェ イス 8’ J925S

101-241-204 ケーブル、 アクチュエータ イ ン ターフ ェ イス 15’ J925S

101-241-205 ケーブル、 アクチュエータ イ ン ターフ ェ イス 25’ J925S

101-241-207 ケーブル、 ユーザ I/O 8' J957S

101-241-208 ケーブル、 ユーザ I/O 15' J957S

101-241-209 ケーブル、 ユーザ I/O 25' J957S

101-240-176 ケーブル、 RF CR & CJ20 8'  CE J931CS

101-240-177 ケーブル、 RF CR & CJ20 15' CE J931CS

101-240-178 ケーブル、 RF CR & CJ20 25' CE J931CS

100-246-630 ケーブル、 グラ ン ド デ ィ テ ク ト -

注記

「CJ-20 コ ンバータ」 用に定義されているケーブルは、 ブ ラ ン ソ ン 2000Xc ア
クチュエータに装備されている コ ンバータ用です。 ケーブルは、 アクチュ
エータに接続し ます。

表 8.5 推奨スペア部品

説明 Item 番号
1 ～ 4 ユ

ニ ッ ト

6 ～ 12 ユ

ニ ッ ト

14+ ユ

ニ ッ ト

2000Xc システムコ ン ト ローラ基板

の交換
102-242-1025R 0 1 1

4 kw パワーサプ ラ イモジュール 
(20 kHz) 159-244-075R 0 0 1

2.5 kw パワーサプ ラ イモジュール 
(20 kHz) 100-244-103R 0 0 1
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1.25 kw パワーサプ ラ イモジュール 
(20 kHz) 100-244-102R 0 0 1

1.5 kw パワーサプ ラ イモジュール 
(20 kHz) 159-244-065R 0 0 1

800 kw パワーサプ ラ イモジュール 
(20 kHz) 159-244-063R 0 0 1

オン / オフスイ ッ チ 1032496, 1032510 0 1 2

AC/DC パワーサプ ラ イ 200-132-294R 0 1 2

伝送線路基板 （4 kw のみ） 100-242-1230R 0 0 1

伝送線路基板 100-242-1199R 0 0 1

フ ァ ン 100-126-015R 0 2 4

2000xc システムコ ン ト ローラ基板

キッ ト
101-063-1086 0 0 1

VGA タ ッ チスク リーンキッ ト 100-063-1073 0 0 1

VGA タ ッ チスク リーン 200-220-025R 0 0 1

VGA タ ッ チスク リーン コ ン ト ロー

ラ基板
200-245-045 0 0 1

イ ンバータボー ド アセンブ リ 200-242-714 0 0 1

SBC PC/104 コ ン ト ローラアセンブ

リ
200-245-047 0 0 1

VGA タ ッ チスク リーンキーパッ ド 100-242-926R 0 0 1

USB ケーブルアセンブ リ （2 つの

USB）
100-241-454 0 0 1

12.1 バージ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アキッ ト 100-063-1073 0 0 1

12.1 バージ ョ ン コ ンパク ト フ ラ ッ

シュ カー ド
100-216-895 0 0 1

バッ テ リ （システムコ ン ト ローラ基
板）

200-262-003 0 1 2

電源コー ド アセンブ リ 100-246-1371 0 0 1

高調波モジュール （40 kHz のみ） 100-242-1200R 0 0 1

RF ハーネス 100-246-949R 0 0 1

フ ァ ンガー ド 200-208-046 0 2 2

表 8.5 推奨スペア部品

説明 Item 番号
1 ～ 4 ユ

ニ ッ ト

6 ～ 12 ユ

ニ ッ ト

14+ ユ

ニ ッ ト
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8.5 回路

図 8.1 相互接続回路図、 EDP 933-132-2023
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8.6 ト ラ ブルシューテ ィ ング
2000Xc Power Supply が正常でない状態になる と、 アラームが発生し ます。 アラーム状態が生じ る と、

前面パネルにはア ラームナンバーが表示され、 ア ラーム音が鳴り ます。  ア ラームボタ ンを押すと、 是

正措置を行 う ためのメ ッ セージが表示されます。 一部のア ラームの種類では、 ア ラームを特定するた
めの第二ボタ ンが設けられています。 追加情報が表示された場合は、 システムア ラームテーブルを参
照し て く だ さい。

ア クチュ エータ で非常停止ボタ ンを押し て溶着サイ クルを停止させた場合、 ボタ ンを回し て リ セ ッ ト
し ます。 （溶着システムは、 このボタ ンを リ リースするまで動作し ません。 ） 次にパワーサプ ラ イのリ
セ ッ ト ボタ ンを押し ます。

図 8.2 システム情報画面に表示されたアラーム信号

注記

パワーサプ ラ イは、 正常に機能させるためアクチュエータの適切なシ リ ンダ
サイズに設定されていなければな り ません。

レギュ レータは、 圧力設定を制御または維持するため、 カチ ッ と音がし ます。
異常な音が聞こえる場合は、 レギュ レータへの圧力が必要と される設定よ り
も低 く なっている可能性があ り ます。

注記

パワーサプ ラ イ画面のアラームメ ッ セージから このセクシ ョ ンへ誘導された
場合は、 メ ッ セージに指定されたアラームタ イプのテーブルに直接アクセス
し ます。 アラームテーブルの保存場所は、 下記に記載されています。
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本章には、 2000Xc Power Supply 使用中に発生する可能性があるアラーム状態の詳細について記載さ

れています。 これには ８ 種類のア ラームがあ り ます : サイ クル変更、 エ ラー、 ノ ーサイ クル、 セ ッ ト

ア ッ プ、 サスペク ト 、 リ ジ ェ ク ト 、 オーバーロー ド、 メ モ。 以下にア ラームの各種類の簡単な説明を
記載し、 テーブル表 B.1 ～ 表 B.7 には、 アラーム各種のアラームメ ッ セージ、 原因、 是正措置に関する

詳細が記載されています。

• サイ クル変更アラーム （表 B.1） は、 最近実施し た溶着サイ クルで何らかのイベン ト で変更が施された場合に

生じ ます。 た と えば、 振幅ステ ッ プが要求された とお り に実行されなかった場合です。 発生し たアラームは、
メ ッ セージでスク リーンに表示され、 一般アラームカウン タの値が増加し ます。 複数のまたは連続するサイ
クル変更アラームが生じ た場合は、 溶着パラ メ ータ設定を点検し て く だ さい。 サイ クルカウン タ増加の各ア
ラームを参照し て く だ さい。

• 装置エラーアラーム （表 B.2） は、 ハー ド ウ ェ アエラーまたはハー ド ウ ェ ア切断によ って生じ ます。 発生し た

装置エラーは、 スク リーンに メ ッ セージで表示されます。 別の溶着サイ クルを実行する前に、 装置を修理す
るか交換し て く だ さい。 アラームによ り一般アラームカウン タの数値が増加し ます。 装置の修理に関する詳

細情報については、  1.4 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わせ方法に記載されている連絡先を参照し、 ブ ラ ン ソ ン

製品サポー ト までご連絡 く だ さい。

• 最後に実施し た溶着サイ クルが溶着が実行される前に中断された場合、 サイ クルアラームは発生し ません
（表 B.3）。 溶着未実行エラーは、 スク リーンに メ ッ セージで表示されます。 ノ ーサイ クルアラームによ り一般

アラームカウン タの値は増加し ますが、 サイ クルカウン タの値は増加し ません。 この場合、 次の溶着サイ ク
ルを続行する こ とができ、 ほとんどの場合パーツを再び使用する こ とができます。

• サスペク ト またはリ ジ ェ ク ト アラーム （表 B.4） は、 最後に実施し た溶着サイ クルがプログラ ミ ングし た制限

値から逸脱し た場合に発生し ます。 発生し た干渉は、 スク リーンに メ ッ セージで表示されます。 サスペク ト /
リ ジ ェ ク ト アラームによ り一般アラームカウン タの値は増加し ますが、 発生し たアラーム回数に関わらず、
サイ クルご とに値は 1 のみ増加し ます。 　  アラームが発生し たサイ クルで溶着されたパーツは必ず検査する

必要があ り ます。 複数のまたは連続するアラームが生じ た場合は、 溶着パラ メ ータ設定を点検し て く だ さい。

• セ ッ ト ア ッ プアラーム （表 B.5） は、 他のパラ メ ータ と干渉するパラ メ ータ を入力し た場合に生じ ます。 た と

えば、 溶着時間が 0.500 秒に設定されているにもかかわらず、 溶着時間 1.000 秒で振幅ステ ッ プを試行し た

場合などです。 発生し た干渉は、 メ ッ セージでスク リーンに表示されます。 新しいサイ クルを開始する前に、
すべてのセ ッ ト ア ッ プアラームは解消する必要があ り ます。 セ ッ ト ア ッ プアラームによ り一般アラームカウ
ン タの値は増加し ますが、 サイ クルカウン タの値は増加し ません。 干渉が原因であるためが不明な場合。

• オーバーロー ド アラーム （表 B.6） は、 超音波パワーサプ ラ イに過負荷が生じ る と発生し ます。 オーバーロー

ド アラームによ り一般アラームカウン タの数値が増加し ます。 発生し たオーバーロー ドは、 スク リーンに
メ ッ セージで表示されます。

• 注意アラーム （表 B.7） は、 切迫し た状態または承認された変更が行われてサイ クルが実行されたこ と を通知

する必要がある場合に発生し ます。

注記

オペレーテ ィ ングシステムエラー メ ッ セージが生じ た場合は、 パワーサプ ラ
イの電源をオフにし （30 秒待ちます）、 パワーサプ ラ イに再び電源を投入し、

オペレーテ ィ ングシステムの再起動シーケンスを開始し ます。 オペレーテ ィ
ングシステムのエラーが解消されない場合は、 1.4 ブ ラ ン ソ ンへのお問い合わ

せ方法に記載されている連絡先を参照し、 ブ ラ ン ソ ン製品サポー ト までご連
絡 く だ さい。

警告

修理作業を行う前に、必ずシステムの電源をオフにしてください。
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8.7 サービスイベン ト

8.7.1 必要と なる工具

スパナレンチなどの超音波コ ンバータの特殊工具は、 システムと一緒に納品されています。 さ らに以
下のハン ド ツールまたはサービスツールが必要にな り ます。

• マグネ ッ ト チ ッ プまたはスク リ ュース タータ付きの 6 イ ンチ以上のプ ラス ド ラ イバー

• テス ト プローブ付き高品質マルチ メ ータ、 導通検査、 AC および DC 電圧、 抵抗検査用

8.7.2 電圧テス ト ポイ ン ト

DC パワーサプ ラ イのカバーおよびピボ ッ ト を取り外し ます。 8.8.6 DC パワーサプ ラ イ参照。

8.7.3 コールド ス ター ト 手順

パワーサプ ラ イ内部 メ モ リ には、 システム初期設定および設定し たパラ メ ー タが保存されています。
コール ド ス ター ト は、 溶着セ ッ ト ア ッ プ メ ニュの値を取り消し、 元の工場出荷初期設定の値を復元し
ます。 通常の運転および保守作業にコール ド ス ター ト を実施する必要はあ り ませんが、 以下の場合に
使用する と便利です。 

• システムが適切に作動し ていないこ とが疑われる。

• 新しいセ ッ ト ア ッ プを実行する。

内部パワーサプ ラ イ履歴およびシ リ アルナンバー情報と いった一部のシステム メ モ リ ロケーシ ョ ンや
パラ メ ータは、 コールド ス ター ト 手順によ って削除される こ とはあ り ません。

警告

サービスイベン ト は、 必ず有資格の要員が実施し ます。 ケガおよび致命傷を
負う危険性、 装置の損傷 （本製品の保証の失効と もなる）、 ご使用の用途の重
要なセ ッ ト ア ッ プ情報の喪失を招 く 可能性があ り ます。

システムのサービスを行う場合は、サービス要員は特定の市販ハンドツール
を必要とし、テストおよびシステムをサービスへ返送するために以下の情報
が必要となる場合があります。

表 8.6 電圧テス ト ポイ ン ト

DC パワーサプ ラ イ

TB2-1 ～ TB2-4 = +12 vdc

TB2-2 ～ TB2-4 = – 12 vdc

TB2-3 ～ TB2-4 = +24 vdc

TB2-7 ～ TB2-6 = +5 vdc
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8.7.3.1 コールド ス ター ト の実施

メ イ ン メ ニュから診断を選択し ます。 コール ド ス ター ト ボタ ンを押し て、 コール ド ス ター ト を開始し
ます。 コールド ス ター ト が完了する と、 画面は再び溶着セ ッ ト ア ッ プに戻り ます。

コールド ス ター ト に関する詳細情報は、 5.14 診断メ ニューを参照 く だ さい。

注記

コールド ス ター ト 手順を使用する と、 現在のプ リ セ ッ ト およびシステム構成
メ ニュの一部のセ ッ ト ア ッ プパラ メ ータが削除されます。 保持し たいセ ッ ト
ア ッ プがある場合は、 それら を記録し ている こ と を確認し て く だ さい。 ご使
用の設定は、 プ リ セ ッ ト と し て保存する こ とができます。
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8.8 部品の交換

2000Xc Power Supply は長寿命設計と なっています。 システムで機能障害が生じ た場合、 多 く の内部

部品 （モジ ュール） はユニ ッ ト と し て交換する こ とができます。 特定のモジ ュールで故障が生じ た場
合は、 ブ ラ ン ソ ンの修理施設で交換または修理を行う必要があ り ます。 

2000Xc システムは、 広範なア ラーム メ ッ セージシステムを装備し た設計と な っ ています。 ト ラ ブル

シューテ ィ ングにはエラー メ ッ セージのリ ス ト を参照 く だ さい。 これらのエラーコー ドは、 8.6 ト ラ ブ

ルシューテ ィ ングに記載されています。

以下の部品は交換可能です。 パワーサプ ラ イの以下の画像を参照し て、 これらの部品またはモジ ュー
ルの場所を確認し て く だ さい。

注意

2000Xc Power Supply には、 放電によ って劣化または損傷する部品が含まれ

ています。 2000Xc Power Supply での作業およびサービスを行う場合は、 必

ず接地リ ス ト ス ト ラ ッ プ使用し、 また接地された作業領域を使用し ます。

以下の項には、 部品の取外しおよび交換についての指示が記載されています。
パワーサプ ラ イのパーツを取り外す前に必ず、 パワーサプ ラ イの電源がオフ
になってお り、 主電源から電源ケーブルが外されている こ と を確認し ます。
パワーサプ ラ イ カバーを取り外し た後、 2 分以上待ち、 内部のコ ンデンサを放

電させます。 必要に応じ て、 これらの手順を行う際に図 8.3 と  図 8.4 を参照し

ます。
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8.8.1 パワーサプ ラ イ カバー

カバーは、 両サイ ド に各 ３ 個のねじ、 背面には 1 個のねじ で合計 7 個のねじ で固定されています。 カ

バーの後方を持ち上げて、 取り外し ます。 フ ァ ン式換気設計であるため、 システムが稼動し ている際
は、 カバーが装備されていなければな り ません。

図 8.3 2000Xc モジュールの部品装備位置

表 8.7 2000Xc モジュール

項目 名前 項目 名前

1 VGA イ ンバータ基板 2 VGA PC 基板付き VGA デ ィ スプレ イ

3 メ ンブレンキーパッ ド グラウン ド リボ
ン取付け点

4 VGA タ ッ チスク リーン コ ン ト ローラ

5 超音波パワーサプ ラ イモジュール 6 DC パワーサプ ラ イモジュール

7 シングルコ ンピ ュータボー ド 8 システムコ ン ト ローラ基板

9 外部 VGA コネク タ 10 USB

11 RJ-45 イーサネ ッ ト 12 冷却フ ァ ン

8

7

9
10

11
12

1

2 3

4
5

6
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図 8.4 前面パネル、 部品分解図 

VGA Touch Screen
Controller Board
EDP 200-245-045

VGA Inverter Board
EDP 200-242-1279

VGA Display with VGA
PC Board EDP 200-220-042

Power Switch
EDP 1032510, 
EDP 1032496

Bottom view of PS Switch
color code for 5 leads

Connects to J37 on
System Controller Board

Membrane Keypad
ground ribbon

BLK

YEL
GRY   BLU

BRN



100-412-234JA REV. 11 209

8.8.2 回路基板および モジュール

交換可能なモジュールは 図 8.3 に図示されています。 リボンケーブルおよびコネク タは個別に識別さ

れてお り、 パワーサプ ラ イケースの所定箇所へのコネク タの誤接続が生じ ないよ う に保護されていま
す。 フ ァ ンは後方で結びつけている超過リー ド長と同じワイヤハーネスを使用し ます。

モジュールを取り外す場合は、 分離する前にワイヤパスを メ モ し ます ｂ 。 さ まざまなパスが可能であ
る場合でも、所定の箇所は 1 箇所のみの場合があ り ます。２ つに分離されたケース間を通るワイヤハー

ネスおよびワイヤについては、 誤った取り回し によ り、 金属製のケースによ っ て挟み込まれる場合が
あ り ますので特に注意し て く だ さい。

8.8.3 電源スイ ッ チおよびラ ンプ

ラ ンプ内蔵式電源スイ ッ チは、 現地で交換が可能な部品です。 この部品には、 5 導線ワイヤハーネスが

使用されます。 スイ ッ チ リー ドは、 図 8.4 に図示されている とお り、 スイ ッ チの下にカ ラーコー ドが

付けられています。 スイ ッ チを交換するには、 電源を切断し、 フ ロン ト ベゼルアセンブ リ ーの後方か
ら スイ ッ チを押し出し ます。 ワイヤを分離し、 逆の手順で新品のラ ンプ内蔵型スイ ッ チを取り付けま
す。
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8.8.4 前面パネルメ ンブレンおよびタ ッ チスク リーンデ ィ スプレ イ  (VGA)
タ ッ チスク リーンデ ィ スプレ イ を取り外し、 交換するには、 以下の手順で行います。

表 8.8 タ ッ チスク リーンデ ィ スプレ イ (VGA) の取外し

ステ ッ プ 手順

1 パワーサプ ラ イの電源をオフにし ます。

2 主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。 そのまま 5 分間以上の時間を置いて、 内

部のコ ンデンサを放電させます。

3
#2 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 ７ 個のねじ を 2000Xc Power Supply カバーから取り外

し ます （各側面に 3 個、 背面に 1 個）。 カバーを取り外し ます。

4

取外し :

#0 プ ラス ド ラ イバを使用し て VGA ユニ ッ ト 下部前方の ５ 個のねじ を外す

#2 プ ラス ド ラ イバを使用し て本体の前面、 側面、 上面から ノ ーズアセンブ リ を固定し ている

3 個のねじ を外す

上部右側の （前方から見て） グラウン ド リボンを固定するスロ ッ ト ねじおよびワ ッ シャ を各
1 個メ ンブレン ｋ －パッ ドから外す

5

これで取り外すために以下の部品にアクセスできます :

PC 基板付き VGA デ ィ スプレ イ

VGA イ ンバータ基板

VGA タ ッ チスク リーン コ ン ト ローラ基板、 必要な場合

6 ステ ッ プ 5 以降でいづれかの基板を取り外す必要がある場合は、 アセンブ リ に損傷を

与えないよ う にするため、 交換基板の据付に必要と なる詳細情報を メ モ し て く だ さい。

7 修理し た VGA アセンブ リ を再度取り付けるには、 ワイヤを挟み込まないよ う に注意し

て、 逆の手順で行います。

注記

タ ッ チスク リーンが元の配置で設置されている こ と を確認し ます。
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8.8.5 パワーサプ ラ イモジュール

超音波パワーサプ ラ イモジュールは、 パワーサプ ラ イボ ッ クスの下部に底板を通し た 4 本のねじ で固

定されています。 パワーサプ ラ イモジュールを取り外すには、 表 8.9 に記載されている以下の手順で

行います。

パワーサプ ラ イモジュールの取外しは、 以下の手順で行います :

取外し と逆の手順でパワーサプ ラ イモジュールを再度取り付けます。

注意

DIP スイ ッ チ設定を元のモジュールから新品のモジュールへ転送し ます。

1.1 kw または 800 w パワーサプ ラ イモジュールを 117 VAC パワーサプ ラ イへ

取り付ける場合は、 115/230 ジャ ンパを 115 ポジシ ョ ンへ移動し ます。

表 8.9 パワーサプ ラ イモジュールの取外し

ステ ッ プ 手順

1 パワーサプ ラ イの電源をオフにし ます。

2 主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。

3 そのまま 5 分間以上の時間を置いて、 内部のコ ンデンサを放電させます。

4
#2 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 ７ 個のねじ を 2000Xc カバーから取り外し ます

（各側面に 3 個、 背面に 1 個）。 カバーを取り外し ます。

5 コ ン ト ローラ基板から P13、 P51、 P60 を外し ます。

6 下基板から P21 と P24 を外し ます。

7 プ ラス ド ラ イバで固定ねじ を外し ます。

8 パワーサプ ラ イからモジュールを引き出し ます。
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8.8.6 DC パワーサプ ラ イ

DC パワーサプ ラ イは、 パワーサプ ラ イケースの背面に取り付けられています。 DC パワーサプ ラ イ、

伝送線路基板、 ヒ ューズのサービスを行う際に持ち上がるよ う に取り付けられています。 図 8.3 参照。

DC パワーサプ ラ イの取外しは、 以下の手順で行います :

DC パワーサプ ラ イの再取付けは、 取外し と逆の手順で行います。

表 8.10 DC パワーサプ ラ イの取外し

ステ ッ プ 手順

1 パワーサプ ラ イの電源をオフにし ます。

2 主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。

3 そのまま 5 分間以上の時間を置いて、 内部のコ ンデンサを放電させます。

4
#2 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 ７ 個のねじ を 2000Xc カバーから取り外し ます （各

側面に 3 個、 背面に 1 個）。 カバーを取り外し ます。

5
#1 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 DC パワーサプ ラ イの上部から後方ネジ 1 個を取り

外し ます。 （図 8.3 参照）

6
#1 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 DC パワーサプ ラ イの左側から後方ネジを取り外し

ます。 （図 8.3 参照）

7 コネク タにアクセスできるよ う に、 DC パワーサプ ラ イ を回し ます。

8 5 ピン コネク タ (J1) を外し ます。

9 16 ピン コネク タ (J3) を外し ます。

10 ワイヤカ ラーを メ モ し て、 ピン 3 （赤） と ピン 4 （黒） を TB2 から外し ます。

11 DC パワーサプ ラ イの上面から ４ 個のネジを取り外し ます。 （EMI シールドの箇所を

メ モ し ます。）

12 DC パワーサプ ラ イ を取り外し ます。

注記

ワイヤを再度接続するには、 事前に メ モ し たカ ラーコー ド に従って く だ さい。
J1 と J3 へコネク タ を取り付ける際は、 ワイヤがコネク タから前方へ回されユ

ニ ッ ト の外側にある こ と を確認し ます。
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8.8.7 リ アルタ イムク ロ ッ ク RAM 用バッ テ リ

バッ テ リ を取り外し て交換するには、 以下の手順に従って く だ さい。

8.8.8 システムコ ン ト ローラ基板

システムコ ン ト ローラ基板の取外しは、Item 番号 932-063-1086 2000Xc パワーサプ ラ イシステムコ ン

ト ローラ基板取付ガイ ド を参照し て く だ さい。

表 8.11 リ アルタ イムク ロ ッ ク RAM 用バッ テ リ

ステ ッ プ 手順

1 パワーサプ ラ イの電源をオフにし ます。

2 主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。 そのまま 5 分間以上の時間を置いて、

内部のコ ンデンサを放電させます。

3
#2 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 ７ 個のねじ を 2000Xc パワーサプ ラ イ カバーから

取り外し ます （各側面に 3 個、 背面に 1 個）。 カバーを取り外し ます。

4 コ ン ト ローラ基板でバッ テ リ を取り外し、 交換し ます。

5 カバーとネジを交換し ます。 主電源のプ ラグを差し込み、 パワーサプ ラ イ をオンに
し ます。

注記

バッ テ リ を交換し た後、 日付、 時刻、 現在のプ リ セ ッ ト を再入力し ます。
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8.8.9 シングルボー ド コ ンピ ュータ (SBC)

図 8.5 SBC PC ボー ド コネク タ レ イアウ ト

SBC を取り外すには、 以下の手順で行います :

SBC PC ボー ドの再取付けは、 取外し と逆の手順で行います。

表 8.12 SBC PC ボー ドの取外し

ステ ッ プ 手順

1 パワーサプ ラ イの電源をオフにし ます。

2 主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。

3 そのまま 5 分間以上の時間を置いて、 内部のコ ンデンサを放電させます。

4
#2 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 ７ 個のねじ を 2000Xc カバーから取り外し ます

（各側面に 3 個、 背面に 1 個）。 カバーを取り外し ます。

5 C15、 C17、 CN4、 CN5、 CN26、 CN30、 CN38 を外し ます。 上記の図 8.5 参照。

6 #1 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 SBC を保持し ている 4 個のネジを取り外し ます。

7 SBC を取り外し ます。
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8.8.10 伝送線路基板

図 8.6 伝送線路基板 Item 番号 100-242-1199R （100-242-1230R、 4 kW ユニ ッ ト 用）

伝送線路基板の取外しは、 以下の手順で行います。

注意

ボルテージセレ ク タ スイ ッ チが必要な作動電圧に設定されているか確認する
には、 下記の図 8.6 を参照し ます。

表 8.13 伝送線路基板の取外し

ステ ッ プ 手順

1 パワーサプ ラ イの電源をオフにし ます。

2 主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。

3 そのまま 5 分間以上の時間を置いて、 内部のコ ンデンサを放電させます。

4
#2 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 ７ 個のねじ を 2000Xc Power Supply カバーから取り

外し ます （各側面に 3 個、 背面に 1 個）。 カバーを取り外し ます。

5 伝送線路基板にアクセスできるよ う に、 DC パワーサプ ラ イ を回し ます。 8.8.6 DC
パワーサプ ラ イ参照。

6 J26、 J27、 J28、 J29 を外し ます。

7

120 V システムでは、 E1 ラベルのラ イ ンおよび E4 または N ラベルのニュー ト ラル

ラ イ ンを外し ます。

220 V システムでは、 E1 と E2 ラベルのラ イ ンを外し ます。

茶色の導線は熱電対線である こ とに注意し て く だ さい。

8 5 個の M3 ネジ （プ ラス） と 1 個のグラウン ド ネジ （コ モンヘ ッ ド） を取り外し ま

す。

9 伝送線路基板を持ち上げて外し ます。
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伝送線路基板の再取付けは、 取外し と逆の手順で行います。

注意

ワイヤを再度接続するには、 事前に メ モ し たカ ラーコー ド に従って行い、 上
記のステ ッ プ 6 で メ モ し た接続に注意し て く だ さい。
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8.8.11 ラ イ ン ヒ ューズ

ラ イ ン ヒ ューズの取外しおよび交換は以下の手順で行います。

上記の手順と逆の手順で電パワーサプ ラ イ を再び組み立てまます。

表 8.14 ラ イ ン ヒ ューズの取外しおよび交換

ステ ッ プ 手順

1 パワーサプ ラ イの電源をオフにし ます。

2 主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。

3 そのまま 5 分間以上の時間を置いて、 内部のコ ンデンサを放電させます。

4
#2 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 ７ 個のねじ を 2000Xc カバーから取り外し ます （各

側面に 3 個、 背面に 1 個）。 カバーを取り外し ます。

5 伝送線路基板にアクセスできるよ う に、 DC パワーサプ ラ イ を回し ます。 8.8.6 DC
パワーサプ ラ イ参照。

6 伝送線路基板から ラ イ ン ヒ ューズを取り外し、 交換し ます。
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8.8.12 冷却フ ァ ン

冷却フ ァ ンの取外しは、 以下の手順で行います。

エアフ ロー方向に注意し て、 取外し と逆の手順で冷却フ ァ ンを再び取り付けます。

表 8.15 冷却フ ァ ンの取外し

ステ ッ プ 手順

1 パワーサプ ラ イの電源をオフにし ます。

2 主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。

3 そのまま 5 分間以上の時間を置いて、 内部のコ ンデンサを放電させます。

4
#2 プ ラス ド ラ イバを使用し て、 ７ 個のねじ を 2000Xc カバーから取り外し ます （各

側面に 3 個、 背面に 1 個）。 カバーを取り外し ます。

5 フ ァ ンにアクセスできるよ う に、 DC パワーサプ ラ イ を回し ます。 8.8.6 DC パワー

サプ ラ イ参照。

6 フ ァ ンワイヤから タ イ ラ ッ プを外し ます。 Cut the tie-wraps from the fan wiring.

7 電気ネク タ を外し ます。

8 4 個のフ ァ ン固定ネジ とナ ッ ト を外し ます。

9 フ ァ ン と シールド を取り外し ます。

注記

フ ァ ンシールド をパワーサプ ラ イ背面に再度取り付ける こ と確認し て く だ さ
い。
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A.1 FAQ: 2000Xc シ リーズ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 220



220 100-412-234JA REV. 11

A.1 FAQ: 2000Xc シ リーズ

Q. 使用するユーザ ID とパスワー ドは何ですか :?

A. 2000Xc システムの初期設定ユーザ名 : ADMIN および初期設定パスワー ド : 123456Aa# パスワー ド

は、初回ログイ ン後に変更する必要があ り ます。バッ クア ッ プを行う ため、複数のエグゼク テ ィ ブユー
ザを作成する こ とが推奨されています。

Q. 使用中のユーザ ID とパスワー ド を忘れま し た。 どのよ う に再び入手できますか？

エグゼク テ ィ ブユーザのみがユーザ名およびパスワー ド の復旧を行 う こ とができます。 エグゼク テ ィ
ブユーザがユーザ名またはパスワー ド を喪失し た場合、 権限チ ェ ッ ク をオフにするため、 パスワー ド
リ カバリキッ ト を使用する必要があ り ます。 パスワー ド リ カバリキッ ト は、 2000Xc パワーサプ ラ イの

背面に挿入す る ド ン グルで す。 こ のキ ッ ト は、 ブ ラ ン ソ ン か ら お求めいた だけ ま す。 Item 番号

101-063-1089。 詳細情報は 5.23.2 Password Recovery （パスワー ド復旧） を参照 く だ さい。

Q. 使用中のユーザ名が無効にな り ま し た。 どのよ う に再び有効にできますか？

エグゼク テ ィ ブユーザのみがユーザの有効化または無効化を行う こ とができます。

Q. ブ ラ ン ソ ンは一時的なまたは一般的に使用可能なユーザ名とパスワー ド を提供する こ とができます

か ?

A. システムにアクセスできるバッ ク ド アパスワー ドは存在し ません。 ユーザ名またはパスワー ド を喪

失し た場合、 パスワー ド リ カバリキッ ト を使用する必要があ り ます。

Q. スーパバイザまたはエグゼク テ ィ ブユーザと し てログイ ン し ま し たが、 設定画面でどの機能にもア

クセスできません。

A. システムが自動モー ド になっていないこ と を確認し ます。 自動モー ドがオンに設定されている場合

は、 設定オプシ ョ ンへのアクセスが制限されます。

Q. ス ター ト およびユーザ I/O ケーブルの入力 / 出力ラ イ ンの電気的特性は ?

A. 定格電流および電圧値は 10 ma、24 Vdc です。提供されているほとんどの PLC と互換性を有し ます。

Q. 120 Ｖ  AC LOGIC は使用できますか ?

A. 直接使用できません。2 つのロジ ッ ク レベル間のイ ン ターフ ェースに リ レーを使用し ます。注記 : 低
電圧要件のコ イルを使用し、誘導バッ ク EMF を抑制するためバッ クバイアスダイオー ド を使用し ます。

Q. リ レー出力が配線で考慮されていません。

A. これらはソ リ ッ ド ステー ト で、 40 V ac 250 ma、 または 24 V dc、 250 ma を安全に使用できます。

リ レーコ イルへのイ ン ターフ ェ イスが必要と なる場合に、 リ レーを作動させるのに適し ています。

Q. なぜユーザ I/O ケーブルには多 く のピンが付いているのですか ?

A. 900 シ リーズモデルのアラームと高性能コネク タ出力を 2000 シ リーズの組み合わせで機能および

柔軟性を最大限に発揮させる と同時に、 後方互換性機能を確保するためです。

Q. 未使用のピンはどのよ う に取り扱いますか ?

A. 未使用のピンは、 グラウン ドへシ ョ ー ト し、 他の出力を防止するよ う に電気的に絶縁する必要があ

り ます。 その措置を行わなかった場合、 コ ン ト ローラ基板またはその他のシステム部品を損傷する可
能性があ り ます。

Q. ユーザ I/O ケーブルでシールド を接地する必要があ り ますか ?

A. いいえ。 シールドはケーブルから絶縁し た状態にし、 地面に接触し ないよ う にカ ッ ト し ます。 これ

によ り、 グラウン ドループ干渉が生じ ないよ う に保護されます。
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Q. ユーザ I/O ケーブルで リ ターン ラ イ ンを接地する必要はあ り ますか ?

A. 必要と なる場合。 一般的に問題は生じ ません。 問題が生じ る場合は、 「24 V 以外の場合」 を参照 く

だ さい。

Q. ケーブルに付属する ク ラスチ ッ ク製の四角いハウジングは何ですか ?

A. これらはフ ェ ラ イ ト でク ロス ト ークおよびシステムへの障害を低減するために使用されます。 これ

らは取り外さ ないで く だ さい。

Q. ケーブルはどのぐ らいの長さ で取り回すこ とができますか ?

A. ケーブルの設定は、 2.4ｍ、 4.5ｍ、 7.6ｍ、 また特別仕様の 15ｍ の長さがあ り ます。 特別仕様が必

要な場合は、 ブ ラ ン ソ ン製品サポー ト またはカス タ マーサービスまでお問い合わせ く だ さい。

Q. WIRING TROUGH のブ ラ ン ソ ン溶着システムケーブルを他のシステムケーブルと一緒に使用でき

ますか ?

A. 一般的に可能です。 しかし その他のノ イズ ト ラ ブルソースケーブルまたは配線を避ける こ とが推奨

されています。

Q. ノ イズ ト ラ ブルソースを招 く その他のシステムケーブルとはなんですか ?

A. ソ レ ノ イ ド、 大型リ レー、 モータ など、 高い誘導電流を招 く 可能性があるデバイスの配線を避けま

す。 デジ タルデバイス もボー ド スペク ト ラム ノ イズを招 く 場合があ り ます。 一般的に、 すべての自動
制御システムはノ イズを生成する可能性があ り ます。

Q. なぜシステム PLC で READY 信号をモニ ターする必要があるのですか ?

A. 溶着システム必須要件は、 READY になるまでユニ ッ ト がス ター ト コ マン ド を無視するよ う に制御

されています。

Q. なぜ開始信号を維持する必要があるのですか ?

A. ビル ト イ ンセーフ テ ィ サーキ ッ ト がこのよ う に作動するためです。 さ らにエラー検知フ ァームウ ェ

アコー ドの膨大なラ イブ ラ リ も同じ要件が基本と なっています。 PB リ リース信号を観察し、 その後開

始信号を リ リースする こ とができます。

Q. 装置が最大サイ クルレー ト で作動し ている こ と を確保するには何ができますか ?

A. 以下を実行する こ とができます :

• 一般アラーム出力直後に リ セ ッ ト し ます

• 一般アラーム出力直後にデュアルス ター ト 入力を リ リース し ます

• PB リ リース出力直後にデュアルス ター ト 入力を リ リース し ます

• 可能な限り、 オープンループモー ド では作動させないで く だ さい。 固定タ イ ミ ングが短すぎるエラーが生じ
るか、 または必要以上に長すぎる場合があ り ます。

Q. サイ クルレー ト はすべてのモー ド で同じ ですか ?

A. 上記を参照 く だ さい。

Q. 倒置仕様し たアクチュエータ での運転では、 特殊な要件があ り ますか ?

A. この仕様で運転を行う場合は、 必ずブ ラ ン ソ ンにご連絡 く だ さい。 弊社はモデル専用のア ドバイス

を提供いた し てお り ます。

Q. 水平置き仕様アクチュエータ を使用し て運転する場合に特殊な要件はあ り ますか ?

A. この仕様で運転を行う場合は、 必ずブ ラ ン ソ ンにご連絡 く だ さい。 弊社はモデル専用のア ドバイス

を提供いた し てお り ます。
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Q. ホーンダウンおよびホーンスキャ ンが機能し ません。

A. ホーンダウンおよびホーンスキャ ンは、 溶着システムが待機モー ド になっている場合にのみ作動し

ます。 システム構成でパーツ ID スキャ ンがオンになっている と、 パーツがスキャ ン されるまでシステ

ムは待機モー ド にな り ません。 パーツ ID スキャ ンをオフに設定するか、 またはパーツスキャ ンをホー

ンダウン と ホーンスキャ ンで使用するよ う にする必要があ り ます。

Q. 非常停止はどのよ う に作動し ますか ?

A. 通常のヘ ッ ド リ ト ラ ク ト 機能ではな く 、 非常時にのみ使用する こ とに注意し て く だ さい。 非常停止

後に溶着システムのハー ド ウ ェ ア と システムステータ スを点検するための追加時間が設けられていま
す。 注記 ： 非常停止後に溶着システムを再起動するには、 前面パネルまたは外部信号による リ セ ッ ト
が必要と な り ます。 下記のサイ クル中断も参照 く だ さい。

Q. ではサイ クル中断機能は、 使用が推奨される高速な溶着ヘ ッ ド リ ト ラ ク ト 機能ですか ?

A. はい。 この機能では、 非常停止に使用される溶着システムのハー ド ウ ェ ア と システムステータ スを

点検するための追加時間が不要です。

Q. リセ ッ ト はどのよ う に機能し ますか ? リ セ ッ ト 状態を保持する こ とができますか？

A. リ セ ッ ト は、 一般アラームが発生し た後にのみ使用し ます。 リ セ ッ ト 状態は無視されるため、 保持

し ないで く だ さい。

Q. システムロジ ッ クが 24 V 以外の値を使用し ます。 対策はあ り ますか ?

A. デ ィ ッ プスイ ッ チセ ッ ト が前面パネルスロ ッ ト に装備されてお り、 これにはユーザ I/O コネク タが

含まれています。 スイ ッ チをオフ （開） に設定する と、 24 v ユーザ I/O がオープン コ レ ク タ構成に変

換されます。 このモー ド では、 同じ電圧 / 電流規格が適用されます。 （24 volt dc、 最大 25 ma） 要件に

互換性がある出力を備えたコ ン ト ロールデバイスにこれら を使用し ます。

Q. 使用の際に考慮すべき環境的条件があ り ますか ?

A. 電気および電子機器は、 高湿度 （凝縮水） 条件下、 さ らに粉塵が生じ る領域、 特殊導電性粉塵が生

じ る環境でも正常に機能し ません （カーボン粒子やフ ァ イバ、 金属粒子など）。

通常の粉塵が生じ る領域には、 工場出荷時またはカス タ マイズと し てフ ァ ンキッ ト （取扱説明書付き）
を装備する こ とができます。

使用条件、 防爆構造要件については、 最寄りの各営業所、 ブ ラ ン ソ ン製品サポー ト 、 カス タ マーサー
ビスまでいつでもお問い合わせ く だ さい。
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付録 B: アラーム

B.1 システムアラームテーブル  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 224
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B.1 システムアラームテーブル
以下のテーブルは、 2000Xc Power Supply で生じ る可能性があるアラーム詳細であ り、 各グループご

と に番号順に表記されてお り、 前面パネル上に表示されます。 パワーサプ ラ イのパネルに表示される
メ ッ セージは、 最初の列に記載されています。 メ ッ セージの詳細は、 ２ 列目に表示されます。 ３ 列お
よび 4 列目は、 アラームが生じ た状況および実行する是正措置が表記されています。

B.1.1 アラームイ ンデッ クス

システムのデ ィ スプレ イに表示されるア ラームのアルフ ァ ベ ッ ト 順のリ ス ト は、 B.1.1 ア ラームイ ン

デッ クスに含まれています。

図 B.1 アラームログ
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B.1.2 サイ クル修正アラーム

表 B.1 考えられる原因と是正措置を含むサイ クル修正アラームと メ ッ セージ

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ セー
ジ

アラーム状況 / 原因 是正措置

301
Trigger Lost in Hold
（ホールド で ト リ ガ加
圧力の喪失）

ワークで ト リ ガ加圧力が喪失
し たため、 サイ クルが中断さ
れま し た。

適し た圧力が空気圧系統から
供給されている こ と を確認し
ます。

301
Trigger Lost in Weld
（溶着で ト リ ガ加圧力
の喪失）

ワークで ト リ ガ加圧力が喪失
し たため、 サイ クルが中断さ
れま し た。

適し た圧力が空気圧系統から
供給されている こ と を確認し
ます。 ス ト ローク長が
9.5 cm 以上である こ と を確

認し ます。

303
Ground Detect Abort
（グラ ン ド デ ィ テ ク ト
中断）

溶着またはホールド中にグラ
ン ド デ ィ テ ク ト が生じ たた
め、 サイ クルが中断されま し
た。

ワークの配置および距離パラ
メ ータ を確認し ます。

304 Max Timeout （最大タ

イムアウ ト ）

設定されたパラ メ ータに達し
なかったため、 超音波が最大
許容時間を経過し ま し た。

手動でワーク を点検し ます。
ワークが正常な場合は、 この
アラームを回避するためメ イ
ンパラ メ ータ を調整し ます。

305 No Amplitude Step
（振幅ステ ッ プな し）

振幅タ イムステ ッ プの ト リ ガ
に達し ませんでし た。

手動でワーク を点検し ます。
ワークが正常な場合は、 振幅
ステ ッ プをオフにし ます。
ワークが正常でない場合は、
メ イ ンパラ メ ータ を調整し ま
す。

307 No Amplitude Step
（振幅ステ ッ プな し）

振幅エネルギステ ッ プの ト リ
ガに達し ませんで し た。

手動でワーク を点検し ます。
ワークが正常な場合は、 振幅
ステ ッ プをオフにし ます。
ワークが正常でない場合は、
メ イ ンパラ メ ータ を調整し ま
す。

309 No Amplitude Step
（振幅ステ ッ プな し）

振幅コ ラ プス距離ステ ッ プの
ト リ ガに達し ませんで し た。

手動でワーク を点検し ます。
ワークが正常な場合は、 振幅
ステ ッ プをオフにし ます。
ワークが正常でない場合は、
メ イ ンパラ メ ータ を調整し ま
す。

314 Energy Not Reached
（エネルギ未達成）

溶着時間は最大 50 % 延長さ

れま し たが、 最低エネルギに
達し ませんで し た。

手動でワーク を破棄し ます。
正常なパーツで複数のまたは
連続するアラームが生じ た場
合は、 最低エネルギ設定を変
更し ます。
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315
Trigger > End Force
（ ト リ ガ > 溶着加圧

力）

溶着サイ クル終了時の加圧力
が設定し た ト リ ガ加圧力以下
です。

ダウンスピー ド または / およ

びシステム圧力を増加させま
す。 このアラームが頻繁に生
じ る場合は、 ブ ラ ン ソ ンにお
問い合わせ く だ さい。

421 Sonics Disabled （超

音波無効）

超音波無効入力を取り消し ま
す。

2EE Input PIN Conflict （入

力 PIN 干渉）

30C No Amplitude Step
（振幅ステ ッ プな し）

振幅パワーステ ッ プレベルに
達し ませんで し た。

手動でワーク を点検し ます。
ワークが正常な場合は、 振幅
ステ ッ プをオフにし ます。
ワークが正常でない場合は、
メ イ ンパラ メ ータ を調整し ま
す。

30D No Amplitude Step
（振幅ステ ッ プな し）

外部信号入力で振幅ステ ッ プ
が受信されませんで し た。

外部信号がユーザ I/O で定義

されている こ と を確認し ま
す。

41B
Peak Power Cutoff
（ピークパワーカ ッ ト
オフ）

ピークパワーカ ッ ト オフに達
し し た。 溶着サイ クルに設定
し た メ イ ンパラ メ ータが使用
されませんでし た。

手動でワーク を点検し ます。
ワークが正常な場合は、 この
アラームを回避するためメ イ
ンパラ メ ータ を調整し ます。

41C ABS Cutoff （アブ ソ

リ ュー ト カ ッ ト オフ）

設定し たアブ ソ リ ュー ト 距離
カ ッ ト オフに達し ま し た。 溶
着サイ クルに設定し た メ イ ン
パラ メ ータがサイ クル終了時
に使用されませんで し た。

手動でワーク を点検し ます。
ワークが正常な場合は、 この
アラームを回避するためメ イ
ンパラ メ ータ を調整し ます。

70F
Ground Detect Abort
（グラ ン ド デ ィ テ ク ト
中断）

溶着またはホールド中にグラ
ン ド デ ィ テ ク ト が生じ たた
め、 サイ クルが中断されま し
た。 

手動でワーク を点検し ます。
ワークが正常な場合は、 この
アラームを回避するためメ イ
ンパラ メ ータ を調整し ます。

表 B.1 考えられる原因と是正措置を含むサイ クル修正アラームと メ ッ セージ (Continued)

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ セー
ジ

アラーム状況 / 原因 是正措置
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B.1.3 アラームの異常

表 B.2 考えられる原因と是正措置を含むアラームの異常と メ ッ セージ

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ
セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置

601
Start Switch Closed
（ス ター ト スイ ッ チ
閉）

キャ リ ッ ジが上昇端ス
イ ッ チに 6 秒間達し たに

もかかわらず、 ス ター ト
スイ ッ チがまだ有効に
なっています。

ス ター ト スイ ッ チを無効にし ます。

604 Upper Limit Switch
（上昇端スイ ッ チ）

溶着サイ クル終了時に上
昇端スイ ッ チが作動し ま
せんで し た。 スイ ッ チが
故障し ているか、 または
電気配線が外れている可
能性があ り ます。

上昇端スイ ッ チの電気接続を確認
するか、 またはスイ ッ チを交換し
ます。

609
Start Switch Closed
（ス ター ト スイ ッ チ
喪失）

両方のス ター ト スイ ッ チ
の後、 および ト リ ガ後に
点検されます。 喪失と さ
れる前に 10 ミ リ秒のデ

バウンス時間が設けられ
ています。

ス ター ト スイ ッ チを再度押し ます。

620
Pretrigger Timeout
（プレ ト リ ガ タ イム
アウ ト ）

キャ リ ッ ジが原点 ( 上限

が無効になる） を移動し
てから プレ ト リ ガが 10
秒以内に作動し ませんで
し た ( 上限が無効にな

る）。

キャ リ ッ ジが最低でも これ以上移
動する こ と をプレ ト リ ガの距離設
定で点検し ます。

コ ン ト ロール基板を修理または交
換し ます。

623 Thermal Overload
（熱過負荷）

パワーサプ ラ イの温度セ
ンサーが温度が最高作動
温度以上である こ と を示
し ています。 

オン時間を低減する、 またはオフ
時間を上昇させて使用率を低減し
ます。 フ ァ ンが正常に機能し、 内
部部品にほろ リ ガ付着し ていない
こ と を確認し ます。

624
Preset Data/BBR
（プ リ セ ッ ト データ
/BBR）

プ リ セ ッ ト のデータが損
傷し ています。 起動時に
点検されます。

コ ン ト ロール基板を修理または交
換し ます。

バッ テ リ を交換し ます。

625

Horn Return 
Timeout （ホーン リ

ターン タ イムアウ
ト ）

溶着が完了し た後にホー
ンがホームポジシ ョ ンへ
適切な時間内で引き込ま
れませんで し た。 ホーン
が動かな く なっているか、
または空気圧が不十分で
す。 上昇端スイ ッ チが故
障し ている可能性があ り
ます。

適切な空気圧が供給されている こ
と を確認し ます。 ホーンの引き戻
し を妨げる障害物や詰ま りがない
か点検し ます。 上昇端スイ ッ チの
機能を点検し ます。
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626

Actuator NovRam
（アクチュエータ
NovRam）

エラーコー ド  = 10

アクチュエータ NovRam
に損傷し たデータが含ま
れています。

コールド ス ター ト を実施し ます。
設定 / ケーブルを点検し ます。 アク

チュエータのイ ン ターフ ェ イス基
板を修理または交換し ます。

626

Actuator NovRam
（アクチュエータ
NovRam）

エラーコー ド  = 20

シ リ ンダサイズが 1.5、

2.0、 2.5、 3.0、 50 mm、

63 mm、 80 mm、 または

カス タムではあ り ません。

コールド ス ター ト を実施し ます。
設定 / ケーブルを点検し ます。 アク

チュエータのイ ン ターフ ェ イス基
板を修理または交換し ます。

626

Actuator NovRam
（アクチュエータ
NovRam）

エラーコー ド  = 30

ス ト ローク長が 4”、 5”、
6”、 7”、 8”、 80 mm、

160 mm またはカス タム

ではあ り ません。

コールド ス ター ト を実施し ます。
設定 / ケーブルを点検し ます。 アク

チュエータのイ ン ターフ ェ イス基
板を修理または交換し ます。

626

Actuator NovRam
（アクチュエータ
NovRam）

エラーコー ド  = 40

圧力センサ校正テーブル
の連続する要素が上記の
値以上の場合。

コールド ス ター ト を実施し ます。
設定 / ケーブルを点検し ます。 アク

チュエータのイ ン ターフ ェ イス基
板を修理または交換し ます。

626

Actuator NovRam
（アクチュエータ
NovRam）

エラーコー ド  = 50

ロー ド セルテーブルの連
続する要素が上記の値以
上でない場合。

コールド ス ター ト を実施し ます。
設定 / ケーブルを点検し ます。 アク

チュエータのイ ン ターフ ェ イス基
板を修理または交換し ます。

626

Actuator NovRam
（アクチュエータ
NovRam）

エラーコー ド  = 60

アクチュエータ NovRam
に書き込めませんで し た。

コールド ス ター ト を実施し ます。
設定 / ケーブルを点検し ます。 アク

チュエータのイ ン ターフ ェ イス基
板を修理または交換し ます。

627
P/S NovRam （パ

ワーサプ ラ イ
NovRam）

パワーサプ ラ イ NovRam
故障。 起動時にのみ点検
されます。

コ ン ト ロール基板を修理または交
換し ます。

628
Start Sw Time （ス

ター ト スイ ッ チ時
間）

要求された時間内に両方
のス ター ト スイ ッ チを有
効にし ませんで し た。

サイ クルへ戻るには、 両方のス
ター ト スイ ッ チを同時に有効にし
ます。

629 USB Memory Full
（USB メ モ リ フル）

USB メ モ リ に保存する

データは選択されま し た
が、 メ モ リ ステ ィ ッ クは
いっぱいです。 

修正されるまで溶着は停止し ます。
溶着サイ クルのすべてのデータが
保存できない場合は、 データは書
き込まれません。 指定し た溶着サ
イ クルのすべてのデータが 1 つの

USB ステ ィ ッ クに書き込まれる必

要があ り ます。

表 B.2 考えられる原因と是正措置を含むアラームの異常と メ ッ セージ (Continued)

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ
セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置
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630
Actuator Clear 
Function （アクチュ

エータ ク リ ア機能）

アクチュエータ ク リ ア条
件が満た される前に、
キャ リ ッ ジがホームポジ
シ ョ ンに達し ま し た。

リ ニアエン コーダケーブルが正し
く 接続されている こ と を確認し ま
す。 リ ニアエン コーダを交換し ま
す。 コ ン ト ロール基板を修理また
は交換し ます。

632
Actuator Type （ア

クチュエータ タ イ
プ）

起動時に検知されたアク
チュエータ タ イプが最後
に実施し た溶着サイ クル
で使用し たアクチュエー
タ タ イプ と異な り ます。
起動時および非常停止が
解消された後に点検され
ます。

シ リ アルナンバー （ae/ao を除 く ）

と タ イプを点検し、 リ セ ッ ト し ま
す。 

アクチュエータ を交換し ていない
場合、 システムの ト ラ ブルシュー
テ ィ ングを行います。

635 USB Memory Lost
（USB メ モ リ喪失）

USB メ モ リ ステ ィ ッ クが

取り外されているか、 ま
たは機能し ません。 

溶着データは、 USB ステ ィ ッ クに

保存するよ う に構成されているた
め、 USB ステ ィ ッ クが機能するよ

う になるまで、 または溶着データ
の保存が要求されな く なるまで溶
着サイ クルは停止されなければな
り ません。

62A
Wrong Actuator
（不適切なアクチュ
エータ）

パワーサプ ラ イがこのタ
イプのパワーサプ ラ イで
使用できないアクチュ
エータ を検知し ま し た。

このパワーサプ ラ イに適し たアク
チュエータ を使用し て く だ さい。

62B
Ultrasonics P/S （超

音波パワーサプ ラ
イ）

起動時に点検されます。
シークが要求されたにも
かかわらず、 信号が検知
されなかったか、 または
パワー出力の振幅が 2 %
以下です。 DUPS 通信エ

ラーが生じ ま し た。

ブ ラ ン ソ ンへお問い合わせ く だ さ
い。 パワーサプ ラ イモジュールを
修理または交換し ます。

62F

Recalibrate 
Actuator （アクチュ

エータの再校正）

エラーコー ド  = 100

アクチュエータ シ リ アル
ナンバーが最後に電源を
投入し た際のナンバーと
異なるか、 または新しい
設定には校正が必要です。

アラーム情報画面からアクチュ
エータ校正を実行するか、 メ イ ン
メ ニュの校正から行います。

62F

Recalibrate 
Actuator （アクチュ

エータの再校正）

エラーコー ド  = 200

0.63 cm 以上および

0.62 kgf 以下の加圧力で

コ ラ プスに達し ま し た。

アラーム情報画面からアクチュ
エータ校正を実行するか、 メ イ ン
メ ニュの校正から行います。

パーツの位置調整も点検し て く だ
さい。

62F

Recalibrate 
Actuator （アクチュ

エータの再校正）

エラーコー ド  = 300

シャ ッ ト ダウンまたは非
常停止後にホーン重量を
2.7 ～ 3.17 kgf に変更し

ます。

アラーム情報画面からアクチュ
エータ校正を実行するか、 メ イ ン
メ ニュの校正から行います。

表 B.2 考えられる原因と是正措置を含むアラームの異常と メ ッ セージ (Continued)

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ
セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置
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62F

Recalibrate 
Actuator （アクチュ

エータの再校正）

エラーコー ド  = 400

ト リ ガ後のキャ リ ッ ジ移
動距離が -0.25 以上です。

アラーム情報画面からアクチュ
エータ校正を実行するか、 メ イ ン
メ ニュの校正から行います。

62F

Recalibrate 
Actuator （アクチュ

エータの再校正）

エラーコー ド  = 600

アクチュエータ タ イプが
変更されま し た。

アラーム情報画面からアクチュ
エータ校正を実行するか、 メ イ ン
メ ニュの校正から行います。

62F

Recalibrate 
Actuator （アクチュ

エータの再校正）

エラーコー ド  = 700

ホーンダウンで不正な ト
リ ガが行われま し た。 

アラーム情報画面からアクチュ
エータ校正を実行するか、 メ イ ン
メ ニュの校正から行います。

62F

Recalibrate 
Actuator （アクチュ

エータの再校正）

エラーコー ド  = 800

パーツ コ ン タ ク ト フ ラグ
が失われま し た。

アラーム情報画面からアクチュ
エータ校正を実行するか、 メ イ ン
メ ニュの校正から行います。

62F

Recalibrate 
Actuator （アクチュ

エータの再校正）

エラーコー ド  = 900

パーツ接触後および ト リ
ガ前に、 キャ リ ッ ジ移動
距離 0.63 cm 以上および

加圧力 0.62 kgf が生じ ま

し た。

アラーム情報画面からアクチュ
エータ校正を実行するか、 メ イ ン
メ ニュの校正から行います。

表 B.2 考えられる原因と是正措置を含むアラームの異常と メ ッ セージ (Continued)

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ
セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置
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B.1.4 サイ クルアラームな し

表 B.3 考えられる原因と是正措置を含むサイ クルアラームな し と メ ッ セージ

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ
セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置

702 Trigger Timeout （ ト

リ ガ タ イムアウ ト ）

許容時間 10 秒内に ト リ ガ加圧

力に達し ませんで し た。

パーツが治具に配置されて
いる こ と を確認し ます。 適
し た圧力が空気圧系統から
供給されている こ と を確認
し ます。 ス ト ローク長が
9.5 cm 以上である こ と を確

認し ます。

703
Trg Delay Timeout
（ ト リ ガ遅延タ イムア
ウ ト ）

外部 ト リ ガ遅延がオンにされて
いますが、 指定された入力が許
容時間 30 秒内に無効にな り ま

せんで し た。

外部タ イ ミ ングを点検し て
く だ さい。

外部 ト リ ガ遅延を有効にし
ます。

706
Missing Part Abort
（ ミ ッ シングパーツ中
断）

ダウンス ト ローク中に点検され
ます。

ト リ ガが行われる前に ミ ッ シン
グパーツ最低距離に達し なかっ
たか、 ト リ ガが行われる前に最
大距離を超過し ま し た。

ワーク を治具に挿入し ま
す。 ホーンダウン機能を使
用し てワークまでの距離を
測定し、 アラーム情報画面
またはセ ッ ト ア ッ プ メ ニュ
で最低または最大設定を リ
セ ッ ト し ます。

708
Trig Before Pretrig
（プレ ト リ ガ前の ト リ
ガ）

プレ ト リ ガ距離前に ト リ ガが行
われた、 上昇端スイ ッ チが無
効、 またはプレ ト リ ガ タ イム遅
延がタ イムアウ ト にな り ません
で し た。

各条件を点検し、 必要に応
じ て修正し ます。

70C
Abs Before Trg （ ト

リ ガ前にアブ ソ
リ ュー ト 距離達成）

ト リ ガ前にアブ ソ リ ュー ト 距離
に達し ま し た。 他のモー ド で
は、 このアラームは ト リ ガ前に
アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ距離
に達し たこ と を意味し ます。

アラーム情報画面または
セ ッ ト ア ッ プ画面からアブ
ソ リ ュー ト 距離パラ メ ータ
を リ セ ッ ト し ます。

70D
Amp Step Before Trg
（ ト リ ガ前の振幅ス
テ ッ プ）

振幅ステ ッ プ ト リ ガが溶着時間
が開始されて 2 ミ リ秒以内に検

知されま し た。

アラーム情報画面または
セ ッ ト ア ッ プ画面から振幅
ステ ッ プパラ メ ータ を リ
セ ッ ト し ます。

70F Ground Detect （グラ

ン ド デ ィ テ ク ト ）

グラ ン ド デ ィ テ ク ト 入力が不適
切に設定されている、 誤った条
件、 または故障し ています。

適切に設定し なおし、 条件
を変更するか故障し ている
入力端子を交換し ます。
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B.1.5 サスペク ト またはリ ジ ェ ク ト アラーム

表 B.4 考えられる原因と是正措置を含むサスペク ト またはリ ジ ェ ク ト アラームと メ ッ セージ

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ
セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置

500
–R Trg Dist Limit
（–R ト リ ガ距離リ

ミ ッ ト ）

現在の ト リ ガ距離値がマイ
ナス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ距離
リ ミ ッ ト に達し ませんで し
た。

アラーム情報画面またはセ ッ
ト ア ッ プ画面からマイナス リ
ジ ェ ク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト
を調整し ます。 複数または連
続するアラームが生じ た場合
は、 ワーク を破棄し ます。

503
+R Pk Power Limit
（+R ピークパワーリ

ミ ッ ト ）

現在のピークパワー値がプ
ラス リ ジ ェ ク ト ピークパ
ワーリ ミ ッ ト を超えま し た。

正常なワークで複数または連
続するアラームが生じ た場合
は、 ワーク を破棄し ます。
ピークパワー設定の変更を考
慮し ます。

504
–R Pk Power Limit
（–R ピークパワーリ

ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たピークパワーが設定し
た下限リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト
以下で し た。

ワーク を破棄し ます。 正常な
パーツで複数のまたは連続す
るアラームが生じ た場合は、
リ ジ ェ ク ト ピークパワーリ
ミ ッ ト を変更する必要があ り
ます。

505 –R Time Limit
（–R タ イムリ ミ ッ ト ）

現在の時間値がマイナス リ
ジ ェ ク ト タ イムリ ミ ッ ト に
達し ませんで し た。

正常なワークで複数または連
続するアラームが生じ た場合
は、 ワーク を破棄し ます。 時
間設定の変更を考慮し ます。

506 +R Time Limit
（+R タ イムリ ミ ッ ト ）

現在の時間値がプ ラス リ
ジ ェ ク ト タ イムリ ミ ッ ト を
超えま し た。

正常なワークで複数または連
続するアラームが生じ た場合
は、 ワーク を破棄し ます。 時
間設定の変更、 またはリ ジ ェ
ク ト タ イムリ ミ ッ ト の変更を
考慮し ます。

507
–R Energy Limit
（–R エネルギーリ

ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たエネルギーが設定し た
下限リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト 以
下で し た。

ワーク を破棄し ます。 正常な
パーツで複数のまたは連続す
るアラームが生じ た場合は、
リ ジ ェ ク ト エネルギリ ミ ッ ト
を変更し ます。

508
+R Energy Limit
（+R エネルギーリ

ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たエネルギーが設定し た
上限リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト を
超えま し た。

ワーク を破棄し ます。 正常な
パーツで複数のまたは連続す
るアラームが生じ た場合は、
リ ジ ェ ク ト エネルギリ ミ ッ ト
を変更し ます。

509
–R Col Dist Limit
（–R コ ラ プス距離リ

ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たコ ラ プス距離が設定し
た下限リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト
以下で し た。

ワーク を破棄し ます。 正常な
パーツで複数のまたは連続す
るアラームが生じ た場合は、
リ ジ ェ ク ト コ ラ プス距離リ
ミ ッ ト を変更する必要があ り
ます。
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510
+R  Weld Force Limit
（+R 溶着加圧力リ

ミ ッ ト ）

現在の溶着カ加圧力がプ ラ
ス リ ジ ェ ク ト 溶着加圧力リ
ミ ッ ト を超えま し た。

正常なワークで複数または連
続するアラームが生じ た場合
は、 ワーク を破棄し ます。 溶
着加圧力設定の変更を考慮し
ます。

512 –R Freq Limit
（–R 周波数リ ミ ッ ト ）

システムの帯域幅リ ミ ッ ト
(SBL) 機能が周波数が著し く

降下し、 直列共振周波数ポ
イ ン ト 付近にある こ と を認
識し ま し た。

ス タ ッ クの完全性を確認し て
く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ンを点検し ま
す。

513 +R Freq Limit
（+R 周波数リ ミ ッ ト ）

システムの帯域幅リ ミ ッ ト
(SBL) 機能が周波数が著し く

上昇し、 直列共振周波数ポ
イ ン ト 付近にある こ と を認
識し ま し た。

ス タ ッ クの完全性を確認し て
く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ンを点検し ま
す。

514

+R PMC Band Limit
（+R パワーマ ッ チ

カーブ帯域幅リ ミ ッ
ト ）

パワーマ ッ チカーブ機能が
許容カーブ以上のポイ ン ト
を認識し ま し た。

追加でサイ クルを実行し、 こ
れが ト レン ト であるか、 また
は以上であるかを確認し ま
す。 プロセスを点検し、 それ
に応じ て調整し ます。

515

–R PMC Band Limit
（–R パワーマ ッ チ

カーブ帯域幅リ ミ ッ
ト ）

パワーマ ッ チカーブ機能が
許容カーブ以下のポイ ン ト
を認識し ま し た。

追加でサイ クルを実行し、 こ
れが ト レン ト であるか、 また
は以上であるかを確認し ま
す。 プロセスを点検し、 それ
に応じ て調整し ます。

551
 –S Energy Limit
（–S エネルギーリ ミ ッ

ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たエネルギーが設定し た
下限サスペク ト リ ミ ッ ト 以
下で し た。 

手動で正常な溶着のワークで
ある こ と を確認し ます。 正常
なパーツで複数のまたは連続
するアラームが生じ た場合
は、 サスペク ト エネルギリ
ミ ッ ト を変更し ます。

552
+S Energy Limit
（+S エネルギーリ

ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たエネルギーが設定し た
上限サスペク ト リ ミ ッ ト を
超えま し た。

手動で正常な溶着のワークで
ある こ と を確認し ます。 正常
なパーツで複数のまたは連続
するアラームが生じ た場合
は、 サスペク ト エネルギリ
ミ ッ ト を変更し ます。

553
–S Pk Power Limit
（–S ピークパワーリ

ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たピークパワーが設定し
た下限サスペク ト リ ミ ッ ト
以下で し た。 

手動で正常な溶着のワークで
ある こ と を確認し ます。 正常
なパーツで複数のまたは連続
するアラームが生じ た場合
は、 サスペク ト ピークパワー
リ ミ ッ ト を変更する必要があ
り ます。

表 B.4 考えられる原因と是正措置を含むサスペク ト またはリ ジ ェ ク ト アラームと メ ッ セージ (Continued)
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554
+S Pk Power Limit
（+S ピークパワーリ

ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たピークパワーが設定し
た上限サスペク ト リ ミ ッ ト
以上で し た。

手動で正常な溶着のワークで
ある こ と を確認し ます。 正常
なパーツで複数のまたは連続
するアラームが生じ た場合
は、 サスペク ト ピークパワー
リ ミ ッ ト を変更する必要があ
り ます。

555
–S Col Dist Limit
（–S コ ラ プス距離リ

ミ ッ ト ）

現在のコ ラ プス距離値がマ
イナスサスペク ト コ ラ プス
距離リ ミ ッ ト に達し ません
で し た。

ワーク を点検し ます。 複数の
または連続するアラームが生
じ た場合は、 アラーム情報画
面またはセ ッ ト ア ッ プ画面か
ら コ ラ プス距離値を調整し ま
す。

556
+S Col Dist Limit
（+ S コ ラ プス距離リ

ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たコ ラ プス距離が設定し
た上限サスペク ト リ ミ ッ ト
以上で し た。

手動で正常な溶着のワークで
ある こ と を確認し ます。 正常
なパーツで複数のまたは連続
するアラームが生じ た場合
は、 サスペク ト コ ラ プス距離
リ ミ ッ ト を変更する必要があ
り ます。

557
–S Abs Dist Limit
（–S アブ ソ リ ュー ト 距

離リ ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たアブ ソ リ ュー ト 距離が
設定し た下限サスペク ト リ
ミ ッ ト 以下で し た。

手動で正常な溶着のワークで
ある こ と を確認し ます。 正常
なパーツで複数のまたは連続
するアラームが生じ た場合
は、 サスペク ト アブ ソ リ ュー
ト 距離リ ミ ッ ト を変更する必
要があ り ます。

558
+S Abs Dist Limit
（+S アブ ソ リ ュー ト

距離リ ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たアブ ソ リ ュー ト 距離が
設定し た上限サスペク ト リ
ミ ッ ト 以上で し た。

手動で正常な溶着のワークで
ある こ と を確認し ます。 正常
なパーツで複数のまたは連続
するアラームが生じ た場合
は、 サスペク ト アブ ソ リ ュー
ト 距離リ ミ ッ ト を変更する必
要があ り ます。

559
–S Trg Dist Limit
（–S ト リ ガ距離リ ミ ッ

ト ）

現在の ト リ ガ距離値がマイ
ナスサスペク ト ト リ ガ距離
リ ミ ッ ト に達し ませんで し
た。

ワーク を点検し ます。 複数の
または連続するアラームが生
じ た場合は、 アラーム情報画
面またはセ ッ ト ア ッ プ画面か
ら ト リ ガ距離リ ミ ッ ト を調整
し ます。

50A
+R Col Dist Limit
（+R コ ラプス距離リ

ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たコ ラ プス距離が設定し
た上限リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト
以上で し た。

ワーク を破棄し ます。 正常な
パーツで複数のまたは連続す
るアラームが生じ た場合は、
リ ジ ェ ク ト コ ラ プス距離リ
ミ ッ ト を変更する必要があ り
ます。

表 B.4 考えられる原因と是正措置を含むサスペク ト またはリ ジ ェ ク ト アラームと メ ッ セージ (Continued)
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50B
–R Abs Dist Limit （–R 
アブ ソ リ ュー ト 距離
リ ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し たアブ ソ リ ュー ト 距離が
設定し た下限リ ジ ェ ク ト リ
ミ ッ ト 以下で し た。 

ワーク を破棄し ます。 正常な
パーツで複数のまたは連続す
るアラームが生じ た場合は、
リ ジ ェ ク ト アブ ソ リ ュー ト 距
離リ ミ ッ ト を変更する必要が
あ り ます。

50C
+R Abs Dist Limit （+R 
アブ ソ リ ュー ト 距離
リ ミ ッ ト ）

現在の距離値がプ ラス リ
ジ ェ ク ト アブ ソ リ ュー ト 距
離リ ミ ッ ト を超えま し た。

正常なワークで複数または連
続するアラームが生じ た場合
は、 ワーク を破棄し ます。 ア
ブ ソ リ ュー ト 設定の変更を考
慮し ます。

50E +R Trg Dist Limit （+R 
ト リ ガ距離リ ミ ッ ト ）

現在の ト リ ガ距離値がプ ラ
ス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ距離リ
ミ ッ ト を超えま し た。

アラーム情報画面またはセ ッ
ト ア ッ プ画面から プ ラス リ
ジ ェ ク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト
を調整し ます。 複数または連
続するアラームが生じ た場合
は、 ワーク を破棄し ます。

50F
–R  Weld Force Limit
（–R 溶着加圧力リ

ミ ッ ト ） 

現在の溶着カ加圧力がマイ
ナス リ ジ ェ ク ト 溶着加圧力
リ ミ ッ ト に達し ませんで し
た。 

アラーム情報画面またはセ ッ
ト ア ッ プ画面からマイナス溶
着加圧力を調整し ます。 複数
または連続するアラームが生
じ た場合は、 ワーク を破棄し
ます。

55A
+S Trg Dist Limit
（+S ト リ ガ距離リ

ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し た ト リ ガ距離が設定し た
上限サスペク ト リ ミ ッ ト 以
上で し た。

手動で正常な溶着のワークで
ある こ と を確認し ます。 正常
なパーツで複数のまたは連続
するアラームが生じ た場合
は、 サスペク ト ト リ ガ距離リ
ミ ッ ト を変更する必要があ り
ます。

55B
–S  Weld Force Limit
（–S 溶着加圧力リ ミ ッ

ト ）

現在の溶着カ加圧力がマイ
ナスサスペク ト 溶着加圧力
リ ミ ッ ト に達し ませんで し
た。

ワーク を点検し ます。 複数の
または連続するアラームが生
じ た場合は、 アラーム情報画
面またはセ ッ ト ア ッ プ画面か
ら溶着加圧力値を調整し ま
す。

55C
+S  Weld Force Limit
（+S 溶着加圧力リ

ミ ッ ト ）

現在の溶着カ加圧力がプ ラ
スサスペク ト 溶着加圧力リ
ミ ッ ト を超えま し た。

ワーク を点検し ます。 複数の
または連続するアラームが生
じ た場合は、 アラーム情報画
面またはセ ッ ト ア ッ プ画面か
ら溶着加圧力値を調整し ま
す。

55D –S Time Limit
（–S タ イムリ ミ ッ ト ）

最後の溶着サイ クルで使用
し た時間が設定し た下限サ
スペク ト リ ミ ッ ト 以下で し
た。

ワーク を点検し ます。 複数の
または連続するアラームが生
じ た場合は、 アラーム情報画
面またはセ ッ ト ア ッ プ画面か
ら タ イム値を調整し ます。

表 B.4 考えられる原因と是正措置を含むサスペク ト またはリ ジ ェ ク ト アラームと メ ッ セージ (Continued)
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55E +S Time Limit‘
（+S タ イムリ ミ ッ ト ）

現在の時間値がプ ラスサス
ペク ト タ イムリ ミ ッ ト を超
えま し た。

ワーク を点検し ます。 複数の
または連続するアラームが生
じ た場合は、 アラーム情報画
面またはセ ッ ト ア ッ プ画面か
ら タ イム値を調整するか、 サ
スペク ト リ ミ ッ ト タ イムを変
更し ます。 

表 B.4 考えられる原因と是正措置を含むサスペク ト またはリ ジ ェ ク ト アラームと メ ッ セージ (Continued)
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B.1.6 アラームの設定

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ
メ ッ セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置

203

無効なプ リ
セ ッ ト

エラーコー ド  
= 1

現在 MPS は使用できません。

203

無効なプ リ
セ ッ ト

エラーコー ド  
= 2

プ リ セ ッ ト で設定を変更し ます。

コールド ス ター ト が必要と なる場
合があ り ます。

203

無効なプ リ
セ ッ ト

エラーコー ド  
= 3

プ リ セ ッ ト で設定を変更し ます。

コールド ス ター ト が必要と なる場
合があ り ます。

203

無効なプ リ
セ ッ ト

エラーコー ド  
= 4

プ リ セ ッ ト で設定を変更し ます。

コールド ス ター ト が必要と なる場
合があ り ます。

203

無効なプ リ
セ ッ ト

エラーコー ド  
= 5

プ リ セ ッ ト で設定を変更し ます。

コールド ス ター ト が必要と なる場
合があ り ます。

203

無効なプ リ
セ ッ ト

エラーコー ド  
= 6

プ リ セ ッ ト で設定を変更し ます。

コールド ス ター ト が必要と なる場
合があ り ます。

203

無効なプ リ
セ ッ ト

エラーコー ド  
= 7

プ リ セ ッ ト で設定を変更し ます。

コールド ス ター ト が必要と なる場
合があ り ます。

203

無効なプ リ
セ ッ ト

エラーコー ド  
= 8

プ リ セ ッ ト で設定を変更し ます。

コールド ス ター ト が必要と なる場
合があ り ます。

203

無効なプ リ
セ ッ ト

エラーコー ド  
= 9

プ リ セ ッ ト で設定を変更し ます。

コールド ス ター ト が必要と なる場
合があ り ます。
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207

+ – Time Limit 
Crossed （+ – 
タ イムリ ミ ッ
ト 超過）

タ イムサスペク ト リ ミ ッ ト が逆
に入力されています。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からサスペク ト タ イム
リ ミ ッ ト を変更し ます。

208

+ – Time Limit 
Crossed （+ – 
タ イムリ ミ ッ
ト 超過）

タ イムリ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト が逆
に入力されています。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から リ ジ ェ ク ト タ イム
リ ミ ッ ト を変更し ます。

209

+ – Eng Limit 
Crossed （+ – 
エネルギーリ
ミ ッ ト 超過）

エネルギーサスペク ト リ ミ ッ ト
が逆に入力されています。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からサスペク ト エネル
ギーリ ミ ッ ト を変更し ます。

210

+ – Abs Limit 
Crossed （+ – 
アブ ソ リ ュー
ト リ ミ ッ ト 超
過）

アブ ソ リ ュー ト 距離サスペク ト
リ ミ ッ ト が逆に入力されていま
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からサスペク ト アブ ソ
リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト を変更し ま
す。

211

+ – Col Limit 
Crossed （+ – 
コ ラ プス リ
ミ ッ ト 超過）

コ ラ プス距離リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ
ト が逆に入力されています。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から リ ジ ェ ク ト コ ラ プ
ス距離リ ミ ッ ト を変更し ます。

212

+ – Col Limit 
Crossed （+ – 
コ ラ プス リ
ミ ッ ト 超過）

コ ラ プス距離サスペク ト リ ミ ッ
ト が逆に入力されています。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からサスペク ト コ ラ プ
ス距離リ ミ ッ ト を変更し ます。

213

+ – F Limit 
Crossed （+ – 
溶着加圧力リ
ミ ッ ト 超過）

マイナス リ ジ ェ ク ト 溶着加圧力
リ ミ ッ ト がプ ラス リ ジ ェ ク ト 溶
着加圧力リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からマイナス リ ジ ェ ク
ト 溶着加圧力リ ミ ッ ト 、 またはプ
ラス リ ジ ェ ク ト 溶着加圧力リ ミ ッ
ト を変更し ます。

214

+ – F Limit 
Crossed （+ – 
溶着加圧力リ
ミ ッ ト 超過）

マイナスサスペク ト 溶着加圧力
リ ミ ッ ト がプ ラスサスペク ト 溶
着加圧力リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からマイナスサスペク
ト 溶着加圧力リ ミ ッ ト 、 またはプ
ラスサスペク ト 溶着加圧力リ ミ ッ
ト を変更し ます。

215

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

振幅ステ ッ プに設定し た時間が
溶着サイ クルに設定し た値以上
です。

振幅に設定し たステ ッ プ時間また
は溶着サイ クル設定時間を変更し
ます。

216

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

振幅ステ ッ プ値がプ ラス リ ジ ェ
ク ト ピークパワーリ ミ ッ ト 値以
上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から振幅ステ ッ プまた
は + リ ジ ェ ク ト ピークパワーリ

ミ ッ ト を変更し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)
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217

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

振幅ステ ッ プ値がプ ラスサスペ
ク ト ピークパワーリ ミ ッ ト 値以
上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から振幅ステ ッ プまた
は + サスペク ト ピークパワーリ

ミ ッ ト を変更し ます。

218

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

振幅ステ ッ プ値がプ ラス リ ジ ェ
ク ト エネルギーリ ミ ッ ト 値以上
です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から振幅ステ ッ プまた
は + リ ジ ェ ク ト エネルギーリ ミ ッ

ト を変更し ます。

219

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

振幅ステ ッ プ値がプ ラスサスペ
ク ト エネルギーリ ミ ッ ト 値以上
です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から振幅ステ ッ プまた
は + サスペク ト エネルギーリ ミ ッ

ト を変更し ます。

226

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

パワー値の振幅ステ ッ プがピー
クパワーリ ミ ッ ト 値以上です。
このアラームはピークパワー
モー ドの場合のみ発生し ます。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から振幅ステ ッ プまた
はピークパワーを変更し ます。

227

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

パワー値の振幅ステ ッ プが最大
エネルギー補正値以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から振幅ステ ッ プまた
は最大エネルギー補正リ ミ ッ ト を
変更し ます。

229

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

振幅ステ ッ プ値がピークパワー
カ ッ ト オフ値以上です。 このア
ラームはピークパワーモー ド を
除 く 、 すべてのモー ド で発生し
ます。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から振幅ステ ッ プまた
はピークパワーカ ッ ト オフ を変更
し ます。

231

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

振幅ステ ッ プに設定し たエネル
ギーレベルと溶着サイ クルに設
定し たエネルギーレベルで干渉
が生じ ています。

振幅に設定し たステ ッ プエネル
ギーまたは溶着サイ クルエネル
ギーレベルを変更し ます。

232

Timeout 
Conflict （タ

イムアウ ト コ
ン フ リ ク ト ）

プ ラス リ ジ ェ ク ト タ イムリ ミ ッ
ト が
最大タ イムアウ ト 値以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト タ イ

ムリ ミ ッ ト または最大タ イムアウ
ト 値を変更し ます。

233

Timeout 
Conflict （タ

イムアウ ト コ
ン フ リ ク ト ）

マイナスサスペク ト タ イムリ
ミ ッ ト が最大タ イムアウ ト 値以
上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト タ イ

ムリ ミ ッ ト または最大タ イムアウ
ト 値を変更し ます。

234

Timeout 
Conflict （タ

イムアウ ト コ
ン フ リ ク ト ）

マイナス リ ジ ェ ク ト タ イムリ
ミ ッ ト が
最大タ イムアウ ト 値以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から - リ ジ ェ ク ト タ イム

リ ミ ッ ト または最大タ イムアウ ト
値を変更し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)
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237

–S Trg > 
–S Abs
（–S ト リ ガ > 
–S アブ ソ

リ ュー ト ）

マイナスサスペク ト ト リ ガ リ
ミ ッ ト 値がマイナスサスペク ト
アブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト 以
上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からマイナスサスペク
ト ト リ ガ リ ミ ッ ト 、 またはマイナ
スアブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト を
変更し ます。

238

+ S Trg > 
+ S Abs
（+S ト リ ガ > 
+S アブ ソ

リ ュー ト ）

プ ラスサスペク ト ト リ ガ リ ミ ッ
ト がプ ラスサスペク ト アブ ソ
リ ュー ト リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プ ラスサスペク ト
ト リ ガ リ ミ ッ ト 、 またはプ ラスア
ブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト を変更
し ます。

239

–R Trg > 
–R Abs
（–R ト リ ガ > 
–R アブ ソ

リ ュー ト ）

マイナス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ
ミ ッ ト がマイナスサス リ ジ ェ ク
ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト
以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からマイナス リ ジ ェ ク
ト ト リ ガ リ ミ ッ ト 、 またはマイナ
スアブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト を
変更し ます。

244

Time S/R 
Limit Cross
（タ イム S/R
リ ミ ッ ト 超
過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト タ イムリ ミ ッ
ト がマイナスサスペク ト タ イム
リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト タ イ

ムリ ミ ッ ト または – サスペク ト タ

イムリ ミ ッ ト を変更し ます。

245

Time S/R 
Limit Cross
（タ イム S/R
リ ミ ッ ト 超
過）

プ ラスサスペク ト タ イムリ ミ ッ
ト がマイナス リ ジ ェ ク ト タ イム
リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト タ イ

ムリ ミ ッ ト または – リ ジ ェ ク ト タ

イムリ ミ ッ ト を変更し ます。

246

Time S/R 
Limit Cross
（タ イム S/R
リ ミ ッ ト 超
過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト タ イムリ ミ ッ
ト がプ ラスサスペク ト タ イムリ
ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト タ イ

ムリ ミ ッ ト または + サスペク ト タ

イムリ ミ ッ ト を変更し ます。

247

Time S/R 
Limit Cross
（タ イム S/R
リ ミ ッ ト 超
過）

マイナス リ ジ ェ ク ト タ イムリ
ミ ッ ト がマイナスサスペク ト タ
イムリ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – リ ジ ェ ク ト タ イ

ムリ ミ ッ ト または – サスペク ト タ

イムリ ミ ッ ト を変更し ます。

248

Eng S/R Limit 
Cross （エネ

ルギ S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト エネルギーリ
ミ ッ ト がマイナスサスペク ト エ
ネルギーリ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト エネル

ギーリ ミ ッ ト または – サスペク ト エ

ネルギーリ ミ ッ ト を変更し ます。

249

Eng S/R Limit 
Cross （エネ

ルギ S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラスサスペク ト エネルギーリ
ミ ッ ト がマイナス リ ジ ェ ク ト エ
ネルギーリ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト ア ッ
プ画面から + サスペク ト エネルギー

リ ミ ッ ト または – リ ジ ェ ク ト エネル

ギーリ ミ ッ ト を変更し ます。
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250

Abs S/R Limit 
Cross （アブ

ソ リ ュー ト
S/R リ ミ ッ ト

超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト
アブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト が
マイナスサスペク ト アブ ソ
リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト 以下で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト アブ

ソ リ ュー ト 距離または
– サスペク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ

ミ ッ ト を変更し ます。

251

Abs S/R Limit 
Cross （アブ

ソ リ ュー ト
S/R リ ミ ッ ト

超過）

プ ラスサスペク ト
アブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト が
マイナス リ ジ ェ ク ト アブ ソ
リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト 以下で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト アブ

ソ リ ュー ト 距離または
– リ ジ ェ ク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ

ミ ッ ト を変更し ます。

252

Abs S/R Limit 
Cross （アブ

ソ リ ュー ト
S/R リ ミ ッ ト

超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト
アブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト が
プ ラスサスペク ト アブ ソ リ ュー
ト 距離リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト アブ

ソ リ ュー ト 距離または
+ サスペク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ

ミ ッ ト を変更し ます。

253

Abs S/R Limit 
Cross （アブ

ソ リ ュー ト
S/R リ ミ ッ ト

超過）

マイナス リ ジ ェ ク ト アブ ソ
リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト がマイナ
スサスペク ト アブ ソ リ ュー ト 距
離リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – リ ジ ェ ク ト アブ

ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト または - サ

スペク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ
ミ ッ ト を変更し ます。

254

Col S/R Limit 
Cross （コ ラ

プス S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト
コ ラ プス距離リ ミ ッ ト がマイナ
スサスペク ト コ ラ プス距離リ
ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト コ ラ

プス距離リ ミ ッ ト または - サスペク

ト コ ラ プス距離リ ミ ッ ト を変更し
ます。

255

Col S/R Limit 
Cross （コ ラ

プス S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラスサスペク ト
コ ラ プス距離リ ミ ッ ト がマイナ
ス リ ジ ェ ク ト コ ラ プス距離リ
ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト コ ラ

プス距離リ ミ ッ ト または - リ ジ ェ ク

ト コ ラ プス距離リ ミ ッ ト を変更し
ます。

256

Col S/R Limit 
Cross （コ ラ

プス S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト
コ ラ プス距離リ ミ ッ ト がプ ラス
サスペク ト コ ラ プス距離リ ミ ッ
ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト コ ラ

プス距離リ ミ ッ ト または + サスペ

ク ト コ ラ プス距離リ ミ ッ ト を変更
し ます。

257

Col S/R Limit 
Cross （コ ラ

プス S/R リ

ミ ッ ト 超過）

マイナス リ ジ ェ ク ト
コ ラ プス距離リ ミ ッ ト がマイナ
スサスペク ト コ ラ プス距離リ
ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト ア ッ
プ画面から – リ ジ ェ ク ト コ ラ プス距

離リ ミ ッ ト または - サスペク ト コ ラ

プス距離リ ミ ッ ト を変更し ます。

258

F S/R Limit 
Cross （溶着

加圧力 S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト 溶着加圧力リ
ミ ッ ト がマイナスサスペク ト 溶
着加圧力リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト ア ッ
プ画面から + リ ジ ェ ク ト 溶着加圧力

リ ミ ッ ト 、 または - サスペク ト 溶着

加圧力リ ミ ッ ト を変更し ます。
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259

F S/R Limit 
Cross （溶着

加圧力 S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラスサスペク ト 溶着加圧力リ
ミ ッ ト がマイナス リ ジ ェ ク ト 溶
着加圧力リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト 溶着

加圧力リ ミ ッ ト 、 または – リ ジ ェ

ク ト 溶着加圧力リ ミ ッ ト を変更し
ます。

260

Trg S/R Limit 
Cross （ ト リ

ガ S/R リ ミ ッ

ト 超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ距離リ
ミ ッ ト がマイナスサスペク ト ト
リ ガ距離リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト ト リ

ガ リ ミ ッ ト または – サスペク ト ト

リ ガ リ ミ ッ ト を変更し ます。

261

Trg S/R Limit 
Cross （ ト リ

ガ S/R リ ミ ッ

ト 超過）

プ ラスサスペク ト
ト リ ガ距離リ ミ ッ ト がマイナス
リ ジ ェ ク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト
以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト ト リ

ガ リ ミ ッ ト または – リ ジ ェ ク ト ト

リ ガ リ ミ ッ ト を変更し ます。

262

Trg S/R Limit 
Cross （ ト リ

ガ S/R リ ミ ッ

ト 超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ距離リ
ミ ッ ト がプ ラスサスペク ト ト リ
ガ距離リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト ト リ

ガ リ ミ ッ ト または + サスペク ト ト

リ ガ リ ミ ッ ト を変更し ます。

263

Trg S/R Limit 
Cross （ ト リ

ガ S/R リ ミ ッ

ト 超過）

マイナス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ距離
リ ミ ッ ト がマイナスサスペク ト
ト リ ガ距離リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – リ ジ ェ ク ト ト リ

ガ リ ミ ッ ト または – サスペク ト ト

リ ガ リ ミ ッ ト を変更し ます。

269

Energy Comp 
Crossed （エ

ネルギ補正超
過）

エネルギ最低および最大設定を
超過し ま し た。 このアラームは
エネルギ補正がオンになってい
る場合にのみ有効です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から最低および最大エ
ネルギ補正リ ミ ッ ト を変更し ます。

270

Pretrigger 
Conflict （プ

レ ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

プレ ト リ ガ
距離がプ ラスサスペク ト アブ ソ
リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト 以上で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プレ ト リ ガ距離ま
たは + サスペク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト

を変更し ます。

271

Pretrigger 
Conflict （プ

レ ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

プレ ト リ ガ
距離がプ ラス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ
リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プレ ト リ ガ距離ま
たは + リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト

を変更し ます。

272

Pretrigger 
Conflict （プ

レ ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

プレ ト リ ガ
距離がプ ラスサスペク ト ト リ ガ
リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プレ ト リ ガ距離ま
たは + サスペク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト

を変更し ます。

273

Pretrigger 
Conflict （プ

レ ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

プレ ト リ ガ
距離がマイナス リ ジ ェ ク ト ト リ
ガ リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プレ ト リ ガ距離ま
たは – リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト

を変更し ます。
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274

Pretrigger 
Conflict （プ

レ ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

プレ ト リ ガ
距離がマイナスサスペク ト ト リ
ガ リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プレ ト リ ガ距離ま
たは – サスペク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト

を変更し ます。

275

Pretrigger 
Conflict （プ

レ ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

プレ ト リ ガ
距離が
アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ距離
以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プレ ト リ ガ距離ま
たはアブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ を
変更し ます。

276

Pretrigger 
Conflict （プ

レ ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

プレ ト リ ガ
距離が
アブ ソ リ ュー ト 距離以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プレ ト リ ガ距離ま
たはアブ ソ リ ュー ト 距離を変更し
ます。

277

ABS Cutoff
（アブ ソ
リ ュー ト カ ッ
ト オフ コ ン フ
リ ク ト ）

アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ
距離がマイナス リ ジ ェ ク ト アブ
ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からアブ ソ リ ュー ト
カ ッ ト オフ距離または
– リ ジ ェ ク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ

ミ ッ ト を変更し ます。

278

ABS Cutoff
（アブ ソ
リ ュー ト カ ッ
ト オフ コ ン フ
リ ク ト ）

アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ
距離がマイナス リ ジ ェ ク ト ト リ
ガ リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からアブ ソ リ ュー ト
カ ッ ト オフ距離または
– リ ジ ェ ク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト を

変更し ます。

279

ABS Cutoff
（アブ ソ
リ ュー ト カ ッ
ト オフ コ ン フ
リ ク ト ）

アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ
距離がマイナスサスペク ト アブ
ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からアブ ソ リ ュー ト
カ ッ ト オフ距離または
– サスペク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ

ミ ッ ト を変更し ます。

280

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最大距離がマイナス リ ジ ェ ク ト
ト リ ガ リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最低リ ミ ッ ト を変更するか、 

マイナス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ ミ ッ
ト を調整し ます。

282

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最低距離がマイナスサスペク ト
アブ ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト 以上で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最低距離リ ミ ッ ト または – サスペ

ク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト
を変更し ます。

283

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最大距離がマイナスサスペク ト
ト リ ガ リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最大距離リ ミ ッ ト または – サスペ

ク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト を変更し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ
メ ッ セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置
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284

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最低距離がマイナスサスペク ト
ト リ ガ リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最低距離リ ミ ッ ト または – サスペ

ク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト を変更し ます。

285

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最大距離がプ ラス リ ジ ェ ク ト ア
ブ ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト 以上で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最大距離リ ミ ッ ト または + リ ジ ェ

ク ト アブ ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト を変
更し ます。

286

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最低距離がプ ラス リ ジ ェ ク ト ア
ブ ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト 以上で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最低距離リ ミ ッ ト または + リ ジ ェ

ク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト
を変更し ます。

287

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ最大距離がプ
ラス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト
以下です。 

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最大距離リ ミ ッ ト または + リ ジ ェ

ク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト を変更し
ます。

288

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
がプ ラス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ
ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最低距離リ ミ ッ ト または + リ ジ ェ

ク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト を変更し
ます。

289

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最大距離がプ ラスサスペク ト
アブ ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト 以下で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最大距離リ ミ ッ ト または + サスペ

ク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト
を変更し ます。

290

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最大距離がアブ ソ リ ュー ト 距離
設定以上です。 このアラームは
アブ ソ リ ュー ト モー ドの場合の
み発生し ます。 

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最大距離リ ミ ッ ト またはアブ ソ
リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト を変更し ま
す。

291

Energy Comp 
Conflict （エ

ネルギ補正コ
ン フ リ ク ト ）

プ ラス リ ジ ェ ク ト エネルギーリ
ミ ッ ト がマイナスエネルギー補
正値以下です。 このアラームは
タ イムモー ドの場合のみ発生し
ます。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト エネ

ルギーリ ミ ッ ト または最小エネル
ギー補正を変更し ます。

292

Energy Comp 
Conflict （エ

ネルギ補正コ
ン フ リ ク ト ）

プ ラスサスペク ト エネルギリ
ミ ッ ト が
最低エネルギ
補正値以下です。 このアラーム
はタ イムモー ドの場合のみ発生
し ます。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト エネ

ルギーリ ミ ッ ト または最小エネル
ギー補正を変更し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ
メ ッ セージ
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298

Rapid 
Trav.Conflict
（ラ ピ ッ ド ト
ラバースコ ン
フ リ ク ト ）

ラ ピ ッ ド ト ラバース距離がマイ
ナス リ ジ ェ ク ト アブ ソ リ ュー ト
リ ミ ッ ト 以上です。

リ ジ ェ ク ト 距離リ ミ ッ ト を上昇さ
せるか、 またはラ ピ ッ ド ト ラバー
ス距離を低減し ます。

633

Sys.Pres. 
Incorrect （不

適切なシステ
ム圧力）

システム圧力が許容範囲外です
(+/–3 PSI)。 圧力は準備完了状

態でアイ ドルタ イムが 5 秒経過

し た後に読み取り専用にな り ま
す。 ホーンダウンへの入力を防
ぐため、 このアラームによ って
準備完了信号は取り消されませ
ん。 ホーンダウンは、 圧力が表
示される箇所にのみ配置されま
す。

20A

+ – Eng Limit 
Crossed （+ – 
エネルギーリ
ミ ッ ト 超過）

エネルギーリ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト
が逆に入力されています。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から リ ジ ェ ク ト エネル
ギーリ ミ ッ ト を変更し ます。

20B

+ – Pwr Limit 
Crossed （+ – 
パワーリ ミ ッ
ト 超過）

パワーサスペク ト リ ミ ッ ト が逆
に入力されています。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からサスペク ト パワー
リ ミ ッ ト を変更し ます。

20C

+ – Pwr Limit 
Crossed （+ – 
パワーリ ミ ッ
ト 超過）

パワーリ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト が逆
に入力されています。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から リ ジ ェ ク ト パワー
リ ミ ッ ト を変更し ます。

20E

+ – Rej Limit 
Crossed （+ – 
R リ ミ ッ ト 超

過）

+ リ ジ ェ ク ト 周波数リ ミ ッ ト お

よび – リ ジ ェ ク ト 周波数リ ミ ッ

ト 値を超過し ま し た。

自動修正するには、 修正をマーク
するか、 またはホーンスキャ ンを
実行し ます。 このアラームは VGA
の場合のみ発生し ます。

20F

+ – Abs Limit 
Crossed （+ – 
アブ ソ リ ュー
ト リ ミ ッ ト 超
過）

アブ ソ リ ュー ト 距離リ ジ ェ ク ト
リ ミ ッ ト が逆に入力されていま
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から リ ジ ェ ク ト アブ ソ
リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト を変更し ま
す。

22A

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

コ ラ プス値での振幅ステ ッ プが
コ ラ プスカ ッ ト オフ以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から振幅ステ ッ プまた
はコ ラ プスカ ッ ト オフ を変更し ま
す。

22B

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

コ ラ プス距離での振幅ステ ッ プ
がコ ラ プス距離以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から振幅ステ ッ プまた
はコ ラ プス距離を変更し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ
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アラーム状況 / 原因 是正措置
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22C

Amp Step 
Conflict （振

幅ステ ッ プ干
渉）

タ イム値の振幅ステ ッ プが最大
タ イムアウ ト 値以上です。 この
アラームはタ イムモー ド を除
く 、 すべてのモー ド で発生し ま
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から タ イム値で振幅ス
テ ッ プ、 または最大タ イムアウ ト
値を変更し ます。

22D

+ – Trg Limit 
Crossed （+ – 
ト リ ガ リ ミ ッ
ト 超過）

ト リ ガ距離リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト
が逆に入力されています。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から リ ジ ェ ク ト ト リ ガ
距離リ ミ ッ ト を変更し ます。

22E

+ – Trg Limit 
Crossed （+ – 
ト リ ガ リ ミ ッ
ト 超過）

ト リ ガ距離サスペク ト リ ミ ッ ト
が逆に入力されています。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からサスペク ト ト リ ガ
距離リ ミ ッ ト を変更し ます。

22F

Preset Not 
Available （プ

リ セ ッ ト 使用
不可）

プ リ セ ッ ト が外部入力から呼び
出されま し たが、 プ リ セ ッ ト が
定義されていないか、 この制御
レベルで使用が許可されていま
せん。

プ リ セ ッ ト の制御レベルの使用を
確認し て く だ さい。

プ リ セ ッ ト が定義されていません。

プ リ セ ッ ト は １ ６ 以上でないこ と
を確認し ます。

23A

+R Trg > +R 
Abs （+R ト リ

ガ > +R アブ

ソ リ ュー ト ）

プ ラス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ ミ ッ
ト がプ ラス リ ジ ェ ク ト アブ ソ
リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト 以上で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト ト リ

ガ リ ミ ッ ト 、 または + アブ ソ

リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト を変更し ま
す。

23B

Timeout 
Conflict （タ

イムアウ ト コ
ン フ リ ク ト ）

プ ラスサスペク ト タ イムリ ミ ッ
ト が
最大タ イムアウ ト 値以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト タ イ

ムリ ミ ッ ト または最大タ イムアウ
ト 値を変更し ます。

23C

Cutoff Conflict
（カ ッ ト オフ
コ ン フ リ ク
ト ）

マイナス リ ジ ェ ク ト パワーリ
ミ ッ ト がピークパワーカ ッ ト オ
フ値以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – リ ジ ェ ク ト パ

ワーリ ミ ッ ト またはピークパワー
カ ッ ト オフ を変更し ます。

23D

Cutoff Conflict
（カ ッ ト オフ
コ ン フ リ ク
ト ）

プ ラス リ ジ ェ ク ト パワーリ ミ ッ
ト がピークパワーカ ッ ト オフ値
以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト パ

ワーリ ミ ッ ト またはピークパワー
カ ッ ト オフ を変更し ます。

23E

Cutoff Conflict
（カ ッ ト オフ
コ ン フ リ ク
ト ）

マイナスサスペク ト パワーリ
ミ ッ ト がピークパワーカ ッ ト オ
フ値以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – サスペク ト パ

ワーリ ミ ッ ト またはピークパワー
カ ッ ト オフ を変更し ます。

23F

Cutoff Conflict
（カ ッ ト オフ
コ ン フ リ ク
ト ）

プ ラスサスペク ト パワーリ ミ ッ
ト がピークパワーカ ッ ト オフ値
以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト パ

ワーリ ミ ッ ト またはピークパワー
カ ッ ト オフ を変更し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)
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24A

Eng S/R Limit 
Cross （エネ

ルギ S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト エネルギーリ
ミ ッ ト がプ ラスサスペク ト エネ
ルギーリ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト エネ

ルギーリ ミ ッ ト または + サスペク

ト エネルギーリ ミ ッ ト を変更し ま
す。

24B

Eng S/R Limit 
Cross （エネ

ルギ S/R リ

ミ ッ ト 超過）

マイナス リ ジ ェ ク ト エネルギー
リ ミ ッ ト がマイナスサスペク ト
エネルギーリ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – リ ジ ェ ク ト エネ

ルギーリ ミ ッ ト または – サスペク

ト エネルギーリ ミ ッ ト を変更し ま
す。

24C

Pwr S/R Limit 
Cross （パ

ワー S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト パワーリ ミ ッ
ト がマイナスサスペク ト パワー
リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト パ

ワーリ ミ ッ ト または – サスペク ト

パワーリ ミ ッ ト を変更し ます。

24D

Pwr S/R Limit 
Cross （パ

ワー S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト パワーリ ミ ッ
ト がプ ラスサスペク ト パワーリ
ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト パ

ワーリ ミ ッ ト または + サスペク ト

パワーリ ミ ッ ト を変更し ます。

24E

Pwr S/R Limit 
Cross （パ

ワー S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラスサスペク ト パワーリ ミ ッ
ト がマイナス リ ジ ェ ク ト パワー
リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト パ

ワーリ ミ ッ ト または – リ ジ ェ ク ト

パワーリ ミ ッ ト を変更し ます。

24F

Pwr S/R Limit 
Cross （パ

ワー S/R リ

ミ ッ ト 超過）

マイナス リ ジ ェ ク ト パワーリ
ミ ッ ト がマイナスサスペク ト パ
ワーリ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – リ ジ ェ ク ト パ

ワーリ ミ ッ ト または – サスペク ト

パワーリ ミ ッ ト を変更し ます。

25A

F S/R Limit 
Cross （溶着

加圧力 S/R リ

ミ ッ ト 超過）

プ ラス リ ジ ェ ク ト 溶着加圧力リ
ミ ッ ト がプ ラスサスペク ト 溶着
加圧力リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト 溶着

加圧力リ ミ ッ ト 、 または + サスペ

ク ト 溶着加圧力リ ミ ッ ト を変更し
ます。

25B

F S/R Limit 
Cross （溶着

加圧力 S/R リ

ミ ッ ト 超過）

マイナス リ ジ ェ ク ト 溶着加圧力
リ ミ ッ ト がマイナスサスペク ト
溶着加圧力リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – リ ジ ェ ク ト 溶着

加圧力リ ミ ッ ト 、 または – サスペ

ク ト 溶着加圧力リ ミ ッ ト を変更し
ます。

26A

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ最小が ミ ッ シ
ングパーツ最大以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最小または ミ ッ シングパーツ最大
設定を変更し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)
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26D

Pretrigger 
Conflict （プ

レ ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

プレ ト リ ガ
距離がマイナス リ ジ ェ ク ト アブ
ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プレ ト リ ガ距離ま
たは – リ ジ ェ ク ト アブ ソ リ ュー ト

リ ミ ッ ト を変更し ます。

26E

Pretrigger 
Conflict （プ

レ ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

プレ ト リ ガ
距離がマイナスサスペク ト アブ
ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プレ ト リ ガ距離ま
たは – サスペク ト アブ ソ リ ュー ト

リ ミ ッ ト を変更し ます。

26F

Pretrigger 
Conflict （プ

レ ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

プレ ト リ ガ
距離がプ ラス リ ジ ェ ク ト アブ ソ
リ ュー ト リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から プレ ト リ ガ距離ま
たは + リ ジ ェ ク ト アブ ソ リ ュー ト

リ ミ ッ ト を変更し ます。

27A

ABS Cutoff
（アブ ソ
リ ュー ト カ ッ
ト オフ コ ン フ
リ ク ト ）

アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ
距離がマイナスサスペク ト ト リ
ガ リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からアブ ソ リ ュー ト
カ ッ ト オフ距離または
– サスペク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト を

変更し ます。

27B

ABS Cutoff
（アブ ソ
リ ュー ト カ ッ
ト オフ コ ン フ
リ ク ト ）

アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ
距離がプ ラス リ ジ ェ ク ト アブ ソ
リ ュー ト リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からアブ ソ リ ュー ト
カ ッ ト オフ距離または
+ リ ジ ェ ク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ

ミ ッ ト を変更し ます。

27C

ABS Cutoff
（アブ ソ
リ ュー ト カ ッ
ト オフ コ ン フ
リ ク ト ）

アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ
距離がプ ラス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ
リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からアブ ソ リ ュー ト
カ ッ ト オフ距離または
+ リ ジ ェ ク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト を

変更し ます。

27D

ABS Cutoff
（アブ ソ
リ ュー ト カ ッ
ト オフ コ ン フ
リ ク ト ）

アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ距離
がプ ラス
サスペク ト アブ ソ リ ュー ト リ
ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からアブ ソ リ ュー ト
カ ッ ト オフ距離または
+ サスペク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ

ミ ッ ト を変更し ます。

27E

ABS Cutoff
（アブ ソ
リ ュー ト カ ッ
ト オフ コ ン フ
リ ク ト ）

アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ
距離がプ ラス
サスペク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト 以下
です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からアブ ソ リ ュー ト
カ ッ ト オフ距離または
+ サスペク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト を

変更し ます。

28A

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最低距離がプ ラスサスペク ト
アブ ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト 以上で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最低距離リ ミ ッ ト または + サスペ

ク ト アブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト
を変更し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)
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28B

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最大距離がプ ラスサスペク ト ト
リ ガ リ ミ ッ ト 以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最大距離リ ミ ッ ト または + サスペ

ク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト を変更し
ます。

28C

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最低距離がプ ラスサスペク ト ト
リ ガ リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最小距離リ ミ ッ ト または + サスペ

ク ト ト リ ガ距離リ ミ ッ ト を変更し
ます。

28D

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最低距離がアブ ソ リ ュー ト 距離
カ ッ ト オフ以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最低距離リ ミ ッ ト またはアブ ソ
リ ュー ト カ ッ ト オフ リ ミ ッ ト を変
更し ます。

28E

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最大距離がアブ ソ リ ュー ト 距離
カ ッ ト オフ以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最大距離リ ミ ッ ト またはアブ ソ
リ ュー ト カ ッ ト オフ リ ミ ッ ト を変
更し ます。

28F

Missing Part 
Conflict
（ ミ ッ シング
パーツ コ ン フ
リ ク ト ）

ミ ッ シングパーツ
最低距離がアブ ソ リ ュー ト 距離
設定以上です。 このアラームは
アブ ソ リ ュー ト モー ドの場合の
み発生し ます。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ミ ッ シングパーツ
最低距離リ ミ ッ ト またはアブ ソ
リ ュー ト 距離を変更し ます。

29A

Rapid 
Trav.Conflict
（ラ ピ ッ ド ト
ラバースコ ン
フ リ ク ト ）

ラ ピ ッ ド ト ラバース距離がマイ
ナスサスペク ト アブ ソ リ ュー ト
リ ミ ッ ト 以上です。

サスペク ト 距離リ ミ ッ ト を上昇さ
せるか、 またはラ ピ ッ ド ト ラバー
ス距離を低減し ます。

29C

Rapid 
Trav.Conflict
（ラ ピ ッ ド ト
ラバースコ ン
フ リ ク ト ）

ラ ピ ッ ド ト ラバース距離がプ ラ
ス リ ジ ェ ク ト アブ ソ リ ュー ト リ
ミ ッ ト 以上です。

リ ジ ェ ク ト 距離リ ミ ッ ト を上昇さ
せるか、 またはラ ピ ッ ド ト ラバー
ス距離を低減し ます。

29E

Rapid 
Trav.Conflict
（ラ ピ ッ ド ト
ラバースコ ン
フ リ ク ト ）

ラ ピ ッ ド ト ラバース距離がプ ラ
スサスペク ト アブ ソ リ ュー ト リ
ミ ッ ト 以上です。

サスペク ト 距離リ ミ ッ ト を上昇さ
せるか、 またはラ ピ ッ ド ト ラバー
ス距離を低減し ます。

29F

Rapid 
Trav.Conflict
（ラ ピ ッ ド ト
ラバースコ ン
フ リ ク ト ）

ラ ピ ッ ド ト ラバース距離がプ ラ
ス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト 以
上です。

リ ジ ェ ク ト 距離リ ミ ッ ト を上昇さ
せるか、 またはラ ピ ッ ド ト ラバー
ス距離を低減し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)
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2A0

Rapid 
Trav.Conflict
（ラ ピ ッ ド ト
ラバースコ ン
フ リ ク ト ）

ラ ピ ッ ド ト ラバース距離がプ ラ
スサスペク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト 以
上です。

サスペク ト 距離リ ミ ッ ト を上昇さ
せるか、 またはラ ピ ッ ド ト ラバー
ス距離を低減し ます。

2A1

Rapid 
Trav.Conflict
（ラ ピ ッ ド ト
ラバースコ ン
フ リ ク ト ）

ラ ピ ッ ド ト ラバース距離がマイ
ナス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト
以上です。

リ ジ ェ ク ト 距離リ ミ ッ ト を上昇さ
せるか、 またはラ ピ ッ ド ト ラバー
ス距離を低減し ます。

2A2

Rapid 
Trav.Conflict
（ラ ピ ッ ド ト
ラバースコ ン
フ リ ク ト ）

ラ ピ ッ ド ト ラバース距離がマイ
ナスサスペク ト ト リ ガ リ ミ ッ ト
以上です。

サスペク ト 距離リ ミ ッ ト を上昇さ
せるか、 またはラ ピ ッ ド ト ラバー
ス距離を低減し ます。

2A3

Rapid 
Trav.Conflict
（ラ ピ ッ ド ト
ラバースコ ン
フ リ ク ト ）

ラ ピ ッ ド ト ラバース距離がアブ
ソ リ ュー ト 距離カ ッ ト オフ以上
です。 このアラームはアブ ソ
リ ュー ト モー ド を除 く 、 すべて
の溶着モー ド で発生し ます。

アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ距離を
上昇させるか、 またはラ ピ ッ ド ト
ラバース距離を低減し ます。

2A4

Rapid 
Trav.Conflict
（ラ ピ ッ ド ト
ラバースコ ン
フ リ ク ト ）

ラ ピ ッ ド ト ラバース距離がアブ
ソ リ ュー ト 距離以上です。 この
アラームはアブ ソ リ ュー ト 溶着
モー ド でのみ発生し ます。

アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ距離を
上昇させるか、 またはラ ピ ッ ド ト
ラバース距離を低減し ます。

2A6

Hold Pressure 
Conflict
（ホールド圧
力コ ン フ リ ク
ト ）

ホールド圧力が溶着圧力未満で
す。

ホールド圧力を溶着圧力以上に調
整し ます。

2D6

Trg Force 
Conflict （ ト

リ ガア圧力コ
ン フ リ ク ト ）

ト リ ガ加圧力がプ ラスサスペク
ト 溶着加圧力リ ミ ッ ト 以上で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ト リ ガ加圧力、 ま
たは + サスペク ト 溶着加圧力リ

ミ ッ ト を変更し ます。

2D7

Trg Force 
Conflict （ ト

リ ガア圧力コ
ン フ リ ク ト ）

ト リ ガ加圧力がプ ラス リ ジ ェ ク
ト 溶着加圧力リ ミ ッ ト 以上で
す。 

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から ト リ ガ加圧力、 ま
たは + リ ジ ェ ク ト 溶着加圧力リ

ミ ッ ト を変更し ます。

2DC

Energy Comp 
Conflict （エ

ネルギ補正コ
ン フ リ ク ト ）

マイナス リ ジ ェ ク ト エネルギー
リ ミ ッ ト がマイナスエネルギー
補正値以下です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – リ ジ ェ ク ト エネ

ルギーリ ミ ッ ト または最小エネル
ギー補正を変更し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)
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2DD

Energy Comp 
Conflict （エ

ネルギ補正コ
ン フ リ ク ト ）

マイナスサスペク ト エネルギー
リ ミ ッ ト が最大エネルギー補正
値以下です。 このアラームはタ
イムモー ドの場合のみ発生し ま
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – サスペク ト エネ

ルギーリ ミ ッ ト または最大エネル
ギー補正を変更し ます。

2DE

Energy Comp 
Conflict （エ

ネルギ補正コ
ン フ リ ク ト ）

プ ラスエネルギーリ ジ ェ ク ト リ
ミ ッ ト がエネルギー補正最大値
以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + リ ジ ェ ク ト エネ

ルギーリ ミ ッ ト または最大エネル
ギー補正を変更し ます。

2DF

Energy Comp 
Conflict （エ

ネルギ補正コ
ン フ リ ク ト ）

プ ラスサスペク ト エネルギーリ
ミ ッ ト がエネルギー補正最大値
以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から + サスペク ト エネ

ルギーリ ミ ッ ト または最大エネル
ギー補正を変更し ます。

2E2

–S Trg > + S 
Abs （–S ト リ

ガ > + S アブ

ソ リ ュー ト ）

マイナスサスペク ト ト リ ガ リ
ミ ッ ト がプ ラスサスペク ト アブ
ソ リ ュー ト リ ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からマイナスサスペク
ト ト リ ガ リ ミ ッ ト 、 またはプ ラス
アブ ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト を変
更し ます。

2E4

–R Trg > + R 
Abs （–R ト リ

ガ > + S アブ

ソ リ ュー ト ）

マイナス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ
ミ ッ ト がプ ラスサスペク ト アブ
ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト 以上で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – リ ジ ェ ク ト ト リ

ガ リ ミ ッ ト 、 または + アブ ソ

リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト を変更し ま
す。

2E5

–R Trg > +R 
Abs （-R ト リ

ガ > +R アブ

ソ リ ュー ト ）

マイナス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ
ミ ッ ト がプ ラス リ ジ ェ ク ト アブ
ソ リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト 以上で
す。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面から – リ ジ ェ ク ト ト リ

ガ リ ミ ッ ト 、 または + アブ ソ

リ ュー ト 距離リ ミ ッ ト を変更し ま
す。

2E6

–S Trg > Abs
（–S ト リ ガ > 
アブ ソ リ ュー
ト ）

マイナスサスペク ト ト リ ガ リ
ミ ッ ト がアブ ソ リ ュー ト 距離リ
ミ ッ ト 以上です。

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からマイナスサスペク
ト ト リ ガ リ ミ ッ ト 、 またはアブ ソ
リ ュー ト 距離を変更し ます。

2E7

–R Trg > Abs
（–R ト リ ガ > 
アブ ソ リ ュー
ト ）

マイナス リ ジ ェ ク ト ト リ ガ リ
ミ ッ ト がアブ ソ リ ュー ト 距離リ
ミ ッ ト 以上です。 

アラーム情報画面またはセ ッ ト
ア ッ プ画面からマイナス リ ジ ェ ク
ト ト リ ガ リ ミ ッ ト 、 またはアブ ソ
リ ュー ト 距離を変更し ます。

2E9

Ext U/S Delay 
Conflict （外

部発振信号遅
延コ ン フ リ ク
ト ）

外部 ト リ ガ遅延およびプレ ト リ
ガの両方がオンです。

いづれかをオフにし ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ
メ ッ セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置



252 100-412-234JA REV. 11

2EA

Ext U/S Delay 
Conflict （外

部発振信号遅
延コ ン フ リ ク
ト ）

外部 ト リ ガ遅延が溶着ステ ッ プ
で有効にされま し たが、 入力ピ
ンが定義されていません。

システム構成メ ニューでピンを指
定し ます。

2EB

Part Clamp 
Setup （パー

ツ ク ラ ンプ設
定）

入力または出力ピンが定義され
ていません。

システム構成メ ニューでピンを指
定し ます。

2EF Sync Setup
（同期設定）

同期入力ピン と同期出力ピンの
両方が定義されていません。

不足し ている同期ピンを定義し ま
す。

2F0 Ext Signal
（外部信号）

外部ス ター ト 信号には入力ピン
および出力ピンの両方が機能す
る必要があ り ます。 いづれかの
ピンが定義されていません。 

両ピンを定義し、 SV イ ン ターロ ッ

クの入力および出力ピンを定義し
ます。

2F1

Preset 
Conflict （プ

リ セ ッ ト コ ン
フ リ ク ト ）

プ リ セ ッ ト の外部選択と シーケ
ンスの両方がオンになっていま
す。

いづれかをオフにし ます。

2F2

Min Trigger 
Conflict （最

小 ト リ ガコ ン
フ リ ク ト ）

ト リ ガ加圧力が許容最小値以下
に設定されています。 

ト リ ガ加圧力が設定された後に最
小 ト リ ガ加圧力が変更されたか、
ホス ト コマン ドからダウンロー ド
された場合。

2F3

Sequence 
Empty （シー

ケンスエンプ
テ ィ ）

プ リ セ ッ ト シーケンスが有効に
な り、 開始信号が受信されま し
たが、 シーケンスが定義されて
いません。 

シーケンスを定義し ます。

表 B.5 考えられる原因と是正措置を含むアラーム設定と メ ッ セージ (Continued)
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B.1.7 オーバーロー ド アラーム

オーバーロー ド アラームは、超音波パワーサプ ラ イに過負荷が生じ る と発生し ます。発生し たオーバー
ロー ドは、 スク リーンに メ ッ セージで表示されます。 

以下のテーブルには、 2000Xc Power Supply で発生するオーバーロー ド アラームに関する詳細が記載

されています。 パワーサプ ラ イのパネルに表示される メ ッ セージは、 最初の列に表示されてお り、 詳
細メ ッ セージは 2 列目に表示されます。 ３ 列および 4 列目は、 アラームが生じ た状況および実行する

是正措置が表記されています。

デジ タルパワーサプ ラ イ を使用し ている場合は、 各オーバーロー ド ア ラームの周波数、 相、 電流、 電
圧に関する情報が表 B.6 に記載されています。

表 B.6 考えられる原因と是正措置を含むオーバーロー ド アラームと メ ッ セージ

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ
セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置

017

Energy Braking 
Overload （エネル

ギブレーキオー
バーロー ド）

UPS オーバーロー ドは、 ホールド

状態で検知されま し た。 このア
ラームは、 エネルギブレーキ状態
でパワーサプ ラ イオーバーロー ド
が生じ るため 「エネルギブレーキ」
と呼ばれますが、 この状態はオー
バーロー ド を無視するよ う に設計
されています。

エネルギブレーキをオフ
にし、 アプ リ ケーシ ョ ン
アシス タ ンスを呼び出し
ます。

020 Weld O/L （溶着

オーバーロー ド）

溶着サイ クル中に超音波パワーサ
プ ラ イでオーバーロー ドが生じ ま
し た。@ 時間と周波数の変更 (Freq 
Chg) は ト リ ガ以降からです。 ピー

クパワーはオーバーロー ド発生時
です。

溶着結果から ピークパ
ワーを点検し ます。 ピー
クパワーが 100 % 以上の

場合、 振幅または溶着加
圧力設定を低減し ます。

B21
Seek Overload
（シークオーバー
ロー ド）

起動時のシークサイ クル中に超音
波パワーサプ ラ イでオーバーロー
ドが生じ ま し た。

ス タ ッ ク を点検し ます。
パワーサプ ラ イモジュー
ルを修理または交換し ま
す。

デジ タル UPS の場合の

み、 ス タ ッ クが正し く 取
り付けられてお り、 RF
ケーブルが接続されてい
る こ と を確認し ます。

B22
Test Overload （テ

ス ト オーバーロー
ド）

テス ト サイ クル中に超音波パワー
サプ ラ イでオーバーロー ドが生じ
ま し た。 テス ト を押すと、 テス ト
モー ドへ移行する前にオーバー
ロー ド し たパワーサプ ラ イが取り
消されます。 テス ト ボタ ンを再び
押すこ とができますが、 新しいサ
イ クルは、 リ セ ッ ト が押されるま
で実行されません。 

ス タ ッ ク を点検し ます。
パワーサプ ラ イモジュー
ルを修理または交換し ま
す。

デジ タル UPS の場合の

み、 ス タ ッ クが正し く 取
り付けられてお り、 RF
ケーブルが接続されてい
る こ と を確認し ます。
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B23
Pretrigger Overload
（プレ ト リ ガオー
バーロー ド）

@ 時間はプレ ト リ ガ開始時点で、

周波数およびピークパワーはオー
バーロー ド発生時です。

ス タ ッ ク を点検し ます。
パワーサプ ラ イモジュー
ルを修理または交換し ま
す。

B25

Post Weld Seek O/L
（ポス ト ウ ェルド
シークオーバーロー
ド）

ポス ト ウ ェルド シーク中にオー
バーロー ドが発生し ま し た。 @ 時

間と周波数の変更 (Freq Chg) は

シーク開始以降です。 ピークパ
ワーはオーバーロー ド発生時です。

ス タ ッ ク を点検し ます。
パワーサプ ラ イモジュー
ルを修理または交換し ま
す。

B26
Afterburst Overload
（アフ ターバース ト
オーバーロー ド）

アフ ターバース ト 中にオーバー
ロー ドが発生し ま し た。

アフ ターバース ト 中にオーバー
ロー ドが発生し ま し た。 @ 時間と

周波数 (Freq Chg) はアフ ターバー

ス ト 開始以降です。 ピークパワー
はオーバーロー ド発生時です。

ス タ ッ ク を点検し ます。
パワーサプ ラ イモジュー
ルを修理または交換し ま
す。

表 B.6 考えられる原因と是正措置を含むオーバーロー ド アラームと メ ッ セージ (Continued)

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ
セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置
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B.1.8 注意アラーム

上記のア ラームのほかに、 コ ン ト ローラがユーザに差し迫ったア ラーム状態について、 または許可さ
れない変更が行われたサイ クルが実施されたこ と に注意を促すさ まざまな注意ア ラームが設けられて
います。

以下のテーブルには、 2000Xc Power Supply で発生する注意アラームに関する詳細が記載されていま

す。 パワーサプ ラ イのパネルに表示される メ ッ セージは、 最初の列に表示されてお り、 詳細メ ッ セー
ジは 2 列目に表示されます。 ３ 列および 4 列目は、 アラームが生じ た状況および実行する是正措置が

表記されています。

表 B.7 考えられる原因と是正措置を含む注意アラームと メ ッ セージ

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ
セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置

416
Absolute Cutoff （アブ

ソ リ ュー ト カ ッ ト オ
フ）

要求し たアブ ソ リ ュー ト カ ッ
ト オフ距離に達し ま し た。

手動でワーク を点検し ます。
正常なパーツでこのアラーム
が繰り返し発生する場合は、
アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ を
リ セ ッ ト し ます。

417
Act Clr Not Reached
（アクチュエータ ク リ
ア未達成）

溶着サイ クル中に達成し た現
在のアブ ソ リ ュー ト 距離が設
定し たアクチュエータ ク リ ア
距離に達し ませんで し た。 

ホーンダウンを使用し て、 適
し たサイズおよび距離を特定
し、 アクチュエータ ク リ ア距
離を リ セ ッ ト し て値を取得し
ます。

418 Max Energy Reached
（最大エネルギ達成）

最大エネルギ補正値に達し ま
し た。

な し。 プログラムされたアダ
プテ ィ ブ コ ン ト ロール機能が
使用されている こ と を通知す
るためにのみ使用されます。 

421 Sonics Disabled （超

音波無効）

溶着サイ クルが完全に実施さ
れま し たが、 ユーザが設定し
た入力で超音波が無効にされ
ま し た。

超音波無効入力から 24 V を

取り外し ます。 未定義の超音
波無効入力ピン。

422
USB Memory Nearly 
Full （USB がほぼ

いっぱいです）

USB メ モ リ ステ ィ ッ クが

98 % 以上使用されています。

保存できる現在の空き容量
は、 100 溶着サイ クル以下で

す。 いっぱいになる と、 溶着
システムがサイ クルを停止し
ます。 

USB メ モ リ ステ ィ ッ ク を交換

し ます。

41D Time Extended （時間

延長）

エネルギ補正を行う ため、 溶
着時間は最大 50 % 延長され

ま し た。 このアラームはタ イ
ムモー ドの場合のみ発生し ま
す。

な し。 プログラムされたアダ
プテ ィ ブ コ ン ト ロール機能が
使用されている こ と を通知す
るためにのみ使用されます。 

41E
Act Recal Suggested
（アクチュエータ呼出
し推奨）

プ リ セ ッ ト が取り込まれ、 校
正を実施する必要があ り ま
す。

アクチュエータ を注意メ
ニューから校正するか、 また
はメ イ ン メ ニューから校正し
ます。
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41E
Act Recal Suggested
（アクチュエータ呼出
し推奨）

プ リ セ ッ ト が取り込まれ、 校
正を実施する必要があ り ま
す。

キャ リ ッ ジが上限リ ミ ッ ト に
ない場合、 アクチュエータ
Novram が故障し ている場合、

両手押しボタ ンが押されてい
る場合は追加情報は使用でき
ません。 ホス ト またはシーケ
ンス経由で外部プ リ セ ッ ト に
よ り プ リ セ ッ ト が呼び出され
た場合は、 この注記は無効に
な り ます。

41F Collapse Cutoff （コ ラ

プスカ ッ ト オフ）

要求し たコ ラ プスカ ッ ト オフ
距離に達し ま し た。

手動でワーク を点検し ます。
正常なパーツでこのアラーム
が繰り返し発生する場合は、
コ ラ プスカ ッ ト オフ を リ セ ッ
ト し ます。

表 B.7 考えられる原因と是正措置を含む注意アラームと メ ッ セージ (Continued)

アラーム
ID

デ ィ スプレ イ メ ッ
セージ

アラーム状況 / 原因 是正措置
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C.1 イベン ト
以下の表には、 2000Xc Power Supply で生じ る可能性がある イベン ト の詳細が記載されています。

表 C.1 イベン ト 記録

イベン
ト ID 名前 説明

原因特定の
必要性

EV100 検証済みプ リ セ ッ ト でパラ
メ ータが変更されま し た

検証済みプ リ セ ッ ト のパラ メ ータ で行
われた変更によ り プ リ セ ッ ト の検証済
みビ ッ ト がリ セ ッ ト され、 イベン ト 記
録が作成されます。 変更されたパラ
メ ータは現在のパラ メ ータにのみ影響
し、 ユーザが保存するまで保存されて
いるプ リ セ ッ ト には影響を与えません。
オペレータは、 検証済みプ リ セ ッ ト で
パラ メ ータ を変更する こ とはできませ
ん。

あ り

EV101 プ リ セ ッ ト 検証ビ ッ ト が設定
されま し た

このイベン ト は、 ユーザが保存 / 呼出し

画面から プ リ セ ッ ト 検証ビ ッ ト の値を
手動で設定するたびに生成されます。

あ り

EV102 ユーザ設定可能なグラ フ ：

このイベン ト は、 エクスクルーシブレ
ベルユーザが新規ユーザ ID を作成する

たびに、 生成されます。

あ り

EV103 ユーザーが編集されま し た

このイベン ト は、 ユーザがメ ニュまた
はウ ェ ブサービスからユーザ ID に関連

し た以下のパラ メ ータ を変更する と生
成されます。

ユーザレベル

ステータ ス

パスワー ド

オペレータ権限

あ り

EV104 日付または時間が変更されま
し た

このイベン ト は、 ユーザがメ ニュから
システムの日付または時間を変更する
と生成されます。

あ り

EV105 フ ァ ク ト リ オー ト メ ーシ ョ ン
モー ド

このイベン ト は、 ユーザがメ ニュから
フ ァ ク ト リ オー ト メ ーシ ョ ンステータ
スを有効にする と生成されます。

あ り

EV106 H/W アセンブ リ番号が変更さ

れま し た

このイベン ト は、 メ ニュからアセンブ
リ番号が変更される と生成されます。

あ り

EV107 H/W 検証済みセ ッ ト ア ッ プが

変更されま し た

このイベン ト は、 メ ニュから部品の検
証済みセ ッ ト ア ッ プが変更される と生
成されます。

あ り

EV108 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが変
更されま し た

このイベン ト は、 起動時にコー ドのソ
フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが以前起動し た
際のものと異なる場合に生成されます。

な し
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EV109 権限チ ェ ッ クが変更されま し
た

このイベン ト は、 ユーザがメ ニュから
権限チ ェ ッ ク を有効にする と生成され
ます。

あ り

EV110 アクチュエータ コールド ス
ター ト

このイベン ト は、 診断メ ニュからアク
チュエータ コールド ス ター ト が行われ
る と生成されます。

あ り

EV111 RTC 低バッ テ リ エラー

このイベン ト は、 起動時に RTC に電源

を供給するバッ テ リ に 24 V の電圧がか

かっておらず、 電圧が閾値以下の場合
に生成されます。

注記

日付または時刻はシステム構成メ ニュ
から最低でも 1 回設定する必要があ り

ます。 設定し なかった場合、 バッ テ
リー状態に関わらず、 起動するたびに
このイベン ト が発生し ます。 

な し

EV112 校正が完了し ま し た
このイベン ト は、 メ ニュから圧力また
は加圧力の校正が成功または失敗し た
後に生成されます。

あ り

EV113 プ リ セ ッ ト 検証ビ ッ ト が作成
されま し た

このイベン ト は、 検証ビ ッ ト が作成さ
れる と生成されます。

あ り

EV117 起動時 CRC が変更されま し

た

このイベン ト は、 起動時に CRC コー ド

が以前起動し た際のものと異なる場合
に生成されます。

な し

EV118 ク ロ ッ クが喪失し ま し た

このイベン ト は、 CPU ク ロ ッ クのロ ッ

ク状況の予期し ない喪失が生じ た場合
に生成されます。

な し

EV202 パラ メ ータが変更されま し た
未検証のプ リ セ ッ ト パラ メ ータが変更
されま し た。

な し

EV303 ホーンスキャ ンが完了し ま し
た

このイベン ト は、 ホーンスキャ ンが正
常に完了する と生成されます。

な し

EV416 フ ァ イアウ ェ アプログラム

このイベン ト は、 イーサネ ッ ト イ ン
ターフ ェ イスから新規フ ァ イアウ ェ ア
がシステムに正常にア ッ プロー ド され
る と生成されます。

な し

EV501 ユーザログイ ン ユーザが正常にログイ ン されま し た。 な し

EV502 ユーザログアウ ト ユーザが正常にログアウ ト されま し た。 な し

表 C.1 イベン ト 記録 (Continued)

イベン
ト ID 名前 説明

原因特定の
必要性
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D.1 ウ ェ ブサービス

D.1.1 はじめに

2000Xc ウ ェ ブサービスは、Java Script Object Notation (JSON) ウ ェ ブ リ クエス ト を経由し てシステム

にア クセスでき る機能を提供し ます。 このウ ェ ブア クセスには、 プ リ セ ッ ト の編集や読み取り、 ハー
ド ウ ェ アの設定、 パワーサプ ラ イの内部ログへのアクセスにいたるまで、 特にあらゆる方面の 2000Xc
機能が包括されています。 さ らに、 ウ ェ ブサービスイ ン ターフ ェースは、 ログイ ン / ログアウ ト の完全

機能を備えてお り、 前面パネル LCD で行う すべての作業を ク ラ イアン ト が遠隔操作で行えるよ う にし

ます。

本書には、 ウ ェ ブサービスの実装および 2000Xc へのイ ン ターフ ェースに関する詳細情報が記載され

ています。 さ らに、 JSON Service URL の詳細情報、 イ ン ターフ ェースへのカス タムソ フ ト ウ ェ アの実

装に必要と なるデータ フ ォーマ ッ ト について も記載されています。 また、 本書には予測されるデータ
の詳細を用いて、 サーバ / ク ラ イアン ト の相互作用の例を記載し ています。

D.1.2 ブレークダウン

ウ ェ ブサービスは、 URL ス ト リ ングと POST データの 2 つの異なる領域に分類されています。

D.1.3 サービス URL
2000Xc には、 さ まざまなウ ェ ブ リ クエス ト を処理する こ とができるビル ト イ ンウ ェ ブサーバが搭載さ

れています。 ウ ェ ブサービスを機能させるため、 サービスを開始するためにパワーサプ ラ イへ送信さ
れる URL ス ト リ ングの形式は次の通り です :

http://<2000Xc IP Address>/Services/<Service Name>

<2000Xc IP Address> にある IP ア ド レス とは、 システム情報画面にラベル 「P/S IP」 で表示されてお

り、 <Service Name> は利用する機能です。 詳細情報は、 5.12 システム情報を参照 く だ さい。

D.1.4 POST メ ソ ッ ド

多 く のウ ェ ブ リ クエス ト と同様に、リ クエス ト に付与し てサーバへ送信する追加データがあ り ます。主
に使用される 2 つのメ ソ ッ ドは、 GET および POST メ ソ ッ ド です。 多 く のサービスは、 2000Xc から

のデータ取得または GET メ ソ ッ ド で行われますが、すべてのサービスには POST リ クエス ト が付与さ

れている こ とに注意し て く だ さい。 GET メ ソ ッ ド を使用し よ う と し た場合、 「Notfound」 レスポンスが

ク ラ イアン ト に返されます。

POST データは JSON 形式で、各サービスによ って異な り ます。すべてのデータは SON ガイ ド ラ イ ン

に従う必要があ り、 従わなかった場合、 サーバーはエラーコー ド を用いて リ クエス ト を拒否し ます。
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D.2 コマン ド リ ス ト
本章には、 サーバへ送信する こ とができるすべての使用可能なウ ェ ブ リ クエス ト が定義されています。
使用できるすべての URL および付属する POST データがこ こに記載されています。特別な記載がある

場合を除き、 すべての POST データが必要と な り ます。

D.2.1 ログイ ン

システム ト レーサビ リ テ ィ が要求される場合 （権限チ ェ ッ ク  = はい）、 ユーザはシステムにアクセスす

る前に特定のサービスから ログイ ンする必要があ り ます。ログイ ンが正常に行われた場合、その後サー
ビス リ クエス ト で使用される一意のセ ッ シ ョ ン ID (SID) が生成されます。 セ ッ シ ョ ンは一定の時間間

隔内で有効な状態に維持されます （この時間間隔はシステム構成 「Idle Logout Time （アイ ドルログア

ウ ト タ イム） 」 で定義されています） 。 セ ッ シ ョ ンがタ イムアウ ト になる と、 ログイ ン し たユーザは自
動的にログアウ ト され、 SID が無効にな り ます。 セ ッ シ ョ ンがタ イムアウ ト し た後、 その後のサービ

ス リ クエス ト では無効な SID と と もに、 エラーコー ドが送信されます。 システムへアクセスするには、

ユーザは再度ログイ ンする こ とが要求されます。 この一意の SID は、 ユーザが所定のサービス リ クエ

ス ト から ログアウ ト し た場合も リ セ ッ ト されます。

JSON データから取得し たユーザ資格情報は、 パワーサプ ラ イのユーザ ID リ ス ト と比較されます。 資

格情報が一致する場合は、 ユーザはログイ ン と な り、 関連するすべての記録で有効なユーザと な り ま
す。 さ らに、 ウ ェ ブサービス経由でログイ ン し た人がいる場合、 ウ ェ ブサービスから正常なログアウ
ト コマン ド を受信し ない限り、 前面パネルから誰も ログイ ンする こ とはできません。 

ログイ ンを リ ク エス ト する と、 成功ステータ スがその後のすべてのコ マン ド で維持される一意の SID
と一緒に返されます。 ログイ ン後のすべてのサービス リ クエス ト で、 POST データ での関連する SID
がログイ ン JSON レスポンスで受信し た ID と一致し ない場合、 エラーコー ドが送信されます。 さ らに

ログアウ ト 機能も この SID を必要とするため、 SID を喪失または忘れた場合は、 アイ ドルログアウ ト

タ イムが経過するか、 またはパワーサプ ラ イへのアクセスが許可される前に 2000Xc のスイ ッ チをオ

フにし て再起動する必要がある こ とに注意し て く だ さい。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/SystemLogin

POST データ

{"UserId":"ADMIN","Password":"123456Aa#"}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,”Sid”:12345}

注記

権限チ ェ ッ ク をバイパスするには、 「WebSrv AuthCheck （ウ ェ ブサービス権

限チ ェ ッ ク）」 機能をオフにし ます。 詳細情報は 5.10.38 ウ ェ ブサービス権限

チ ェ ッ ク を参照 く だ さい。
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D.2.2 ログアウ ト

ログアウ ト サービスは、権限チ ェ ッ クが有効化されてお り、他のユーザが前面パネルまたはウ ェ ブサー
ビスから再びログイ ンする場合にのみ必要と な り ます。

システムログアウ ト を行う こ と で、 イベン ト 履歴に保存される イベン ト が作成されます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/SystemLogout

POST データ

{"Sid":12345}

成功レスポンス 
{ “ErrorCode”:0,”UserId”:”ADMIN”}

D.2.3 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン取得

このサービスは、2000Xc 内部で作動する 3 つの主なソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンを取得するために使用

し ます。 これら 3 つのソ フ ト ウ ェ ア とは、 SBC ソ フ ト ウ ェ ア、 コ ン ト ローラ基板ソ フ ト ウ ェ ア、 パ

ワーサプ ラ イ ソ フ ト ウ ェ アです。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetPSVersionNum

POST データ

{"Sid":12345}

成功レスポンス 
{"ErrorCode":0,"S/WVersion":"12.0","SBCVersion":"12.0","P/SVersionNum":"191"}

D.2.4 最新溶着結果の取得

このサービス リ ク エス ト は、 溶着サイ クルが終了するたびに定期的に溶着結果を取得する必要がある
場合に使用し ます。 この機能を使用する こ と で、 モニ タ リ ングする 2000Xc Ready 信号によ って最新

溶着結果を取得するよ う に ト リ ガ されます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetPSVersionNum

POST データ

{"Sid":12345}

成功レスポンス 
{ “ErrorCode”:0,
”1”:Value*,
”2”:Value*,
…
…
”37”:Value*}

* 一部の値は列でその他は数値です。 データ タ イプに関わらず、 レスポンスは適し た JSON 形式で行われます。

早見表 ID の溶着履歴 ID については、 表 D.3 を参照し て く だ さい。
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D.2.5 プ リ セ ッ ト 値の設定

このサービスは、プ リ セ ッ ト に保存されている値の設定を行う ためのアクセスポイ ン ト です。このサー
ビスを使用し て値が書き込まれる と、 値は現在のプ リ セ ッ ト にのみ保存されます。 この方法によるプ
リ セ ッ ト 値の設定は、 前面パネルで行 う ユーザ権限と同じルールが適用されます。 値を変更する当該
の権限をユーザが有し ていない場合、 エラーコー ドが返されます。

このサービスの使用には ２ 種類の方法があ り ます。 最初の方法は、 各サービス リ ク エス ト に単一の値
を設定するか、 または JSON 配列を使用し て設定するバルク プ リ セ ッ ト 値を送信するオプシ ョ ンが使

用できます。 これは、 プ リ セ ッ ト 全体が外部に保存されてお り、 パワーサプ ラ イにコ ピーする必要が
ある場合に便利です。

D.2.5.1 単一値の設定

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/SetPresetValue

POST データ

{"Sid":12345,"ParamId":177,"ParamValue":0.250}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0}

D.2.5.2 複数値の設定

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/SetPresetValue

POST データ

{"Sid":12345,"Preset":[{"ParamId":177,"ParamValue":0.250,"Reason":"xyz"},
{"ParamId":177,"ParamValue":0.250,"Reason":"xyz"}]}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0}

その他のエラーコー ドは表 D.1 に記載されてお り、パラ メ ータ ID のリ ス ト は表 D.2 に記載されていま

す。

注記

プ リ セ ッ ト 値の変更が必要と なる原因が頻繁に生じ ないため （認証されたプ
リ セ ッ ト の変更）、 その原因がいつ要求されるかを ト ラ ッ ク し続ける代わり
に、 単純に各変更と と もに理由が送信され、 パワーサプ ラ イでこれらが処理
されます。
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D.2.6 システム値の設定

このサービスは、 システムに関連し た値の設定を行 う ためのア クセスポイ ン ト です。 この方法による
システム値の設定は、 前面パネルで行 う ユーザ権限と同じルールが適用されます。 値を変更する当該
の権限をユーザが有し ていない場合、 エラーコー ドが返されます。

このサービスの使用には ２ 種類の方法があ り ます。 最初の方法は、 各サービス リ ク エス ト に単一の値
を設定するか、 または JSON 配列を使用し て設定するバルクシステム値を送信するオプシ ョ ンが使用

できます。 これは複数のパワーサプ ラ イ を同じ方法でセ ッ ト ア ッ プする必要がある場合に便利です。

D.2.6.1 単一値の設定

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/SetSystemConfigValue

POST データ

{"Sid":12345,"ParamId":1151,"ParamValue":1,"Reason":"xyz"}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0}

D.2.6.2 複数値の設定

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/ SetSystemConfigValue

POST データ

{"Sid":12345,"SystemConfig":[{"ParamId":1151,"ParamValue":1,"Reason":"xyz"},
{"ParamId":1141,"ParamValue":1,"Reason":"xyz"}]}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0}

その他のエラーコー ドは表 D.1 に記載されてお り、パラ メ ータ ID のリ ス ト は表 D.2 に記載されていま

す。

注記

システム値の変更が必要と なる原因が頻繁に生じ ないため （アセンブ リ値の
変更）、 その原因がいつ要求されるかを ト ラ ッ ク し続ける代わり に、 単純に各
変更と と もに理由が送信され、 パワーサプ ラ イでこれらが処理されます。
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D.2.7 プ リ セ ッ ト 値の取得

指定されたプ リ セ ッ ト 設定から値を取得するには、 このシンプルサービス リ ク エス ト を使用する こ と
ができます。希望するプ リ セ ッ ト 値に適し たパラ メ ータ ID を提供する と、リ クエス ト が値を返し ます。

この返信された値は、 現在のプ リ セ ッ ト に保存されている値です。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetPresetValue

POST データ

{"Sid":12345,"ParamId":177}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,“ParamValue”:0.250}

D.2.8 システム値の取得

指定されたシステム値を取得するには、 このシンプルサービス リ クエス ト を使用する こ とができます。
希望するシステム値に適し たパラ メ ータ ID を提供する と、 リ クエス ト が値を返し ます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetSystemConfigValue

POST データ

{"Sid":12345,"ParamId":1151}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,“ParamValue”:1}

D.2.9 プ リ セ ッ ト の保存

2000Xc の機能で最も広範囲に使用されるのがプ リ セ ッ ト を保存する機能です。 このサービスはこの機

能のために使用されます。 唯一必要と なるのは、 プ リ セ ッ ト へ保存するプ リ セ ッ ト 番号です。 2000Xc
は、 名前が指定されなかった場合にプ リ セ ッ ト に自動的に名前を付ける イ ンテ リ ジ ェ ン ト な機能を有
し ています。プ リ セ ッ ト の自動名前付けについての詳細は、 5.17 プ リ セ ッ ト の保存 / 呼び出し を参照 く

だ さい。 保存されたプ リ セ ッ ト の名前は、 常にレスポンスで返されます。

プ リ セ ッ ト を保存する場合、 現在のプ リ セ ッ ト に保存された値は、 プ リ セ ッ ト ロケーシ ョ ンにコ ピー
されます。 2000Xc でのこれらのロケーシ ョ ンは、 1 ～ 1000 の任意のロケーシ ョ ンを使用する こ とが

できます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/SavePreset

POST データ

{"Sid":12345,"PresetNum":24,"PresetName":"Red Part"}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,“PresetName”:”Red Part”}

成功レスポンス – 名前付けな し

{“ErrorCode”:0,“PresetName”:”Tm 0.25S”}



268 100-412-234JA REV. 11

D.2.10 プ リ セ ッ ト の呼び出し

プ リ セ ッ ト 呼出し機能は、 ウ ェ ブサービス リ ク エス ト から も使用する こ とができます。 プ リ セ ッ ト の
呼び出しには、3 つの条件のみが必要と な り ます。適し た権限がログイ ン されたユーザに付与されてお

り、 プ リ セ ッ ト リ クエス ト が事前に保存され、 パワーサプ ラ イが使用可能状態にある こ と です。 

システムが Ready でない場合にプ リ セ ッ ト の呼び出しが試行される と、 当該のエラーコー ドが送信さ

れます。 このエ ラーレスポンスを受信する と、 リ ク エス ト が再試行されます。 複数回にわた り再試行
に失敗する と、 何らかの原因でパワーサプ ラ イが Ready になる こ と を妨げているため、 詳細な調査を

行う必要があ り ます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/RecallPreset

POST データ

{"Sid":12345,"PresetNum":24}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,“PresetName”:”Tm 0.25S”}

D.2.11 プ リ セ ッ ト の承認

プ リ セ ッ ト を適用する前に、 これを承認する必要があ り ます。 このウ ェ ブサービス リ ク エス ト で これ
を実施する こ とができます。 必要と なるのは、 プ リ セ ッ ト 番号と SID のみです。 現在のと こ ろウ ェ ブ

サーバリ ク エス ト から プ リ セ ッ ト の承認に失敗し た原因を認識する方法はあ り ません。 原因の １ つと
し て考えられるのが、 パワーサプ ラ イが Ready にないこ と です。

プ リ セ ッ ト を承認する こ と でも プ リ セ ッ ト が呼び出されます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/VerifyPreset

POST データ

{"Sid":12345,"PresetNum":24}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0}
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D.2.12 プ リ セ ッ ト の取り消し

プ リ セ ッ ト の取り消しは、 システムで使用可能なプ リ セ ッ ト の数が限られているため、 常に必要と な
る措置ではあ り ません。 しかし プ リ セ ッ ト を メ モ リから削除する必要がある場合も時々生じ ます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/ClearPreset

POST データ

{"Sid":12345,"PresetNum":24}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0}

D.2.13 イベン ト 番号の取得

パワーサプ ラ イ イベン ト 情報取得の性質上、 イベン ト 履歴を取得する リ ク エス ト を行 う 前に、 ウ ェ ブ
サービスを呼び出す必要があ り ます。 このサービスによ り、 パワーサプ ラ イがメ モ リ に保存し たイベ
ン ト の総合数が返信されます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetNumEvents

POST データ

{"Sid":12345}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,“TotalEventPresent”:200}

注記

保存または上書き前にプ リ セ ッ ト を取り消す必要はあ り ません。
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D.2.14 イベン ト 履歴の取得

イベン ト リ ク エス ト のイベン ト 数取得から イベン ト 数が得られる と、 このサービスを適切に呼び出す
こ とができます。 データ帯域幅の内部制限があるため、 最大 50 件のイベン ト のみが指定された時間で

リ クエス ト する こ とができます。 イベン ト 情報を取得するには、 ２ 種類の方法があ り ます。

1. 最新の ５ ０ 件のイベン ト の情報の取得。 これは 「From」 と 「To」 の値を 0 に設定し て行います。

2. 連続し た最大 ５ ０ 件のラ ンダムチャ ン クのイベン ト の取得。 例 イベン ト  # 120-169

POST データ リ クエス ト では、 SID と と もに追加で 2 つの入力フ ィ ールドが必要と な り ます。 これに

は 「From」 と 「To」 の値があ り ます。 このフ ィ ールド で特定のイベン ト # を リ クエス ト するかを指定

し ます。 これらの値間の差異は 50 以上であってはな り ません。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetEventHistory

POST データ

{"Sid":12345,"From":120,"To":169}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,
“EventData”:[
{“1”:Value,“2”:Value,…,”9”:Value},
{“1”:Value,“2”:Value,…,”9”:Value},
…
{“1”:Value,“2”:Value,…,”9”:Value}]}

早見表 ID のイベン ト 履歴 ID については、 表 D.4 を参照し て く だ さい。

D.2.15 溶着履歴番号の取得

パワーサプ ラ イ溶着履歴取得の性質上、 溶着履歴を取得する リ ク エス ト を行 う 前に、 ウ ェ ブサービス
を呼び出す必要があ り ます。 このサービスによ り、 パワーサプ ラ イがメ モ リ に保存し た溶着サイ クル
の総合数が返信されます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetNumWeldData

POST データ

{"Sid":12345}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,“TotalWeldDataPresent”:200}
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D.2.16 溶着履歴の取得

溶着履歴リ ク エス ト から溶着サイ クル数が得られる と、 このサービスを適切に呼び出すこ とができま
す。 データ帯域幅の内部制限があるため、 最大 50 件の溶着サイ クルのみが指定された時間で リ クエス

ト する こ とができます。 溶着データ を取得するには、 ２ 種類の方法があ り ます。

1. 最新の ５ ０ 件の溶着サイ クルの情報の取得。 これは 「From」 と 「To」 の値を 0 に設定し て行います。

2. 連続し た最大 ５ ０ 件のラ ンダムチャ ン クの溶着サイ クルの取得。 例 溶着サイ クル # 120-169

POST データ リ クエス ト では、 SID と と もに追加で 2 つの入力フ ィ ールドが必要と な り ます。 これに

は 「From」 と 「To」 の値があ り ます。 これらの入力フ ィ ールドは、 メ モ リ 0 ～ 99999 に保存された溶

着サイ クル列へのイ ンデッ クスです。 これらの値間の差異は 50 以上であってはな り ません。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetNumWeldData

POST データ

{"Sid":12345,"From":120,"To":169}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,
“WeldData”:[
{“1”:Value,“2”:Value,…,”37”:Value},
{“1”:Value,“2”:Value,…,”37”:Value},
…
{“1”:Value,“2”:Value,…,”37”:Value}]}

早見表 ID の溶着履歴 ID については、 表 D.3 を参照し て く だ さい。

D.2.17 アラーム番号の取得

パワーサプ ラ イア ラーム情報取得の性質上、 ア ラームログを取得する リ ク エス ト を行 う 前に、 ウ ェ ブ
サービスを呼び出す必要があ り ます。このサービスによ り、パワーサプ ラ イがメ モ リ に保存し たアラー
ムの総合数が返信されます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetNumAlarms

POST データ

{"Sid":12345}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,“TotalAlarmPresent”:200}
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D.2.18 アラームログの取得

ア ラームリ ク エス ト 数取得から ア ラーム数が得られる と、 このサービスを適切に呼び出すこ とができ
ます。 データ帯域幅の内部制限があるため、 最大 50 件のアラームのみが指定された時間で リ クエス ト

する こ とができます。 アラーム情報を取得するには、 ２ 種類の方法があ り ます。

1. 最新の ５ ０ 件のアラームの情報の取得。 これは 「From」 と 「To」 の値を 0 に設定し て行います。

2. 連続し た最大 ５ ０ 件のラ ンダムチャ ン クのアラームの取得。 例 アラーム # 120 ～ 169

POST データ リ クエス ト では、 SID と と もに追加で 2 つの入力フ ィ ールドが必要と な り ます。 これに

は 「From」 と 「To」 の値があ り ます。 このフ ィ ールド で特定のアラーム # を リ クエス ト するかを指定

し ます。 これらの値間の差異は 50 以上であってはな り ません。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetAlarmLogData

POST データ

{"Sid":12345,"From":120,"To":169}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,
“AlarmData”:[
{“1”:Value,“2”:Value,…,”9”:Value},
{“1”:Value,“2”:Value,…,”9”:Value},
…
{“1”:Value,“2”:Value,…,”9”:Value}]}

早見表 ID のアラームロゴ ID については、 表 D.5 を参照し て く だ さい。

D.2.19 ユーザ番号の取得

パワーサプ ラ イユーザ情報取得の性質上、 ユーザテーブルを取得する リ ク エス ト を行 う 前に、 ウ ェ ブ
サービスを呼び出す必要があ り ます。 このサービスによ り、 パワーサプ ラ イがメ モ リ に保存し た有効
および無効かされたユーザの総合数が返信されます。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetUserCount

POST データ

{"Sid":12345}

成功レスポンス

{“ErrorCode”:0,“TotalUserPresent”:200}
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D.2.20 ユーザの取得

ユーザリ クエス ト 数取得からユーザ数が得られる と、 このサービスを適切に呼び出すこ とができます。
データ帯域幅の内部制限があるため、最大 50 件のユーザのみが指定された時間で リ クエス ト する こ と

ができます。 ユーザ情報を取得するには、 ２ 種類の方法があ り ます。

1. 最新の ５ ０ 件のユーザの情報の取得。 これは 「From」 と 「To」 の値を 0 に設定し て行います。

2. 連続し た最大 ５ ０ 件のラ ンダムチャ ン クのユーザの取得。 例 ユーザ # 120-169

POST データ リ クエス ト では、 SID と と もに追加で 2 つの入力フ ィ ールドが必要と な り ます。 これに

は 「From」 と 「To」 の値があ り ます。 このフ ィ ールド で特定のユーザ # を リ クエス ト するかを指定し

ます。 これらの値間の差異は 50 以上であってはな り ません。

URL
http://<2000Xc IP Address>/Services/GetUsers

POST データ

{"Sid":12345,"From":120,"To":169}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0,
“UserDetails”:[
{“1”:Value,“2”:Value,…,”7”:Value},
{“1”:Value,“2”:Value,…,”7”:Value},
…
{“1”:Value,“2”:Value,…,”7”:Value}]}

早見表 ID のユーザ ID テーブルについては、 表 D.6 を参照し て く だ さい。
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D.2.21 ユーザの作成 / 更新

ユーザの作成および更新は 2 つの異なるウ ェ ブ リ クエス ト ですが、これらは同じ POST データ を有し、

非常に類似し た要件を有するため、 同じ グループに分類されています。 レスポンス と し てエ ラーコー
ドが生じ た場合でも僅かな誤差があるのみですが、 表 D.1 に説明が記載されています。

ユーザデータの作成または更新を行 う にはユーザレベルが重要と な り ます。 権限の特定のレベルでの
みこれら を管理する こ とが可能であるため、 正常にこれらのリ ク エス ト を実行するにはウ ェ ブサービ
スから適し たユーザがログイ ン し ていなければな り ません。

ユーザを削除する メ ソ ッ ド はあ り ません。 ユーザは常にパワーサプ ラ イに保持されている必要がある
ため、 ユーザは有効化または無効化にする こ とができます。 これには、 リ ク エス ト と一緒に送信され
る 「ステータ ス」 値が参照されます。 無効には 0、 有効には 1 がそれぞれ使用されます。

パワーサプ ラ イでは最大総数 1000 名のユーザ、 また指定された時間で最大 500 名の有効ユーザが適

用されます。 ユーザの追加を試行する と エ ラーと な り、 また特定のユーザを有効にする変更を試行す
る と閾値が超過するため、 同様にエラーが生じ ます。

新規ユーザまたはユーザ情報の更新は、 パスワー ド ガイ ド ラ イ ンに従って行う必要があ り ます。

URL- 作成

http://<2000Xc IP Address>/Services/SetUser

URL- 更新

http://<2000Xc IP Address>/Services/UpdateUser

POST データ

{"Sid":12345,"UserId":"User1","Password":"Def@1234","UserLevel":1,"Status":1,"PassExpTim
e":20,"Reason":"John Left Company"}

成功レスポンス 
{“ErrorCode”:0}

パスワー ド有効時間は分単位です。

ユーザレベル ID の早見表は表 D.7 に記載されています。
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D.3 エラーコー ド

表 D.1 エラーコー ド

エラーコー
ド

タ イプ 説明

0 成功
ウ ェ ブサービスの許可を妨げるエラーが存在し ない場合、 すべ
てのサービスはこのコー ド でレスポンス されます。

1 ログイ ン失敗

このエラーは、 既に他のユーザがログイ ン し ているにもかかわ
らず、 ログイ ンが試行された場合に生じ ます。 このエラーが生
じ ないよ う にするには、 2000Xc へ他のユーザがウ ェ ブサービ

スおよび前面パネルから ログイ ン し ないよ う にし ます。

2 ログイ ンな し

このエラーは、 サービスがリ クエス ト されているにもかかわら
ず、 ログイ ンサービスがまだ完了し ていない場合に生じ ます。
ウ ェ ブサービスから ログイ ンするか、 またはシステム構成メ
ニュから権限チ ェ ッ クオプシ ョ ンを無効化し ます。

3 ログイ ン失敗
このログイ ン失敗エラーは、 ユーザが誤ったユーザ名またはパ
スワー ド情報でログイ ンを試みた場合に発生し ます。

4 ログイ ン失敗

このエラーコー ドは、 ユーザが初回ログイ ンを試行し た際に生
じ ます。 初回ログイ ンはウ ェ ブサービスからは行えません。
ユーザは、 初回ログイ ン後に前面パネルでパスワー ド を変更し
てから、 ウ ェ ブサービスを使用できるよ う にな り ます。

5 プ リ セ ッ ト 承認
に失敗

何らかの原因でプ リ セ ッ ト の承認に失敗する と、 このエラー
コー ドが送信され、 プ リ セ ッ ト パラ メ ータ を点検する必要があ
り ます。

6
システムが
Ready ではあ り

ません

このエラーコー ドは、 複数のサービス リ クエス ト への応答と し
て送信される こ とがあ り ます。 主にシステムがまだ Ready に

なっていない状態でプ リ セ ッ ト の編集または保存を試行し た場
合に使用されます。

7 範囲エラー

このエラーコー ドは、 指定されているパラ メ ータの境界を越え
る値を設定し よ う と し た場合に使用されます。 これらには、 シ
ステムク ロ ッ クから溶着パラ メ ータ、 プ リ セ ッ ト 番号に至るま
で、 あらゆる数値である場合があ り ます。

8 無効なデータ

このエラーコー ドは、 設定する リ クエス ト されたデータが有効
な ID でない場合に送信されます。 た と えば、 プ リ セ ッ ト 値を設

定する際に、 パラ メ ータ ID99999 が送信された場合、 この値は

有効ではあ り ません。

9 範囲エラー

このエラーコー ドは、 指定された範囲のリ クエス ト し たデータ
がない場合に送信されます。 た と えば、 システムには 10 のア

ラームのみが設けられているにもかかわらず、 データが 50 ～

99 で リ クエス ト された場青、 このエラーが発生し ます。

10 ユーザ作成に失
敗

このエラーコー ドは、 パワーサプ ラ イ リ ス ト へ他のユーザを追
加する リ クエス ト を行い、 有効なユーザ数が既に最大値に達し
ている場合に送信されます （有効ユーザ 500 名）。 また、 ユー

ザを変更し た り、 変更内容が有効ユーザの最大数を超えた場合
にも発生し ます。
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11 ユーザ作成に失
敗

このエラーコー ドは、 パワーサプ ラ イデータベースへ新規ユー
ザを追加する リ クエス ト を行い、 最大数のユーザ数が既に追加
されている場合に送信されます （ユーザ 1000 名）。

12 ユーザ作成に失
敗

このエラーコー ドは、 新規ユーザの作成に必要と されるパス
ワー ドが要件を満た し ていない場合に送信されます。 大文字 1
文字、 小文字 1 文字、 数字 1、 特殊文字 1 文字で構成される合

計 8 ～ 10 文字でなければな り ません。

13 データが多すぎ
ます

このエラーコー ドは、 ログデータの要求に対する返信で送信さ
れます。 溶着履歴、 アラームログ、 ユーザ ID テーブル情報は、

一度に 50 エン ト リーのみ処理する こ とができます。 ウ ェ ブ リ

クエス ト が一度に 50 エン ト リー以上の場合、 このエラーコー

ドが返送されます。

14 ユーザ変更に失
敗

このエラーコー ドは、 ユーザアカウン ト の要求された変更が行
えなかった場合に送信されます。 た と えば、 ユーザ ID が存在し

なかった場合です。

15 許可されていな
いアクセス

このエラーは、 主にユーザ、 すなわちオペレータが権限のない
アクシ ョ ンを実施し よ う と し た場合に送信されます。

16 ログイ ン失敗
このエラーコー ドは、 ユーザパスワー ドが期限切れになった場
合に送信されます。

17 ユーザ作成に失
敗

このエラーコー ドは、 作成するよ う に要求されたユーザ ID が既

にデータベースに存在する場合に送信されます。

18 ログイ ン失敗
このエラーコー ドは、 ユーザが頻繁にログイ ンを試行し た際に
生じ ます。 これによ り、 ユーザがパワーサプ ラ イから ブロ ッ ク
されます。

19 データ リ クエス
ト に失敗

このエラーは、 データが要求されたにも関わらず、 内部接続エ
ラーによ って処理できなかった場合に発生し ます。 このエラー
を受信する と、 ウ ェ ブ リ クエス ト が再試行されます。

20 無効なデータ

このエラーコー ドは、 システムに変更が行われ、 変更の理由が
要求されたにもかかわらず送られなかった場合に送信されます。
ウ ェ ブ リ クエス ト を再試行し、 その際に POST データに 「理

由」 が含まれている こ と を確認し ます。

21 プ リ セ ッ ト 呼出
しに失敗

このエラーコー ドは、 保存されたこ とのないプ リ セ ッ ト の呼び
出し を試みた際に発生し ます。

22 無効なデータ
これは、 ウ ェ ブ リ クエス ト で認識されなかったデータがあった
場合に送信される一般的なエラーコー ド です。

23 無効なデータ
これは、 データが適切な JSON 形式に準じ ていなかった場合に

送信される一般的なエラーコー ド です。

24 許可されていな
いアクセス

このエラーコー ドは、 自動モー ドが有効になっているため、 要
求されたアクセスが許可されなかった場合に送信されます。

表 D.1 エラーコー ド

エラーコー
ド

タ イプ 説明
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25 データ リ クエス
ト に失敗

このエラーは、 データが要求されたにも関わらず、 通信タ イム
アウ ト によ って処理できなかった場合に発生し ます。 このエ
ラーを受信する と、 ウ ェ ブ リ クエス ト が再試行されます。

26 無効なデータ
このエラーコー ドは、 ユーザ I/O 入力を無効な値に変更し よ う

と試行し た場合に送信されます。

27 無効なデータ
このエラーコー ドは、 ユーザ I/O 入力を現在の設定では使用で

きない値に変更し よ う と試行し た場合に送信されます。

28 無効なデータ 権限チ ェ ッ クがオフです。

表 D.1 エラーコー ド

エラーコー
ド

タ イプ 説明
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D.4 ID
D.4.1 パラ メ ータ ID

表 D.2 パラ メ ータ ID

ID JSON 説明 説明 単位系 最小値 最大値

溶着セ ッ ト ア ッ プ

15 Amplitude1 振幅 % 10 100

249 AMP_1 振幅 % 10 100

35 ダウンスピー ド ダウンスピー ド % 1 100

87 Hold_Time ホールド時間 s 0.010 30.000

248 PRESSURE1 溶着圧力 PSI 10 100

248 PRESSURE1 溶着圧力 kPa 69 689

127 Trigger_Type ト リ ガ N/A 0 1

128 Trigger_Distance ト リ ガ距離 in 0.1250 4.0000

128 Trigger_Distance ト リ ガ距離 mm 3.18 101.60

129 Trigger_Force ト リ ガ加圧力 lb 5 159

129 Trigger_Force ト リ ガ加圧力 N 22 707

プ リ セ ッ ト の保存 / 呼び出し

137 Validate_Preset 認証 N/A - -

138 Lock_Preset ロ ッ ク N/A - -

現在の設定

117 Test_Amplitude テス ト 振幅 % 10 100

振幅ステ ッ プ

206 Amplitude_Step_Enable 振幅固定 / ステ ッ プ N/A 0 1

15 Amplitude1 振幅 A % 10 100

23 Amplitude2 振幅 B % 10 100

17 Amp_Step_Col_Val Step @ Col in 0.0004 1.0000

17 Amp_Step_Col_Val Step @ Col mm 0.01 25.40

18 Amp_Step_Ext_Enable Step @ Ext Sig N/A 1 1

19 Amp_Step_Time_Val Step @ T (S) s 0.010 30.000

20 Amp_Step_E_Val Step @ E J 1 45000

21 Amp_Step_Power_Val Step @ Pwr % 1.0 100.0

圧力ステ ッ プ

246 PRESSURE2_FLAG 圧力ステ ッ プ / 固定 N/A 0 1

248 PRESSURE_1 圧力 A PSI 10 100

248 PRESSURE_1 圧力 A kPa 69 689

247 PRESSURE_2 圧力 B PSI 10 100
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247 PRESSURE_2 圧力 B kPa 69 689

240 PRESSURE_TRIGABSVALUE N/A

241 PRESSURE_TRIGCOLVALUE Step @ Col in 0.0004 1.0000

241 PRESSURE_TRIGCOLVALUE Step @ Col mm 0.01 25.40

242 PRESSURE_TRIGEXTFLAG Step @ Ext Sig N/A 1 1

243 PRESSURE_TRIGTIMEVALUE Step @ T (S) s 0.010 30.000

244 PRESSURE_TRIGENERGYVAL
UE Step @ E J 1 45000

245 PRESSURE_TRIGPOWERVAL
UE Step @ Pwr % 1.0 100.0

250 PRSTPARMDEFID

ホールド圧力

211 HOLD_PRESSURE_FLAG ホールド圧力 N/A 0 1

74 HOLD_PRESSURE ホールド圧力 PSI 10 100

74 HOLD_PRESSURE ホールド圧力 kPa 69 689

ラ ピ ッ ド ト ラバース

110 Rapid_Traverse_Enable ラ ピ ッ ド ト ラバース N/A 0 1

109 Rapid_Traverse_Distance R/T @ D in 0.1000 4.0000

109 Rapid_Traverse_Distance R/T @ D mm 2.54 101.60

プ リ ト リ ガ

99 Pretrigger_Enable プ リ ト リ ガ N/A 0 3

100 Pretrigger_Amplitude プ リ ト リ ガ振幅 % 10 100

101 Pretrigger_Delay Pretrg@T s 0.010 10.000

102 Pretrigger_Delay_Enable 0 1

103 Pretrigger_Distance Pretrg@D in 0.1250 4.0000

103 Pretrigger_Distance Pretrg@D mm 3.18 101.60

104 Pretrigger_Distance_Enable N/A 0 1

フ ィ ールド に書込み

147 Write_In_Field1 フ ィ ールド 1 書き込み N/A

148 Write_In_Field2 フ ィ ールド 2 書き込み N/A

バッ チセ ッ ト ア ッ プ

27 Batch_Count_Enable 有効化 N/A 0 1

28 Batch_Count_With_Alarm アラームを含むカウン ト N/A 0 1

29 Batch_Count_Reset_On_Alarm ゼロに リ セ ッ ト N/A 0 1

30 Batch_Count バッ チカウン ト N/A 1 100000

アフ ターバース ト

4 Afterburst_Flag アフ ターバース ト N/A 0 1

表 D.2 パラ メ ータ ID

ID JSON 説明 説明 単位系 最小値 最大値
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1 Afterburst_Amplitude AB 振幅 % 10 100

3 Afterburst_Delay AB 遅延 s 0.050 2.000

5 Afterburst_Time AB 時間 s 0.100 2.000

アクチュエータ ク リ ア出力

14 Act_Clear_Enable アクチュエータ ク リ ア出力 N/A 0 1

13 Act_Clear_Dist アクチュエータ ク リ ア距離 in 0.1250 4.0000

13 Act_Clear_Dist アクチュエータ ク リ ア距離 mm 3.18 101.60

サイ クル中断

44 Cycle_Abort_Enable サイ クル中断 N/A 0 1

71 Ground_Detect_Enable グラ ン ド デ ィ テ ク ト 中断 N/A 0 1

78 Missing_Part_Enable ミ ッ シングパーツ N/A 0 1

81 MissingPart_Min 最小 in 0.1250 4.0000

81 MissingPart_Min 最小 mm 3.18 101.60

82 MissingPart_Max 最大 in 0.1250 4.0000

82 MissingPart_Max 最大 mm 3.18 101.60

圧力リ ミ ッ ト

96 Pressure_Limit_Enable 圧力リ ミ ッ ト N/A 0 1

94 Pressure_Limit_Minus – 圧力 PSI 10 100

94 Pressure_Limit_Minus – 圧力 kPa 69 689

95 Pressure_Limit_Plus + 圧力 PSI 10 100

95 Pressure_Limit_Plus + 圧力 kPa 69 689

デジ タル UPS

173 Clear_Mem_At_Reset_Enable メ モ リーリ セ ッ ト N/A 0 1

207 Mem_Store_At_End メ モ リ N/A 0 1

208 Timed_Seek タ イム ド シーク N/A 0 1

パワーマ ッ チカーブ

165 PMC_Enable パワーマ ッ チカーブ N/A 0 1

161 PMC_High_Limit +R バン ド % 1 100

162 PMC_Low_Limit +R バン ド % 1 100

溶着セ ッ ト ア ッ プ – 外部発振信号遅延

58 Ext_Trigger_Delay 外部発振信号遅延 N/A 0 1

溶着セ ッ ト ア ッ プ – 溶着モー ド

146 Weld_Mode 溶着モー ド N/A 0 5

145 Energy_Mode_Value 溶着エネルギー J 1 45000

83 Peak_Power_Mode_Value ピークパワー % 1.0 % 100.0 %

表 D.2 パラ メ ータ ID

ID JSON 説明 説明 単位系 最小値 最大値
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38 Collapse_Mode_Distance コ ラ プス in 0.0004 1.0000

38 Collapse_Mode_Distance コ ラ プス mm 0.01 25.40

8 Absolute_Mode_Dist, アブ ソ リ ュー ト in 0.1250 4.0000

8 Absolute_Mode_Dist, アブ ソ リ ュー ト mm 3.18 101.60

112 Scrub_Time_Enable スク ラ ブ タ イム有効化 N/A 0 1

111 Scrub_Time グラ ン ド デ ィ テ ク ト s 0.001 0.500

64 Frequency_Offset_Enable 周波数オフセ ッ ト N/A 0 1

113 Post_Weld_Seek_Enable ポス ト ウ ェルド シーク N/A 0 1

溶着セ ッ ト ア ッ プ – 溶着モー ド  – 時間

25 Auto_Scale_Enable (Graphs)  オー ト スケール N/A 0 1

溶着セ ッ ト ア ッ プ – 溶着モー ド  – エネルギー

48 Energy_Braking_Enable エネルギブレーキ N/A 0 1

47 Energy_Brake_Time エネルギブレーキ s 0.010 1.000

73 Weld_Pressure 溶着圧力 PSI 10 100

73 Weld_Pressure 溶着圧力 kPa 69 689

77 Max_Timeout タ イムアウ ト s 0.050 30.000

72 Hold_Force ホールド加圧力 lb

溶着セ ッ ト ア ッ プ – 溶着モー ド  – グラ ン ド デ ィ テ ク ト

24 Scrub_Time_Amp スク ラ ブ振幅 % 10 100

セ ッ ト ア ッ プ リ ミ ッ ト

233 ABSDIST_MLT – アブ ソ リ ュー ト 距離 in 0.1250 4.0000

233 ABSDIST_MLT – アブ ソ リ ュー ト 距離 mm 3.18 101.60

232 ABSDIST_PLT + アブ ソ リ ュー ト 距離 in 0.1250 4.0000

232 ABSDIST_PLT + アブ ソ リ ュー ト 距離 mm 3.18 101.60

221 AMPA_MLT – 振幅 A % 10 100

220 AMPA_PLT + 振幅 A % 10 100

231 COLLAPSEDIST_MLT – コ ラ プス距離 in 0.0004 1.0000

231 COLLAPSEDIST_MLT – コ ラ プス距離 mm 0.01 25.40

230 COLLAPSEDIST_PLT + コ ラ プス距離 in 0.0004 1.0000

230 COLLAPSEDIST_PLT + コ ラ プス距離 mm 0.01 25.40

236 SCRUBAMP_PLT + スク ラ ブ振幅 % 10 100

237 SCRUBAMP_MLT – スク ラ ブ振幅 % 10 100

215 DOWNSPEED_MLT – ダウンスピー ド % 1 100

214 DOWNSPEED_PLT + ダウンスピー ド % 1 100

217 HOLDPRESSURE_MLT – ホールド圧力 PSI 10 100

217 HOLDPRESSURE_MLT – ホールド圧力 kPa 69 689

表 D.2 パラ メ ータ ID

ID JSON 説明 説明 単位系 最小値 最大値
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216 HOLDPRESSURE_PLT + ホールド圧力 PSI 10 100

216 HOLDPRESSURE_PLT + ホールド圧力 kPa 69 689

219 HOLDTIME_MLT – ホールド時間 s 0.010 30.000

218 HOLDTIME_PLT + ホールド時間 s 0.010 30.000

229 PEAKPOWER_MLT – ピークパワー % 1.0 % 100.0 %

228 PEAKPOWER_PLT + ピークパワー % 1.0 % 100.0 %

235 SCRUBTIME_MLT – スク ラ ブ タ イム s 0.001 0.500

234 SCRUBTIME_PLT + スク ラ ブ タ イム s 0.001 0.500

239 TRIGDIST_MLT – ト リ ガ距離 in 0.1250 4.0000

239 TRIGDIST_MLT – ト リ ガ距離 mm 3.18 101.60

238 TRIGDIST_PLT + ト リ ガ距離 in 0.1250 4.0000

238 TRIGDIST_PLT + ト リ ガ距離 mm 3.18 101.60

223 TRIGFORCE_MLT – ト リ ガ加圧力 lb 5 159

223 TRIGFORCE_MLT – ト リ ガ加圧力 N 22 707

222 TRIGFORCE_PLT + ト リ ガ加圧力 lb 5 159

222 TRIGFORCE_PLT + ト リ ガ加圧力 N 22 707

227 WELDENERGY_MLT – 溶着エネルギー J 1 45000

226 WELDENERGY_PLT + 溶着エネルギー J 1 45000

213 WELDPRESSURE_MLT – 溶着圧力 PSI 10 100

213 WELDPRESSURE_MLT – 溶着圧力 kPa 69 689

212 WELDPRESSURE_PLT + 溶着圧力 PSI 10 100

212 WELDPRESSURE_PLT + 溶着圧力 kPa 69 689

225 WELDTIME_MLT – 溶着時間 s 0.010 30.000

224 WELDTIME_PLT + 溶着時間 s 0.010 30.000

リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト

106 Reject_Limits_Enable リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト N/A 0 1

108 Reject_Reset_Req_Enable リ セ ッ ト 要求 N/A 0 1

9 Absolute_MLR, Reject – –R アブ ソ リ ュー ト 距離 in 0.1250 4.0000

11 Absolute_PLR, Reject + +R アブ ソ リ ュー ト 距離 in 0.1250 4.0000

39 Col_MLR –R コ ラ プス距離 in 0.0004 1.0000

39 Col_MLR –R コ ラ プス距離 mm 0.01 25.40

41 Col_PLR +R コ ラ プス距離 in 0.0004 1.0000

41 Col_PLR +R コ ラ プス距離 mm 0.01 25.40

210 DOWNSPEEDMLR –R ダウンスピー ド in/s 0.3 7.0

210 DOWNSPEEDMLR –R ダウンスピー ド mm/s 8 178

表 D.2 パラ メ ータ ID
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209 DOWNSPEEDPLR +R ダウンスピー ド in/s 0.3 7.0

209 DOWNSPEEDPLR +R ダウンスピー ド mm/s 8 178

53 Energy_MLR –R エネルギー J 1 45000

56 Energy_PLR +R エネルギー J 1 45000

90 Peak_Power_MLR –R ピークパワー % 1 100

92 Peak_Power_PLR +R ピークパワー % 1 100

69 SBL_Frequency_Enable N/A N/A 0 1

68 SBL_Max_Frequency +R 周波数 Hz 29400 30600

67 SBL_Min_Frequency –R 周波数 Hz 29400 30600

118 Time_MLR –R 時間 s 0.010 30.000

120 Time_PLR +R 時間 s 0.010 30.000

123 Trigger_Distance_MLR –R ト リ ガ距離 in 0.1250 4.0000

123 Trigger_Distance_MLR –R ト リ ガ距離 mm 3.18 101.60

125 Trigger_Distance_PLR +R ト リ ガ距離 in 0.1250 4.0000

125 Trigger_Distance_PLR +R ト リ ガ距離 mm 3.18 101.60

149 Weld_Force_MLR –R 溶着加圧力 lb 10 159

149 Weld_Force_MLR –R 溶着加圧力 N 44 707

151 Weld_Force_PLR +R 溶着加圧力 lb 10 159

151 Weld_Force_PLR +R 溶着加圧力 N 44 707

サスペク ト リ ミ ッ ト

115 Suspect_Limits_Enable サスペク ト リ ミ ッ ト N/A 0.000 1.000

116 Suspect_Limits_Reset_Req リ セ ッ ト 要求 N/A 0 1

10 Absolute_MLS, Suspect – –S アブ ソ リ ュー ト 距離 in 0.1250 4.0000

10 Absolute_MLS, Suspect – –S アブ ソ リ ュー ト 距離 mm 3.18 101.60

12 Absolute_PLS, Suspect + +S アブ ソ リ ュー ト 距離 in 0.1250 4.0000

12 Absolute_PLS, Suspect + +S アブ ソ リ ュー ト 距離 mm 3.18 101.60

40 Col_MLS –S コ ラ プス距離 in 0.0004 1.0000

40 Col_MLS –S コ ラ プス距離 mm 0.01 25.40

42 Col_PLS +S コ ラ プス距離 in 0.0004 1.0000

42 Col_PLS +S コ ラ プス距離 mm 0.01 25.40

54 Energy_MLS –S エネルギー J 1 45000

57 Energy_PLS +S エネルギー J 1 45000

59 Frequency_MLR 周波数 MLR

60 Frequency_MLS 周波数 MLS

61 Frequency_PLR 周波数 PLR

62 Frequency_PLS 周波数 PLS

表 D.2 パラ メ ータ ID

ID JSON 説明 説明 単位系 最小値 最大値
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63 Frequency_Offset_Value 周波数オフセ ッ ト Hz 0 600

75 Hold_Time_Enable ホールド時間有効化 0 1

203 Amp_Step_Distance_Val 振幅ステ ッ プ距離

204 Amp_Step_Force_Val 振幅ステ ッ プ加圧力

91 Peak_Power_MLS –S ピークパワー % 1.0 100.0

93 Peak_Power_PLS +S ピークパワー % 1.0 100.0

119 Time_MLS –S 時間 s 0.010 30.000

121 Time_PLS +S 時間 s 0.010 30.000

124 Trigger_Distance_MLS –S ト リ ガ距離 in 0.1250 4.0000

124 Trigger_Distance_MLS –S ト リ ガ距離 mm 3.18 101.60

126 Trigger_Distance_PLS +S ト リ ガ距離 in 0.1250 4.0000

126 Trigger_Distance_PLS +S ト リ ガ距離 mm 3.18 101.60

150 Weld_Force_MLS –S 溶着加圧力 lb 10 159

150 Weld_Force_MLS –S 溶着加圧力 N 44 707

152 Weld_Force_PLS +S 溶着加圧力 lb 10 159

152 Weld_Force_PLS +S 溶着加圧力 N 44 707

コ ン ト ロールリ ミ ッ ト

85 Peak_Power_Cutoff_Enable ピークパワーカ ッ ト オフ N/A 0 1

43 Control_Limits_Enable コ ン ト ロールリ ミ ッ ト N/A 0 1

7 Abs_Cutoff_Flag アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ N/A 0 1

6 Abs_Cutoff_Distance アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ距離 in 0.1250 4.0000

6 Abs_Cutoff_Distance アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ距離 mm 3.18 101.60

37 Col_Cutoff_Distance コ ン ト ロールカ ッ ト in 0.0004 1.0000

37 Col_Cutoff_Distance コ ン ト ロールカ ッ ト mm 0.01 25.40

49 Energy_Compensation_Enable エネルギ補正 N/A 0 1

52 Energy_Comp_ML エネルギ最小 J 1 45000

55 Energy_Comp_PL エネルギ最大 J 1 45000

84 Peak_Power_Cutoff ピークパワーカ ッ ト % 1.0 100.0

36 Col_Cutoff_Enable コ ン ト ロールカ ッ ト N/A 0 1

メ イ ン メ ニュ  – システム構成

32 Act_Assembly_Number アクチュエータ アセンブ リ N/A N/A N/A

33 PS_Assembly_Number P/S アセンブ リ N/A N/A N/A

34 Stack_Assembly_Number ス タ ッ クア ッ センブ リ N/A N/A N/A

1140 Basic_Mode_Enable ベーシ ッ クモー ド N/A 0 1

1141 Horn_Clamp_Enable ホーン ク ラ ンプ N/A 0 1

1142 UDI_Scan_Enable UDI スキャ ン N/A 0 1

表 D.2 パラ メ ータ ID
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1143 Automation_Mode_Enable 自動モー ド N/A 0 1

1144 Mem_Full_Continue_Enable メ モ リ フル続行 N/A 0 1

1146 Authority_Check_Enable 権限チ ェ ッ ク N/A 0 1

1147 Barcode_Start_Char プ リ セ ッ ト バーコー ド N/A 1 1

1148 Assembly_Num_Stack アセンブ リ ナンバー – ス タ ッ ク N/A 0 11

1149 Assembly_Num_Act アセンブ リ ナンバー – アクチュ

エータ
N/A 0 11

1150 Assembly_Num_PS アセンブ リ ナンバー – パワーサ

プ ラ イ
N/A 0 11

1151 Verify_Hardware ハー ド ウ ェ アの承認 N/A 1 7

1153 Beeper_On_Estop ビーパ 　 オン 　 エン ド ス ト ッ プ N/A 0 1

1155 Idle_Time_Logout アイ ドルタ イムログアウ ト N/A 2 99999

1159 Digital_Tune_Freq デジ タルチューニング周波数 N/A N/A N/A

1160 PS_Frequency パワーサプ ラ イ周波数 N/A N/A N/A

1163 Time_Of_Day 日付時刻 時間 hh:mm

1164 Date 日付 日付 MM/DD/YY

1165 Operator_Authority オペレータ権限 N/A 0 31

表 D.2 パラ メ ータ ID

ID JSON 説明 説明 単位系 最小値 最大値
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D.4.2 溶着履歴 ID

表 D.3 溶着履歴 ID

ID 説明 ID 説明

1 サイ クルカウン タ 20 未使用

2 ユーザ ID 21 未使用

3 パーツ ID 22 溶着加圧力 B

4 プ リ セ ッ ト  # 23 溶着加圧力 A

5 プ リ セ ッ ト 訂正 24 圧力

6 プ リ セ ッ ト 検証済み 25 最低周波数

7 アクチュエータ アセンブ リ 26 最高周波数

8 パワーサプ ラ イアセンブ リ 27 開始周波数

9 ス タ ッ クア ッ センブ リ 28 終了周波数

10 溶着時間 29 周波数の変化

11 ピークパワー 30 サイ クル実行時間

12 エネルギー 31 ホールド加圧力

13 未使用 32 ト リ ガ加圧力

14 ダウンスピー ド 33 パワーサプ ラ イシ リ アル #

15 溶着アブ ソ リ ュー ト 34 アクチュエータ アセンブ リ  #

16 ト ータルアブ ソ リ ュー ト 35 時間

17 溶着コ ラ プス 36 日付

18 ト ータルコ ラ プス 37 プ リ セ ッ ト 名

19 開始振幅 38* アラーム ID

注記

* アラーム情報は、 関連する溶着サイ クルにアラームが生じ ている場合に限

り、 リ ターンス ト リ ングにデータ と と もに入力されます。 そ う でない場合は、
このフ ィ ールドは空欄にな り ます。
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D.4.3 イベン ト 履歴 ID

D.4.4 アラームログ ID

D.4.5 ユーザ ID テーブル ID

表 D.4 イベン ト 履歴 ID

ID 説明

1 イベン ト #

2 プ リ セ ッ ト #

3 プ リ セ ッ ト 訂正

4 ユーザ ID

5 イベン ト #

6 シ リ アル #

7 日付 / 時間

8 イベン ト 原因

9 イベン ト 説明

表 D.5 アラームログ ID

ID 説明

1 アラーム #

2 サイ クル #

3 プ リ セ ッ ト 訂正

4 プ リ セ ッ ト #

5 アラーム ID

6 ユーザ ID

7 アクチュエータ アセンブ リ

8 パワーサプ ラ イアセンブ リ

9 日付 / 時間

表 D.6 ユーザ ID テーブル ID

ID 説明

1 ユーザ ID
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D.4.6 ユーザレベル ID

D.4.7 オペレータ権限 ID

2 パスワー ド

3 ユーザレベル

4 ステータ ス

5 パスワー ドの有効時間

6 初回ログイ ン

7 日付 / 時間

表 D.6 ユーザ ID テーブル ID

ID 説明

表 D.7 ユーザレベル ID

ID 説明

0 オペレータ

1 技術者

2 スーパーバイザ

3 エグゼク テ ィ ブ

表 D.8 Operator Authority （オペレータ権限）

ID 説明

1 アラームのリ セ ッ ト

2 未承認のプ リ セ ッ ト の実行

4 プ リ セ ッ ト の呼び出し

8 校正実行

16 バッ チカウン ト のリ セ ッ ト

注記

１ つ以上の権限を １ 度に設定するには、 表 D.8 に記載されている値を追加し

ます。

例 ： リ セ ッ ト アラームと リ セ ッ ト バッ チカウン ト の権限を一度に付与するに
は、 (16 + 1) = 17 を送信し ます。
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索引

Numerics
21 CFR Part 11 の準拠 35

A
AB Amplitude （AB 振幅） 26
AB Delay （AB 遅延） 26
AB Time （AB 時間） 26
Absolute Cutoff （アブ ソ リ ュー ト カ ッ ト オフ） 26
Absolute Distance （アブ ソ リ ュー ト 距離） 26
Absolute Mode （アブ ソ リ ュー ト モー ド） 26
Absolute Position （アブ ソ リ ュー ト 位置） 26
Accept-as-is （特別採用） 26
Act Clr Output （アクチュエータ ク リ ア出力） 26
Actual （実際値） 26
Alarm Beeper （アラーム音） 26
Alarm Log （アラームログ） 26
Amp A （振幅 A） 26
Amp B （振幅 B） 26
Amp Control （振幅制御） 26
Amplitude Graph （振幅グラ フ） 26
Amplitude Step （振幅ステ ッ プ） 26
Amplitude （振幅） 26
Authority Check （権限チ ェ ッ ク） 26
Auto Scale Graph （オー ト スケールグラ フ） 26
Automatic （自動運転） 27
Automation （自動） 27

B
Basic/Expert （ベーシ ッ ク / エキスパー ト ） 27
Batch Setup （バッ チセ ッ ト ア ッ プ） 27
Beep （ビープ） 27

C
Cal Actuator （Act 校正） 27
Cal Sensor （センサの校正） 27
Clamping Force （ク ラ ンプ力） 27
Cold Start （コールド ス ター ト ） 27
Collapse Distance （コ ラ プス距離） 27
Collapse Mode （コ ラ プスモー ド） 27
Components Verify （コ ンポーネン ト 確認） 27
Control Limits （コ ン ト ロールリ ミ ッ ト ） 27
Converter （コ ンバータ） 27
Counters （カウン タ） 27
Cycle Aborts （サイ クル中断） 27

D
DC パワーサプ ラ イ  212
DC 電源モジュール 54
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Digital Filter （デジ タルフ ィ ルタ） 27
Digital Frequency （デジ タル周波数） 27
DIP スイ ッ チ 84
Downspeed Tuning （ダウンスピー ド チューニング） 27
Downspeed （ダウンスピー ド） 27

E
Energy Braking （エネルギブレーキ） 28
Energy Compensation （エネルギ補償） 28
Energy Mode （エネルギモー ド） 28
Event History （イベン ト 履歴） 28
Executive （エグゼク テ ィ ブ） 28
External Amplitude Control （外部振幅制御） 28
External Frequency Control （外部周波数制御） 28
External U/S Delay （外部発振信号遅延） 28
Extra Cooling （追加冷却） 28

F
F Actual （周波数実測値） 28
F Memory （周波数メ モ リ） 28
FDA （ア メ リ カ食品医薬品局） FDA 35, 190
Force Act （実際の溶着加圧力） 28
Force Graph （加圧力グラ フ） 28
Force （溶着加圧力） 28
Force/Col Graph （溶着力 / コ ラ プスグラ フ） 28
Freq Chg （周波数変化） 28
Freq End （終了周波数） 28
Freq Max （最高周波数） 29
Freq Min （最低周波数） 29
Freq Start （開始周波数） 29
Frequency Graph （周波数グラ フ） 29
Frequency Offset （周波数オフセ ッ ト ） 29
Frequency （周波数） 29

G
General Alarm （ゼネラルアラーム） 29
Gnd Det.Cutoff （グラ ン ド デ ィ テ ク ト カ ッ ト オフ） 29
Gnd Det.Mode （グラ ン ド デ ィ テ ク ト モー ド） 29

H
Hold Force （ホールド加圧力） 29
Hold Pressure （ホールド圧力） 29
Hold Time （ホールド時間） 29
Horn Clamp （ホーン ク ラ ンプ） 29
Horn Down （ホーンダウン） 29

I
I/O Connector （I/O コネク タ） 29

K
Key （キー） 29

L
Linear Encoder （リ ニアエン コーダ） 29, 51
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M
Main Menu （メ イ ン メ ニュ） 29
Max Energy （最大エネルギ） 29
Memory Full （メ モ リ フル） 30
Min Energy （最小エネルギ） 30
Minus Limit （マイナス リ ミ ッ ト ） 30
Missing Part （ ミ ッ シングパーツ） 30

O
Operator Authority （オペレータ権限） 30
Operator （オペレータ） 30

P
P/Col Graph （パワー / コ ラ プスグラ フ） 30
P/Force Graph （パワー / 加圧力グラ フ） 30
Parameter Range （パラ メ ータ範囲） 30
Part-ID Scan （パーツ ID スキャ ン） 30
Password Recovery Kit （Password Recovery Kit （パスワー ド復旧キッ ト ）） 30
Peak Power （ピークパワー） 30
Peak Power Cutoff （ピークパワーカ ッ ト オフ） 30
Plus Limit （プ ラス リ ミ ッ ト ） 30
Pneumatic Air Prep （空気圧プレ ッ プ） 31
Post Weld Seek （ポス ト ウ ェルド シーク） 31
Power Graph （パワーグラ フ） 31
Preset Barcode Start （プ リ セ ッ ト バーコー ド ス ター ト ） 31
Preset Name （プ リ セ ッ ト 名） 31
Preset （プ リ セ ッ ト ） 31
Presets, External Selection （外部選択プ リ セ ッ ト ） 31
Pressure Limits （圧力リ ミ ッ ト ） 31
Pressure Step （圧力ステ ッ プ） 31
Pretrg @ D 31
Pretrig Amp （プ リ ト リ ガ振幅） 31

R
Rapid Traverse/RAPID TRAV （ラ ピ ッ ド ト ラバース） 31
Ready Position （レデ ィ ・ ポジシ ョ ン） 31
Recall Preset （プ リ セ ッ ト の呼び出し） 31
Reject Limits （リ ジ ェ ク ト リ ミ ッ ト ） 31
Reset Required （リ セ ッ ト 要求） 31
Run Screen （実行画面） 32

S
Scrub Time （スク ラ ブ タ イム） 32
Setup Limits （セ ッ ト ア ッ プ リ ミ ッ ト ） 32
Stack （ス タ ッ ク） 32
Start Frequency （開始周波数） 32
Step @ Col (in) 32
Step @ E (J) 32
Step @ Ext Sig 32
Step @ Pwr (%) 32
Step @ T (S) 32
Supervisor （スーパーバイザ） 32
Suspect Limits （サスペク ト リ ミ ッ ト ） 32
SV Interlock （SV イ ン ターロ ッ ク） 32
Sys Components （システムコ ンポーネン ト ） 32
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S ビーム式ロー ド セル 17, 18, 22, 32, 51

T
Technician （技術者） 32
Test Scale （テス ト スケール） 32
Time Mode （タ イムモー ド） 32
Timeout （タ イムアウ ト ） 32
Trig Delay （ ト リ ガ遅延） 33
Trigger Beeper （ ト リ ガビーパー） 33
Trigger （ ト リ ガ） 33

U
Upper Limit Switch (ULS) （上昇端スイ ッ チ （ULS）） 33
UPS 33
USB Copy Now （すぐに USB コ ピー） 33
USB Streaming Data Setup （USB データ取り込み設定） 33
User I/O （ユーザ I/O） 33
User ID Setup （ユーザ ID セ ッ ト ア ッ プ） 33
User-defined Limits （溶着結果に対するユーザ定義可能な リ ミ ッ ト 値設定） 33

V
Velocity Graph （速度グラ フ） 33
View Setup （設定表示） 33

W
Weld Count （溶着カウン ト ） 33
Weld Energy （溶着エネルギ） 33
Weld Force （溶着加圧力） 34
Weld History Setup （溶着履歴設定） 34
Weld History （溶着履歴） 34
Weld Results （溶着結果） 34
Weld Scale （ウ ェルド スケール） 34
Weld Time （溶着時間） 34
Windows Setup （Windows 設定） 34
Write In Fields （フ ィ ールド に書込み） 34

X
X Scale Graph （X スケールグラ フ） 34

Z
アクチュエータ  18, 34
アクチュエータサポー ト  48
アクチュエータの設定 183
アクチュエータの操作 181
アクチュエータの調整 184
アクチュエータベース 48
アクチュエータ制御部 25, 182
アクチュテータ性能 47
アフ ターバース ト  21, 34
アラーム 223
アラームイ ンデッ クス 224
アラームの異常 227
アラームの設定 237
イベン ト  257, 258
エアフ ィ ルタ  46, 71
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エア系統の接続 46, 71
エア消費量 72
エア配管 46, 71
エネルギ補償 21
エン コーダ 18, 21
オー ト シーク  17
オー ト チューニング 21
オーバーロー ド アラーム 253
ガー ド  85
カバー 207
キャ レ ッ ジおよびスラ イ ド機構 18
キャ レ ッ ジ ド ア 25
グラ フ  22
ケーブル 63
コールド ス ター ト 手順 204
コ ラ プスにおける リ ミ ッ ト 設定 21
コ ン ト ロールリ ミ ッ ト  21, 22
コ ンバータ  19
コ ンバータおよびブース タ  55
サービスイベン ト  204
サイ クルアラームな し  231
サイ クル実行時間 21
サイ クル修正アラーム 225
サイ クル中断 21
サスペク ト またはリ ジ ェ ク ト アラーム 232
サスペク ト リ ミ ッ ト  22
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